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◇桜さくら井い夏なつ希き◆




　夏なつ希きは理科準備室で一人、自分を呼び出した少年を待っていた。

　朝は教室にいなかったけれど、こうして連絡を寄越したくらいだから来るだろう。

　次の授業までそう間がないこともあり、焦じれた夏なつ希きはスマートフォンの画面と扉を交互に確かめるのを繰り返す。

　しびれを切らした夏なつ希きが廊下へ出ようとした頃になって、扉が控えめに開かれていく。

　唇くちびるが笑みの形に歪ゆがむのをどうにか堪こらえ、待たされて不機嫌なのだと演出するよう眉まゆを顰ひそめる。

「……あんた──」

　言い切る前に、夏なつ希きの腹部に何かが押し当てられる。

　瞬間、全身に強烈な痺しびれが奔はしった。

　あんた。

　それは夏なつ希きの、人生最さい期ごの言葉となった。
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◇遠えん藤どう彼方かなた◆




　目が覚めるとすぐに、彼方かなたは普段の癖でヘッドボード上のデジタル置き時計を見る。

　時刻は、とうに昼過ぎ。

　彼方かなたは中学生で、今日は金曜日。つまり平日。

　慌あわてて身体を起こそうとして、そこでようやく思い出す。

　自分は具合が悪く、今日は学校を欠席していたのだと。

「……あぁ」

　身に染しみ付ついた習慣というのは恐ろしいなと思いながら、苦笑。

　再びベッドに倒れ、ぼんやりとスマートフォンに手を伸ばす。

　メッセージアプリには、友人達からの心配の言葉が多数届いていた。

　珍しいことに父からも来ているので、見てみる。

　──『お前が努力家なのは分かるが、あまり根を詰めないように』

「……努力家か。父さんらしい言い方だな」

　またもや苦笑しつつ、友人らへの返信も行う。

　気け怠だるく、時折咳せきも出るが、寝転がっている分にはそう苦でもない。

　静かな室内に、ごぼごぼという音が響く。加湿器のタンクから水が落ちていくそれに、彼方かなたは「人が溺おぼれているみたいだな」と、ぼんやりした頭で考えた。

　水中で、肺の中の空気が出ていく時の音。あるいは同時に水を飲み込んでしまう時の音。

　ごぼごぼ。辛つらそうだなと他人ひと事ごとのように思っていると、咳せきが出た。ごほごほ。

　今のは、加湿器から発せられたのか、それとも部屋で溺おぼれる自分から？

　来客を知らせるチャイムが鳴ったのは、彼方かなたがそんなことを考えていた時だった。

　音が収まってから、少年は気持ち迅じん速そくに、実際は鈍どん重じゆうに上体を起こす。

　加湿器を見ると、もわもわと白い煙を薫くゆらせている。それは煙草たばこの紫し煙えんを連想させ、彼方かなたの気分を落ち込ませた。

　どうにもよくない、と彼方かなたは印象の更新を試みる。

　冬。寒空の下で、隣に恋人が立っている。手袋もつけていない自分の両手を温める為ために、彼女が温かい息を吐いた。それは白く美しく染まっていて……。

　これでいい、と頷うなずくと同時、再度チャイムが鳴る。

　音自体は先程と何ら変わりないというのに、それは急かすように鼓膜を揺らした。

　だからと言って急に素早く動けるようになるわけでもない。

　立ち上がり、自身の姿を確認。

　冷却ジェルシート、マスク、マフラー、長袖のシャツに、グレーのカーディガン、丈の長いフリースパンツ、更には靴下。ひと目で病人と分かる恰かつ好こうだ。

　二度チャイムを鳴らした相手の訪問理由がなんであれ、これを見れば納得してくれるだろう。

　彼方かなたは緩かん慢まんな動作で自室を出ると、息を切らしながら階段を下り、廊下を少しだけ歩き、玄関に辿たどり着つく。ここまで実に二分。

　普段は気にもしない段差に躓つまずき、どうにかローファーを引っ掛けながら扉に手をかける。

　ガチャ、と解かい錠じようすると同時に外からドアノブが捻ひねられ、扉が豪快に開かれた。一条の風が吹き込む。それがあまりに冷たかったので、肩を抱いてブルブルと身体を震わせた。

　そして訪問者を目の当たりにし、その相手に自然と表情が綻ほころんだ。

「うぉー寒ぃ」

　と駆け込んできたのが少年。

「お、おじゃまします」

　と遠慮がちに玄関に足を踏み入れたのが少女。

　少年の方は、名を山やま崎ざき快かい斗とという。

　暦は十二月に突入したというのに、彼は制服のブレザーの上に何も羽織っていなかった。防寒具の類は一切なし。それは寒くて当たり前だ、と彼方かなたは呆あきれるように微笑ほほえむ。

　明るい色の毛髪と鋭利な視線が特徴的で、見ようによっては攻撃的に映る。事実、彼の気性はお世辞にも穏やかとは言えないのだが、決して乱暴者ではない。潑はつ剌らつというのが適している。

「……二人とも、見舞いに来てくれたんだね、ありがとう」

　不思議なもので、彼らの顔を見ただけなのに、それだけで幾分楽になった。僅わずかではあるが気分も上向きになり、笑う余裕も出来る。

　なるべくいつも通りにと薄く笑んだ彼方かなたを見て、快かい斗との方も靴を脱ぎつつ、ニッと笑みを浮かべた。

「おう。……んで、彼方かなたは平気なわけ？　見たところ、死に掛けっぽいけどよ」

「ありがとう。大丈夫だよ、大丈夫」

　と返答し、もう一人の客人へ目を向ける。

「詩し織おりも。寒い中わざわざありがとう」

　ローファーの踵かかとを潰し、無造作に脱ぎ捨てた快かい斗ととは対照的に、少女は脱いだ靴をしゃがんで整え、快かい斗とのも含め綺き麗れいに反転させた。

　それが済んだ頃を見計らって声を掛けたのだが、彼女はビクッと身体を震わせ、左手に持っていたビニール袋を落としてしまう。

「……ひゃいっ……あぅ、……え、と、はい。いえっ、その、うぅ……」

　急いで袋を持ち、立ち上がったものの、少女は言葉らしい言葉も吐けずに赤面し、俯うつむく。

　彼女の驚きようは気を抜いていたというより、緊張している際に声を掛けられた人間のそれに近かった。

　であれば、その理由はなんだろう。気にはなったが、それよりも謝罪を優先。

「あぁ、ごめん。驚かせてしまったね」

　赤みを帯びた茶髪は地毛だそうで、肩口まで伸びている。小柄で華きや奢しやな体たい軀く、幼さの残る童顔、庇ひ護ご欲よくをそそる小動物めいた仕草と、対人関係を苦手とする人見知りな性格。

　彼女は制服の上にベージュのダッフルコートを羽織っていて、快かい斗とよりは幾分温かそうだ。

　コートはスカートまですっぽりと覆おおうロング丈なので、下に何も穿はいていないように見えてしまうのが目の毒といえば毒だった。それにしても、上半身に比べ、隠れているスカートから伸びる白く細い足は外気に晒さらされていて寒そうだ。

　つけている紅あかいマフラーは彼方かなたがプレゼントしたもので、彼方かなたが今首に巻いているのは、彼女が贈ってくれたものである。

　少女・久く保ぼ詩し織おりは、彼方かなたの恋人であった。

　先程、空想の中で隣に立っていた恋人も詩し織おりだ。

「おいおい久く保ぼちゃん、仮にも彼氏に話しかけられてそのテンパりっぷりは異常じゃね？　いや、俺とも普通に会話してたかっつぅとアレだけどよ」

　快かい斗とが頰ほおを搔かきながら苦笑する。そこに責めるような色は無い。

　しかしそんな軽口を、詩し織おりは普通の人間のように流すことができないのだ。

「……すっ、すみません……。その、わたし、なんていうか、ノロマで……それで」

　彼女の黒曜石の瞳ひとみがにわかに潤うるみだし、快かい斗とは慌あわてた。

「いやいやいや！　別に怒ってねぇよ？　会話のペースなんてそれぞれだしっ？　だから泣くなって！　やべぇ！　俺のせい？　すまん！　ごめんなさい！」

　土下座だった。あまりに流りゆう麗れいなその動作はそれが謝罪の姿勢だというのに見み惚とれてしまいそうな程で、彼方かなたは場違いにも感心してしまう。

　謝意を向けられた詩し織おりの方はというと、「ひゃうっ」と驚きの声を上げながら飛とび退すさっていた。どこか警戒心の強い小動物を思わせる動きだ。

　不安げにこちらへと視線を向けた詩し織おりに、彼方かなたは柔やわらかく微笑ほほえみかける。そのまま少女の頭にそっと手を伸ばし、さらりとした毛髪を梳すくように撫なでた。

　次いで、囁ささやき声ごえを出す。

「大丈夫、僕も快かい斗とも、君を責めたりしないから。ここに詩し織おりの敵はいないよ」

　安心してもらえるよう、一音一音に心を込めて言う。やがて、桃程度に豊ほう頰きようを染めた詩し織おりはこくこくと頷うなずいた。

　彼方かなたは安心したように口くち許もとを緩めてから、ゆっくりと自室へ向かう。

「かァ～、やっぱイケメンは言うことが違うわー。俺、女子にそんな歯の浮くようなセリフ言えねぇもん。思いついたとしても、言えねぇもん」

　快かい斗とは素早く土下座から立ち上がると、彼方かなたより先に階段を駆け上がりながら、からかうように言った。

　彼方かなたはくすくすと笑い、詩し織おりに先を譲ってから、階段を上がり始める。

「僕も、快かい斗とみたいに土下座したりできないよ」

「おォい！　過ぎた話をぶり返すかお前！　つぅか！　比べていいモンじゃねぇだろ！　クサイ台詞せりふと土下座は比べちゃいかんだろ！　俺が虚むなしくなんだろ！　なぁ！」

　快かい斗とはそれが使命だとでも言わんばかりに叫ぶ。断りもなく彼方かなたの部屋のドアを開き、ズカズカと踏み入る。いつものことなので、彼方かなたは今更注意したりしない。

　詩し織おりは入るなり盛大に転んだ。本棚に躓つまずき、いくらか落下してきた本にぶつかり涙目になる。

　それを快かい斗とが笑い、「大丈夫？」と彼方かなたが慰める。

　気遣わしげに向けられる彼方かなたの視線をくすぐったそうに受け止めながら、詩し織おりはぶんぶんと頭を上下させた。それに追従するように、彼女の毛髪が揺れ動く。

「ほ、ほんとうに、大丈夫なので！」

　問題ないことをアピールするように、彼女が勢い良く立ち上がった。

　しかしそこで詩し織おりの右みぎ膝ひざが赤くなっていることに彼方かなたは気付く。転んだ時に打ったのだろう。

　打撲という程でもなく、擦さつ過か傷しようにもなってはいないが、胸がずきりと痛んだ。

　彼方かなたの視線と表情から遅れてそれに気付いた詩し織おりは「これくらい、大丈夫ですから」と言ったが、彼方かなたの表情は晴れない。

　無意識のうちに、赤くなっている箇所に手を伸ばしていた。

「……んっ」何かを堪こらえるような詩し織おりの声、そして落ちた本を適当な位置に収納していた快かい斗との「なにやってんだ？」という疑問、その二つを経て彼方かなたは自分の状態を振り返る。

「…………えぇと」咄とつ嗟さに触れてしまったが、明確な目的があるでもない。普段より回転速度の落ちている頭を全力で働かせ出てきたのは「いたいのいたいの、とんでいけ」なんて言葉。

　言ってから、そっと手を離す。

　部屋に三人集まっているというのに、加湿器からのごぼごぼという音が鮮明に聞こえる。

　そんな悲しいまでの沈黙は、幸いなことに数秒で破られた。

「ぶはっ！　懐なつかしいなおい！　俺それ聞いたの、多分園児以来だぞっ」

　快かい斗とが膝ひざを叩たたきながら大笑いしてくれたおかげで、場の空気が弛し緩かんする。

　彼方かなたはゆっくりと立ち上がって、詩し織おりの目を見た。

「ごめんね、なんていうか、いきなり触っちゃって」

「いえ……。わたしも、懐なつかしいな、と思いました。昔、お母さんによくしてもらったので」

　それに、と彼女は続ける。

「か、彼方かなたくんのおかげで、痛くなくなった……ような気がします」

　気を遣っての発言だとは分かったが、彼方かなたはつい頰ほおが緩んでしまうのを感じた。

「ほんと？　役に立てたのならよかった」

　彼方かなたの笑顔を直視出来ないとばかりに詩し織おりが視線を外す。その顔には朱が差していた。

　にこにこ微笑ほほえむ彼方かなたと、もじもじ床に視線を落とす詩し織おりを見て、快かい斗とは呆あきれるように苦笑。

「はいはいごちそーさんです、っと」

　言いながらベッドの上に腰掛ける。

「にしても、暖房効きすぎじゃね？　あと何か甘い匂い……あぁ、お前の匂いだこれ」

　すんすんと鼻を鳴らしながら、快かい斗とがそんなことを言った。

　所在無さげに立っていた詩し織おりはピクッと反応。

　どこか陶とう然ぜんとした様子で「……彼方かなたくんの、匂い……」と呟つぶやく。

「詩し織おり？　どうかしたかな？」

「ひゃぅっ……な、なんでもない、です……」

　顔一杯に含がん羞しゆうの紅べにを滲にじませ、詩し織おりは首を横に振った。

　そして、まるで誤ご魔ま化かすように言う。

「あ、あのっ、その、風邪だと聞いたので……その、色々買ってきてみたんですが……あの、えと、ご、ごご、ご迷惑でなければ、その、わたしが、えと」

「つまり久く保ぼちゃんがおかゆ作ってくれるんだってよ。喰くうか？　喰くうよな？　彼女の手作り飯を喰くわねぇ彼氏が地球上に存在するわけねぇもんな？　お前はデキるイケメンだもんな？」

　恨みがましい快かい斗との言葉は無視して、彼方かなたは詩し織おりに微笑ほほえみかけた。

「ありがとう。嬉うれしいよ。まだ昼食を摂とっていなかったんだ。頼めるかな？」

「は、はいっ……！」

　瞬間、詩し織おりの表情がパァっと華やぐ。笑みの花が咲き、喜色満面、詩し織おりは部屋を後にした。

　パタン、と丁寧に扉を閉める音が妙に反響したような錯覚を覚え、それが突如訪れた沈黙によるものだと彼方かなたが気付いた頃になって、快かい斗とが口を開く。

「知ってるか？　今日は近こん藤どうも学校休んでたんだぜ」

　彼から発せられた声は先程より幾分か低くなっているようであった。温度の奪われた声は、暖房の効いた部屋に冷たく染しみ渡わたる。

　彼方かなたは彼の隣に腰掛けながら、微かすかに首を傾けた。

「……へぇ、此方こなたも？」

　遠えん藤どう彼方かなた、山やま崎ざき快かい斗と、久く保ぼ詩し織おり、近こん藤どう此方こなたの四人は近隣の名門私立中学──四し瞳どう学園の生徒だ。快かい斗とは親友で、詩し織おりは恋人で、此方こなたは幼おさな馴な染じみとでも言おうか。最初は彼方かなたを中心に顔を合わせるだけだった三人も、今や互いに友人と認める仲で、最近は四人で集まることも多い。

「でもよ、ちょっと変なんだよなぁ」

「変って？　僕と此方こなたが同じ日に休むのが？」

　快かい斗とは白い歯を覗のぞかせて、人ひと懐なつっこい笑みを浮かべた。後からそれが悪戯いたずらっぽく歪ゆがむ。

「あぁ、それ疑ったわ。冗談のつもりで『彼方かなたが浮うわ気きしてっかもよ』って久く保ぼちゃんに言ったらマジ泣きされたんで土下座しました」

「あんまり詩し織おりを虐いじめないでくれるかな……」

　彼方かなたは快かい斗との頭に軽く手しゆ刀とうを落とす。快かい斗とは痛がる素振りを見せるも、文句は言わない。

「……いてて。えぇと、そんでさ、そうじゃなくて、なんつぅの？　俺、見ちゃったんだよ。休んでるはずの近こん藤どうが校内をうろついてるとこ」

　彼はまるでありえないものを見たとでも言いたげだったが、彼方かなたは快かい斗とほど驚かなかった。

「休んでる筈はずなのに、休んでなかったということ？」

　彼の言いたいことが今ひとつ摑つかめず、彼方かなたは頭を捻ひねる。

「あー、順番に言うわ。朝、お前がいないじゃん？　久く保ぼちゃんはお前を挟まないと会話が成立する前に泣かせちまうから、近こん藤どうのクラスに行ったわけよ。いつもならクラスでニャーニャー鳴いてる近こん藤どうがいねぇじゃねぇかと、俺は昨日観たドラマの話を誰にすればいいのかと」

「あぁ、『不良探偵は推理しない』？　僕、観たよ」

「おぅそうか。今週も最高だったな。決きめ台詞ぜりふの『正直に言えよ、お前がやったんだろ？』はイカしてたわ本当。見事に真犯人は別にいたけどよ」

　探偵に憧れるも、頭の出来が残念無念な金髪不良の探偵が、ある日街で拾った家出娘を助手に迎え、毎回的外れな推理をしつつも助手が華麗にそれを軌道修正し、最終的に真犯人を突き止める。という悲劇に喜劇を混ぜたようなドラマで、イケメンだが演技が下手な人気俳優の起用と、こちらは美人で更に演技派な人気絶頂の女優をヒロインに抜ばつ擢てきしたことにより、昨今ドラマの低視聴率化が進んでいる中、奇跡的なヒット作となっているドラマだ。

「いや、そうじゃなくてよ。その話は後でタップリするとしてよ」

　どこか快かい斗との様子がおかしい。元気過ぎるくらいに元気なのは普段通りなのだが、そこに、どうにも噓うそっぽさが滲にじんでいる。無理して平常を気取るような、そんな違和感だ。

「えぇと、つまり確かに学校を休んでいた此方こなたが、学校にいたから変、ということ？」

　いまだ話が見えない中、それでもどうにか纏まとめると、快かい斗とは深く首しゆ肯こうした。

「ちゃんと担任にも聞いて、風邪って聞いたから引き下がったわけよ。そしたら二限の終わりくらいかな？　トイレから出たところで、あいつの後ろ姿がチラリと見えた気がしたんだよなぁ。どう思う？」

「どう思うって……。見間違いかもしれないし、そうじゃないなら、此方こなたが途中から学校に来たってことじゃないの？　マイペースだから、遅刻も別に珍しくないしね」

「いや、そうじゃねぇみたいなんだよ。俺、声掛けようと思って追ったんだけど見失っちまって、んで、また担任に聞いたら、まだ来てねぇって言われたんだ」

「うぅん。じゃあやっぱり見間違いかな。それとも遅刻した上で授業をサボったとか。僕には分からないけどね。というより、快かい斗とが此方こなたにそこまで執着を見せるのが意外なのだけど」

　快かい斗とはそこで、照れるでも否定するでもなく、表情を曇らせた。違和感が強まる。

「んー……だよなぁ。俺の見間違いってことでいいよな。でもよ……今日に限って」

「今日に限って？」

　その言葉に、彼方かなたは嫌な予感を覚えた。

「何かあったの？」

「いや……」

「……？　そんな言いづらいことが起きたんだ？　暴力沙汰、窃せつ盗とう……でもなければ殺人事件とか？　って、さすがにそれはないか」

「起きたんだよ」

「え？」

「起きたんだよ、殺人事件、学校で」

　起きたんだよ。畳み掛けるようにもう一度言って、快かい斗とは呼吸を荒くした。彼の視線が鋭利さを増し、瞳どう孔こうが開く。

「えぇと、僕、そういう類の冗談は好きじゃないって、知っているよね？」

　三秒から五秒程の間を空けて、どうにかそう絞り出した彼方かなたに、快かい斗とは僅わずかな怒気を滲にじませて言葉を返す。信じてもらえなかったことが不服で仕方ないと、拗すねるように。

「あのな、俺がそこまでタチの悪い奴やつだと思ってんのか、お前は。俺は冗談は言っても噓うそはつかねぇよ。少なくとも、彼方かなたにはな」

　絶対に、つかねぇと彼は続けた。

「思ってないから、困っているんだよ」

　素直に告げると、快かい斗との瞳ひとみから怒りが引き、理性の光が明度を取り戻していく。

　そこで、思い出したように咳せきが出た。汗で服が肌に張り付く嫌な感覚も、同時に蘇よみがえる。

　さっきまでは気にならなかったのに、部屋の温度も、纏まとわりつくような湿気も、霞かすみがかかったような意識も、全てが気持ち悪いくらいに強調された。予想外の事態に直面した時に起きる、身体の火ほ照てりと心拍の上昇が、風邪による体の不具合に拍はく車しやを掛ける。不快と不調の乗算。

　彼方かなたは胃から何かが逆流してきそうになるのを堪こらえ、会話を続行。

「……誰が、殺されたの？」

　思えば、まだ昼を少し過ぎた辺りだ。彼方かなたの自宅から学校まではそう遠くないが、授業を全部受けてから来るには時間が早すぎる。何故なぜ気付かなかったのか。快かい斗とらが早退したわけではないのなら、学校側が生徒を帰宅させる理由が出来たということだろうに。

「多分、お前驚くぞ。なんてったって、そいつは先週お前に告白してきた女子だからな」

　快かい斗との言葉に彼方かなたは困惑気味に表情を歪ゆがめる。場の空気にはそぐわないが、言うしかない。

「ごめん……先週だけで四人に告白されたから、それだけじゃ誰か分からないよ」

「おぅ、殴なぐっていいかイケメン」

　許可を待つことなく、頰ほおをひくつかせた快かい斗とが彼方かなたの肩を殴なぐった。

　痛みを感じる程ではなかったが、大おお袈げ裟さにベッドに倒れてみせる。

　快かい斗との空元気の正体はこれか、と納得。

　先週告白してきた女子生徒の顔を順に思い浮かべていく。その内の誰かが既にこの世の人間ではないという現実は、しかし彼方かなたに現実感をもたらさなかった。

　しばらくしても何も言わない彼方かなたに、「時間切れだ」と言ってから快かい斗とはその名を口にした。

「桜さくら井い夏なつ希きだよ。理事長の娘で、ツインテだった」

「……あぁ」

　白い天井を眺めながら、彼方かなたは頷うなずく。

「あの子か」

　覚えている。

　詩し織おりの意思を尊重して、彼方かなたと詩し織おりの交際は快かい斗とと此方こなたを含めた四人以外には秘められているのだが、その所為せいか女子生徒からの告白が後を絶たない。

　彼方かなたはその全てを心苦しげな表情と優しい言葉で断っているのだが、彼女は少々特殊だった。

　昨日の放課後、彼女は彼方かなたを屋上に呼び出した。当然普段は施せ錠じようされているのだが、彼女は「お父様に貰もらったの」と自慢げに鍵を取り出して解かい錠じよう。誰かの目に触れるのが嫌だったのか、あるいは雰囲気が出るとでも思ったのか、屋上で告白。

　他の生徒にするように断るも、彼女は食い下がった。

　だから彼方かなたは人物名を伏せて「付き合っている人がいる」と言った。夏なつ希きは当たり前のように「じゃあ別れてよ」と返した。「あたしの方がきみを満足させられる」とも。

　その発言が、まるで詩し織おりを馬鹿にしているように聞こえて、つい口を滑らせてしまったのだ。「僕はそう思わない」という彼方かなたの言葉に、夏なつ希きは顔を真っ赤にして激怒。そのまま背を向けて駆かけていった。

　そして、今日は金曜。四し瞳どう学園は週五日制なので、週最後の登校日。

　彼女は休みを迎えることが出来ず、命を落とした。

「桜さくら井いさんが……信じられないな。彼女なら、相手を返り討ちにしたっておかしくないのに」

　つい口から出た冗談に、快かい斗とが口の端はを歪ゆがめて笑う。面白くてそうしたのではなく、場の空気が沈まぬようにとの配慮だろう。彼方かなたを不謹慎と責めるような空気の形成を阻そ止ししたのだ。

「あぁ、わかるぜそれ。ナイフ持った相手にも『あんたにあたしが殺せるの？』とか言いそうだもんな。気が強いっつぅか、実際なんだっけ？　やってたよな、空手だっけ？」

「部活は水泳部だったけどね、確かに空手や柔道、キックボクシングとか、他にも色々習っていたそうだよ。雑誌のモデルもしたことがあるとか」

　桜さくら井い夏なつ希き。彼方かなたらと同じ四し瞳どう学園に通う中学二年生。容姿端麗、成績優秀、まさしく才色兼備の少女だったが、同時に傲ごう岸がん不ふ遜そんでもあった。性格以外は完璧というのが周囲からの評価だ。

　彼女が殺されたという情報は、それが事実なのだとしても容易には受け入れ難がたい。

「なんかな、理科準備室で死んでたらしい。胸にナイフをグサっと刺されてたとか」

「見つけたのは？」

「あぁ、俺らのクラスの田た中なかだったぜ。サッカー部の方な。あと田た口ぐち。文芸部で眼鏡の女子な。日直の二人が理科のコマセンに頼まれて準備室に入ったら死体があったってわけだ！」

　コマセンというのは、理科担当の駒こま田だ教諭の愛称だ。彼は実験授業の準備を、毎回日直の生徒に手伝わせる。手伝わせる、とは言っても駒こま田だ教諭はほとんど何もしないのだが……。

「……快かい斗とのことだから、その二人に話は聞いたんだよね？」

　快かい斗とは笑顔で首しゆ肯こうし、それから意地の悪い笑みを浮かべ直した。

「お前、ノリノリじゃねぇか」

「不謹慎なことに、少しね。快かい斗とだってそうなんじゃないのかな？」

　それに、自分たちが殊こと更さら異常だとは思えなかった。

　関係の深かった相手ならば傷心するだろうが、幸か不幸か彼方かなたは彼女と親しかったわけでもない。だから少女の死にある程度の衝撃は受けようとも、どこか現実感が欠けるだけでなく、そこまで精神的なダメージも負っていなかった。

　極端な話、現代人は隣人が死んでも泣かない。事件に興味は惹ひかれても、死を悼いたもうなどとは思わない。徹頭徹尾野次馬で、当事者になるまでは第三者であり続ける。

　だから、二人の意識は桜さくら井い夏なつ希きの〝死〟から、〝事件〟そのものへと移っていった。

　理由はもう一つある。先程も話題に出たドラマの影響で、快かい斗とは最近ミステリー要素の含まれたフィクションを好むようになったのだ。行動を共にすることの多い他の三人も巻き込まれ、同じ作品を楽しみながらトリックや犯人を当てるというのが、四人の中のブームであった。

　そんな中起きた現実の事件。不謹慎には違いないが、興味を惹ひかれるのも無理はなかった。

「まぁな。ぶっちゃけ桜さくら井いとは仲良かったわけじゃねぇし。あいつ、女版彼方かなたって感じだったけど、性格だけは最悪で友達いなかったしな。その、悪口とかじゃなくてよ。なんつぅの？」

　彼女は頭脳、容姿、家柄全てに恵まれていた。

　羨せん望ぼうの対象であると同時に、その性格から真偽定さだかではない噂うわさが幾つも囁ささやかれていた。

　モデル仲間と毎夜非行に走っているだとか、成績は理事長の権力で歪ゆがめているだけだとか。

　昼休みなどは誰とも関わらず教室から消え、授業開始数分前に戻ってくることから凡人と同じ空気を吸うのも嫌だと考えているとか。

「わかるよ。彼女は自分は特別だという意識を隠しもしなかったからね。他人に合わせて協調を演出するくらいなら、孤高でいようとする人間だった。だから、彼女が正しいか間違っていたかはさておき、彼女の死を心から悲しむ生徒はいないんじゃないかな」

　幽ゆう霊れいを信じていない彼方かなただが、それでもこう思う。仮に誰かが彼女の死に涙を流したとしても、桜さくら井い夏なつ希きはそれを喜ばないだろう。それどころか「白々しいのよ」と鼻で笑うに違いない。

　それとも、「そんな暇があったらあたしを殺した愚ぐ民みんを捕まえなさいよ」とでも言うか。

　彼女は自分の認めていない人間からの評価は、正当であろうと不当であろうと気にしない。

　周囲はその強さを理解出来ず、同時に共感出来なかった。

　桜さくら井い夏なつ希きは優秀過ぎたが故に孤立し、優秀過ぎる彼女は教室において異物だった。

　それが失われることを嘆くような人間は、残念ながらいない。

「まぁ、それはさておき。田た中なかくんと田た口ぐちさんはなんて？」

　暗くなりかけていた空気を換気するように、彼方かなたは敢あえて声色を明るくして言う。

「ん？　あぁ、それな。警察が来るまでの十分ちょいしか話せなかったし、二人は動揺しまくってて言ってることがよくわからなかったんだけども」

　そう言いつつ、快かい斗とはブレザーのポケットから手帳を取り出し、ページを捲めくった。

　黒い表紙のそれは四人お揃そろいで、フィクション作品の真相追及の為ための情報を書き込むものなのだが、まさか現実に起こった殺人事件について記される日が来るとは。

　・入り口の鍵は確かに掛かっていた。（鍵を開けた田た中なかが噓うそをついていなければ）

　・死体は全裸だった。床に仰向けに寝かされ、手は腹の上で組まれ、そして胸にナイフが突き刺さっていた。それ以外に傷はなかったように思う。

　・よく覚えていないが、制服も近くにあったと思う。（田た口ぐち談だん）

　・クレセント（鍵）については不明だが、少なくとも一応窓は閉まっていた。

　・二人が遺体を発見したのは十時四十五分から四十七分までの時間（詳細は不明）。

　・桜さくら井いが十時四十分くらいに教室を出るのをクラスメイト複数名が目撃している。

　・二人とも桜さくら井いには駆け寄らず、田た中なかが先に、それを追う形で田た口ぐちが教師を呼びに行った。

「追加で判明したことは次のページだ」

　・全ての鍵の予備は理事長室にあるが、盗まれた形跡は無かった。

　・クレセントは確かに掛けられていた為ため、理科準備室は密室。

　・遺体には争った形跡がなかった。防ぼう御ぎよ創そうもなく、性的暴行を加えられた様子もない。

　・衣類や所持品などが盗まれている様子も無かった。

　・よって、犯人は警戒心を抱かれずに彼女に近づける人物。

　・そして学校関係者。

「なぁ、どうだよ。なんか探偵っぽくね？」

　彼方かなたはニヤニヤと笑みを浮かべる快かい斗とを諫いさめるように、声を鋭くして言う。

「僕だからいいけれど、あんまり、特に詩し織おりや此方こなたに、こういう話題は振らないようにね」

「わぁってるよ」快かい斗とは唇くちびるを尖とがらせた。「お前以外にこんな話したら不謹慎不謹慎叫ばれて大変だしな。嘆いたり泣いたりは構わないけどよ、誰かを責めても事件は解決しねぇってのに」

　その言葉には共感出来る部分もあったが、彼方かなたは自戒も込めて言う。

「だからといって、どう振る舞ってもいいというわけではないよ」

「はいはーい、気をつけますよ先生。ったく、知ったようなこと言いやがってよー……」

　へらへらと手を上げてみせる快かい斗とに、彼方かなたは疲れの滲にじんだ溜ため息いきを漏らす。

「……それにしても、二ページ目の情報はどうやって？」

　尋ねると、快かい斗とは得意げに親指を立てて言う。

「ん、あぁ、なんか巨乳の美人刑事とじいさん刑事が喋しやべってたんで聞き耳立てた」

　生徒らの前でそんな話をするとは思えないから、快かい斗との方から近づき盗み聞きしたのだろう。

　彼方かなたは彼の行動力に呆あきれるべきか感心するべきか迷い、結局そのまま話を続けることにした。

「これ、全裸っていうけどさ、上履きと靴下はどうなってたのかな？」

「は、はぁ……？」困ったような顔をしてから、それでも快かい斗とはすぐに腕を組み、うぅんと唸うなる。どうやら記憶を遡さかのぼってくれているようだ。程なくして、目をしばたたかせる。

「あー、『右のだけとれてて』って田た口ぐちが言ってた気がするわ。だから……えぇと、靴下は両方そのままで、左の上履き履いてるって状態じゃね」

　おそらくそれで間違いないだろう。片方の靴下だけ脱がされている、あるいは両方の靴下が脱がされた状態で左の上履きだけ履かせているという状態であれば、田口はそう言った筈はずだ。

「それ、そんな大事なとこか？」

「分からないけど、なるべく正確に知っておきたいんだ。小さなところから手がかりを摑つかむなんて、それこそフィクションなら定番だろう？」

　理科準備室はそう広くない。机と薬品棚がある程度だ。そこを選ぶ理由があるとしたら……。

「そういうもんかね。まぁ、そういうもんか」

　快かい斗とは立ち上がって学習机の前まで歩くと、机上に置いてあるエアコンのリモコンを手にとった。

「温度下げていいか。あちぃわ」

　と表情を歪ゆがめる彼に頷うなずきを返す。

　ぴっ、ぴっ、ぴっ。三度程設定温度が下がる。それから快かい斗とは口を開いた。

「んで、どーよ名探偵。何か分かったか？」

「それ、やめてよ」

「いやいや、お前そういうの得意じゃん」

「フィクション作品ならね」

　実際、他の三人が躓つまずいたり悩んだりしてしまうような部分でも、彼方かなたにだけ答えが読めてしまうということは多々あった。だからといって名探偵はないだろうと、苦笑が漏れる。

「刺し傷は一つ。加えて防ぼう御ぎよ創そうもなかった。抵抗した様子が無かったってことだ。だとすると、桜さくら井いは眠らされた後で殺されたんじゃないかな。あるいは、それに近い状態で」

「それは俺も思ったわ。けど、抵抗する間もなく気絶させる方法とかあんのか？　なんだっけ、ハンカチに染しみ込こませて気絶させるやつ。あれって噓うそなんだろ？」

「クロロホルム？　確かに、フィクションで使われているようにはいかないらしいね。ただ、あれがあるじゃないか。近頃は護身用とか言って比較的簡単に入手出来るようになった」

　首を傾かしげる快かい斗とに「ばちばち」とヒントを出すと、「スタンガンか！」とすぐに答えが。

「うん、メーカーによっては玩具おもちや同然の性能のものを売っていたりするけれど、ちゃんとしたものなら一秒押し当てるだけで数十秒から数分は放心状態に出来るよ。どんなものを使ったかは分からないけど、この場合に限っては死んでしまう危険性も利点でしかないしね」

「そうか。殺すつもりなんだもんな。ってかマジ？　スタンガンってそんなヤバイのか？」

「護身用っていうくらいだから一般に販売されているものは非殺傷武器で間違いないんだろうけど、それ自体が人を殺さないからといって、危険であることには変わりないよ。僕の場合は三十秒くらいだったかなぁ」

　彼方かなたの言葉に快かい斗とが首を傾かしげる。

「……ん？　なにお前、スタンガン喰くらったことあんの？」

「正せい義ぎさん……此方こなたの父君が心配性でね、此方こなたにスタンガンを持たせているんだけど、僕も此方こなたも本当に役立つのか疑問でさ、試したことがあるんだ」

「お前らクレイジーだよ……」

　快かい斗とは若干引くように眉まゆを顰ひそめた。それからすぐに、何かに気付いたように目め許もとを歪ゆがめる。

「……じゃあ、あれか。近こん藤どうは学校にもスタンガン持ってきてるわけか？」

「そうだね。学校側にも許可を得ている筈はずだよ」

　四し瞳どう学園は私立ということもあってか規則が厳しい。染髪を禁じているから生徒の大半は黒髪だ。スカート丈や着こなしの乱れは注意されるし、私物の持ち込みなどは厳禁。

　髪色の場合は地毛であることの証明、私物の場合は必要性の証明が、それぞれ必須となる。

「今日、早退になったんだけどよ。ホームルームで荷物検査と身体チェックがあったんだわ。洋画とかでよく見る『武器を持っていないかのチェック』みたいなやつな」

「当然の措置じゃないかな。別に裸に剝むかれたわけじゃないんだろう？」

「まぁ、な。凶器自体は胸に刺さってるわけだから、あれはスタンガンを探してたのかね」

「痕が残ることもあるみたいだし、すぐに気付いてもおかしくはないかもね」

　快かい斗との表情が曇っていく。彼方かなたは困ったように頰ほおを搔かきながら、そっと言う。

「あのさ、まさか此方こなたを疑ってるの？」

「っ。い、いや、悪い。そういうわけじゃ……なくは、ねぇ、かな。犯人だと思ってるわけじゃねぇけどさ、不自然だって思っちまってよ」

　快かい斗とはばつが悪そうに視線を逸そらしつつ、口ごもりながら言った。

「登校してない筈はずなのに学校にいたかもしれなくて、犯行に使われたかもしれないスタンガンを所持していて、桜さくら井いと仲が良かったから？」

　おそらく、その三つ全てが揃そろってしまったからこそ、快かい斗とはその考えに至ったのだろう。

　夏なつ希きが孤高であったのは間違いないが、孤独を望んでいたわけではない。それは彼方かなたに告白したことからも推察出来ることだ。

　彼女は周囲とレベルが違った。だから自分に大きく劣る他の生徒との馴なれ合あいは拒こばんだ。

　言い換えれば、レベルさえ揃そろえば関わり合いを持つことに抵抗は無いということだ。

　そうして選ばれたのは、学内で三人。

　同じ中学校の生徒である遠えん藤どう彼方かなた、近こん藤どう此方こなた。そして同校の英語教諭である石いし川かわ真しん司じだった。

　彼女に呼び出される、あるいは呼び出すなどして理科準備室でふたりきりになり、無警戒の彼女を殺すことが出来る者となると、咄とつ嗟さに浮かぶのはやはりその三人になるだろう。

「じゃあ、僕と石いし川かわ先生も容疑者？」

　敢あえて冗談交じりに言うと、快かい斗とは深刻そうな表情を僅わずかに緩め、吹き出した。

「はっ、そりゃねぇな。お前もイッシーも人殺しなんてしねぇだろ」

「どうかな。人間、皮を一枚剝むけば、中に何を隠しているか分からないよ」

「じゃあ、殺したのかよ」

「僕が、桜さくら井いを？　まさか」

「そうだろ？　信じてやるさ」

「ありがとう。もちろん、此方こなたも桜さくら井いを殺してなんかいないよ」

「わぁってるよ。ちょっと視野が狭くなってたわ。近こん藤どうが人殺しとかありえねぇもんな」

　まるで自分に言い聞かせるようにして、快かい斗とは再度ありえねぇと呟つぶやいた。それで納得したのか、次に彼方かなたを見た時には、子供のような笑みを貼り付けている。

「じゃあ、さっきの違和感ってやつを教えてくれよ」

「あぁ」

　そういえばそんな話だったなと思い出しながら、彼方かなたは応じる。

「桜さくら井いが教室を出てから殺されるまでの時間が、とても短いよね？　これが、まず変だ」

「まぁ、手て際ぎわが良すぎるわな……って、そうか」

　快かい斗とはそこで、彼方かなたの言わんとしていることを理解したようだ。

「時間が無いってのに、わざわざ全裸にしてる。いかれたこだわりだっていうなら、中ちゆう途と半はん端ぱに上履き片方脱げてんのは確かに変だな。これじゃあまるで」

「靴下まで脱がす時間が足りなくなって、放置したみたいだよね？」

　快かい斗との言葉を継ぐ形で結ぶ。彼はこくりと頷うなずいた。

「無い時間振り絞って全裸にする理由がねぇんだ。気持ち悪い主張があるなら、そもそも校内で焦あせって殺すのはおかしい。時間が無いことを知りながら実行して、何かに失敗した？」

　快かい斗とは彼方かなたを持ち上げることが多いが、彼だって充分以上に優秀なのだと彼方かなたは知っていた。

「ちぐはぐなんだ。服を脱がせるという行為は性的なものを連想させるけれど、桜さくら井いの身を慰み者にするでもない。こういった殺人者にありがちな、被害者の所持品を盗むという行為も確認されていない。裸にしたかったんじゃなくて、裸にする必要があったんだと思う」

「例えば？」

「それが、密室を成立させる要素の一つだったりとか」

「あ？　どういうことだよ？」

　服を脱がすことと密室トリックの関連性を見つけられないのだろう、快かい斗とは首を傾かしげた。

「えぇとね……っと、その前に」

　そろそろ詩し織おりが戻ってきてもおかしくない。彼方かなたは携帯電話を探した。快かい斗とのメモした情報を書き写すより、そのページの写真を撮ったほうが早いと思ったからだ。そこで思い出す。

「……あぁ、そういえば僕、携帯を落としたんだった」

「ん、机の上にあるやつじゃねぇの？」

　勉強机の上にあるのは、学生の間で流行はやっている通話専用の携帯電話だった。料金が非常に安く、それ同士なら通話が無料、学生割引も利きくとあって、若者に人気を博している。

　だが、彼方かなたはそれとは別にスマートフォンも持っていた。それが昨日、自宅に帰って確認したところ、ポケットに入っていなかったのだ。

「それじゃなくて、もう一つの方。写真撮っておきたくてさ。どこで落としたんだろう」

「案外、部屋の中にあったりな」

　言いながら、快かい斗とは自身のスマートフォンを弄いじる。彼方かなたの携帯に電話を掛けているようだ。

「うぅん、そんなことはないと思うんだけど」

　次の瞬間、ヴァイブレーションの振動音が室内に響いた。

　快かい斗とが苦笑しながら音源に近づく。勉強机と小さな本棚の間、その隙すき間まで携帯は発見された。

「名探偵も、携帯を失くすのか」

　くつくつと快かい斗とが笑う。「そんなはずはないんだけど……」と言いながらも、彼方かなたは気恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように頰ほおを搔かいた。

　正確には、快かい斗とからはそう映るよう仕草を取とり繕つくろった。

　帰宅した時点で、通話専用の携帯電話から自身のスマートフォンに電話を掛けていたのだ。

　その時は、留守番電話に切り替わるまでコールが続いたというのに、室内は無音だった。

　それが、二人の来訪に際して本棚の隙すき間まで発見される。

　詩し織おりは入室直後に転んだことで、快かい斗とは落ちた本を収納する時に、それぞれ近づいた場所だ。

　どちらかが盗み、その事実を隠したまま返却を試みた？　何故なぜ？

　思考を巡らせながら、彼方かなたが受け取ったスマートフォンで写真を撮った瞬間だった。

　扉がノックされ、それからゆっくりと開かれる。現れたのは、おぼんを持った詩し織おり。

「おかゆ、できました……」

　快かい斗とがさり気なく手帳をポケットに戻す。

　彼方かなたは何事も無かったかのように微笑ほほえんだ。

　少年は、この後も桜さくら井い夏なつ希きの死、その真相に近づこうとする。

　この時は予想のしようもなかった。

　彼方かなた、快かい斗と、詩し織おり、此方こなた。四人の中から、二人も死者が出ることになるなど。




◇山やま崎ざき快かい斗と◆




　桜さくら井い夏なつ希きが殺された翌日の土曜日。

　快かい斗とは繁華街のとあるコンビニエンスストア前で彼方かなたを待っていた。

　昨日話しそびれた桜さくら井いの件について話がしたいと言うと、彼方かなたは了承してくれた。

　約束の時間は午前十一時。五分前になって、少年が現れる。

「あれ、早いね」

　意外そうな顔で彼方かなたが言うが、実際いつも遅刻がちなので文句も出てこない。

「そういう日もあんだろ」

　ダウンジャケットにジーンズという恰かつ好こうの快かい斗とに対し、彼方かなたの服装は大人びていた。

　白いタートルネックのセーターの上に紺こんのＰコートを羽織っている。下がジーンズなのは快かい斗とと同じだが、快かい斗との方がブカブカなのに対し、テーパードパンツというのか裾すそに向かって細くなっていくタイプのものを穿はいている。

　見比べると、快かい斗とはダボッとした印象で、彼方かなたは反対にシュッとしている。

「……お前なぁ。もうちょい中学生男子らしい恰かつ好こうしろや。パーカーに安いジーパン穿はけや。隣歩いてて劣等感やばいからよ」

　並んで歩き出す。

　彼方かなたは困ったように笑いながら応じた。

「それ、もう何度も聞いたよ。でも僕が快かい斗とみたいな恰かつ好こうするのは、それはそれで似合わないだろうし」

「ケッ、どうせイケメン様は何着ても似合うんじゃねぇの？」

「そんなこともないと思うけど……」

「じゃあ試しに似合わなそうな服装挙げてみろよ」

「え……えぇと、タンクトップに短パン？」

「ぶほっ」

　思わず吹き出す快かい斗とだった。

「俺の負けだわ。壊滅的に似合わないのが想像つくわ」

「それはよかった。……よかった、のかな？」

　彼方かなたが挙げた服装は確かに彼には似合わなそうだ。筋肉のついた男かおじさんでないと嵌はまらない。彼方かなたはどちらにも該当しないし、と考えたところで快かい斗とは気付く。

「そういやお前いつも長袖だよな。夏もジャージだし、っつか、体育の着替えん時いつもいねぇのってなんなんだ？」

「それ訊きかれるのも一度や二度じゃないよね……」

　彼方かなたは模範的な優等生だが、妙に肌を隠したがるところがあった。

　以前から何度か尋ねてはいるのだが、いつも答えをはぐらかされる。今は冬だからいいが、猛暑日でも平気で長袖長ズボンなので、余程の理由があるのだろう。

　詩し織おりが恋人なら、快かい斗とは彼の親友であると自負しているので、他の者と同じように隠されるのはやや気分がよくない。

　それを表に出さず、軽い調子で尋ねるが。

「あれか？　入いれ墨ずみか？」

「あはは、全身にびっしり彫っていたりしてね」

　なんて笑って、結局語らない。

「……まぁ、言いたくねぇならいいけどよ」

　ファーストフード店に入り、適当に注文を済ませる。

　席に座り、快かい斗とはハンバーガーにかぶりついた。

　彼方かなたはというと、ハンバーガーを両手でしっかり持ち、丁てい寧ねいに口に運んでいた。

　育ちの違いを突きつけられるような気分になる快かい斗とだった。

　ハンバーガーをトレイに置き、スマホで彼の食事風景をとる。

　それからメッセージアプリを立ち上げ、詩し織おりに送った。

「……お前の彼氏、ハンバーガーの食い方まで丁てい寧ねいでキモイぞ、っと」

「……失礼だな」

　拗すねるように彼方かなたが苦笑している間に『保存させて頂きます』との返信が来て、快かい斗とは口に含んでいたコーラを吹き出しそうになる。

「詩し織おりはなんだって？」

「いや、こういうのは言わないのが正しい」

「……なんで僕に失礼なのに詩し織おりには律りち儀ぎなのかな」

　釈しやく然ぜんとしない様子ではあるものの、追及しないあたりが彼方かなたらしい。

　溜ため息いき一つを最後に、話題を変える。

「それで、昨日の続き、だっけ？」

　あぁ、と快かい斗とは頷うなずき──。

「およっ？　彼方かなたとカイトンだ」

　声の方を向く。

　そこには一人の少女がトレイを持って立っていた。

「休日に男二人でデート？　気持ち悪いにゃー」

　からかうようににやにやと笑うのは、二人のよく知る人物。

　腰まで伸びる濡ぬれ羽ば色いろの毛髪は、照明の角度によって青、緑、紫を帯びる。それを二つに分けて結っている。瞳ひとみはつぶらでタレ目がち。唇は薄く、笑顔は明るい。中学生にしては発育がよく、男子生徒の視線がたびたび胸に吸い寄せられるが本人は気にしてない様子。

　近こん藤どう此方こなただった。

「此方こなたは一人？」

　彼方かなたの問いに、彼女は近くのテーブルを二人のそれにくっつけながら答える。

「うん。ほんとはパパとお昼ご飯の予定だったんだけど、仕事だってゆーから」

　確か、此方こなたの父親は刑事だった筈はずだ。

　娘と昼食の予定があろうと、急に仕事が入ることもあるだろう。快かい斗とが知るのはドラマや漫画くらいのものだが、フィクションでもよくあることではある。

　彼女は当たり前のように彼方かなたの隣に腰掛けながら、食事を開始。

　もぐもぐ、はむはむと小さな口に精一杯ハンバーガーを詰め込む様は可愛かわいらしい。

「二人はデート？　でもデートにこういう店は『ない』と思うにゃー」

「デートじゃねぇわ」

　そういえば一回目で否定していなかったなと思い出し、一応言っておく。

　それから、なるべくいつも通りの声色を維持しようと努めながら尋ねた。

「ってか近こん藤どう、風邪はもう大丈夫なんかよ？」

　彼方かなたの手前納得したつもりになっていたが、やはりまだ昨日の疑念が燻くすぶっている。

　犯人とは言わないまでも、殺人事件が起きた日に学校にいたのではないか、と。

　快かい斗との言葉に、向かいの彼方かなたが複雑そうな顔をしたが、口を挟んではこない。

　此方こなたの方を窺うかがうと、ピースしながら「風邪薬って偉大だにゃー」と満面の笑み。

　そこには一切の違和感が無く、快かい斗とはどうにか「そりゃよかった」と返す。

　やはり自分の見間違いだったのだろう。念押しするように、胸中で呟つぶやく。

「それでー、デートじゃないなら何してたの？　シオリンは？」

「快かい斗とから相談を受けてたんだ。内容は秘密。だから詩し織おりは呼んでいないんだよ。自宅にいるんじゃないかな。あぁ、でもこれだと仲間はずれにしているみたいだね……」

　彼方かなたは涼すずやかな表情で誤ご魔ま化かし、さり気なく話題を詩し織おりに移している。

「じゃあ呼ぼーよ。カイトンの相談は残念ながら～次の機会に～。それで皆で遊ぼ？　此方こなたはパパにフラレて悲しいのです……」

　彼方かなたが困ったように笑って、こちらを見た。

　元は桜さくら井いの件について話す為ために待ち合わせたのだ。

　此方こなたに詩し織おりが加わっては、気を遣って話題に出せない。

　とはいえ、何よりも優先する程の執着があるわけでもなく。

　なによりも、友人を疑ってしまったことが申し訳なくて仕方ないので。

「もちろんいいぜ、丁度相談も終わったところだったんだよ。な、彼方かなた？」

　と一瞬で方針転換する。

　彼方かなたは呆あきれるように唇くちびるを歪ゆがめながらも「そうだね」と頷うなずいた。




◇山やま本もと観み月づき◆




　被害者を見つける度に、どうしようもなく自身の無力さが嫌になる。

　加害者を捕まえる度に、どうしようもなく現実の無情さが嫌になる。

　どうしてこうも、世界は悪人に有利に出来ているのだろう。

　例えば殺された被害者は、加害者を罰しても生き返らない。奪われた金が全額戻ることは極端に少なく、心の傷が完全に癒えることはなく、加害者が今も世界のどこかで呼吸をしているという事実は、被害者や遺族、関係者にとって耐たえ難がたい苦痛だろう。血の繫つながりを理由に怒りの矛ほこ先さきを向けられる加害者家族だって、場合によっては被害者と言える。

　にも関わらず、加害者は悪行を為なすだけなのだ。

　感情に任せ、あるいは理性の許もとに、ビジネスか己の快楽か、どちらにせよ一方的だ。

　許せない、と観み月づきは思う。許さない、と心に誓っている。捕まえる、絶対に。

　その為ために、自分は刑事になったのだから。

「行くぞ、小娘」

　聞き慣れた嗄か声せいが鼓膜を叩たたく。資料だらけのデスクから顔を上げると、そこには茶色のロングコートを羽織った老年の先輩刑事、柴しば田た旭あさひ警部の姿があった。

　小柄だが強面こわもてで、少々寂せき寥りよう感かん漂う頭頂部と荒い口調、前時代的な捜査方法など、様々な面で往年の刑事ドラマに出てくるベテラン刑事を思わせる。だからと言って無能というわけでは決してなく、むしろ優秀な部類だ。彼の捜査方法が変わらないのは、現代への無理解によって発揮される頑がん迷めい固こ陋ろうによるものではなく、それによって数多くの事件を解決してきたという自負に拠よる。

「……ぶぅ、小娘じゃないのに」

　観み月づきは頰ほおを膨らませ、豊満な胸部を持ち上げるように腕を組みながら、拗すねるように言った。

　直後、後頭部に衝撃。

「いだっ」

　柴しば田たに頭を叩はたかれたのだ。

　黒い長髪が叩はたかれた衝撃で舞う。観み月づきは頭を押さえながら、涙目で柴しば田たを睨にらんだ。

「あのなぁ小娘。お前もうあれだろ？　ぶぅとか言っていい歳としじゃねぇだろ？」

　観み月づきの視線を物ともせずに、柴しば田たは呆あきれたようにこちらを見ている。

「いいんですー。女の子は死ぬまで乙女なんですぅ。それを許してあげない狭きよう量りような男だから、柴しば田たさんは奥様に逃げられるんですぅ」

「殺されてぇか小娘」

「知らないようだから教えて差し上げますが、この国家で殺人は許されてないんですよ？」

「……生意気な小娘だよ本当に」

「だから、小娘じゃなーい！」

　立ち上がって猛抗議する観み月づきを見て、同僚の数人かが小声で漏らす。

「また始まったよ、親子喧げん嘩か」

「親子じゃなーい！」

　とはいえ、傍はた目めにはそう映るだろうといった程度に、二人の年齢は開いている。

　そして柴しば田たの子供扱いと反抗する観み月づきの姿が、それに拍はく車しやをかけているのだ。

「ぐぬぬ……全ては柴しば田たさんが悪いんですよ」

「最近の若者はすぐに誰かの所為せいにしたがるよなぁ。自責って知ってるか？」

「知ってますそれくらい！　いつもわたしを馬鹿にして！　酷ひどいですよ！」

　柴しば田たは呵か呵かと笑い、それからもう一度観み月づきの頭を叩はたいた。

　小こ気き味みよい音が響き渡る。

「痛いってば！　このご時世、体罰は場合によって犯罪になるんですよ？」

　上目遣いに彼を睨にらむ。柴しば田たは眉び宇うを軽く動かし、教え諭すような口調で語りはじめた。

「あのなぁ、人の躾しつけに一番効くのは痛みなんだよ」

「教育と暴力の境界線は酷ひどく曖あい昧まいです。明確な線引をしないから、箍たがが緩むんですよ」

　もう一発、柴しば田たの平手が観み月づきの後頭部を高速で叩はたいた。

　観み月づきは涙目になる。

「体罰は問題かもしれねぇが、痛みによる躾しつけってのは必要なんだよ。痛みを知り、それを避けようとすることで人は成長すんだ。それを知らないで、やれ可哀かわい想そうだのやりすぎだの何も分かってねぇ。痛みを知らねぇで育つ方がよっぽど問題だろうが。知らねぇもんに配慮出来るやつなんざいねぇんだから」

　蟻ありを潰して笑う子供のようなものだ。決して悪意があるわけでも、狂っているわけでもない。

　命の重さというものをまだ知らないが故に、『動く何か』を潰して遊んでいるという意識しか持てないのだ。無知と無理解を少しずつ解消していくのが教え育てることだと言うのなら、彼の言うように『痛み』もまた人間の必修科目なのかもしれなかった。

「まず大人が教え方を分かってねぇから、ガキどももそれを受け入れらんねぇんだろう」

「はぁ……まぁ、そういう側面もあるかもしれませんが」

「つぅーわけでな、俺は迷わず引ひっ叩ぱたくぞ。過あやまちを正すには罰を与えるのが早い。まぁ、それだけじゃダメなんだけどよ」

　柴しば田たは顎あごをさすり、どこか遠くを見るようにそう言った。

「じゃあ、わたしが柴しば田たさんにバシバシ引ひっ叩ぱたかれてる理由はなんですか……！」

「ばぁか、てめぇはほら、定年間近のジジイ捕まえて、やれ女に逃げられただの、やれボケてるだの虐いじめてんだろ？　俺はもう心が痛くて痛くて仕方がねぇよ。泣きそうだ」

「わたしの方が泣きそうですが！　主に痛みで！」

「おぅ、よかったな」

「扱いが雑！」

　と反発しながら、観み月づきはコートを羽織って、それからデスク上に散乱する紙の山から必要な資料を即座に選出、抱えて持った。

「……おら、いつまでもつまんねぇ冗談ばっか言ってねぇで、行くぞ」

「四し瞳どう学園ですよね？　現場ですか？」

　管かん轄かつ内ないの私立中学で殺人事件が起きた。

　四し瞳どう学園の理事長、桜さくら井い秋あき園ぞのは政界に強いパイプがあるらしく、観み月づきらは顔も見たこともない上司の上司の更に上司の上司から、強く『絶対に犯人を見つけ出せ』と言われている。それはもう呪じゆ詛そのように、繰り返し繰り返し。そのようなことを言われずとも観み月づきは全力で捜査に取り組むし、命を特別扱いするような指示は好きになれなかった。

　まるで、金持ちの命は常人のそれより重いと言われているようで、気分は良くない。

「いや、今行きゃあ放課後のガキどもに話が聞けんだろ」

　今日は月曜日。時計を見ると、確かに今から出れば放課後の時間帯に間に合う。

「あぁ……。でも被害者と同じクラスの子達からは、金曜のうちに話を聞いていますよね？」

　観み月づきの言葉に、柴しば田たは「言わなきゃわかんねぇのか？」とでも言いたげに、目を眇すがめながらこちらを見た。観み月づきはそそそ、と視線を逸そらす。実際、分からなかったからだ。

「クラスの連中や教師の前では言えねぇってこともあんだろうさ」

　小さな子供にとって親が世界であるように、小中高校生にとっては学校が一つの世界だ。

　箱庭、あるいは異界とさえ言っていい。そこにはそこだけのルールがあり、ある種社会と隔絶している特殊な空間なのだ。

　良くも悪くも一体感を求められる教室の中で、子供が全てを話してくれると考える方が愚か。

　なるほど、旭あさひの言っていることは一理あった。

「何か分かるといいんですけどね……」

「学校関係者ってこたぁ分かってんだろ」

　後頭部をぼりぼりと搔かきながら、旭あさひは溜ため息いき混じりに言う。彼自身、その情報が何ら救いになっていないことは分かっているのだろう。

　今回の事件においては、それでもまだ人数が多いとはいえ、被疑者の条件が絞られている。

　桜さくら井い夏なつ希きは八時に自宅を出たのが母親によって、八時二十分に理事長室に来たのが父親によって、二時限目の終了時刻である十時四十分まで教室にいたことが数学担当教諭とクラスメイト複数によって、それぞれ確認されている。

　そして彼女は、三時限目開始時刻である十時五十分までは生きていられなかった。

　つまり、彼女はたった十分の間に、正確には彼女が理科準備室まで移動した時間や、発見した時刻などを勘定に入れると五分前後か、その程度の時間で殺害されたことになる。

　犯人を学校関係者に限定している理由は、四し瞳どう学園のセキュリティの厳重さにある。

　理事長は教育者として生徒が安全に安心して過ごせる施設をと、四し瞳どう学園を設立した。

　事実、学校の敷しき地ちの外周には高い壁が屹きつ立りつしているし、それだけでなく不審者を見逃さないようにと等間隔に監視カメラが設置されており、更に正門と裏門には監視カメラに加え警備員が常駐しており、学校関係者以外は締め切られた門もん扉ぴをくぐることができない。

　校内にも監視カメラの目は光っており、それとは別に生徒達が授業に一層真しん摯しに取り組めるようにと、各教室後方にも監視カメラが設置されている。

〝見られている〟という事実は生徒らを真面目に授業に取り組ませることに成功。更にはイジメが横行することもなくなったとか。

　惜しむらくは、理科準備室や屋上など、一般生徒の使用度が極端に低い箇所には監視カメラが設置されていなかったこと。

　無論、もし設置されていたら犯人は別の手を講じただろうが。

　監視カメラの映像データは回収したが、不審な者は映っていなかった。

　桜さくら井い夏なつ希きを殺すことが目的であり、犯人が学校外の人間であるなら、この状況下で彼女を殺すのは不可能と言わないまでも、現実的に乗り越えるべき障害が多すぎるのだ。

　更に言えば、遺体には手を付けられた様子がなかった。服は脱がされていたが、性的暴行の類は一切なし。所持品が盗まれた形跡もなく、違和感だけを残していた。

　純粋に殺すことだけが目的であるならば、何故なぜ服を脱がしたのか。

　ごく短時間の犯行と、中ちゆう途と半はん端ぱな遺体への辱はずかしめが、どうにも不自然だ。

　極めつけに、密室殺人ときている。観み月づきが刑事になって、実に初の遭遇である。

　犯人がわざわざ学校を選んだ理由は？　おそらく、学校が最も都合が良かったからだ。

　そして犯人は、己が容疑者の一人になることを前提で事件を起こした。

　それでいて、絶対に捕まらないと高たかを括くくっている。

　事実として、ざっと計算しただけでも殺害時刻に校内にいた人物は八百名を超える。

　絞ったといっても容疑者は八百余名。だが、捕まえる、絶対に。

「……い……おい、小娘……おい！」

　スパーンと快音が鳴り、観み月づきの視界がグラついた。

　思索に耽ふけっていた彼女を柴しば田たが叩たたいたのだ。彼はそのまま彼女を置いて、歩みを進めていた。

「痛いんだってば！」

　叫びつつ、観み月づきは柴しば田たの後を追う。犯人を捕まえる、その手がかりを見つけるために。




◇久く保ぼ詩し織おり◆




　週明けには通常授業が行われた。これからしばらく理科において実験の授業は無くなるという措置だけで、学校は何事もなく続いていくそうだ。

　殺人事件が起きた場所に生徒らを通わせるのか、と怒りを露あらわにする保護者もいたそうだが、「保護者各位の判断によって生徒を自主休講させることは一向に構わないが、仮にも私立校であり、次世代を率いる人材を育てる機関である我が四し瞳どう学園が、一人の生徒が殺されたという事態に振り回されて本分を忘れることはない」と、他でもない娘を殺された父である男、理事長が言うのだから、黙る他ない。

　もちろん、それでも我が子を殺人現場へ送り出すことに抵抗を覚える親は多かったらしく、欠席者の数は少なくなかった。

　そんな日の、放課後。ホームルームでなるべく他の生徒と帰るようにとの旨むねと、しばらく部活動は停止という事実を告げられ、生徒らは各おの々おの、どこか足早に教室を後にする。

　心なしか欠席者が多かったクラスが、更に人口密度を低下させていく。

「帰ろうか、詩し織おり」

　とろくさい詩し織おりが今更ながら教科書類を学生鞄かばんに詰めていると、眼前に一人の少年が現れた。

「……ひゃい……あぅ、はい、彼方かなたくん」

　一瞬だけ彼を直視して、それから詩し織おりは耐えられずに視線を切った。

　彼は人と喋しやべるときに、必ず相手の瞳ひとみを覗のぞき込こむ。澄み切った真水のような視線は、まるで心を見透かされているような気分にさせる。が、それが嫌なわけではない。

　生まれつきの髪色と、生来の鈍どん臭くささから、詩し織おりは昔から虐いじめられていた。

　幼稚園時代はもちろん、小学校や、彼方かなたに助けてもらうまでは、中学でだって。

　詩し織おりが上手うまく喋しやべれないのは、恐怖が刷り込まれているからだ。

　彼女の声は、悲痛な叫びは誰にも届かず、むしろ誰もがその反応を嘲あざ笑わらった。彼女が泣けば皆が喜んだ。それが日常だった。

　だから、詩し織おりは喋しやべるのがあまり得意ではない。まともな会話が成立した例ためしが、ないからだ。

　彼方かなたに出で逢あうまでは。

「どうかした？」

　彼は、詩し織おりを嘲あざ笑わらわない。責めない。蔑さげすまない。

　それだけでも特別なのに、それどころか詩し織おりに優しく接してくれる。

　今まで詩し織おりを虐いじめてきた生徒らも、詩し織おりが彼方かなたと交友関係を持ってからは手の平を返して柔にゆう和わな笑顔を向けてくるようになった。

　彼方かなたは、詩し織おりの世界を変えてくれた。

　誇こ張ちようでも比ひ喩ゆでもなく、現実に。

　だからそう、他人が聞けば大おお袈げ裟さに思うだろうが、詩し織おりにとって彼方かなたは救世主なのだった。

「い、いえ、なんでもない、です」

　自分でも顔が火ほ照てっているのが分かる。彼に見つめられるだけでこうなってしまうのだ。

　詩し織おりは大おお袈げ裟さに首を横に振り、立ち上がった。彼の隣を歩いているだけなのに、どこか空気が温かい気がする。実際は日々最低気温を更新するような冬日が続いているのだが、関係なかった。

　この温ぬくもりは、心が感じているものだから。

　階段を下り、下げ駄た箱ばこで靴を履き替えると、昇降口のあたりで彼が詩し織おりを待っていた。

　そして、女性のように細く白い手を詩し織おりに伸ばす。

　あまりに自然に、彼は言う。

「手を繫つなごうか」

　絶妙な角度で首を傾かしげ、微笑ほほえんでそう言われては、断れるはずもない。

　しかし。

「そ、その、周りの人の目もありますし……」

　彼方かなたは、自分とは違って人気者だ。四し瞳どう学園は生徒の向上心を刺激する為ため、という名目で定期テストの結果を貼はり出だすのだが、上位三名の中に彼の名前が載らなかったことはないし、それを鼻に掛けたりしない。一番近いテストに至っては学年一位を取ったほどだ。

　温和な性格、柔にゆう和わな笑みは敵を作らず、自然と味方を増やす。

　彼が廊下を歩けば通り過ぎる教師や生徒、先輩後輩同輩問わず声を掛けてくる。

　そんな、そんな遠えん藤どう彼方かなたが何故なぜ、自分を隣に置いてくれるのか、詩し織おりには理解できない。

　今更弱者を救済するまでもなく、彼の立場は盤ばん石じやくなのに。自分のような人間を恋人になどと──告白したのは詩し織おりなのだが──一体、彼は何を考えているのか。

「僕は、詩し織おりとの関係を隠したいとは思わないよ。隠すようなものだとも、思わない」

　他でもない彼方かなたにそう言われてしまえば、詩し織おりごときに返す言葉があろうはずもない。

「今日は快かい斗とも此方こなたもいないしさ、二人で帰る機会もそうないし、ダメ、かな？」

「……あぅ」

　彼の左手に、自分の右手が重なる。ぎゅっと握られる。痛みを感じない程度に、しかし包み込まれる感触を感じる程度に。それを、詩し織おりは振ふり解ほどけない。そんなこと、できない。

　彼方かなたが、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。それが詩し織おりには、喜ばしくてたまらない。

　自分の存在が、選択が、行動が、他人に影響を与えられる、ましてや笑顔に変えられるという事実は、少女にとっては一種の奇跡だ。

　だけれど、この感情は共感されるようなものではないと、彼女は自覚している。

　だから、黙る。静かに、喜ぶ。

「────？」

　一瞬。一瞬だけ喜びの中に何かが差し込まれるのを詩し織おりは感じた。

　懐なつかしさのようなそれは正体を探る間もなく搔かき消きえ、最も早はや手がかりさえ摑つかませない。

　消化された異物感。気にはなるが……。

「寒くなってきたね」

「……は、はい。そぉ、ですね」

　それどころではなかった。吹雪に襲われようと、雷雨が降ろうと、同じクラスの生徒が殺されようと、日常は変わらず続き、恋人と手を繫つなぐのは緊張する。

　あるいはそれを、誰かは不謹慎と言うかもしれない。人が死んでいるのに、何を暢のん気きなことをと呆あきれるかもしれない。これだから最近の若い者は……と憂うれいてみせるかもしれない。

　けれど、詩し織おりはそんな人がいたら、直接は言えないけれど、滑こつ稽けいで愚おろかだなぁ、と思う。

　だって、毎瞬、どこかで誰かが死んでいる。意識しないだけで、それは事実だ。認識しないだけで、それは現実だ。なのに、たまたま目の届く範囲で誰かが死んだからといって、そう目くじらを立てるのは、異常ではないだろうか。騒いでみせるのは、不自然ではないだろうか。

　その理屈が通用するなら、どこかで誰かが死んでいるのに日常を過ごすこと自体が不謹慎ではないか。そんなの理屈に合わないし、不条理に過ぎる。

　だからこれは、やっぱり普通なのだ。

　桜さくら井い夏なつ希きの死に、思うところがないわけではない。だが、やはりそれは痛みには遠く、悲しみには届かない。喪失感未満の、些さ細さいな非日常に過ぎない。

「聞いたかい？　快かい斗とはご両親に言われて自主休講だそうだよ。快かい斗との母君は愉快な方だけれど、息子想いだからね。まぁ、快かい斗と自身は煩わずらわしそうにしていたけれど」

　そういえば、今朝から元気の有り余った級友の姿を見ていない。

　山やま崎ざき快かい斗と。名前にある通り、彼は快活で、快かい男だん子しで──詩し織おりは苦手に感じているが、彼方かなたの一番の親友であるといえる。

　詩し織おりと同じく、快かい斗とも彼方かなたに救われたことがあるという。彼はそれに強い恩義を感じているようだった。

　曰いわく、彼方かなたの言葉なら、世界の滅亡だろうが宇宙人の存在だろうが信じるとか。

　言い回しこそ大おお袈げ裟さだが、詩し織おりも気持ちは同じである。彼方かなたが悪いと言えばそれは世間一般で言うところの悪であり、彼方かなたが正しいと言えばそれは客観的に判断して善なのだ。

　そんなことを考えながら、しばらく彼方かなたの横顔を眺めていると、詩し織おりの視線に気づいたのか、ふと彼と目が合ってしまう。詩し織おりは慌あわててそれを逸そらした。

　意識せざるを得ないくらいに、心臓が鼓動を主張する。わかっている。緊張しているのだ。

　ふと、詩し織おりはいつか彼方かなたと交わした会話を思い出していた。

　空気が澄んでいるからか、他の季節程音の発生源に恵まれていないからか、冬という季節は些さ細さいな音がよく響くように思うと。

　家鳴りや足音、シャープペンシルの芯を押し出す音、ノートのめくれる音、木の枝の折れる音や、冷たい風の吹き抜けていく音。静電気、衣服の擦こすれる音、白い吐息、自動販売機から飲み物が排出される音、ライターの着火音、街に流れる音楽、挙げればキリが無い。

　あらゆる音が、普段より鮮明に響き、搔かき消きえることなく耳まで届く。

　詩し織おりの言葉に、彼方かなたは「詩し織おりにとって冬は、寒いだけの季節じゃないんだね」と笑ってくれた。

　その時彼が浮かべた笑みは、何故なぜか懐なつかしむようなもので。

　詩し織おりはそれが忘れられずにいる。

　どうにか気分を落ち着かせようと視線を彷徨さまよわせる。

　一面灰色の曇どん天てんは近く降る驟しゆう雨うを予期させるものだったが、詩し織おりの気分は空模様とは対照的に天井知らずの快晴だ。

　詩し織おりの視線を追う形で空を見上げた彼方かなたが、小さく呟つぶやく。

「雨雲の中の音まで聞こえてきそうだね」

　それは、明らかに以前の会話を踏まえての発言で、同じことを思い出していたという事実に、詩し織おりはどうしようもなく嬉うれしくなってしまう。

「そぉ、ですね。ごろごろって、今にも聞こえてきそうです」

　詩し織おりが返すと、彼方かなたは「そうだね」と微かすかに頷うなずいた。

　跳ねる心臓の音が彼に届いてしまわぬように、詩し織おりはすぐに次の話題を探し、展開。

「そ、そぉいえば、今日はこなちゃんもお休みだったみたいですね」

「あぁ、此方こなたのところも快かい斗とと同じ理由だって」

　近こん藤どう此方こなたは二年三組。他の三人は一組だ。だから此方こなただけは授業中に交わることがない。

「……そぉ、ですか」

　彼方かなたと此方こなたは中学以前からの付き合いだそうだが、具体的にいつからの友人なのか、誰も知らない。ただ、兄妹きようだいみたいな距離感と、親友のような掛け合いを見ていると、二人はどこか特別な関係なのではないかと疑ってしまう。

　事実、二人だけで会話している時にはどこか他人からの介入を拒絶するようなオーラが放たれていて、詩し織おりと彼方かなたの交際を隠し通せているのも、大多数の生徒がまず此方こなたとの恋人関係を勘かんぐるからだ。

　自分は彼方かなたの恋人であるのに、肝心の彼自身のことをほとんど知らない。

　それをもどかしく思いながらも、一歩踏み込む勇気が持てない自分が嫌になる。

「……あれは、警察かな」

　声から熱を排して、彼方かなたがぼそりと呟つぶやいた。

　詩し織おりは陥おちいりそうになった自己嫌けん悪おの渦うずからどうにか抜け出し、彼方かなたの視線が示す方向へ顔を向ける。

　下校時刻ということで高い門もん扉ぴは開かれており、両脇には警備員が無表情で佇たたずんでいる。

　そんな正門の外で、コート姿の人物がちらほらといた。

　カメラやマイクを持っている者もおり、純粋に警察官だけ、というわけではなさそうだ。

「……そぉいえば、昨日の夜のワイドショーで、桜さくら井いさんの事件、報道されてましたね」

　殺害現場が密室であるということや彼女が全裸で殺されていたことだけでなく、四し瞳どう学園のセキュリティの厳重さ、外部の人間が犯行に及ぶことの難しさが説明され、よって学校関係者が犯人なのではないかという推測が続き、最後に申し訳程度のお悔やみと白々しい「一刻も早い事件の解決を願っています」という言葉が流れた。

「僕も観たよ。まぁ、警備の厳重な私立中学で、理事長の娘が密室で殺されたともなれば話題性は充分だよね」

　嫌けん悪おというよりは、ただ呆あきれるようにそう言って、彼方かなたはそのまま詩し織おりの手を引いて進んだ。

「ちょっとそこのお二人さん！　少し話を聞かせてもらってもいいかな！」

　突如、眼前に一人の女性が飛び出してくる。

「ひぅっ……！」

　詩し織おりは咄とつ嗟さに、彼方かなたの腕に自身の腕を絡からませるように飛びついてしまった。

「……なんでしょう」

　対して、彼方かなたは冷静そのものだ。詩し織おりを落ち着かせようと手に込める力を少しだけ強め、横目で視線を寄越すと、微かすかに口の端はを歪ゆがめた。その笑顔が思いのほか近くて、それは詩し織おりが彼に半ば抱きつくような体勢だったからなのだが──詩し織おりは慌あわてて飛とび退のく。

「いやぁ、青春だねぇ。甘あま酸ずっぱいねぇ。いいなぁ、わたしも中学生に戻りたいなぁ」

　詩し織おりは女性の姿を確認して、まず驚きよう愕がくする。胸が……大きい。大き過ぎる。コートなんかじゃ隠しきれてない。というより隠すつもりもないのか。巨大過ぎて、いっそ暴力的だ。詩し織おりのそれと比べると、サクランボとスイカくらいの差がある。これはもう、一種の虐いじめではないだろうか、と詩し織おりが被害妄想に突入している間に、彼方かなたと女性の会話は続く。

「警察の方ですか？」

「おっ、わかる？　わたしは山やま本もと観み月づき警部補だよ。ちなみに彼氏は……いないぜ」

「桜さくら井いの件を調べてるんですよね。僕が捜査に役立つようなことを言えるとも思いませんが」

　女性が警察手帳を見せびらかしつつ、長い黒髪を搔かきあげ、何やらポーズめいたものを決めているのに、彼方かなたはそれらに反応を見せずに対応していた。

「……冷めた現代っ子だこと」

　女性は肩を落とし、半眼──ジト目とでも言おうか──そんな視線で彼方かなたを見み遣やる。

「ご質問を」

　ぴしゃりと戸を締めるような、拒絶の色が滲にじんだ声だった。彼方かなたが出すには珍しい声色だ。

　詩し織おりは彼がこんな声を出す条件を二つ知っている。一つは、怒りの感情を抱いている時。もう一つは、何かに深く集中している時。今は、どちらなのだろう。

　それからしばらく彼方かなたは山やま本もとという女性の質問に丁てい寧ねいかつ無愛想に答えていた。それが一段落ついた頃になって、山やま本もとが詩し織おりを見る。

「さっきは驚かせちゃってごめんね。よければ、二、三質問させてもらってもいいかな？」

「あ、ぅ……」

　喉から言葉が出てくれない。詩し織おりは彼方かなたの後ろにずっと隠れていたが、それで山やま本もとから見えなくなるわけではない。片方が終わればもう片方を、となるのは自然な流れだ。

　だというのに、予想出来ていたはずのそれに、詩し織おりは上手うまく応じることが出来ない。

「あの」

　山やま本もとの注意を自らに向ける為ためだろうか、彼が敢あえて硬こう質しつな声を出したように、詩し織おりは感じた。

「彼女は初対面の方と話すのが、あまり得意ではないので」

　その態度を気にした様子もなく、それどころか彼女は申し訳なさそうな表情になる。

「あ、そうなんだ。なら、悪いことをしちゃったね。いやぁ、さっきの驚きっぷりと合わせて、ちょっと怪しいなぁとか思っちゃったんだけど、それも含めて謝るね。ごめんなさい」

　彼女は勢いよく腰を折って謝罪。顔を上げる際に、その巨乳が大きく揺れた。

　詩し織おりは彼方かなたの腰にしがみつくようにして触れていたが、そこに入れる力が強まる。

　それから、数瞬もしないうちのことだ。彼方かなたが冬の外気に、言葉を放った。

「……くだらない」

　ぴくりと、山やま本もとの眉が揺れる。

「えぇと、何がかな？」

　あくまで友好的な笑みを浮かべている山やま本もとに、彼方かなたの態度は一貫して冷たいものだった。

「地道な捜査を否定するつもりはありませんが、もっと他にやることがあるでしょう」

「って言うと？」

　山やま本もとは頰ほおを搔かきながら苦笑する。そこに無理して下手に出るような気配はない。

「少し考えればわかりそうなものですが」

　彼方かなたの傲ごう然ぜんともとれる発言に、山やま本もと観み月づきと名乗った女性刑事の眼の色が変わった。

「さっきから思ってたけど、ちょっとあたりキツいね。気に障さわるようなことしちゃった？」

　彼女の笑みが困ったように歪ゆがむも、彼方かなたの態度は変わらない。

「こんな寒い中、長々と質問されれば機嫌も悪くなるでしょう」

「いやぁ、それは本当に申し訳ない。けどさ、同じ学校の生徒が殺されて、犯人はまだ捕まっていないんだ。こっちも犯人逮捕を頑張るからさ、もう少し協力してくれると嬉うれしいなぁ」

「協力出来ることはありません」

「それはこっちが判断するよ。それで、他にやることってなんだろう。聞かせてくれる？」

　それは懐ふところの深さを示すというよりも、挑発のように響いた。子供の戯ざれ言ごとと頭ごなしに否定しない分理性的ととるか、あるいは子供相手にムキになるなど大人げないととるか。

「遠慮しておきます」軽く頭を下げてから「もういいでしょうか？　この後、予定があるのですが」と彼方かなたはその場を後にしようとした。手を引かれ、詩し織おりの体もゆっくり動き出す。

「同級生を殺した犯人を見つけるより大事な予定ってなんだろう？」

　彼方かなたの表情が一瞬、強こわ張ばったように見えた。

　そもそも、こんなの彼方かなたらしくない。初対面の相手にこうも冷たくあたる彼は初めて見たし、その対応も妙だ。

　それでも、と考える。彼方かなたのやることだ、自分に理解できないだけで、理由があるのだろう。

「なぁに油売ってやがんだ、てめぇは」

　出来の悪い子供を嘆くような声が聞こえた直後、観み月づきの後頭部からスパンッと破裂音が響いた。軽快な拍手みたいな音だった。それと、痛そうだった。

「ぬぅぁあ……！　痛いよ！　痛いってば！　ねぇ柴しば田たさん！　聞いてます!?　超痛い！」

「だろうなぁ」

「悪びれもしない!?」

　現れたのは、老人と表現しても差し支えない男性。推測するに彼も刑事なのだろうが、年とし嵩かさだが背筋が伸びていて、服越しにも身体が鍛きたえられているのが分かる。ただのお爺じいちゃんではないな、と詩し織おりは思った。思っただけで、だからどうだとかは、ないのだが。

「……なぁ小僧、年食った所為せいで耳が悪くなっちまって、よく聞こえなかったんだがよ、俺の鼓膜が腐ってねぇなら、お前、くだらねぇとか吐ぬかさなかったか」

　目を向けられ、詩し織おりは思わず身震いする。

　炯けい々けいとしてこちらを射る視線を放つ瞳ひとみ、その奥行きを見果たすことが出来なかったからだ。

　彼方かなたのそれを透徹していると表現するなら、彼のは深しん淵えんとでも言おうか、十年二十年生きた程度では獲得し得ぬ厚みが、そこにはあった。

　しかし、そんな底知れぬ眼光に当てられた彼方かなたは、涼すずやかに微笑を返す。

「えぇ、確かにそう言いました。大丈夫、あなたの鼓膜は腐っていませんよ」

「中坊がえらく吹くじゃねぇか。んで、自分ならそんなもん必要なしに解決出来ますってか」

「中学生には、思ったことを口にする権利も無いのでしょうか」

　不快げに眉まゆを寄せた刑事は、咄とつ嗟さに何か言おうとしたが、口を噤つぐんでしまう。顎あごに手を添え考え込むその仕草は、記憶を探っているようにも見えた。沈黙は数秒。破って、放たれたのは。

「……小僧、前にどこかで逢あったことあるか？」

　すぐには応えず、彼方かなたは一瞬校門の方へと目を向ける。中学には珍しいかもしれないが、四し瞳どう学園は門もん扉ぴをくぐった先に警備員室が設けられていた。

　遅刻者や関係者などは、正門か裏門の警備員に身分を証明することで敷しき地ち内ないに入ることが出来る。

　不審者や無関係な者の侵入を拒む警備体制もあって、今回の事件の犯人を学校関係者と考えるのは自然な流れと言えた。

　見れば、先程まで二人いた警備員が一人になっている。もう一人は何処どこへ行ったのだろう。

「何か思い当たる節でも？」

　それからようやく、彼方かなたは言葉を返す。彼に似合わない、嘲あざけるような表情を浮かべて。

「はっ、随分と思わせぶりなこって」柴しば田たさんと呼ばれていた老年の刑事は鼻を鳴らし、それから虫でも追い払うように手を振る。「もういい、ご苦労さん。寄り道しねぇで帰れよ」

　どうやら山やま本もととは異なり、聞く耳を持たないようだ。こちらの方が、対応としては自然。

　詩し織おりにも分かることだ、彼方かなたが思い至らないわけがない。彼に限って自じ己こ顕けん示じ欲よくに突き動かされるなんてこともないだろうから、先程の発言はつまり、話をしたかったのではなく──。

　話を、逸そらしたかったのではないか。

　積極的にこの場を去ろうとしていた筈はずの彼方かなたが、柴しば田たの言を受けても動き出す気配がないという事実も、詩し織おりの疑念を増ぞう幅ふくさせていた。

　大人の反応としては当たり前に過ぎる柴しば田たのそれに、山やま本もとが控えめに提言する。

「柴しば田たさん。まだ被疑者の目星もついてないんですし、話くらい聞いても罰ばちは当たらないんじゃないですか？　なーんて、わたしは思っちゃったりするんですけど」

　黒い美髪と巨乳を併せ持つ美人刑事の提案はしかし、後頭部への一発で一いつ蹴しゆうされた。

「……うぅ、痛い。これはもう愛の鞭むちを超えて、ただの暴力ですよぉ」

　涙目になりながら頭を押さえる山やま本もとに、柴しば田たは冷たく言い放つ。

「教育的指導だ」

「犯罪者の屁へ理り屈くつだぁ……」

　もしかしたら、と詩し織おりは考える。変にコミカルで親しみやすい山やま本もとが警戒心を解き、威厳と貫かん禄ろくに満ち満ちた柴しば田たが引き締める場面を引き締める。この二人組は、案外そういうふうに、適材適所とでも言うか、上手うまく回っているのかもしれない。

「この馬鹿に付き合わせて悪かったな。いいからもう帰れ。……なんだ、宿題とかあんだろ」

　頭を搔かきながら放たれる声には、疲労が滲にじんでいた。よく見れば、目め許もとには深い隈くまがある。

「んもー、柴しば田たさんってば頭固いですよ。どんなことが解決の糸口になるか分からないんですから、聞いてみたっていいじゃないですか。それにほら、四し瞳どう学園の生徒ですから、普通の中学生と同じに考えるのもあれですし」

　その発言に、彼方かなたも詩し織おりも苦い顔をした。ほとんど同時だったので、山やま本もとが「ん？」と首を傾かしげたくらいだ。

　四し瞳どう学園には確かに多方面で優秀な人材が揃そろってはいるが、中学生の範はん疇ちゆうを逸いつ脱だつするような天才ばかりが集まっているということはない。何処どこの小学校にも一人二人いるような学業優秀な生徒、運動神経抜群な生徒らを選別しているだけのことだ。創作物に登場出来るようなレベルで卓越した才覚を発揮する者は、現実にはそうそういない。

　ただ、殺された桜さくら井い夏なつ希きと、今詩し織おりの隣に立つ遠えん藤どう彼方かなただけは、そういった希少な例だ。

「ちっ……。おい小僧、このアホの言うことは聞かなくていい。さっさと行け」

「まぁ、そう言わず。若者の言葉と侮あなどらない方がいい、遠えん藤どうくんは優秀ですからね」

　それは、彼方かなたでも詩し織おりでも山やま本もとでも柴しば田たでもない、闖ちん入にゆう者しやから発せられた。

　山やま本もとが「あっ……」と声を漏らし、柴しば田たがあからさまに顔を顰しかめる。周囲の報道陣がざわめき、しかし突撃さながらに近づいてくることはせずに、息を吞のんだ。

　それだけの圧が、現れた男性から放たれていた。

　そして全ての中心、渦か中ちゆうの真まっ只ただ中なかに立つ彼方かなたはというと、先ほどとは別種の、心の奥底から滲にじみ出でるような微笑を、男──桜さくら井い秋あき園ぞの理事長へと向けている。

「……これはどうも、桜さくら井いさん」

「ご苦労様です、えぇと、柴しば田た警部、でよろしかったですか？　聞くところによると、敏びん腕わん刑事だとか。娘を殺した不届き者を一秒でも早く捕まえてくれることを期待していますよ」

「……それは、まぁ」

　曖あい昧まいな柴しば田たの返事は、しかし理事長には届いていなかった。

　長身瘦そう軀くでありながらガッチリとした体型、瞳ひとみは鷹たかの目のように鋭く、肌は死体のように白い。顔にはそれが常だと言わんばかりに笑みが浮かんでいて、デフォルトで固定されている。

　夏なつ希きの父であり、家いえ柄がら学歴ともに優れていて、たった数年で四し瞳どう学園を全国有数の私立中学に押し上げた名士だ。

　そんな彼が、目の前の刑事から意識を外してまで微笑ほほえみかけていたのは、彼方かなただった。

「警備員から報告がきてね、話は把は握あくしている。それで、実のところどうなんだい？　君の言う聞き込みより他にやることとやらで、夏なつ希きを殺した犯人を見つけられるのだろうか」

「はい。理事長が協力を惜しまなければ、ですが」

　彼方かなたは即答する。

　一いつ片ぺんの迷いもなく、確定した未来を語るように。優等生的笑顔を被かぶって。

「それが事実ならば、協力を拒む理由がない。今すぐ行動に移してくれ。私は何をすればいいのかな、遠えん藤どうくん」

　蛇を思わせる、そんな声だった。しゅるりと巻き付き、受け手を締め上げる。秋あき園ぞのを前にすると、自分がちっぽけな存在なのだと、何か特別な力に強制的に自覚させられる、気がする。

「……お言葉ですがね桜さくら井いさん、彼はまだ中学生です。娘さんが殺された事件を、探偵ゴッコのネタにされてよろしいので？」

　先程から柴しば田たの言葉は一貫して正しかった。

　普通なら、娘が殺された事件を同級生が解決できると宣のたまえば、憤いきどおるだろう。

　そうあるべきだし、彼方かなたの優秀さを理事長が把は握あくしていることを差し引いても、やはり異常と言わざるを得ない判断だ。

　しかし理事長は、訝いぶかしげな顔をする柴しば田たに、柔らかく、それでいて明確に拒絶の色を含む、そんな笑顔を向けて、言った。

「もちろん、ペナルティは用意しますよ。きみなら内容にも察しがつくだろう？」

　前半は柴しば田たに、後半は彼方かなたに向けての言葉だ。老年の刑事は目め許もとをひくつかせ、少年は笑う。

「さぁ、学年一位のお手並みを拝見しよう」

「お望みとあらば」

　理事長が目配せをした。どうやら学園内に戻れということらしい。彼方かなたは頷うなずく。

　同時に、ようやく本分を取り戻したマスコミ各位が走りだす。

　秋あき園ぞのは言った。

「刑事さん、後をお願いできますか？」

　頼むような語調であったが、返事を待たないあたりほとんど命令に近かった。

　小さく舌打ちを溢こぼす柴しば田たと、状況を理解していない山やま本もとの「ほぇ？」という声を聞きながら、詩し織おりはその場に呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　詩し織おりは咄とつ嗟さについていこうとするも、彼方かなたが首を横に振ったので思い留まる。

　彼は口には出さず、唇くちびるをこう動かした。

　だいじょうぶ。

　それだけで、詩し織おりの中から不安が消える。

　彼がそう言うなら、何も問題ないのだろう。

　何も。




◇遠えん藤どう彼方かなた・２◆




「風邪はもういいのかい？」

　世間話のように切り出され、彼方かなたは一瞬返答に詰まる。

　先週の金曜日、風邪を理由に欠席したのは事実ではあるのだが。

「……全ての生徒の出欠を把は握あくされているんですか？」

「欠席の場合は、その理由もね」

「…………」

「冗談だよ。済まない、通じにくかったかな」

　なんて言って、結局彼方かなたの欠席理由を知っていたことに関しては語らない。

　校内に戻ると、秋あき園ぞのがこちらを振り向き、微笑ほほえんだ。

「それで遠えん藤どうくん。ここまでは、きみの思い通りというわけかな？」

　彼方かなたは僅わずかに感心する。何も見下していたわけではないが、理事長の評価を上方修正。

「なんのことでしょう？」

　彼の発言が不思議でならない、そんな表情を浮かべて言ってみる。

　上履きに履き替えた頃になって秋あき園ぞのが無言で歩き出したので、数歩後から続く。

　生徒が残っていないからか、校内は独特の喧けん騒そうを失っていた。

　ぺたぺたと、吞のん気きな靴音が廊下に伸びる。

「私が休校にしなかった理由、きみは気付いていたんだろう？」

　階段に差し掛かる。一段ずつ上っていく。爪先を乗せ、重心を移動し、次の段へ逆の爪先を。

「発表されたもの以外に何か理由が？」

　いきなりのことだった。

　踊り場に片足が到達してから、一秒も経っていない。

　振り返りざま、秋あき園ぞのが彼方かなたの胸ぐらに手を伸ばしたのだ。

　殴なぐり掛かかるような勢いで迫る右腕を、彼方かなたは咄とつ嗟さに後ろに跳ねることで回避。

　踊り場から五段遠ざかる。幸いなことに、足を踏み外すことはなかった。

「……さすが、といったところかな」

　秋あき園ぞのは変わらず微笑ほほえみを湛たたえている。むしろそれが彼の異常さを際きわ立だたせていると、気付いているのかいないのか。気付いていたところで、意に介さないようにも思える。

　彼方かなたも迂う遠えんなやり方は好まないので、いい加減応じることにした。

「休校にしたら、『学校に行かなくていい日』なんてものを与えたら、その間に犯人は落ち着いてしまうかもしれない。ただでさえ土日を挟んでいますしね。学校なら監視カメラがある。理事長ならばそれを観られる。来ない者も、来て挙動不審な者も、怪しい」

　とても労力に見合った成果が得られるとは思えないが、そんなところだろう。

　ふっ、と吐息混じりに笑うと、秋あき園ぞのは再び階段を上り始めた。彼方かなたも続く。とぼけた態度が気に障さわるのは理解出来るが、それに暴力で応じるとは教育者にあるまじき行いではなかろうか。

　そんなことを言ったところで通じないのは明白なので、彼方かなたは言及しないことにした。

「警備の人間が私に連絡すると踏ふんだのも、そこに気付いていたからというわけか」

　そう。彼方かなたはあの場で理事長を待っていた。正確には、来るよう仕向けた。

　詳細を口にせず、それでいて娘の死の真相に近づく手段を持っていると匂わせて。

「まぁ、少しでも犯人への手がかりを得ようとするなら、『どんな些さ細さいなことでも報告しろ』程度のことは言い含めるだろうな、とは」

　四し瞳どう学園の本校舎は上空から見るとアルファベットのＨ型をしている。

　縦線の片方が教室棟、生徒らが通常の授業やホームルームを受ける教室などが集められた棟だ。下げ駄た箱ばこは教室棟一階に位置する。

　縦線のもう片方が実習棟、職員室や会議室、理科室や家庭科室などが集められた棟だ。

　そしてどちらも四階建てで、全ての階で横線が連絡通路として機能している。

　教室棟に比べると、実習棟の監視カメラの数はかなり少ない。

　それでも、カメラに映らずして教室棟から実習棟へ向かうのはほとんど不可能だ。

　ただ、犯人が間抜けにも即逮捕されていない現状から鑑かんがみるに、犯人は何らかの方法で監視網を突破したのだと考えられる。

　ほとんど不可能ということは、絶対に不可能というわけではないのだ。

「では、何故なぜあそこで私を呼び出すような真似まねをした？　全て刑事に話すでもなく、私個人の許もとを訪れるでもなく、刑事の前に私を引きずり出すようなことをした、その意図が読めない」

　二階に到着し、廊下へ出る。少し歩き、そこから連絡通路を渡る。

　監視カメラが、無機質な瞳ひとみをこちらに向けていた。

　視線を合わせ、一瞬で切る。彼方かなたはカメラのレンズがあまり好きではない。

「お話しする必要が？」

「何か言えない理由でも？」

「……理事長が知りたいのは、僕の真意ですか？　娘さんを殺した犯人ではなく？」

　彼の肩が僅わずかに上がり、すぐに下がった。

「まぁ、いいだろう。きみの言う通りだ。犯人さえ分かるなら、なんでもいい」

　ゆっくりと毒を注入するような声を彼の背中越しに聞く。

　薬も量を間違えれば毒となりうる。普段の彼がカリスマ性溢あふれる名士であるとすれば、現在の彼はその用量を間違えているのかもしれない。過剰摂取に息が詰まりそうだった。

「一応、聞き込みより有効な手段であって、即座に犯人を割り出す魔法ではないのですが」

「きみのことだ、それだけということはあるまい」

「買かい被かぶり過ぎではないかと」

　自分なりに答えは出していた。それを他人が納得出来る形で示すには、推理ではなく事実が必要。

　今から行う絞り込みで、容疑者は八百余名から数十名ないし数名までは減らせる見込みだ。

　候補者のうちの誰かが、犯人ということになる。

　職員室を過ぎ、その隣の理事長室の更に隣の扉の前で彼が立ち止まった。プレートには警備室と刻まれている。

　その物々しい響きは、中学校という場に似つかわしくないように思えた。

　鍵を取り出した彼が、僅わずかに表情を歪ゆがめた彼方かなたを見て満足げに微笑ほほえむ。

「よかった。どうやらこれは必要なことの一つだったようだね」

　彼方かなたはまだ何が必要かさえ伝えていなかったのだ。

　だというのに、彼は警備室に直行した。監視カメラの映像が不可欠と考えて。

　確かに推測は難しくないだろうが、少々やり辛づらい。全てお前の思い通りに運べるとは思うな、そんな牽けん制せいをされているようで。

　解かい錠じようした秋あき園ぞのはそのままドアノブに手をかけることなく、彼方かなたに向き直る。

「そうだ。携帯を預からせてもらうよ。きみを疑うわけではないが、場所柄ね」

　学生を監視する為ための部屋に監視対象であるところの学生を招く、それ自体が異例。

　画像や映像の記録が可能な携帯電話を回収するのは、正しいように思えた。

「父に連絡を入れてもいいでしょうか。風邪で休んだ友人の見舞いで遅くなる、と」

　ふむ、と彼が小さく頷うなずくのを確認してから、チャットアプリを立ち上げる。必要なメッセージを送ってから、閉じた。それを見計らって差し出される秋あき園ぞのの手に、スマートフォンを渡す。

「もう一つある筈はずだね」

「……通話専用の端末ですが」

　秋あき園ぞのは笑顔で手を揺らした。仕方なく、そちらも渡す。

「そういえば」

　彼方かなたの携帯をポケットに仕舞い込みながら、秋あき園ぞのが言う。

「私が娘を殺した犯人を探していると考えるところまではいい。だが、警察を頼らずして見つけた犯人を、私がどう扱うかまでは考えているのかね？」

　子を愛する親であれば、それを殺あやめた犯人を許せないだろう。

　自身の手で探し出そうと考えるのも、まぁおかしくはない。

　では、そういう行動に出た親の目的はなんだろうか。

　脳裏に浮かんだものを直接口にすることはせず、曖あい昧まいに笑む。

「僕に知る必要はないかと思いますが」

　秋あき園ぞのは怪け訝げんそうな顔をするも、「その通りだね」とすぐに微笑ほほえんだ。
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◇山やま本もと観み月づき・２◆




「ふざけんなッ……！」

　遠えん藤どう彼方かなたという少年と出で逢あった次の日のことだった。

　捜査一課は荒れていた。主に柴しば田た旭あさひ個人が。彼は上司から下された一方的な命令と、今朝発見された遺体について、憤いきどおっていた。

「あのクソガキ、あの男に何を吹きこみやがったんだッ！」

　自分のデスクを片手で強く叩たたき、その衝撃で資料の束が土ど砂しや崩くずれのように床に流れ落ちていくが、柴しば田たは気にしない。

　仕方なく、観み月づきは近くにかがみ込んで拾うことにする。

「……あの子……彼方かなたくんは本当に何かしら被疑者を特定する手段を持っていた、ってことなんでしょうか」

　事件は急転した。というより、捜査が終了した。今朝になって突如、以降の捜査は必要なしとされたのだ。理由は説明されなかった。代わりに、物言わぬ遺体が一つ、発見された。

　通報があったのは今朝で、川にプカプカ浮かんでいたそれは、四し瞳どう学園の英語担当の教諭、石いし川かわ真しん司じだった。彼の身体からは多量のアルコールが検出され、ろくな捜査もされることなく、酔っ払った状態で川へ転落した事故として処理された。処理、されるそうだ。

　これは、想像でしかないが。断定は、決してできないが。

　遠えん藤どう彼方かなたは犯人を当ててみせ、それに納得した桜さくら井い秋あき園ぞのは愛する娘の仇かたきを討うったのではないか。法による罰よりも、直接死を与えることによって。

　もちろん、この法治国家においてそれは許されることではない。

　だが、この仮定通りだとすると、観み月づきも柴しば田たも見誤っていたことになる。

　あの、彼方かなたという少年の実力を。

　仮にも優秀な教育者である秋あき園ぞのを説得するには、それなりに論理的で、筋道の通った推理が必要だろう。それらを裏付けるだけの証拠も秋あき園ぞのなら求めたはずだ。

　その上で、石いし川かわ真しん司じは死んだ。もしくは、殺された。

　ということは少なくとも、探偵ゴッコの探偵気取りかもしれないが、彼の推理には傾けい聴ちようの価値があったということになる。もし自分たちが素直に耳を傾けて、秋あき園ぞのが手を打つより先に石いし川かわを捕まえていれば、石いし川かわは死ななかったかもしれない。

　そこまで考えた上で、柴しば田たは激怒しているのだろう。

　彼方かなたと、理事長と、己の過あやまちに対して、怒りの焰ほのおを燃やしているのだろう。

　ぶっきらぼうで乱暴者だが、その心根はどこまでも純粋で優しいのだと、観み月づきは知っていた。

　だから、自分は柴しば田たを嫌い切れないのだし、さんざ頭を叩はたかれても「まぁ、いいか」と思ってしまうのだ。

「ふざけんなよ……このままで終わらせてたまるか」

　刑事ドラマだったら、こういう熱血は新人刑事役の若手役者が務めるのだろうに、現実において一番熱いのは一番年長の柴しば田た旭あさひ警部だった。一応一課には、もう一人熱血漢がいるが。

「どうなさったのですか！　柴しば田たさん！　大層ご立腹の様子ですが！」

　思い浮かべたのと、彼が現れたのはほとんど同時だった。

　寝癖だらけの黒い毛髪、疲労の堆たい積せきを物語る深い隈くま、清潔感に欠ける無ぶ精しよう髭ひげ、センスのない焦げ茶色のコートとこれまたセンスのない、くたびれたネクタイ。

　近こん藤どう正せい義ぎ警部。三十七歳。おそらく日本でも有数の正義漢。

　特撮から飛び出てきたような正義の味方。少年漫画からありったけの熱血成分を抽ちゆう出しゆつして静脈摂取したような熱量を常に発するその男は、全職員を震わせるような叫きよう声せいを上げながら登場。

「どうしたもこうしたもねぇよ。四し瞳どう学園の件が捜査打ち切りになりやがったんだ」

「なんと！　なんと理不尽な！　被疑者は見つかったのですか！」

「……まだだよ。だが、今朝英語担当の教師が水死体で見つかった」

「なんとも陰いん謀ぼうの匂いがしますな！　それはもう、プンプンと！」

「あぁ、だから納得がいかねぇって話をしてたんだよ」

「なるほど！　上層部に直じか談だん判ぱんすると仰おつしやるなら！　お伴ともしますが！」

　耳を聾ろうする彼の声の所為せいで、頭の中で鐘でも鳴らされているような不快感に襲われる。

　しかし本人はまったく気づいていないようだし、なによりも彼は超がつくほどの善人なので、何かと注意し辛づらい。……あと上司だし。

「……ありがとよ。だが、んなことが無駄だってことは何十年も前に実感したさ。こういう時はな、バレない程度に独断行動だ」

　ニィ、と。柴しば田たがガキ大将めいた幼く勝気な笑みを浮かべる。

「素晴らしい！　定年を間近に控えながら！　些いささかも薄れないその正義の心！　俺は大変感動しております！　何か手伝えることがあれば！　なんでも仰おつしやってください！」

「……ばぁか、お前さんも暇じゃねぇだろ。それより、娘が四し瞳どう学園に通ってるんじゃなかったのか？　たまには帰ってやったらどうだ」

　近こん藤どうには娘がいる。正確には二人いたが、現在は一人だ。

　一年前、かつて近こん藤どうが逮捕した男が出所し、近こん藤どうに対する恨みを彼の家族にぶつけた。

　それにより妻と長女が殺される。

　事件当時の近こん藤どうのことは、忘れようにも忘れられない。茫ぼう然ぜん自じ失しつとはこのことか、と思ったほどだった。魂が抜けたように膝ひざを折り、嗚お咽えつを漏らす彼は痛々しくて見るに耐えなかった。

　だからこそ、その犯人が惨ざん死し体たいで発見されたと聞いた時は思わず彼を疑ってしまったものだ。

　が、犯行時刻とされる時間帯の近こん藤どうには、多数の人間が証明するアリバイがあった。

　彼の養女である近こん藤どう此方こなたも、友人宅で夕食を摂とっていたことが分かっている。

　そして、その日を境に近こん藤どうは元気を取り戻した。

　正確には、私生活を棄すてて刑事という生物になった。娘の此方こなたはそれにショックを受けている様子もなく、むしろ度々仕事中毒の父に弁当やら着替えやらを持ってくる孝行娘だ。

「いやぁ、それが今電話もメールも無視されていましてね！　約束をすっぽかした俺が悪いのですが……！　一応、学校は休むようにと言っておきましたが聞いているかどうか……！」

「……そうかい。まぁ、落ち着いたらご機嫌取りでもしてやれや」

　奥歯に物が挟まったような言い方になっているのは、柴しば田たも彼の過去を思い出したからか。

　正せい義ぎはその微細な違和感に気付いていないのか、相変わらずの熱気で頷うなずいた。

「えぇ、何か考えておきます！　愛まな娘むすめに無視され続けるのは堪こたえますから！」

　……なら、普段からもう少し顧かえりみてあげればいいのに。

　そう思ったが、観み月づきは敢あえて言及しなかった。

　他人の家庭事情に、ましてや心に傷を負った父親に掛ける言葉など、子供を産んだこともない自分にはない。

　何かしら共有できるような重荷がなければ、他人の言葉など心に響きはしないのだ。

　それを知っているから、観み月づきは黙る。黙って、立ち上がる。

「あの、柴しば田たさん。わたし、ちょっと出かけてきます」

「あァ？　どこにだよ」

「捜査ですよ捜査。柴しば田たさんも、担当してる事件は一つじゃないんだから、あんまり四し瞳どうの件にのめり込まないでくださいよ？　報われない被害者は、日々無数に生まれてるんです」

　例えば夫婦を狙った連続殺人。殺害だけでなく、毎度性器を念入りに傷つけるのが特徴的。

　例えば無差別な連続殺人。こちらは遺体をバラバラに解体しているのが特徴的。

　例えば近隣の女学生の連続失しつ踪そう。消えた少女らに関連や共通点は特に無し。

　例えば異常殺人の多発。逮捕された犯人の大半がフィリアフィリアを名乗る匿とく名めいの人物に犯罪計画書を渡されたと供述。

　極端な話、悪人に対して、それを捕まえる正義の味方が足りなすぎるのが現状だ。

　悪が蔓延はびこり、警察は完全に対応できず、世間は国家権力に失望し、志望者は年々減る。

　悪人と善人のバランスが、ギリギリで保たれていた均衡が、国内においては確実に崩れてきている。

　そして最も大きな問題は対応策がないことではなく、一般人がそれを脅きよう威いと感じていない点だ。どうすれば、伝わるのだろう。

　あなたが考えているより、世界は退たい廃はいしているんですよ。

　そう言っても、観み月づきが抱える不安は伝わらないだろう。

「わぁってるっつぅの。小娘、お前もあんまり警察の品位を下げるような真似まねすんなよ」

「またそうやって子供扱いする─！」

　ぶぅ、と頰ほおを膨らませる観み月づきを見て、柴しば田たを渋じゆう面めんを作った。

「そういうガキみてぇな仕草をどうにかしろってんだよ」

「まぁまぁ柴しば田た殿！　刑事はかくあれなどという決まりはないのですから！　それに！　山やま本もと殿は充分な働きをしているではありませんか！　いやはや！　まだまだ若いのに立派だ！　この前など非番であるにも関わらず痴ち漢かん逮捕に貢献したとか！」

　これは褒ほめられる展開か？　と観み月づきの表情が思わず緩む。

　落ち込みかけた空気を換気出来るのでは、という考えもあってのことだ。

「いやぁ、そうなんですよー。こう、バシッと犯人の手を摑つかんでですね、言ってやったわけです、『痴ち漢かんは犯罪ですよ？』って。……まぁ痴ち漢かんされたのわたしなんですけど」

　柴しば田たは笑うこともなく、顎あごを搔かくように撫なでながら何度か頷うなずく。

「んなこともあったな。そんで確かお前あれだろう、犯人の手首を折った上で背負い投げしたんだよな？　いやすげぇよ、過剰防衛スレスレだ」

　柴しば田たの視線が冷気を帯びるのを感じて、観み月づきは口笛を吹くフリをしながら視線を逸そらした。

「……それは、だって、恐怖で頭が真っ白になっちゃって……」

「あァ？　おい聞いたか近こん藤どう。供述に矛む盾じゆんが見られるなぁ。決きめ台詞ぜりふ吐いた直後に、恐怖で頭が真っ白になったんだとよ」

「た、正しい行いには、しばしば悲しい代償が伴うこともですね……」

「あんだって？」

　ギロリと睨にらまれ、言い訳は消える。

「なんでもないです……」

　観み月づきは肩を落とし、若干涙目になる。

　柴しば田たは疲れ果てたように溜ため息いきを溢こぼしてから、近こん藤どうへと視線を転じた。

「おい近こん藤どう、こいつをあんまり甘やかすなよ。褒ほめたところで調子に乗るだけだ」

「そんなことないですよ！　わたしは褒ほめられてこそ成長する子ですよ！」

　言うと同時、観み月づきの後頭部を柴しば田たの掌てのひらが駆けていく。

「痛いんだって！」

「そうか」

「対応がおざなり！」

　観み月づきの叫びを聞いて、困ったような顔をしていた近こん藤どうがこれ幸いとばかりに笑った。

「はっは、相変わらず仲がよろしい！　本物の親子のようだ！」

「親子じゃなーい！」

　そんな観み月づきの言葉は、虚むなしく溶けて、消えた。




◇遠えん藤どう彼方かなた・３◆




　時は昨日の放課後まで遡さかのぼる。

　秋あき園ぞのに続き警備室に入った彼方かなたは、僅わずかに目を大きくした。

　幾つものデスクに、監視カメラの映像を映すディスプレイ。

　正面には巨大なディスプレイを分割して各所の映像を確認することが出来る。

　単なる警備室というよりは、巨大な施設の中央管理室を思わせる部屋だ。

「他の施設もそうですが、ここもまたお金の掛かっていそうな場所ですね」

「ありがたいことに寄付金は尽きないからね。みな、きみたち若者の健全な成長の為ためならば金に糸目をつけないという人格者ばかりだ。きみのご両親も……いや、失礼」

　咳せき払ばらいをして、その時ばかりは少しだけ申し訳なさそうに、秋あき園ぞのは言い直した。

「きみのお父上にもご援助いただいているよ。もちろん、ご健在であった頃にはご母堂にもね」

　そう。彼方かなたの母は二ヶ月前に連続殺人の被害者となり命を落とした。死んだ人間が金を払うことは出来ないから、秋あき園ぞのはわざわざ訂正したのだろう。どうでもいい配慮に、苦笑する。

「警備の方は？」

　むしろ、気になったのはそちらの方だった。室内は無人だったのだ。

「出ているよ。じきに戻ってくるだろうから、そうしたら手伝わせよう。それとも、きみ一人で充分かな？」

「……時間は掛かりますが、無理ではないかなと。先に始めてしまっても？」

「あぁ。いや、その前に説明をしてくれないか？」

　監視カメラの映像は必要だろうと考えたものの、その具体的な利用法に関しては思い至らなかったようだ。まぁ、考えつくのであればそもそも彼方かなたなど不要なわけだから、当然と言える。

　時間を無駄にはしたくなかったが、無視するわけにもいかない。

　彼方かなたは近くの席に座り、眼前のパソコンを弄いじる。

　しばらくして映し出されたのは、とあるクラスの授業風景だった。教室後方に設置されたカメラは、生徒の後ろ姿と教員を映している。

「例えば、これは事件当日の三年一組二限目の映像です。授業が終わり、現代文の飯いい田だ先生が教室を出ましたね。一組は三限も引き続きこの教室を使いますから、教室を出る生徒は少ない。ここから、娘さんが殺されるまでの時間、出ていない生徒の方が多いです」

「だから？」

「犯行が可能な時間帯にこのカメラに映っている先輩方は、娘さんを殺すことが出来ません」

「────っ」

　それだけで秋あき園ぞのは全て理解したようだった。

「監視カメラという言葉から、不審者を見逃さない為ためのものと考えるのは仕方のないことですが、この事件に限っては無実の証明として利用することが可能です」

　街中などに設置された監視カメラであれば、映るのは不特定多数の利用者だ。

　しかし学内に限って言えば、当然学校関係者ばかりが映ることになる。

　四し瞳どう学園の警備体制を考えれば、なおのこと。

　警察も映像確認は行っているだろうが、おそらく通常の監視映像と同様のチェックに留まっているのだろう。少なくとも最初のうちはそうするだろうし、既に行っているならば聞き込みではなく犯行が可能な人物へ接触している筈はずだ。

　事件が起きてまだ三日だ、無理もない。

　とはいえ、彼方かなたでも気付くことなのだから、もう数日あれば誰かしら思い至るだろう。

　彼方かなたは少し、ほんの少し早く気付いただけ。

　果たしてその差は、誰の扶たすけになり、何の妨さまたげになるのか。

「怪しい者を探すのではなく、怪しくない者を取り除く、というわけか」

　この人物に犯行は不可能という人間を、一人一人取り除いていく。それを八百数十回繰り返していく。そうすると、仲間はずれがそれなりに生まれる。

　つまり、犯行が可能だった者だ。

　いきなり一人を特定することは出来ないが、聞き込みよりは余程迅じん速そくに容疑者を絞り込める。

「えぇ。八百数十名ということで根気はいるでしょうが、不可能には程遠い。さすがに僕も関係者全員の顔と名前は覚えていませんから、併せて名簿などがあれば捗はかどるかなと」

　秋あき園ぞのはすぐに用意すると呟つぶやいたものの、しばらく動き出さなかった。

　顎あご先さきに指を添え、彼方かなたに視線を固定している。

　心の深しん奥おうまで暴こうとするようなそれに、彼方かなたは首を傾かしげてみせた。

「僕の顔に何か？」

「私はね、きみを疑っていたんだ」

　いきなりのカミングアウト。とはいえ、予想していたことなので驚きは無い。

「僕も理事長の立場なら遠えん藤どう彼方かなたを疑います。あとは英語教諭の石いし川かわ先生もですね」

　近こん藤どう此方こなたの名前は伏せておいた。

　彼方かなたの答えが気に入ったのか、秋あき園ぞのは愉快げに笑う。

「それにしても末恐ろしい……いや、既に恐ろしいと言うべきかな。きみは、いつこれに？」

「いつ……？　学校で殺人事件が起きたと聞いた時、でしょうか」

　秋あき園ぞのの笑顔が固まる。それには気付かないふりをして、「そろそろ始めても？」と許可を求めると、すぐに平静を取り戻した彼は「あぁ」と頷うなずいた。

「二年生から始めてもいいでしょうか？　同学年くらいなら、名簿無しで確認出来るので」

「ならば、一年生と三年生は後から来る者に任せよう。教員は……」

「散らばっているので、職員室内のものと、あとはそれぞれ確認する他ないかと」

　秋あき園ぞのが席を外したタイミングで彼方かなたは急いで確認を始める。学生鞄かばんからノートと筆箱を取り出し、確認するクラスに在籍する生徒の名前を書き込む。無実の確認がとれ次第、名前の横にチェックマークを入れていく。

　そして、彼方かなたは自分の考えが正しかったことに気付いた。

　まずいな、と考えた時には遅かった。

　秋あき園ぞのが数人の警備員を伴って戻ってきたのだ。

　否、警備員の服を着た何者か、というのが正確だろう。

　まともな人間が、黒いクレヨンで塗り潰したような昏くらい瞳ひとみをしているわけがない。同時に彼方かなたは確信する。

　やはりこの男、犯人を見つけたところで警察に引き渡す気など微み塵じんも無い、と。

「順調に進んでいるかな」

「……二年生は、あと一クラス分です」

「手て際ぎわがいいね。確認した中に犯行が可能だった者はいたかい？」

　いなかった、と言うのは簡単だった。問題は、その噓うそがすぐにバレるということ。

　あともう少しだけあれば、全て隠いん匿とくすることが出来たというのに。

「ん、なんかこの小僧おかしくねぇか」

　既に席についていた男の一人が呟つぶやく。そしてそれが大画面に映し出された。

　きょろきょろと何かを探すように視線を彷徨さまよわせながら歩く、一人の男子生徒。

「……彼は確か──山やま崎ざきくん、だったかな」

　秋あき園ぞのの視線が一瞬だけディスプレイに向き、すぐに彼方かなたに戻る。

　そして彼方かなたの座っていたデスクからノートを奪い取ると、目を通して口の端はを歪ゆがめた。

「正直だね、山やま崎ざきくんの名前にはチェックがついていない。なるほど、口ごもるわけだ」

「快かい斗とには、桜さくら井いを殺す理由がありません」

「でも、犯行が可能だった人間の一人には違いない。そうだろう？」

　秋あき園ぞのはノートを返すと、粘度の高い笑みを浮かべながら彼方かなたの肩を叩たたいた。

「友人を庇かばい立だてすることなく真実を記録したきみの誠実さを評価して、引き続き確認作業を任せよう。頼めるね？」

「…………はい」

　どうにか絞り出し、力なく椅子に腰掛ける。

　奥歯を軋きしませ、すぐに思考を開始。

　快かい斗とは言っていた。

　二限の終わりに此方こなたを見つけ、追いかけたが発見出来なかったと。

　おそらく、じきに此方こなたも見つかるだろう。

　容疑者と言っても、本来ならば嫌疑の掛かった者でしかない。

　だが、現在容疑者の割り出しを求めているのは被害者の父、桜さくら井い秋あき園ぞのだ。

　警察を呼び込まなかったことや、正規の警備員をおそらく追い出し偽にせ物ものに作業を手伝わせていることから考えるに、まともな対応は望めまい。

　何らかの被害が及ぶことも充分に考えられる。

　個人的な尋じん問もんならばまだしも、最悪の場合──。

　それらを避けるには、何が必要か。

　彼方かなたは考えた。

　どうすればいい？　どうすれば。

　そして、少年が選んだのは。




◇山やま崎ざき快かい斗と・２◆




　やれ危ないだのやれ心配だの、両親、主に母にグチグチと言われ、仕方なく従うことにした二日目。月曜に続いて自主休講に努め、昼食を済ませてコタツで蜜み柑かんを頰張っていた時のことだ。

　居間にはやや不釣り合いなプラズマテレビの画面の向こうで、ニュースが流れている。

　四し瞳どう学園生徒殺人事件、第二の被害者か!?　というテロップとともに垂れ流される情報に、快かい斗とは思わず瞠どう目もくし、叫び、ミカンを落としてしまう。

「……おいおい、おいおいおいおい……噓うそだろ……。死んじまったのかよ、イッシー……」

　イッシーというのは、英語担当の石いし川かわ真しん司じ教諭の愛称だ。

　快かい斗とは全教員に親しみを込めて愛称を設定している。それが周りに伝でん播ぱし、その呼称が流行はやることもあって、それは快かい斗とのちょっとした自慢だった。

　唯一、理事長秋あき園ぞのに付けたアッキーという愛称だけは流行はやらなかったが……。

　石いし川かわ真しん司じは、教師というより友人のような距離感で生徒に接する好漢だった。

　それ故に生徒からの人気も高く、イケメンと表現しても過か剰じようにならないほど優れた容よう貌ぼうは女子生徒の関心を強く引いていた。

　あの桜さくら井い夏なつ希きでさえ、彼との会話で笑みを漏らすことがあったほどだ。

　夏なつ希きは剝むき出だしのナイフみたいな少女だったが、父と彼方かなた、此方こなたと石いし川かわの四人と喋しやべるときだけは、どこか普通の少女のような雰囲気を放っていて、その時に浮かべる笑みが反則級に可愛かわいいので、性格は最悪なのに告白する男子は多かった。

　夏なつ希きの死はどこかショックだったが、それでも彼方かなたとの話の種にしてしまえる不謹慎さ、悪い言い方になるが余裕というものがあったが、しかし、もう違う。

「大量のアルコールが検出された……？　事故だと思われる？　……ふざっけんなよ」

　以前石いし川かわはアルコールが苦手だと言っていた。ちょっと飲んだだけでも吐いてしまうと。

　格好悪いから秘密な？　と言って微笑ほほえんだ彼の顔が、脳裏に浮かぶ。

　おかしい。絶対に。仲の良かった生徒が殺された日に酔い潰れるほど酒を吞のむような人間ではないのだ。現実として、可能性は零ゼロではないが、快かい斗とには信じられなかった。

　そして、先週の自分がどれだけ愚おろかで、見るに耐えない醜しゆう態たいを晒さらしていたか自覚する。

　あんなに遠くに感じていた死が、隣に立っているような錯覚を覚える。

　近しい者の死は、ここまで〝重み〟が違うのか。

　とっくの昔に嚥えん下げしたミカンが食道に詰まっているような閉へい塞そく感かんを覚え、快かい斗とは胸を叩たたく。

　苦しみが収まった頃になって、快かい斗とは思い出す。

　先日彼方かなたの家に邪魔した際のことだ。詩し織おりが戻ってきたことで話は途中で終わってしまったが、彼方かなたは何かに気付いているようではなかったか？

　頭が回るとは言っても、所しよ詮せんは中学生だ。普通はそう考える。快かい斗とだって、相手が彼方かなたでなければさすがにそう思う。けれど、遠えん藤どう彼方かなただけは例外なのだ。

　彼ならば、快かい斗となどには思いもよらぬ方法で、解決に貢献出来るのではないか。

　そんな期待を胸に、気付けば携帯電話に手を伸ばしていた。

　ミカンの剝むき過すぎで黄ばんだ手もそのままにスマートフォンを操作。緊張からか覚おぼ束つかない手つきで〝彼方かなた〟と登録されている項目をタッチ、電話を掛ける。

　いつもと変わらないはずのコール音が、やけに粘性を帯びて鼓膜に滞留する。いやに喉が渇かわく。ニュースキャスターの声が遠のく。そして、繫つながった。

「おい！　彼方かなたか！」

　──お掛けになった電話番号は……

「あぁ!?　留守電かよッ!?」

　ツッコミがちに大だい喝かつを決めて、快かい斗とは電話を切った。

　腕を組み、呻うめき声ごえめいた低い声を出す。何が出来るわけでもないのに、焦しよう燥そう感かんばかりが募る。

　胡座あぐらをかいた状態で貧乏ゆすり。再度掛けようかと逡しゆん巡じゆん、テレビへ視線を転じる。

　ニュースでは次のトッピクスに移っていて『同市で半年前から続いてる夫婦を狙った連続殺人に新たな被害者が出てしまいました。これは通算三十八組目の被害者となり──』と女性キャスターが重々しい表情で喋しやべっている。

　桜さくら井いの件ではすぐに密室というワードに惹ひかれ推理ごっこに移ってしまったが、よく考えてみると、それよりも前に気になることがあるではないか。

　ニュースで流れているような凶悪事件は、誰がどんな理由で行うのだろう。

　そこでふと、以前彼方かなたと交わした会話を思い出す。似たような話題になった時のことだ。

　快かい斗とは狂人を怪物のように捉えていた。

　思考回路そのものが正常な人間とは異なった造りをしていて、だから異常な行動に出るのだと。そういう生き物だから、そういうことをするのだと。

　しかし彼方かなたは首を横に振ってそれは違うと言った。

　異常は正常の延長線上にあり、狂気は正気より生じると。歪ゆがみを持って生まれる者もいるけれど、大抵は後天的に曲がってしまった者達だと。

　だから、思考に飛躍はあっても断絶はなく、繫つながっているのだから、あとは手た繰ぐれば分かる。解明も理解も、出来る筈はず。その果てに、共感出来ないと考えるのはもちろん個人の自由。

　では、桜さくら井いを殺した人間のことも、正常を辿たどっていけば分かるのだろうか。自分の精神と地続きの何処どこかに、殺人犯の狂気は在るのか。だとしても、道みち標しるべが無い。

　それらを経験や数少ない手がかりから見つけ出すのには、やはり別途適正が必要だろう。

　快かい斗とにはそれが無く、彼方かなたはそれを持ち合わせている。

　やはり彼に相談すべき。

　あるいは、その考えは建前で、自分の胸に生じた気持ち悪さを誰かに話すことで緩かん和わしたかっただけなのかもしれない。だとしても行動は変わらない。

　一度は卓上に放ったスマートフォンに再度手を伸ばす。

　それを手に取る寸前、機体が振動を始めた。

　飛びつくように摑つかみ、表示を確認して首を傾かしげる。

　そこに記された名前は期待していた親友のものではなく、その恋人のものだった。




◇？？？？◆




　森の中、白い部屋、昏くらい部屋に集められたのは、わたしだけじゃなかった。

　そこには〝彼方かなた〟がいた。〝此方こなた〟がいた。〝火ほ垂たる〟も〝緋ひ色いろ〟も〝水みず埜の〟もいたけれど、前の二人に比べるとあまり仲が良くなかったのでどうでもよかった。

　大おっきくて、沢山の子供が集められた中で、わたしは〝ゼロバン〟と呼ばれていた。

　最初にこの部屋に閉じ込められて、オジサンとオバサンのお気に入りだからだと言われた。

〝彼方かなた〟は〝イチバン〟と呼ばれ、〝此方こなた〟は〝ニバン〟と呼ばれた。

〝火ほ垂たる〟が〝サンバン〟、〝緋ひ色いろ〟が〝ヨンバン〟、〝水みず埜の〟が〝ゴバン〟。終わり。

　オジサンは言う。

「キミタチハ、ステラレタンダ」

　よく分からない。

「イラナイコナンダ」

　よくわからない。

「パパモママモ、タスケテハクレナイヨ」

　それは知っている。

「ハイキショブンダヨ、コレハ」

　オジサンは愉快げに言う。

「モシクハ、リサイクルカナ」

　リサイクル、知っている。なんとなくだけれど。

　じゃあ自分たちはゴミで、オジサンとオバサンがそんなゴミである自分たちを、何か役に立つものにしてくれるのだろうか。

「ソウヨ」

　オバサンが言った。

「イイコニハ、ヤサシクシテアゲル」

　優しく。知らない言葉だ。もしくは、無縁の言葉だ。

「ゼロバン」

　名前を呼ばれる。あるいは、それは記号と呼ばれるものだったのかもしれないが、それ以外に自身を示す言葉を、わたしは持っていなかった。いや、〝わたし〟という言葉以外には、持っていなかった。

　だから答える。

「はい」

　オジサンは言う。

「〝ナナバン〟ヲショブンシナサイ」

「しょぶん？」

「コロシナサイ」

「ころ……す？」

「「コロシナサイ」」

　オジサンとオバサンの声が重なる。

　言うことを聞かなければいけないと思った。

　ここに来る前も、パパとママの〝命令〟を聞かないと、夜眠れなくなるくらい殴なぐられたからだ。あれは嫌だ。痛いことが、じゃない。

　痛みで眠れない夜は、長すぎるのだ。

　それに比べ、ここはまだマシだった。

　なんと言っても、三食ご飯が食べられるし、寝る時は布ふ団とんももらえるし、なによりパパとママがいない。

　それだけで、わたしは幸せだった。

　そんな幸せが続くならば、どんなことでもしなければと思った。

〝ナナバン〟は女の子だった。

　黒髪で、ここにいる子は皆白い服を着せられていたから服装はわたしと同じなのだけれど、すごく綺き麗れいだった。顔も、毛髪も、露出した肌も。

　わたしはわたしを見る。

　散々、パパとママに汚いと罵ののしられた体だ。本当に汚い。できれば誰にも見られたくない。

　肌は度重なる暴力によって打だ撲ぼく痕こんだらけで青黒くなっており、一日一食、粗末な残飯同然のものを与えられればいいほうだったから、身体は栄養が足りず、手足は皮を貼っただけの骨みたいだった。髪も身体も、ここに来てからオジサンが洗ってくれたが、それでもパパとママが吸っていたタバコの匂いが染しみ付ついている気がする。多分、錯覚じゃない。

　オレンジ色の綺き麗れいな光を放つタバコの尖せん端たんを何度も何度も身体に押し付けられて灰皿にされたから、わたしはきっと一生臭いままなのだろう。

　羨うらやましいなぁ。〝ナナバン〟が、羨うらやましい。

　雪みたいな肌、りんごみたいな頰ほお、夜みたいな髪、桃みたいな唇、傷のない身体。

　いいなぁ。ずるいなぁ。

「ドウシタノ？」

　オバサンが言う。

「クビヲシメテ、ショブンシナサイ」

　オジサンが言う。

　あぁ、首を締める。そこに至って理解する。

　処分か。廃棄処分か。コロシナサイ、殺しなさいか。

　パパとママが、わたしにやったことがあるな。言ったことがあるなと思い出す。

　首を締められると、最初は苦しくて、抵抗してしまう。けれど時間が経つと、少し気持ちよくなってくるのだ。世界が、痛みが遠くなって、目の前が少しずつ白くなって、自分が溶けるような心地になる。

　けど、その先まで行ったことはない。いつも、ギリギリでパパをママが止めるのだ。

　なにやら、「こんなクソガキの所為せいで殺人犯になる必要もない」とかなんとか。

　パパが言っていた言葉を思い出す、確か、テレビを観ながら呟つぶやいていた。

「役に立たねぇ家畜は廃棄処分できんのに、何で役に立たねぇクソガキは廃棄処分できねぇんだ？」と。「なぁお前、自分から車に飛び込んで死んでくんねぇ？」と。「あぁ、それなら保険でも掛ける？」とママがケラケラ笑っていたのは、よくわからなかった。

　ともかく、殺すというのは、首を締めたずっと先にある状態のことなのだろう。言われた通りにやるしかない。〝彼方かなた〟と〝此方こなた〟は友達だからできないけど、〝ナナバン〟の首なら簡単に締められる。

　まずはパパの真似まねをして〝ナナバン〟の鼻っ柱を殴なぐりつけた。

　可愛かわいい声を上げて、少女は鼻血を噴き出しながら倒れた。

「イイコダ」

　オジサンが褒ほめてくれる。

　初めてだった。人に褒ほめられるのは。

　とても嬉うれしくなって、わたしは〝ナナバン〟に馬乗りになって、何度も何度も、執しつ拗ように〝ナナバン〟の顔を痛めつけた。

　わたしはロクに栄養を取ってなくて、腕は骨ばっていたけれど、それがかえって殴なぐるには都合がよかったみたいだ。

　パパが指輪を付けて殴なぐってきた時のように、固いもので殴なぐると痛いのが大きいのだ。

「イヒヒ」

　オバサンが笑った。

「イヒヒ」

　オジサンも笑った。

「イヒヒ」

　気づけばわたしも笑っていた。

「やめ……てっ」

〝ナナバン〟は言う。馬鹿だ。やめるわけないのに。パパもママもやめなかったことを、わたしがやめるわけないのに。

「許……して」

〝ナナバン〟は泣いて謝る。馬鹿だ。わたしは許せないから殴なぐっているわけじゃないのに。

　綺き麗れいな顔が赤色と青色、黒色に染まって、気分がよくなってきたわたしは、〝ナナバン〟の首に手を掛けた。

　細い、細い首だった。

　締める。

「ぁっ」

〝ナナバン〟は呻うめく。そこで初めて気づいたのだが、周りの子供達が泣いていた。

　あの子は〝ジュウサンバン〟だったか、それとも〝ニジュウヨンバン〟だったか。

　まぁ、どうでもいい。わたしは、〝彼方かなた〟と〝此方こなた〟以外なら、誰でも殺せる。処分できる。

〝ナナバン〟の身体がピクリと跳ね、目がグリンッと裏返り、そしていつの間にか、動かなくなっていた。試しに殴なぐってみる。反応はない。左の眼球を抜き出してみる。反応はない。

「殺したよ？」

　わたしは言った。

「イイコダ」

「イイコダネ」

　二人は褒ほめてくれる。

　あぁ、ここは最高だ。二人とも優しい。ご飯もある。夜も安心して眠れる。友達もいる。

　ここは、最高だ。




◇近こん藤どう此方こなた◆




「にゃーん、にゃーんにゃーん」

　近こん藤どう此方こなたは猫が大好きだ。猫の可愛かわいいところが好きだ。自由なところが好きだ。素っ気ないところが好きだ。たまに甘えてくるところが好きだ。あの耳が好きだ。あの瞳ひとみが好きだ。あの肉球が好きだ。あの鳴き声が好きだ。弱いところが好きだ。死期を悟ると忽こつ然ぜんと姿を消すのが好きだ。もう猫という存在自体が好ましくて仕方ない。

　山やま崎ざき快かい斗とは「猫の鳴き声って〝ニャー〟っていうより〝なぁあ〟って感じだよな？」と言う。まぁ、実際そうかも？　と此方こなたも思わないでもないが、やっぱりニャーの方がいいと思う。そっちの方が可愛かわいいし、やっぱり此方こなたは、可愛かわいいほうが好きだ。

　近こん藤どう此方こなたは人間が嫌いだ。人間の可愛かわいくないところが嫌いだ。不自由なところが嫌いだ。媚こび諂へつらうことができるところが嫌いだ。同種を蹴落とすことに快感を覚えるところが嫌いだ。自分に都合のいいことだけ捉える耳が嫌いだ。自分に不都合な現実は見ない瞳ひとみが嫌いだ。欲しいものにだけ伸ばす手が嫌いだ。癇かんに障さわる泣き声が嫌いだ。自分を強いと勘かん違ちがいするところが嫌いだ。醜みにくく生にしがみつく本能が嫌いだ。生理的嫌けん悪おが拭えない、厭えん悪おの対象であった。

　大好きな遠えん藤どう彼方かなたは「でも、それが人なんだよ」と言うだろう。まぁ、事実そうであることは疑いようもないし、そんなこと言われるまでもなく識っているのだが、彼方かなたは何故なぜかそんな人間に迎合するつもりのようで、それが此方こなたは、気に入らない。

　どうして、暗闇よりなお昏くらく、地獄よりなお凄せい惨さんで、死よりなお忌き避ひすべき、あんなゴミ溜ためを経験しておいて、人を信じられるのか。人を識って、もう、絶望したじゃないか。

　親の愛は幻想に過ぎず、正義などは妄想でしかなく、救済なんてものは夢想の中にしかない。

　もういいでしょう。子供は大人に搾さく取しゆされる存在で、どうにかこうにかそんな現実を知らずに大人になった奇跡的に幸運な人間だけが、恥ずべき無知を引っさげ愛を語らい、平和を謳うたう。

　そんな真実に到達してなお、一体他人に何を求めるというのか。

　彼方かなたのやっていることが、此方こなたには分からない。

「此方こなたは、〝彼方かなた〟みたいになれないよ」

　こんな世の中で、どうすれば人を殺さないで生きていけるのか、理解できない。

　此方こなたは頭を振った。余計な思考を続けていると、やがて自分が何を考えていたのか、また、何故なぜそんな深く物事を考える必要があるのか分からなくなって、脳みそに黒いものが混じって、なんだか苛いら々いらしてきて、視界が真っ白になって、手当たり次第に形あるものを破壊したくなる。

　だから、此方こなたはいつもニコニコニコニコ微笑ほほえんで。

　にゃーにゃーにゃーにゃー鳴いている。

　思考停止を続ける為ために。永遠に停滞する為ために。間違っても前進しないように。

　自分が今更正常な思考とやらを機能させたとしても、どうせ〝これまでの自分〟は消せない。

　強制されたとか、もう、関係ない。人殺しは人殺しだ。

　そして此方こなたにとってそれはもう、習慣、癖、呼吸といってもいいものに変質してしまっていた。殺さなければ生きていけないゴミ溜ためにいた。殺せば殺すほど褒ほめられる牢ろう獄ごくにいた。瞬まばたきや呼吸と同程度に、同深度に、殺人は染しみ込こんでいた。

　朝、目を覚ましてグダグダとベッドにしがみつくように、寝ねぼけ眼まなこをこすりながら洗顔と歯磨きをこなすように、トイレに行って、ご飯を食べて、学校に向かい、やるべきことをなし、帰路につき、夕食を取り、お風ふ呂ろに入り、髪を乾かして身体を拭ふいて眠くなったら寝るように。

　そんな日常の一コマに。もう拭ぬぐえない程、外せない程、殺しが嵌はめこまれている。それはもうガッチリと。なのに彼方かなたはそれから目を背そむけている。

　無駄なのに。どうせ逃げられないのに。

「まぁ、それでも〝彼方かなた〟は〝彼方かなた〟だけどさ。いひひっ」

　此方こなたはベッドの上で片かた膝ひざを立て、そこに顔を乗せて、愉たのしげに口の端はを歪ゆがめる。

　眼下に転がる遺体、死体、というよりもはや物体か。それを見下ろして、口角を吊つり上あげる。

「にゃはは、いひひひっ、あぁーあ、〝彼方かなた〟の言うとおりになったなぁ。夏なつ希きちゃんのパパってば、夏なつ希きちゃんの仇かたきを討うつくらい夏なつ希きちゃんのことが好きだったのかぁ。愛されてるなぁ、ん？　愛されてた、かな、正確には。死んでいるので過去形になります、って国語で習ったような？　まぁ、どっちでもいいか。どっちにしろ、羨うらやましいなぁ。だってだって、此方こなたは最初のパパとママに捨てられたからねー」

　人形に喋しやべりかける童女のように、此方こなたは物言わぬ死体に声を掛ける。

　さて、彼の声はどんなだったろうか。返事はどんな態度でしてくるだろう。

　死体の生前を思い出そうとして、此方こなたはろくに会話する間もなく返り討ちにしたことを思い出す。そう、正当防衛の返り討ちだ。勝手に家に押し入り、模範的な学生の登校を邪魔立てした上殺そうとしたのだから、殺されたって文句は言えまい。

「親には産むか産まないかの権利があるのに、子供に生まれるか生まれないかの選択権がないのはおかしいよね？　だってだってね、もし、最初のパパとママをね、神様が事前に教えてくれてたらね、此方こなた、絶対にあのクソジジイとクソババアはパスで、って神様に言ってたもん。ねぇ、聞いてるの？」

　一向に返事をしない死体に苛いら立だち、此方こなた立ち上がる。

　それから死体の側にしゃがみこむと、フローリングに転がった数本の刃物の中から包丁を選択。既に鮮血に染まっていたそれは時間の経過のせいか乾いてしまっていて、何度か振ると、粉っぽくなった血がパラパラと地面に落ちた。

　それを見た此方こなたはケラケラと笑い、それから既に両腕が肩から、両足が胴体から、首が根本から切断されている遺体の胴に、逆手持ちの包丁を振り下ろす。

「へんじがない、ただのしかばねだもんね？　あっはっは！　いひひひっ、ごめんね？　でもでもね、先に此方こなたを殺そうとしたのは、あなただもんね？　これはー、えぇと、セートーボーエーです。〝彼方かなた〟が教えてくれたんだよ。殺されそうになったときは、相手を殺してもいいんだって？　違ったっけ？　ちょっと違うような？　まぁどっちでもいいんだけど。どうでもいいんだよ。決まりなんてさ。決まりを守っても、決まりは此方こなたを守ってくれないしさ」

　ザクザクと、ボツボツと死体に穴をこさえていく此方こなた。彼女のニーソックスは赤黒く染まっており、プリーツスカートとシャツには紅あかい斑点が描かれている。白磁のように滑らかでしなやかな両手は、紅あかい華のようでどこか妖あやしく、艶なまめかしい。

　刃を引き抜いても血が溢あふれなくなったあたりで、此方こなたはその動作を止める。まるで機械みたいにピタっと止める。顔に跳ねた血液を拭ぬぐって、それからポカーンと口を開け、そして血だらけの手を打った。パンッ、ではなくピチャッという音がして、血が散る。

「此方こなたってば、〝彼方かなた〟との約束があったことも、まったくもって忘れておりましたですよっ。怒られるかなぁ？　でも〝彼方かなた〟は優しいから、ヘーキかな？　えぇと、どこに行けばいいんだっけ？　んー……んー、そうだっ、学校だ学校。折せつ角かく風邪で休んだのになぁ[image: ～][image: ～]」

　此方こなたはひとしきり喋しやべると、満足気に頷うなずき、それから欠伸あくびを漏らした。あふぅ、と可愛かわいい欠伸あくびをしてから、一瞬前までの思考が霧散しそうになる。

「……えぇと、うん……学校、そう、〝彼方かなた〟が呼んでるから、行かないと。んー？　なんで呼ばれたんだっけ？　ぎむきょーいくだから、かな？　ちょっと違うような？」

　眠気に誘われて、つい此方こなたは地面に座り込んでしまう。

　んちゃあ、と粘性のある液体が、肌を濡ぬらす。純白のパンツがみるみるうちに血液に染まり、冷め切ったそれが此方こなたの秘部に刺激を与えた。一瞬だけ身体を震わせた此方こなただが、その感覚が存外に不愉快でなく、むしろ快感に近いものであると知り、抗あらがうではなく身を委ねる。

　僅わずかに頰ほおを紅潮させ、熱っぽい吐息を漏らして、此方こなたは思考を放棄、目先の快楽を優先してしまう。室内に立ち込める血臭は、常人なら噎むせ返かえるほどで、十秒吐き気を我慢できれば上出来、といった惨状なのだが、そんな惨劇の生産者は、情欲に溺おぼれるように、股またぐらに這はわせた指を興奮のままに動かしていた。

　しかしそれも、一分ほどでどうでもよくなる。

「んー……っ……ぁっ……ぅ……ひぅ…………ん？　此方こなた、何かやらなければいけないことがあったようが気がする？　気がするだけ？　さっかく、ってやつ？　まぁ、いっか。別に」

　思考停止による意図的な停滞に弊へい害がいがあるとすれば、何も考えないよう努めるが故に何かを考える能力が著しく低下することだろうか。

　意識をプール一杯の水で希き釈しやくするような感覚は心地よくさえあるが、溶けてしまった自分を搔かき集あつめる作業は手間も時間も掛かり気が向かない。

　此方こなたは布ふ団とんにダイブするように両手足を投げ出し、血の絨じゆう毯たんの上に転がった。

　身に纏まとう服に、髪に、肌に赤が染しみるが気にも留とめない。ぴっぴっと跳ねた血が家具に飛ぶのを見て、あとで掃除するの大変そうですなぁと他人ひと事ごとのように思うくらいだ。

　ふと横を見ると、胴体があった。距離も大きさも丁度いいので、此方こなたは体勢を変えて冷めきった胴体をぽんぽんと優しく撫なでてやる。親が子にしてやるみたいなその動作は、今は亡き義母によくしてもらったもので、同時に実母にはしてもらえなかったものだった。

「ふっ、意味ないね。もう寝てるのに。えーみん、してるのにね？」

　自分で言って面白くなった此方こなたは、天井を仰ぎながら腹を抱えて大笑する。足をジタバタさせる度にぴちゃぴちゃとうるさかった。

「……あ」

　シーリングライトの放つ光が、ごく短い間隔で明滅しているように見える。

　それの一体どこがきっかけになったのか、此方こなたは溶けていた自分の目的を思い出していた。

　起き上がり、小さく欠伸あくびを一つ。

「そうだ。〝彼方かなた〟のところに行かないと」




◇桜さくら井い秋あき園ぞの◆




　おかしい。

　秋あき園ぞのは腕に嵌はめた高級腕時計で時刻を確認する。

　既に昼を回っていた。予定通りであれば、今頃全て始末出来ている筈はず。

　昨日、遠えん藤どう彼方かなたを用いて導き出した犯行が可能な者の数は、七。

　八百を超える学校関係者の中から、たったの七人まで容疑者を絞り込むことに成功したのだ。

　密室などというふざけた小細工も意味をなさない。それを可能であったという事実が手に入ったの。犯人が誰であれ、このような方法で捕ほ捉そくされるとは夢にも思っていないだろう。

　彼方かなたは近こん藤どう此方こなたと山やま崎ざき快かい斗とは無実であると訴えかけていたが、秋あき園ぞのは聞き入れなかった。

　ここから犯人を探し当て、犯行を証明し、罪を認めさせるなんて七しち面めん倒どうな過程を踏む気など更々無かった。警察に引き渡すなど論外。

　八百はあまりに多いが、七ならどうとでもなる。

　全員殺せば、自動的に復ふく讐しゆうは完了。

　六人の犠牲が伴うが、それは仕方のないことだろう。

　娘を殺した罪人に呼吸を許すことに比べれば、大した問題ではない。

　秋あき園ぞのの目的は真実の究明などではなく、一秒でも早く罰を下すことだった。

　動機にも個人にも興味はなく、犯人が即刻この世から消えるという部分こそが最重要。

　ニュースで取り上げられているのは今のところ石いし川かわ真しん司じの件のみだが、残りの六人に関してもじきに発表がある筈はずだ。

　石いし川かわ真しん司じ、英語教諭であった彼は、過か剰じような飲酒で足元が覚おぼ束つかず川へ転落。

　小こ林ばやし佳よし恵え、カウンセラーである彼女は、車での出勤中に電柱に激突。

　西にし野の浩ひろ紀き、生徒会副会長の男子は、電車通学の際にホームで足を滑らせ轢れき死し。

　神かみ山やま拓たく哉や、バスケ部に所属する少年は、連続殺人の被害者に。

　大おお川かわ楓かえで、用務員として働いている老人は、自宅の階段から足を滑らせて死亡。

　この五人については、既に〝確認〟が取れている。死亡時刻や死の状況も調整し、不自然に思ったところで関連性は発見できないように、したつもりだ。

　そしてなにより、それらの事件について、必要以上の捜査がなされないように根回しもした。

　秋あき園ぞの自身は連続殺人犯と面識などないが、遺体をバラバラに切り刻んでおけば警察は勝手に同一犯と断定してくれることになっている。

　世界は、強い人間が勝つのではない。一人で生きていけないことを理解し、最大限に他人を使う術を知る者が勝つのだ。

　無論、それには自分自身が優秀であることが必須である。

　秋あき園ぞのは思わず舌打ちたくなるのを、必死に堪こらえた。

　残るは山やま崎ざき快かい斗とと近こん藤どう此方こなたの二名。

　山やま崎ざき快かい斗とは自宅にて薬物の過か剰じよう摂取を行い、近こん藤どう此方こなたは自宅にて強盗に強ごう姦かんされて殺される、というシナリオになっているはずだ。

　近こん藤どう此方こなたに差し向けた男からは、行動を開始する旨むねが記されたメールが届いたきりだ。山やま崎ざき快かい斗との方も同様。どちらも遠えん藤どう彼方かなたが特に無実を訴えた者。単なる偶然とは思えない。

　いや、自分の計画に問題はない筈はず。あとは真相を知る遠えん藤どう彼方かなたを始末すれば、静かな復ふく讐しゆうは完了する。少なくともこれで確実に、仇かたきは討うてるのだ。

　しかし、予想外の事態が起きていた。

「お疲れ様です、柴しば田たさん。何のご用で？」

　秋あき園ぞのは心中の焦しよう燥そうなど露つゆほども感じさせない完璧な笑みで、想定外の一つである定年間近の刑事を迎える。

　応接室は理事長室と扉一枚隔てた先にあり、その内装は豪華ではあるが華美ではなく、革張りの黒いソファーが対に並べられ、その間にガラスのテーブルが並べられている。その他の調度品も知る者が見ればその価値の高さに唸うなるものばかりなのだが、老眼が始まって久しいだろうこの男にそれを求めるのは酷というものだ。

　刑事は顎あごを撫なで、床の絨じゆう毯たんを踏むのを躊躇ためらうような仕草を見せてから、ソファーに腰掛けた。

「いやぁ、すみませんね。桜さくら井いさんもお忙しいでしょうに」

　まったくだ、と胸中で毒づく。

「いえ、これが事件の解決に繫つながるのであれば、時間などいくらでも捻ねん出しゆつできます」

　しかし、本音を溢こぼすほど愚かでもない秋あき園ぞのは、建前を惜しげもなく前面に押し出した。

　まるで心の底からそう思っている、少なくとも相手からはそう見えるように。

「そいつはありがたい。ですが、少しばかり困ったことがありましてね」

「困ったこと？」

　秋あき園ぞのは適当に相あい槌づちを打ちつつ、スーツの胸ポケットに意識を遣やった。そこにはプリペイド携帯が収まっており、本来ならば残る二件の事後報告が届いているはずだった。だが、使い捨て携帯は沈黙を貫いている。予定とのズレは、何を理由に起こっているのか。

　そんな彼の苛いら立だちを知る由よしもない柴しば田たは、どこを見ているか判然としない茫ぼう洋ようとした視線に確固たる意思を宿し、それを秋あき園ぞのの双そう眸ぼうへ向けた。

　世間という荒波に揉もまれ、刑事という職業柄、世界の汚さを嫌というほど識っている彼の瞳ひとみは、されど濁っていなかった。むしろ、気味が悪いほどに澄んでいる。仙人のように悟った眼力、その奥には理想を語る少年のような光があり、それは秋あき園ぞのを酷ひどく不愉快にさせた。

「えぇ、どういうわけか、上層部が娘さんの一件に関して、捜査を中止しろと吐ぬかしやがったわけです」

「…………それは」

　私がそう命じたからですよと言うわけにもいかず、なによりここにきて、この男の思おも惑わくを理解し、秋あき園ぞのは呆あきれを通り越して畏い怖ふの念を抱いた。

　この老年の刑事は、存外、いや話に聞いていた以上に優秀らしい。そして同程度に、愚かだ。

　唇くちびるの端を嚙かみそうになり、それを堪こらえる秋あき園ぞのの前で、柴しば田たはニィっと笑う。

「仰おつしやりたいことはよぉくわかります。俺も納得がいかないもんでね。しかし組織に身を置いている以上、命令違反、規則違反なんてのはご法はつ度となわけです。俺ももうすぐ定年なんで、わざわざ問題を起こしたくもないってのが正直なとこなんですが、けど、アンタはそうもいかないでしょう」

「…………」

　表向きは、その通りだ。

　遠えん藤どう彼方かなた以外のあらゆる人物からすれば、桜さくら井い秋あき園ぞのは娘の死を悼いたむ一人の父親であり、まだ見ぬ犯人に憎ぞう悪おと義憤を向ける善良な一市民、哀れみを受けるべき被害者なのだから。

　だがその実、秋あき園ぞのはその捜査とやらが、既に煩わずらわしくて仕方がない。犯人候補には目星を付けた。あとは容疑者を全て葬ほうむり、自己満足の復ふく讐しゆうを完遂すれば終わる。

　だから、もう、いいのだ。

　それ故に人脈を最大限活用し、捜査を打ち切りにさせた。

　しかし、眼前で茶を啜すするこの老刑事は、それを見抜いた上で、カマを掛けている。

　何故なぜなら、柴しば田た旭あさひと山やま本もと観み月づき、そして久く保ぼ詩し織おりは、遠えん藤どう彼方かなたの大言壮語を、耳にしている。

　だから、昨日までは戯たわ言ごとに過ぎなかった彼方かなたの言葉に、秋あき園ぞのを動かすほどの力が宿っていたのだと、遅れに遅れながらも、想像できたのだろう。

　柴しば田たは、言外にこう言っているのだ。

　──お前、何をした？　と。

「それで、私にどうしろと？」

　この程度で焦あせる秋あき園ぞのではない。冷静に、努めて平静にそう返すが、それがいけなかった。

　柴しば田たはあからさまに眉まゆ根ねを寄せ、表情とは裏腹に、秘密を暴あばくのが楽しくて仕方がないといった様子で、口を開く。

「おや、驚かれないんですか？　普通に考えりゃ──あぁ、俺にも娘がいるんですが──親としての立場を考えると、この事実は取り乱して怒り出すようなもんだと思いますがね？　事前に知ってたわけでも、ないでしょうし」

「…………まさか。感情を表に出さないよう、気をつけているだけで」

　殺してしまおうか。

　そんな発想が脳裏をよぎり、されど実行しようとまでは考えられない。邪魔者は消すのが一番早いが、疎うとましい者全てを消去して生きていけるほど、今の社会は自由ではない。ましてや相手は刑事だ。口封じに殺すことこそできても、事後処理は随分と面倒なことになるだろう。

　なにより、まだ容疑者殺しも終わっていない。今、これ以上のストレスを抱えるのは、現実的にも、精神衛生上も、よくない。

「ところで、今朝のニュースはご覧になりましたか？」

「えぇ、石いし川かわ教諭の件ですね。娘に続いて優秀な教員を失ってしまい……心苦しい限りです」

　表情を悲しげに歪ゆがめ、胸を押さえて言い放つ。我ながら、感情の込められた演技だ。

　現在の時刻は十二時四十分。昼休み。欠席する生徒の数はそれなりだが、休校にするほどでもない。自分を特別だと勘かん違ちがいする人間ほど、自身の子供に特別性を要求する。自分の遺伝子を継ぐ生命体を都合のいい分身だとでも思っているのか、様々なものを押し付けたがる。

　果たせなかった夢や、手に入れられなかった名誉。あるいは既に手にした栄誉や、長年かけて築いた無価値な地盤など。秋あき園ぞのはただ、そういった愚者的親心を、擽くすぐってやるだけでいい。

　休校の措そ置ちを取らなかったのは純粋に、犯人が学校関係者であることが確実だったからだ。

　彼方かなたの言葉を聞くまで、秋あき園ぞのは独力で犯人を探しだそうとしていた。その一環として、容疑者の反応を確かめるために敢あえて通常授業を行ったのだ。誰が休み、誰が登校したかをチェックするために。彼方かなたは秋あき園ぞののそんな行動まで見抜いていた。

　とはいえ今にして思えば、大変な労力に対して成果が吊つり合あわない愚策だ。

　しかしそれらも、もはや意味をなさない。否、そのおかげで彼方かなたに辿たどり着つけたのだから、期せずして最善手を打てていた、ということでいいだろう。

　あとはこの厄介な老刑事をあしらうだけでいい。

「おかしな話なんですがね、これもロクに捜査されることもなく、事故ってことで片付きそうなんですわ」

「……報道を見る限りは事故と取れましたが」

「そうですか。しかし妙だな、いや、桜さくら井いさんとお逢あいする前に他の教員方に話を伺うかがったんですがね、皆さん口をそろえて言うんですわ、〝石いし川かわ真しん司じは酒を飲まない〟って。酒に弱いってのが理由らしいですが、周知の事実のようでした。桜さくら井いさんは、ご存知なかったんですか？」

　……白々しい。

「…………初耳ですね。私は他の教員と仕事以外での関わりは持たない主義ですから、プライベートな情報には疎うといもので」

　しくじった、と秋あき園ぞのは僅わずかに後悔。だがそれを表情には出さない。その程度の誤差で全てが明らかになることはない。

「まぁ、いいでしょう。それで本題ですが、この件、どうにかしてはもらえないでしょうか」

「どうにか、とは？　一介の経営者である私にできることなど、ないと思いますが」

　秋あき園ぞのの対応に、柴しば田たは一度、深く溜ため息いきを溢こぼし、それから鬱うつ陶とうしげに目を眇すがめ、言う。

「謙けん遜そんは結構ですよ桜さくら井いさん。俺は、こう言ってるんだ。娘を殺したクソ野郎を暴きたいなら、捜査を再開させろってな」

　もはや仮かり初そめの敬語すら取り払って、柴しば田たは射抜くような視線で秋あき園ぞのを睨ねめ付つける。疑いではなく、もはや確信。彼はもう、秋あき園ぞのを一被害者として扱うことをやめた。

「……無理だと言ったら？」

　面倒になり、秋あき園ぞのも取とり繕つくろうことをやめる。

　そもそも、この男一人捨ておいても構わないのだ。どうあっても、自分が捕まるようなことはない。だから適当にあしらってしまえばいい。

「…………なるほど」

　柴しば田たは顎あごを引いて小さく頷うなずくと、そのまま立ち上がった。

「確信した。アンタ自身が、紛れもねぇクソ野郎だってことをな」

「近頃の警察は、証拠もなく人を犯罪者扱いするのですか？」

「近頃の父親は、娘の仇かたき討うちに無関係な他人を巻き込むのか？」

「あなたの仰おつしやっていることが理解できません」

「遠えん藤どう彼方かなたはどこだ」

「────…………何故なぜ、そのようなことを？」

　唐とう突とつな、あまりに脈みやく絡らくのない話題転換に虚を突かれ、反応が僅わずかに遅れる。普通なら、沈黙とすら取られないその〝間〟を、彼は見逃さない。

「昨日は冷たく突き放しちまったわけですが、考えなおしてみると、あそこまで自信満々に大言壮語するっつぅことは、少なくとも無根拠ってわけじゃなかったんでしょう。しかもここに来て不自然な捜査の打ち切りと、それをどうにか出来る筈はずなのに澄まし顔で誰かからの連絡を待ってるいけ好かない男を見て、考え方を変えるべきかと思ったんですわ」

「……しっかりと定年して、静かな老後を過ごしたいなら、あなたはこのまま帰るべきだ」

「俺はね、桜さくら井いさん。波風立てずに生きていきたいわけじゃなんだよ。自分が使いモンにならなくなるまでに、一人でも多くのクソ野郎を牢ろう屋やにぶち込むために、刑事をやってんだ」

「損で、無駄な生き方だ」

「得で有意義な生き方ってのは、金に物を言わせルールを無視し、私し怨えんを晴らすことを言うのか？」

「私を罪人扱いしたいなら、証拠を提示しろ。そもそも貴様らがすぐさま犯人を突き止めていればよかった話だ」

「今のは、自白か？」

「ただの感想だよ、柴しば田た警部」

　視線が交差する。十数秒の睨にらみ合あいが展開され、唐突にそれは終了する。

「……もう一度訊きくぜ、遠えん藤どう彼方かなたはどこだ？」

「今日は欠席するそうだ」

　平然と噓うそを吐つく。信じてはいないだろうが言うだけ無駄だと悟ったのか、柴しば田たは射殺すような視線と嘆息を漏らすだけで、追求はしてこない。

「じゃあ質問を変えよう。あいつの推理で犯人は誰ってことになってた？」

「実は、結局判明しなかったんですよ。やはりあなたの言っていた通り、探偵ゴッコのネタにされていただけのようで。彼には後日、罰掃除をしてもらう予定です」

　笑って言う。老刑事は「ふざけんなよ」と毒づき秋あき園ぞのに詰め寄るが、それ以上どうすることもできずに舌打ちすると、乱暴にその場を後にした。刑事という職に縛られている限り、彼が真実に辿たどり着つくことはない。

　秋あき園ぞのはしばし柴しば田たが去っていった扉を眺めていたが、不意に頰ほおとネクタイを緩めると、静かに理事長室に繫つながる方の扉へと歩み寄り、ドアノブを捻ひねった。

　視界が開け、無様に地面に転がる、一人の少年と目が合う。

「……おかえりなさい理事長。客人とのお茶会は楽しめましたか」

「それなりにね。君こそ、両手を拘束されている気分はどうかな」

　少年、遠えん藤どう彼方かなたは手て錠じようで拘束されていることなど気にも留とめていないといった様子で微笑ほほえむ。

「実を言うと、最低最悪です。二秒に一度はあなたの死を願っているのですが、どうやら神様に祈りが届いていないようで。ここ電波悪いんじゃないですか？」

「徳が足りないのではないかな。そうでもなければ信心が」

　柴しば田たが訪れた際に「助けを求めようとしたらその人間ごと殺す」と脅おどしておいたが、それが効いているのか静かに待っていた。表情に虚勢の色はなく、楽しげな微笑が浮かんでいる。

　少年のおかげで娘の仇かたきを討うつことが出来た。それは事実だ。

　だが秋あき園ぞののやることを考えれば、お役御免で解放とはいかない。

　警備員の制服を着せて手伝いをさせた連中に彼を拘束させ、此処ここまで運ばせたのには理由がある。

「そういえば、理事長。昨日の偽にせ警備員や、七人の殺害に関わる人っていうのは、どうやって雇うんですか？　費用はどの程度掛かるんでしょう。仲介する人がいるんですかね」

「きみが知りたいのは、違うことではないのかな？」

「理事長がどうして昨日の内に僕を処分しなかったか、とかですか。それは別に……。それより、教えては頂けないんでしょうか？」

　授業中、分からないことを教師に質問する生徒のように、彼方かなたは言う。

　そこに恐怖や戸惑いは一切なく、純粋な疑問だけが感じられた。

　その事実が、秋あき園ぞのには不気味でならない。

「知ってどうする」

「興味があるんです。そりゃあ、小説や映画のようにはいかないだろうけれど、犯罪行為の代行を職業にする人はいるんですよね。だったら、実態が気になるというものでしょう」

「自分や友人の末路よりもかい？」

「無理にとは言いませんが」

　妙だ。昨日の時点では、僅わずかに焦あせりがあった。山やま崎ざき快かい斗とや近こん藤どう此方こなたの助命を嘆願していた。

　それが、まるで興味を失ってしまったように──否。

　まるで、既に問題が解決したかのように、平常心。

　そこまで考えて、秋あき園ぞのは首を横に揺する。有り得ない。

「……寄り合い、と呼ばれている。必要な人材と予算を告げると、会員が派遣されてくる。最初に半分、成功が確認されてからもう半分を支払う。それで、就職面接にでも行くのかな？」

　事実を告げたのは、余裕を示す為ためだ。同時に、少年から余裕を奪う為ため。

　知るべきではないことを知ってしまった。どうなるか、想像出来ない彼ではないだろう。

　しかし少年は「へぇ」と、それだけ。

「就職面接って、理事長も変な冗談を言うんですね。僕はただの中学生なのに」

　クスクスとおかしそうに笑い出す始末。

　秋あき園ぞのは頭に血を昇るのを感じたが、どうにか堪こらえる。

「私はお前の正体を知っている」

「そうなんですか？　中学生は世を忍ぶ仮の姿ではないつもりなんですけど」

　あくまでとぼける彼方かなたに我慢も限界を迎えた。

　秋あき園ぞのはふぅ、と呼気を漏らすと、溜たまりに溜たまった鬱うつ屈くつを晴らすように彼方かなたの腹部を蹴りつける。

　正確には、蹴りつけようとした。

　失敗したのだ。

　驚異的な反応速度で跳ね起きた少年が、腕を立ててそれを防いだ所為せいで。

「……昨日も少し思ったんですが、カッとなって手を出すのはよくないと思いますよ。あぁ、でも仕方ないのか。娘さんが殺されたんだから、多少は不安定にもなりますよね、それは」

　何事も無かったように立ち上がり、納得するように頷うなずく。

　そんな彼方かなたを見て、秋あき園ぞのは一瞬呆あつ気けに取られてから、すぐに距離をとった。

「貴様……手て錠じようは」

　彼の両手は拘束していた筈はずだ。当たり前のように自由を取り戻しているが、それだけでも驚きよう愕がくの理由になる。だが当の彼方かなたはケロっとした表情で、制服のポケットから手て錠じようを取り出した。

「外れているんだから、外したに決まっているじゃないですか。あ、お返ししますね」

　と、こちらに手を伸ばす彼方かなたに、秋あき園ぞのはとっさに後ずさる。

　それは、恐怖からの行動だった。

　秋あき園ぞののそんな反応を見て、彼方かなたの笑顔が嘲あざけりを含んだものに変質する。

「酷ひどいなぁ。幽ゆう霊れいでも見たような反応はやめてくださいよ。傷つきます」

　悲しげな顔をしながら、手て錠じようをポケットに仕舞う。

「……私を殺したところで、何も変わらんぞ」

　秋あき園ぞのは必死に言葉を繰り出していたが、彼方かなたの方は理解出来ない冗談でもぶつけられたように目を丸くした。魚のように口を開けている。今にも気泡が漏れそうだと、場違いにも考えた。

「殺すって、また物騒な……。僕がそんなことするわけないじゃないですか、心外ですよ」

「私が貴様を疑っていた理由を、知らないわけじゃあないだろう」

「僕が娘さんのお気に入りだったからですよね」

　それもあるが、それが主な理由ではない。

　遠えん藤どう彼方かなた、加えて近こん藤どう此方こなたには、殺人を犯しかねない過去があるのだ。

「私は以前から貴様を知っていた」

「僕、二年生ですからね」

「観ていたのだ！　言ってやろう、私は視聴者だった！　これで分かったか！」

　一瞬、ほんの一瞬だけ、彼方かなたの表情が変わった──ように見えた。

　まるで、別人のように。

　しかしそれは幻のように搔かき消きえ、瞬まばたきの後には元の笑みが浮かんでいた。

「仰おつしやっていることの意味が、よく分からないのですが……」

「とぼけても無駄だ！　貴様を始末しなかった理由を教えてやろう。今度は私が撮る側に回る為ためだ！　殺すには惜しかった。理解出来るだろう!?」

　秋あき園ぞのとて彼方かなたの行動の違和感には気付いている。──警察の前で騒ぎを起こし、狙って秋あき園ぞのを呼び出した件──はどうも妙だ。いまだ理由は判然としないが、彼に限って無意味ということは有り得ない。そもそも、彼方かなたは秋あき園ぞのの行動を予測していた節がある。

　その上で自分に協力した理由が、どうしても見えなかった。

　だが、それでも応じたのは。たかが一中学生の知恵に期待したから──だけではない。

　この機会に、以前より欲していたものを手中に収める為ためだ。

「仰おつしやっていることの意味が、よく──」

「貴様も私が知っていることには気付いていた筈はずだ！　いつまで優等生として生活出来ると思っていた？　いつかは動くつもりだっただろう、遠えん藤どうくん。いや、番号で呼ぶべきかな──」

「あの」

　彼方かなたは秋あき園ぞのの言葉を遮り、危害を加えないことをアピールするように両手を上げながら、扉から離れた部屋の最さい奥おう、机のある一画まで離れていく。

　それから机上に腰掛け、擽くすぐるようにこちらを見た。

「理事長に聞いてほしい話がありまして。というより、確認かな。興味があって」

「話だと？」

　平静を装よそおうのは困難を極めた。柴しば田たを相手取った時とは比べようもない。神経をすりこぎですり潰す音が聞こえてきそうな程だった。がりがり、ごりごり。長くは保ちそうにない。

「僕は最初、理事長を疑っていたんですよ」

　昨日、自分が少年に対し言ったのと、同じような言葉だ。意趣返しというわけではあるまい。

　秋あき園ぞのは自分の話を遮られたことを不快に思っていたが、少年の方は気にする様子も無い。

「鍵の予備は理事長室にしかなくて、もう一つは日直の二人が持っている。監視カメラの設置箇所などから、理科準備室という場所は犯人側に都合がいい。犯人が指定したと考えるのが自然かと思います。そして、娘さんが呼び出しに応じる相手なんて、そうはいない」

「何が言いたい」

「最愛の父に呼ばれれば、応じるだろうなと思うのは自然かなと」

　くすりと笑い声をこぼして、それから彼方かなたは続けた。

「でも、それは違うと分かりました。次に気になったのは、あなたの対応の違和感です」

「違和感？」

　いつの間にか、彼の話を聞き入っている自分に驚く。

「復ふく讐しゆう心しんそのものは、正当な感情だと思います。大切な者を殺されて、『悲しい事件だ。警察の対処を待とう』なんて考える人がいたら、そちらの方が余程異常だ。最終的にそう納得せざるを得なくても、『許せない、殺してやる』と一瞬でも考える方が健全でしょう。でも、あなたは復ふく讐しゆう出来る立場にありながら、どういうわけか、人任せを選びました」

「…………」

「僕だったらそうだな、全員捕まえて真犯人に自白させるんじゃないかな。その寄り合いに、必要な人材を要求するだけなんだから。仇かたき討うちの料金をケチる程度なら復ふく讐しゆうなんて考えないでしょうし。とにかく、肝かん心じん要かなめの復ふく讐しゆうは自分の手で果たします」

　この時点では、彼方かなたが何を言おうとしているのは理解出来なかった。

「人を雇って、自分に疑いが向かないよう工作しながら命を奪う。真犯人を見つける手間を惜しむ程の怒りと捉えられなくもないでしょうが、僕は違うと思いました」

「私の怒りが、偽にせ物ものだとでも？」

「違和感は真偽に対してではなく、その種類に抱いたものです。例えば……」

　それから少しの間、少年は顎あごに指を添えて考え込むように視線を下げた。それが秋あき園ぞのに戻ると同時、薄い唇が開かれる。

「小学校の頃、こういうことがありました。ＡくんとＢくんが些さ細さいなことで口論になり、Ｂくんの方がＡくんを殴なぐってしまったんです。でもＡくんは殴なぐり返かえしませんでした。寛容だったからではありません。彼はその後すぐにクラス中の子にＢくんを一緒に無視しようと声を掛けて回りました。暴力はみんなが見ていましたから、反対意見はそう出ませんでした。翌日、孤立したＢくんを見て、Ａくんは笑っていました」

「……何が言いたい」

「許せないんじゃなくて、気に食わないだけなんじゃないですか？　一番大事なものが、まず自分なんですよ。地位とか、プライドとか。それが損なわれない範囲での報復を選択してる。自己保身を優先した復ふく讐しゆうって、中ちゆう途と半はん端ぱに理性的だなって思ったんです」

　気付けば、奥歯を嚙かみ締しめていた。彼方かなたの言葉は続く。

「親心とは違うなって思いました。もちろん、自分ではどうしようもないから、他人に頼むという形も時にはあると思います。でもあなたの場合は、手を汚したくないという考えが透けて見えた。それで思い出したんです、ＡくんとＢくんの喧けん嘩かした理由。Ａくんが落としたノートを、Ｂくんが間違って踏んでしまったんですよ。Ｂくんは軽く謝罪しました。でも、Ａくんはそれだけでは許せなかった。自分の所有物を汚されて気分のいい人間なんていませんものね」

　うなじの辺りが、ちりちりと焼けるようだった。あるいは、背筋に氷柱つららでも挿し込まれるようだ。心臓が一ひと際きわ高く跳ね、咄とつ嗟さに胸を押さえてしまう。

「桜さくら井い夏なつ希きはあなたにとって、大切な娘というより、お気に入りの所有物だったのでは？」

　ひゅっ、と呼吸音が乱れる。彼の発言によって受けた衝撃で、リズムを崩されたのだ。

「これは想像なんですが、こんなところではないでしょうか。始まりは可愛かわいいものだったと思います。小さな子どもは無邪気に親への愛を口にしますし、頰ほおに口づけくらいならば平気でやるでしょう？　愛まな娘むすめにそれをされて嫌な父親はいないんじゃないかな。ともかくそこまでは、あなたも娘を娘として見ていた筈はずだ。けど桜さくら井い夏なつ希きは賢さかしかった。愛を示すと父親が気分を良くすると学んでしまった。そして桜さくら井い夏なつ希きは傲ごう慢まんだった。自分の特別性を高める為ために色々なものを欲した。それは母ではなく父に頼ってこそ手に入るもので、頰ほおに唇くちびるを寄せる程度では対価として弱いと彼女は考えた。そして娘が提示したそれを、あなたは受け入れた」

「……なにを、ふざけたことを」

「僕が彼女に告白されたのは、学校の屋上でした。施せ錠じようされていた扉の鍵を開けながら、彼女は自慢げに言っていましたよ。『お父様に貰もらったの』って。加えて今回の事件です。二つしかない鍵は、それぞれ理事長室と日直の手の中にありました。じゃあ、娘さんはどうやって鍵を手に入れたのでしょう。今回も、お父様に貰もらったのではないですか？」

　その通りだった。返事を期待していないのか、彼方かなたは一人で喋しやべり続つづける。

「恋人を理由に断った僕に彼女は『あたしの方がきみを満足させられる』と言いました。含みのある言い回しですよね。『あたしの方がきみに相応ふさわしい』なら彼女らしいなと思うだけですが、満足という表現は変だ。孤高で傲ごう慢まんな才女が、与え満たすことに自信を持っている。関わる人間を厳選していた彼女が、そんな自信を得るまでの経験は、一体誰と積んだのでしょう」

「……その程度のことで──」

「疑うなんて、馬鹿みたいですよね。根拠に乏しい。そこで話は戻るんですけど、確認したいことがあるんですよ。興味があって。桜さくら井いは昼休みの度に教室から出て行くのが常でした。誰も、彼女が何処どこへ行っているのか知らない。でも、理事長なら知っていますよね？」

「私が、理事長の立場を利用して校内での娘の行動を監視しているとでも？　馬鹿馬鹿しい」

「いやいや」

　彼方かなたは肩を竦すくめた。罪が暴かれたあとで、まだみっともなくとぼけてみせる罪人を嘲あざ笑わらうように。

「監視どころか、一緒に居たんでしょう」

　ポケットに手を入れ、彼が取り出したのは──避妊具だった。

「机の引き出しに入ってましたよ。棚には替えの制服と、あとは下着も。大人の女性がつけるには色気に欠けるデザインでした。そうなると、どうなるんでしょう？　可能性は幾つかありますよね。愛人が少女趣味なのか、実際少女だけれど娘さん以外なのか──娘さんなのか」

　顔から火が出たのかと思った。それほどまでに熱を持った。

　それを見て、彼方かなたの顔が呆あきれるように緩む。

　かつて、娘は彼方かなたを好きになった理由をこう語っていた。『馬鹿と違って、言わなくても分かってくれる』と。才ある者が孤独に陥おちいりやすいのは、大勢の才無き者との相互理解が困難だからである。一で十を理解すればいいものを、才無きものは十語って七も理解しない。

　次第に対話は億おつ劫くうになり、冠絶する才能は隔絶を生む。

　だが、この遠えん藤どう彼方かなたという少年は、一にも満たぬ僅わずかな欠片かけらで十に至ってみせる。

　論拠の提示は、秋あき園ぞのの言い逃れを阻そ止しする為ために用意したものでしかない。

　なるほど、彼といる時だけは、娘は普通の少女になれたのだ。気負うことなく、気疲れすることなく、純粋に人間関係を楽しむことが出来た。

　だがそれは、彼方かなたが夏なつ希きと同程度の才能を有していたからではないだろう。

　彼方かなた自身が、夏なつ希きが気持ちよく会話出来るレベルに調整していただけ。

　秋あき園ぞのは、娘との会話で恐怖を覚えたことなど無かった。彼女の才能はそこまでではなかった。

　だが、これは。少年の姿をとる、この生き物は。

「さて」ぱたん、と本を閉じるように、少年は手を打ち合わせた。「反応を見て大体のところは分かりました。理事長は、教育者どころか父親も失格の歪ゆがみをお持ちのようだ」

　一瞬で沸ふつ騰とうしかけた思考はしかし、暴力として発露することは無かった。

　秋あき園ぞのの理性は、この状況下でのその行為が自身に不利益を齎もたらすと理解してしまっていたから。

　監視の目もなければ、彼が此処ここにいることを誰も知らない。秋あき園ぞの自身の隠いん蔽ぺいによって、だ。

　彼方かなたはそんな秋あき園ぞのを見て、興味の一切を失ったように目を逸そらした。

　自身の爪を眺め、切るか切るまいかについて考えだしたようだ。

　最も早はや彼に監禁されているという意識は無いのだろう。

　秋あき園ぞのに対して爪の先程は持っていた興味も、今しがた爪の先に対する興味を下回った。

　既に、遠えん藤どう彼方かなたという少年は秋あき園ぞのの理解を超えていた。

　山やま崎ざき快かい斗とや近こん藤どう此方こなたの身を案じる様子も無ければ、逃走や攻撃も考慮に入れていないようだ。

　ならば今、少年は何を考えてこの場に留まっているのか。

　極度の緊張の所為せいか、秋あき園ぞのの視界に映る少年の姿が、ぐにゃりと歪ゆがむ。

「快かい斗とと此方こなたの心配をしないのはですね、不安の種が消えたからですよ」

　その言葉は歪ゆがむことなく秋あき園ぞのに届いたが、秋あき園ぞのを更に混乱させた。

「な、にを……」

　揺らいで、揺らいで、それでも彼を注視していると、やがて瞳に映る彼が正常化する。

　彼方かなたは答えの代わりに、とあるものを取り出した。手て錠じようを取り出したのと、逆のポケット。

　そこから出てきたのは──携帯電話だった。

　通話専用と彼が言っていたものと同タイプの、違うカラーリングが施された端末。

「昨日、校門で別れる前に詩し織おりから拝借しました」

「……ぁ」

　彼が、秋あき園ぞのに進んで協力した理由は分からない。だが、彼が秋あき園ぞのの行動を予測出来ないわけがなく、であれば対策を講じていないわけもない。

　秋あき園ぞのが預かった二つのそれとは別の、外部への連絡手段。拘束状態の彼を一人にしていた時間はそう長くないが、ゼロでは無かった。その間に何人かを救うことくらい、彼ならやれる。

　残る二人の殺害完了報告が来なかった事実とも繫つながる。阻そ止しされたから、それだけのこと。

「そんな化物を見るような目をしないでください。僕だって、まさかあなたが無関係な他の人間ごと犯人を殺すことを選ぶなんて予想出来なかったんですから」

　拗すねるように唇くちびるを尖とがらせてはいるが、秋あき園ぞのにはそれが偽にせ物ものに見えてならなかった。

　秋あき園ぞのの行動が彼の想定を超えていたのだとしても、それは決して修正不可能なものではない。

「────ッ!?」

　唐突に、であった。

　秋あき園ぞのは、今彼方かなたが自分に会話のレベルを合わせているという事実に気付く。

　問題は、その理由だ。誰にも見られていない、この場で。何故なぜそんなことをする必要があるだろう。

　先程彼は秋あき園ぞのの話を遮った。これ以上の会話を望まないなら、他にやりようはあった筈はず。

　わざわざ、秋あき園ぞのの秘密を暴いた理由があるとすれば──。

　恐る恐る、彼の瞳ひとみを覗のぞき込こむ。目が合い、息を吞のんだ。

　その視線が秋あき園ぞのからずれ、その背後にある扉へと向けられる。

　悲鳴を上げなかったのは、微かすかに残った意地のおかげか。

　咄とつ嗟さに振り向き扉から離れた。

　そこには何もいない。正確には、いなかった。

　ドアノブが捻ひねられ、扉が開いていく。

　ひとりでに、などではなく、侵入者によって。

　彼方かなたと秋あき園ぞのの注目を浴びて、少女は「およっ？」と目を丸くした。

　秋あき園ぞのを見て、それから彼方かなたを見て、そして微笑ほほえむ。

「あ、〝彼方かなた〟だ。此方こなた来たよ。せーふ？」

　兄に甘える妹のような、そんな声。

「うん、まぁ、そうだね。頼んでいた時間より遅くて、要らない話をしてしまったけれど」

　人の秘密を暴いておいて、要らない話と切って捨てる少年の顔には、苦笑が浮かんでいる。

「……おこった？」

　涙目になる少女をあやすように、少年は笑みの種類の優しげなものへと変えた。

「まさか、来てくれて嬉うれしいよ。やっぱり此方こなたはいい子だね」

　死んでいる筈はずだった近こん藤どう此方こなた、その健在を自身の目で確認したことによって、秋あき園ぞのの脳裏に敗北の二字がよぎる。何も争っていたわけではないが、これは紛れもなく敗北であった。

　一人の少年を前に、自分の計画は崩されてしまった。

「それで、〝彼方かなた〟。りじちょーせんせをどうするの？」

　自分より二回り以上も年下の若者に生せい殺さつ与よ奪だつの権を握られている。状況を正しく理解しながら、しかし秋あき園ぞのは納得できないでいた。当たり前だ。誰が受け入れられるものか。

　だというのに、少年はそれが当たり前であるかのように沙さ汰たを下す。

「この人は、もう要らない。だから分かるよね、此方こなた」

「あはっ」ぱっ、と。弾はじけるシャボン玉を連想させる笑い声を上げて、此方こなたの唇くちびるが吊つり上あがる。

　懐ふところからナイフを取り出す此方こなた。窓の外の景色をぼんやりと眺める彼方かなた。

「ハイキショブン、だね」

　制止の声よりも早く、刃が閃ひらめいた。




◇？？？？・２◆




　どれくらい廃棄処分しただろうか。その頃には効率的な殺人の方法、殺しのコツとでもいうか、そういうものも摑つかみかけていた。

　どういうわけか、処分すればするほど、ご飯は豪華になっていって、三日に一回だったシャワーが一日一回のお風ふ呂ろになって、三時のおやつも、昼間の散歩もできるようになっていった。

　オジサンとオバサンは、それをご褒ほう美びだという。わたしが良い子だから、優しくしてもらえるのだという。良い子だね、と言ってもらえるのが嬉うれしくて堪たまらなかった。

　だから処分した。みんな、みんな。

　わたしは〝ゼロバン〟で、それ以外にも〝彼方かなた〟と〝此方こなた〟〝サンバン〟〝ヨンバン〟〝ゴバン〟は特別なのだと言われた。友達を処分したくはなかったので、それも嬉うれしかった。

〝彼方かなた〟と〝此方こなた〟は兄妹きようだいで、〝彼方かなた〟は頭がよく〝此方こなた〟は泣き虫だった。

　わたしは〝素手〟、〝彼方かなた〟は〝鈍器〟、〝此方こなた〟は〝刃物〟、〝サンバン〟は〝拷問〟、〝ヨンバン〟は〝火〟、〝ゴバン〟は〝薬品〟を使って、廃棄処分をしていた。

　オジサンとオバサンの指示に従って子供達を殺す。そんな簡単なことの繰り返しで褒ほめられ、待遇が良くなる。

　ここは天国だった。わたしと〝サンバン〟〝ゴバン〟はそう言った。

　けれど、〝彼方かなた〟と〝此方こなた〟、そして〝ヨンバン〟は、ここを地獄だと言った。

　理解できなかった。

〝彼方かなた〟は言う。「もう誰も殺したくない」

〝此方こなた〟は言う。「もうこんなのは嫌だ」

〝ヨンバン〟は言う。「パパとママに逢あいたい」

　わたしは言う。「ばかじゃないの？」

〝サンバン〟と〝ゴバン〟も同調してくれる。

　だけど、わたしは胸に孔あなが開いたみたいな気分になった。

　誰も殺さなかったら、誰がわたしを褒ほめてくれるのだ。

　この程度のことが嫌なら、今までどれだけ幸せだったのだ。

　苦しい時に両親に逢あいたくなるなんて、今まで一体どれだけ、愛されていたのだ。

　理解できない。理解できない。理解できない。理解できない。理解できない。理解できない。

　理解、する必要なんてない。わたしは気づいた。

〝彼方かなた〟も〝此方こなた〟も〝ヨンバン〟も、きっと違う生き物なのだ。

〝幸せな人間〟と〝不幸せな人間〟は、見た目がどれだけ似ていても、別物なんだ。

　だから途中から〝不幸せ〟になった人間は、適応できない。それを拒絶する。

　ばかだ。不幸は特別なものじゃないのに。

　ばかだ。幸せを当たり前のものだと思っているから、現実に対応できないんだ。

　ばかだ。ばかだ。

　ばかばっかりだッ！

　気づけば、わたしは泣いていた。

　他の五人がわたしを目を丸くして凝ぎよう視ししている。わたしは慌あわてて目を拭ぬぐうけど、それは止まらない。止まらない。理由は明白だった。

　だって、思ってしまったのだ。

　三人を見下しながら、ばかだと思いながら、それでも羨うらやましいと考える自分がいて。

〝もし〟パパとママがわたしを愛してくれれば。

〝もし〟捨てられるなんてことがなければ。

〝もし〟わたしがまともだったら。

　わたしは幸せに生きられたのだろうか？

　しかし、そんな妄想をわたしはすぐさま搔かき消けす。

　百回なんかじゃ足りないくらい考えたことだ。

　千回考えても変わらない現実だけが残った。

　一万回考える頃には現実に慣れきっていた。諦めるほうが、簡単だったから。

　それでも、〝もし〟普通に生きられるなら、そうしたいと、願ったことがないわけじゃない。

　今までそれを忘れていたことが恐ろしくなって、わたしは震えた。

　昏くらい部屋の中、どこからともなくオジサンの声が降ってくる。

『ショブンノジカンダヨ』

　その場にいた、わたしを含めた六人は怪け訝げんそうな顔をする。

　オジサンの声が聞こえたから、ではない。

　普段ならこの部屋に、処分される側の子供達がいるはずなのに、一人もいなかったからだ。

　前に処分したのが〝ゴジュウサンバン〟だったから、それより後の番号を振られた子供がいなければ、おかしい。

「殺す相手がいないよ」

〝サンバン〟は楽しそうに人殺しをする元気な男の子だ。彼の殺人には悪趣味なルールがある。皆同じなのだけど、殺される側の子は最初、嫌がるのだ。痛いのは嫌だとか、やめてとか、助けてとか、なんでとか、以前手にかけた〝ナナバン〟みたいに、ごちゃごちゃうるさい。

　わたし達は基本的に、それをそのまま殺す。けれど〝サンバン〟は違う。例えば全身の皮をゆっくりと剝はいだり、電流を流しては止めを繰り返したり、頭にドリルで穴を開けたり、妊婦さんみたいになるまでお腹なかにものを詰めたり、指がなくなるまでヤスリで削ったり。

　沢山、いっぱい虐いじめて、相手に「殺してください」と言わせるのだ。言えば楽にすると最初のうちから何度も言って、心の折れた相手が屈伏してから、更にぎりぎりまで虐いじめる。

　彼が言い、オジサンが答える。

『イルジャナイカ』

　その後、オジサンとオバサンは色々と説明してくれたが、つまりこういうことらしかった。

　特別である六人同士を殺し合わせて、生き残った三人以外は処分する。組み合わせは──。

　零ゼロ番〝純粋殺人〟──一番〝銃撃殺人〟

　二番〝解体殺人〟──四番〝焼却殺人〟

　三番〝拷問殺人〟──五番〝毒物殺人〟

　なんとか殺人、というのはオジサンとオバサンが付けたらしい。

　相手が動かなくなるまで殴なぐるわたしは、〝彼方かなた〟と。

　わたしは手だけを使うけれど、他のは皆道具を使う。その時々で違うけれど、今回の〝彼方かなた〟は黒い拳銃らしかった。当然、今日もわたしは素手だ。

　刃物の扱いに長たけた〝此方こなた〟の殺人を、以前オジサンオバサンは解体ショーと言っていた。着脱可能なパーツみたいにあっさり、切られた部位が取れる様子は、目を惹ひくものではある。

　相手は、同じくここを地獄だと言った女の子の〝ヨンバン〟。彼女自身は気弱な性格なのだが、それが人気の秘ひ訣けつでもあるようだった。炙あぶって殺すのだが、性格が性格だから殺すまでに時間が掛かる。嫌々相手に火を向け、被害者は彼女の弱さの所為せいで長く苦しむ羽目になるのだ。

　最後は、ここを天国だと言った男の子〝サンバン〟と、女の子〝ゴバン〟。

〝ゴバン〟の殺し方は不気味だ。オジサンの指示に従ってお注射をするだけと言えばそうなのだが、相手の反応が毎回変でビクっとしてしまう。突如笑い出したり、怖がりだしたり、歌いだしたりする。楽しそうに笑っていた次の瞬間苦しみ出し、泣き喚わめいた直後に笑い出す。彼女が人気なのは、それを楽しげにリポートするから、だろうか。

　オジサンとオバサンの決定は、ほとんどの場合において覆くつがえらない。

　ここを地獄だといった三人は口をそろえて「嫌だ」と言った。

〝サンバン〟と〝ゴバン〟は楽しそうに嗤わらって「面白そう」と言った。

　わたしは、わたしは。

「◆◆◆と殺し合いなんてできないよ！」

〝彼方かなた〟が言う。さっき喧けん嘩かしていたのに、まだわたしのことを友達だと思ってくれている。

　わたしは〝彼方かなた〟が好きだ。わたしの過去を聞いて泣いてくれた。わたしみたいな汚い奴やつにも優しい。なにより生まれて初めての友達だ。嫌いになれるわけがないし、殺せるわけがない。

「お兄ちゃんのこと、殺したりしないよね？」

〝此方こなた〟が泣きながら言う。そんな目で見ないでほしい。

　わたしは〝此方こなた〟が苦手だ。人殺しの才能があって、誰よりも上達速度がはやいくせに、いつも泣いてばかりで兄の背中に隠れている。嫌いじゃないけれど、苦手だ。

　同じ人殺しなのに、兄以外を見る目はとても非難めいていて、胸がざわつく。

『デキルダロウ？』『デキルデショウ？』

　オジサンとオバサンは尋ねるように、しかし確定事項を通達するように力強く、言う。

「……わたし、は」

「馬鹿だなぁ、〝ゼロバン〟は」〝サンバン〟がせせら笑う。

「殺す以外に、何ができるの？」〝ゴバン〟がそれに続く。

　それは答えだった。わたしの思考を止め、迷いを断ち切る、最上の判断材料だった。

　あぁ、その通りだ。

　今まで何人殺した？　覚えていない。

　自分は正常か？　そんなわけがない。自分は普通か？　そんなわけがない。

　汚くて、醜みにくくて、臭くて、生きていちゃいけないのが、わたしだ。

　そんなわたしに与えられた唯一の楽園は、天国は、どこだ？

　──此処ここだ。

　ここ以外にそんな場所があるか？　あるわけがない。

　悩む時間は全部全部無駄だ。迷う時間は全部全部無意味だ。

　やることは決まっている。やりたくないとか、関係ない。やらなきゃいけないんだ。

〝彼方かなた〟を見る。オジサンとオバサンが『ヤレ』と言ったのに彼は動かない。やはり優しい。

〝ヨンバン〟はガスが詰まった銀色のタンクを背負い、バーナーから青い炎を噴出させた。

「ごめんなさい……！」と泣きながら〝此方こなた〟に火を向ける。

　やっぱりだ。人間なんてそんなものだ。知っている。わたしは知っている。ママはお酒を吞のんだ時、たまに優しくなる。パパもパチンコで勝ったという時一度だけぬいぐるみを買ってくれた。そういう部分も、あの二人にはあった。人間じゃないわけじゃない。ずっと最低なわけじゃない。けど、決していい人なんかじゃない。

〝ヨンバン〟も同じ。あの子や〝此方こなた〟は幸せだった頃の正しさを引きずっているだけで、自身の本質はそれとは遠いところにある。殺したくないのではなく、殺される可能性に晒さらされ続ける現在を拒んでいるだけ。今この瞬間も〝此方こなた〟を殺そうと元気いっぱいに頑張っている。

「ぐぎゃ──」という声がして〝ゴバン〟がたくさん持っている注射器の一つが床に落ちる。

〝此方こなた〟が殺しの天才なら、〝サンバン〟は虐いじめの天才だ。

　彼は「イヒヒヒッ！」と笑いながらペンチを振るう。

　すでに〝ゴバン〟は死に掛けだ。右腕は肘の関節が逆方向に曲がってしまいブラブラしているし、左は全部の指がアートみたいに色んな方向に捩ねじれている。足払いを掛けられ、馬乗りになられる。注射器の一つを奪われ、首筋にぶすっと刺される。あ、あ、と声を上げながら痙けい攣れんする〝ゴバン〟は、気持ちよさそうにも苦しそうにも見えた。

「どんな気分？　いつもみたいに語ってくれよ、なぁ！」

　あぁ、バイバイ〝ゴバン〟。わたしは手を合わせて祈るフリをする。残念だとは思うけど、〝彼方かなた〟と〝此方こなた〟以外は正直、どうなったってどうも思わない。建前と本音の差異は非情だ。

　そしてその〝此方こなた〟も既に勝利していた。スッ、スッ、スッ、という空気を裂く、とても綺き麗れいで残酷な音が連続する。〝ヨンバン〟の右手の指が四本、落ちる。

「ヒッ──」

　咄とつ嗟さに振り上げた彼女の左腕、その手首から先が落ちる。

「助け──」

　首が落ちる。ごろんっ。

「……此方こなたはヤだって…………言ってるのに……」

　自分の身長くらいある日本刀で斬り殺しておいて、〝此方こなた〟は泣きながら被害者を気取る。

　やっぱり、苦手だ。

『イイゾ』『サイコウノエイゾウネ』

　オジサンとオバサンの声が跳ねている。随分と嬉うれしそうだ。

『ゼロバン、ナニヲシテイル』『イチバン、アナタモヨ』

『『サァ、ハヤク』』

　声が不機嫌そうなものに変わる。

　そう言われても、〝彼方かなた〟は殺せない。

「ねぇ、〝彼方かなた〟、どうしよ──」

　耳が痛くなる程の音が鳴った。

「……ふ、ぇ？」

　視界がコロン、と横に倒れる。違った。倒れたのは、わたしだった。少し遅れて、右みぎ膝ひざの中で何かが爆発したみたいな激痛が走る。

「…………か、〝彼方かなた〟？」

〝彼方かなた〟を見る。

　彼の右手に収まっている拳けん銃じゆうの銃口から、白い煙が──。

「ごめん◆◆◆。僕はお兄ちゃんだから、此方こなたを守らなくちゃいけないんだ。だから、死ねない。本当に、ごめん」

　噓うそだ。噓うそだ。噓うそに決まっている。

　撃ったのだ。わたしを。友達を。お兄ちゃん、だから？　此方こなたを守る為ために？

　痛い。とても痛い。でも、体じゃない。体より、胸の奥が痛い。痛すぎて、泣いてしまいそうだ。いや、わたしは泣いていた。頭に向けられた銃口に反応も出来ず、啜すすり泣ないていた。

　やっぱり、こうなるんだ。

　ここは、天国じゃなかったんだ。

　わたしはここでも、誰の一番にもなれない。

　パパとママに要らないと言われ、友達に殺されるような、ゴミクズでしかない。

『イイゾ』『モットハデニ』

　優しくしてくれたオジサンとオバサンも、わたしが死にそうだというのに楽しそうだ。

　あぁ、なんて、なんて意味のない存在なのだろう、わたしは。

〝もし〟許されるなら。

〝もし〟可能だったなら。

　幸せになりたかった。

　誰か助けてと叫んだ。声は掠かすれて言葉の形にならなかった。

　誰か許してと喘あえいだ。声は嗄かれて言語未満の雑音になった。

　世界はどうしようもないくらいに冷たくて、覆くつがえしようもないほど絶望に満ちていた。

「ごめんね」

〝彼方かなた〟が引き金に力を入れていく。僅わずかばかりの迷いは、何の救いにもならない。

　このまま死ぬんだわたしは。今までたくさん処理してきた死体と同じように森の奥に捨てられたり、変態に引き取られたり、解剖に使われたりするんだ。

　あはは、くだらない。

　わたしに意味はなくても、わたしの死体には価値があるのか。

　ほんと、どうしようもない。

　──嫌だッ！

　誰かが叫んだ。今まで生きてきていいことなんてほとんどなくて、数少ないそれも今まさに失ったというのに。それでも死にたくないなんて、まだ生きていたいなんて心が叫ぶ。

　死にたくない。死にたくない。死にたくないッ！

　なら、どうすればいい。

　考える。〝彼方かなた〟は迷っている。友達を殺すことに苦しみを感じているのか、泣いている。体が震えている。本人もそれを自覚しているのか、外さないようにと距離を詰めてきた。とても近い。わたしは？　右足を撃たれてはいるけれど、他は動く。どうにか膝ひざ立だちまでならできそうだ。両腕だって振るえる。このまま死ぬのか？　そんなのは嫌なんだ！

　どうすればいい？　どうすればいい？　ねぇ、どうすれば？

　殺すしかない。殺すしかない。殺すしかない。殺すしかない。殺すしかない。殺すしかない。

　殺すしかない。殺すしかない。殺すしかない。殺すしかない。殺すしかない。殺すしかない。

　殺すしかない。殺すしかない。殺すしかない。殺すしかない。殺すしかない。殺すしかない。

　──殺すしか、ない。

　だって、わたしにはそれしかできない。

〝ケイサツ〟という人たちが来たのは──。

〝ヨンバン〟〝ゴバン〟、そして──〝彼方かなた〟が死んだ後だった。
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◇遠えん藤どう彼方かなた・４◆




　吐く息が白い。隣を歩く此方こなたは今にもスキップし出しそうな程に元気がいい。

　灰を被かぶったような空の下、彼方かなたの表情は此方こなたとは対照的に空模様同様曇っていた。二人が学校を出たのは、放課後になってから。昨日とは違い、裏門から下校。

　今回の件、彼方かなたの自己評価は百点満点中四十点といったところだ。

　赤点は回避、けれど褒ほめられるような点数でもない。コメントを添えるなら、予習が足りませんでしたね、とでもなるか。自覚はあるが、だからと言ってどうなったわけでもない。

　目的自体は達成したが、引き換えに生じた面倒を考えると気が重くなる。

　桜さくら井い秋あき園ぞのは死んだ。此方こなたが殺した。終わり。めでたしめでたし。なんてことにはならない。

　その程度のことに頭が回らないわけでもないだろうに、此方こなたは能天気に鼻歌を歌っている。

　何年か前から、現実逃避の思考停止が悪化していた。今回だって連絡から到着までが遅過ぎる。その所為せいで、くだらない秘密を暴いて時間稼ぎをしなければならなかった。

「どしたの〝彼方かなた〟？　頭いたい？」

　上目遣いにこちらを見上げながら、此方こなたは彼方かなたの頰ほおを細い指でぷにぷにとつつく。

「大丈夫だよ、大丈夫。心配してくれてありがとう」

　捨て時じゃない？　と心の中で声がする。元々そのつもりだったでしょ、と声は続いた。

　彼方かなたに感謝されたことが嬉うれしくて堪たまらないのか、此方こなたはだらしなく頰ほおが緩んでいる。

　どうだろう。あと、二、三回くらいならどうにか使えないだろうか。彼女の頭を撫なでながら、彼方かなたは考える。大分ガタはきているものの、即座に廃棄するレベルではないように見える。

　そう思うなら、そうなんじゃないの。そう思うから、そういうことにしておこう。

　ズボンのポケットが揺れる。中のスマートフォンから伝わる振動の所為せいだ。

　二つとも、死んだ秋あき園ぞのから回収していたのだった。

　着信は快かい斗とからだった。右手で携帯電話を弄いじりながら、左手の人差し指を唇くちびるに当てる。

　それを見ていた此方こなたはこくこくと頷うなずいて「しぃい」っと真似まねをした。理解出来たらしい。

　快かい斗とは無事だった。此方こなたの父である正せい義ぎに連絡し保護に向かってもらったのだ。快かい斗とへの連絡では、簡単な事情の説明と、此方こなたの父に関して伝えた。彼は彼方かなたの話を信じ、襲撃者は逮捕。

　後日詳しい経緯を話すと約束し、通話を切る。助かってよかったと、ほっと一息。

「ねぇ、〝彼方かなた〟。今のカイトン？」

「そう。此方こなたと違って自分で対処するのは難しいだろうから、正せい義ぎさんを頼ったんだ」

「助ける必要あったの？」

　笑顔の抜け落ちた無表情で、少女はそんなことを言う。表面上は良好な友人関係を築いているものの、彼女は快かい斗とも詩し織おりも好ましく思っていないようだった。

「友達なんだから、当たり前だろう」

「でも、他の人は死んだんでしょ？」

　確かに、完璧には程遠いね。此方こなたに同調する意見が胸の内で囁ささやかれる。そんなこと、言われるまでもなく自覚していた。ぷすっ、と心に裂さけ目めが走る。そこから怒りが噴き出す前に、彼方かなたは理性でそれを塞ふさいだ。応急処置だが、此方こなたの望む彼方かなたを維持するには充分。

「出来れば助けたかったけど、間に合わなかったんだ。見捨てたわけじゃないよ」

「ふぅん。ま、いいけど。〝彼方かなた〟以外は、別にどうなったって」

　とん、とん、とん、と右足だけで三歩跳ね、それからこちらに振り向き、そのまま歩き出す。

「前を見て歩かないと、危ないよ」

「ねぇねぇ、〝彼方かなた〟。次は？」

　人殺しが好きなわけではないだろうに、彼女は無意識にそれを求めていた。

　頭痛に悩まされる人間も、別に頭痛薬を愛して服用しているわけではない。飲むことで症状が緩かん和わされるからだ。欲することは、愛することと似ているようで異なる。

　此方こなたが殺人を求めるのも、彼方かなたを求めるのも、愛からではない。たとえ愛だったところで、それが欲より上等なものなのか、彼方かなたには判断がつかなかった。

　共通するのは、どちらも過ぎれば身を滅ぼし、他者を害するということだろう。

　自分の欲が、周囲を損なっているように。

「そう、だね。次は……」

　柴しば田た旭あさひと、山やま本もと観み月づき。あの二人も邪魔だった。その想いだけで排除出来ればいいのに、そうもいかないのが現実。だから考えなければいけない。

　信号に差し掛かり、声を掛けようとしたところで此方こなたが立ち止まった。彼方かなたの反応を見てか、道を覚えていたからか、ギリギリのラインで留まっている。

　赤信号。人通りの少ない道。狭い道路。車が一台通る。通り過ぎず、止まる。

　車窓が開き、空いた助手席を挟んだ運転席から、一人の男性の顔が覗のぞく。

「此方こなた！」

「わっ」

　此方こなたが跳び上がる。背後からいきなり声を掛けられれば、無理もない。

　振り返り、「びっくりしたぁ。びっくりしたよ、パパ」と胸を押さえながら文句を垂れる。

「見ていたぞ。もう中学生なんだから、落ち着きを持ちなさいと言っているだろう！」

「え、えぇ～。それより、どうしてパパが此処ここにいるの？」

「迎えに来たんだ。ほら！　彼方かなたくんも乗りなさい！」

　此方こなたがちらりとこちらを窺うかがうように見るので、微かすかに頷うなずく。二人で後部座席に乗り込む。

　シートベルトに苦戦しながら頰ほおを膨らませる此方こなたに苦笑して、彼方かなたはぼんやりと端末を弄いじる。

　不在着信は快かい斗とと詩し織おりから。チャットアプリに未読のメッセージが七つ、友人から。

　父からのものは既読となっており、文面は『わかった』が二回。誤って二度同じ返答を寄越したのではなく、彼方かなたの方から二回に渡ってメッセージが送られていたらしい。

　一通は彼方かなた自身からの友人の見舞いで遅れるという連絡。二度目はやはり泊まる、学校へは友人宅から向かうというもの。打った覚えがないが、察しはつく。理事長の仕業だろう。

　あの男が中学生男子を装よそおってメッセージを打つ場面を想像すると、自然と笑いが溢こぼれた。

　父の放任主義も実に彼らしい。

　彼方かなたの笑いが収まったあたりで、正せい義ぎが声を掛けてくる。

「快かい斗とくんだけどな、父上は仕事、母上は買い物に出掛けていたそうで家に一人だったよ」

　気付けば、正せい義ぎの声が小さくなっている。

　こちらこそが本当の彼だと、彼方かなたと此方こなたは知っていた。

　正確には、今の彼の中身、か。

「都合がいいですね。襲撃者は警察に？」

「あぁ。だが、本当に校内まで迎えに行かなくてよかったのか？」

「いくら警察でも、理事長の許可無しには門が開きませんよ。殺人事件でも起きない限りは」

「あはは、なら明日は入れるねぇ～」と、隣で此方こなたが笑った。

　犯罪者を取り締まる側の存在である筈はずの正せい義ぎだが、それを咎とがめる様子はない。

「桜さくら井い秋あき園ぞのを……殺したのか」

「予定を前倒しすることにはなりましたが、元々処分する予定でしたからね」

「…………」

「あぁ、そういえば言ってましたよ。彼も視聴者だったと。娘と同じ年頃の殺人鬼を観て、何を思ったのかな。聞いておいてもよかったかもしれませんね」

「……ただでさえ、彼の娘と、五人の学校関係者が死んでいる。これ以上世間の目を集めるのは、きみも本意ではないだろう」

「そうですね」

「なら何な故ぜ桜さくら井いに近づいたんだ。彼の娘を殺したのは君ではない。彼を処分するにせよ、世間の関心が薄れてからでよかった筈はずだ」

「協力を頼みはしましたが、アドバイザーを雇ったつもりはないんですけど」

「……すまない」

　彼方かなたの拒絶に、正せい義ぎは気を悪くする様子もなく黙った。

　赤信号で一時停車すると、ダッシュボードから何かを取り出し彼方かなたに差し出す。

「頼まれていたものだ」

　余計な詮せん索さくや心配はせず、協力者に徹してくれるようだ。

　二つ折りにされた茶封筒を受け取り、彼方かなたは短くどうもと返した。袋はずっしりと重い。

「それじゃあ、次は──」




◇近こん藤どう正せい義ぎ◆




「……た、助けてくれ……ッ！」

　そこは、広々とした地下室だった。

　想像が容易たやすく、どこか雰囲気の近いものを挙げるなら、病院の手術室だろうか。

　十畳ほどの室内、その中央には寝台のようなものが二つ、並べて設置されており、その上には一組の男女が拘束されていた。

　手首、腕の関節部分、首、胴、太もも、足首、それぞれをベルト状の拘束具できつく締められ、夫婦であるその二人は身動きすらまともにできない。

　天井には姿見サイズの鏡が貼り付けられていて、仰向けに拘束された人間は無様に全裸に剝むかれた自分の醜しゆう態たいをいつでも確認することができるようになっている。

　驚くほど殺風景な地下室は、完璧な防音設備を兼ね備えていて、近こん藤どう正せい義ぎはビニール手袋を嵌はめ、マスクを着用し、路ろ傍ぼうの石、いやゴミでも見るような目つきを、二人の罪人へと向けた。

「……頼むッ！　殺さないでッ！」

　先程から叫んでいるのは、夫だ。

　妻の方には猿さる轡ぐつわが嵌はめられている関係で、叫びは呻うめき声ごえにしかなっていない。夫婦仲良く喧やかましいな、と正せい義ぎは呆あきれ果はてた。

　彼方かなたと此方こなたをそれぞれ別の場所で降ろした後、正せい義ぎは帰宅。

　自宅地下に設けられたこの地下室に直行。

　そして現在。

　疲労の色が濃く残る目元を左の指で揉もみながら、ついでのように言う。

「黙れ」

　それは職場の人間と会話する時の朗ほがらかで快活なものとは違い、重厚かつ冷酷に響く。

　男は自分の陥おちいっている現実に絶望し、しかし諦めきれないのだろう、滂ぼう沱たと涙を流して哀あい願がんした。

　殺さないで、と。

　死にたくないんです、と。

　正せい義ぎは、笑う。

　中肉中背で、サラリーマンで、相あい沢ざわ茂しげるという名の、今年で四十二になる男を。

「医者夫婦児童監禁事件、六年前の事件だ。覚えているか？」

　男が短く息を吸い込み、瞠どう目もくした。

　その反応は紛れもない、己の罪を暴かれた罪人のそれで、正せい義ぎは不愉快になる。

　六年前に、世間を賑にぎわしたとある事件の話だ。

　六歳から九歳にかけての児童が、短い期間に次々と誘ゆう拐かいされた。

　両親とともに出掛けている時に忽こつ然ぜんと子供が姿を消す。

　次々に消える子供達、泣き崩れる両親。

　犯人の手がかりすら摑つかめないままに、三十六人目が攫さらわれた時のことだ。

　正せい義ぎと柴しば田たは──これはもう天運と言わざるを得ないのだが、三十七人目の被害者が誘ゆう拐かいされる瞬間を目撃。黒塗りのバンに連れ込まれた子供をすぐさま救出し、実行犯の若者数名から車の目的地を問いただした。

　結果、最悪の事実が露呈する。

　犯人は、とある医者夫婦。山奥に別荘を構えた夫婦は、そこで〝趣味〟と〝実益〟を兼ねた〝作品作り〟に精を出していた。

　スナッフフィルム、と呼ばれるものがある。

　あるいはスナッフムービーの方が通りがいいだろうか。

　殺人ビデオ、と表現すれば伝わりやすいかもしれない。

　殺人の様子を撮影し、それを娯楽用途で流通させたものを指すこれの存在は、都市伝説としてならそこそこ有名で、正せい義ぎもこの夫婦を逮捕するまでは半信半疑だった。いや、信じたくなかったという方が正確か。

　しかし現実は、いとも容易たやすく正せい義ぎを裏切る。

　彼らは子供達を若者に拉ら致ちさせ、山荘の地下室に閉じ込め、殺人を強制し、これを撮影した。

　押おう収しゆうしたビデオには、〝零ゼロ番ばん〟〝一番〟〝二番〟〝三番〟〝四番〟〝五番〟のいずれかのラベルが貼ってあり、内容を確認すると、それは殺人を強要されている子供に付けられた識別番号のようだった。

　六人の子供達の殺人の記録を見て、何人かの刑事は嘔おう吐とした。何人かの刑事は顔を青くした。

　正せい義ぎは泣いた。

　丁てい寧ねいに、撮影順に整理されたビデオは、順番に見ると一つ、見えてくるものがあったのだ。

　子供達は徐々に殺人に慣れ、それを受け入れていた。

　否、そうしなければ自分が殺されると自覚していたというのが正確か。

　医者夫婦は逮捕後自慢するように供述する。

〝五番〟までの六名はよくできた殺人鬼で、視聴者にも人気が高いのだと。

　特に〝零ゼロ番ばん〟は最高傑けつ作さくなのだと。

　これは後に判明したことだが、医者夫婦はスナッフフィルムを有料で公開していた。

　それどころか殺された子供の臓器を以もつて「ドナーが見つかった」と病人に移植し、使えない遺体は愛好者に売り付け、それでも余った部位は全て〝よくできた殺人鬼〟に処理させた。

　非道の限りを、夫婦は自身らの優秀さを評価してほしいとでも言わんばかりに語った。




「刑事さんさぁ、おかしいとは思わなかったのかい？　誘ゆう拐かい？　それとも拉ら致ちっていうの？　古い言い方なら拐かどわかし？　まぁどうでもいいけどさ、実際に子供を攫さらってたのは、アンタたちでも捕まえられるようなチンピラだったろ？　そんな奴やつらが、三十六人もの子供たちを一度のミスもなしに調達できたのはおかしいんじゃない？　あ、やっぱり気にはなっていたんだ？　どうしようかなぁ。教えていいものか。んー、でもいいか。ほら、話すと楽になるって言うだろう？　楽になりたいからさ、話すよ。これ、企業秘密なんだけどね、ほんと。聞いたらビックリすると思うなぁ。いひひ、知りたいかい？　いいよ。特別に、教えてあげるよ刑事さん。実はね、なんと──両親もグルなんだ！　あはは、いひひ。なぁなぁなぁ、あの人達はアンタらになんて言った？　泣きながら助けを乞うただろう？　子供を一刻も早く見つけてくれ、と懇願したろ？　あれね、俺の演技指導の賜たま物もの。おっ、ビックリしてるねぇ。嬉うれしいよ刑事さん。やっぱり気付かなかったんだね。なに？　自分の子供を変態に売りつける親がいるかって？　馬鹿だなぁ、少なくとも三十七組、いたんだって。まぁ、これはアンタらが把は握あくしている数で、正確には五十人強の子供が売りに出されたんだけどね。警察の捜査ってのは漏れが多いねぇ。噓うそだって？　なぁ、全ての子供が祝福されて生まれるわけじゃない。そんなの当たり前だろ？　表があったら裏があるんだよ。愛される子供がいれば、疎うとまれる子供もいるんだ。求められて生まれる命ばかりじゃないんだ。要らないのにデキちまったガキだっているんだ。俺たちはね、ビジネスパートナーなんだよ。あれと同じさ、廃品回収だよ。俺は小児科の医者だからね、わかるんだな。子供の場合、親が付き添うだろ？　すると分かりやすくてさ、子供が弱っているのを心配する親と、心配するフリをする親と、面倒くさそうにする親がいるんだ。んでもって、金銭的に余裕のある家庭かどうかって、身なりとかで大体わかるじゃない。だから簡単だったよ。貧乏臭い親の中から選別して、更に調べて、それから適性ありだったら声を掛ける。要らないならそのガキ、買いましょうか？　ってさ。これがもー大評判！　大好評！　我ながら天才的発想だったなぁって今でも思うよ。だってそうだろう？　俺が捕まったのは、アンタらに運があったから。さすがに神の意思まではどうしようもないけども、それが無かったらまだまだ出来た筈はずなんだ。なぁ、刑事さん、少し頭を柔軟にしてさ、考えてみてくれよ。お金も貰もらえて、被害者として周りに同情されて、なおかつ要らないゴミを処分できるとなれば、一体どれほどのクソ親が喜ぶと思う？　この国の、この街の、この短い期間だけで五十四組だぜ。今回アンタらが助けたつもりでいる嬢ちゃんも本当に可哀かわい想そうだよなぁ。一度は自分を売り払った両親の許もとに返されるんだ。何も知らずに再会を喜ぶんだ。パパとママが自分を売った金で幸せになろうとしていたことなんて気付かずにさ。なぁ、お願いがあるんだよ、刑事さん。ここまで話したんだ、〝零ゼロ番〟と〝二番〟と〝三番〟に会わせてくれよ。もう少しで最高の映像が完成するところだったんだ。余韻を撮りたいんだよ。最高傑けつ作さく同士の殺し合いだったんだ！　頼むよ、この通り。それさえ見れればもう満足だから。ダメ？　……冷たいねぇ。まぁいいや。三匹だけってのは寂しい気もするけど、世に放たれたあいつらの今後を考えて楽しむとするよ」

　聞くに堪たえなくなり、正せい義ぎは男を殴なぐって黙らせた。

　すぐさま被害者だった両親達を加害者として逮捕しようと動くが、それは為なされない。

　証拠が、なかった。

　口座に入金でもあれば別だったかもしれないが、そこも含めて〝指導〟していたのだろう、子供の親達は事件前後に金を浪費することもなく、慎つつましやかに生活していたのだ。

　だから、それは犯人の戯たわ言ごととして処理された。

　が、正せい義ぎには分かった。医者夫婦が逮捕されたと伝えた時の、彼らの表情は、被害者が浮かべるものではなかった。むしろ、共犯者が自分も捕まることに怯おびえるような……。どうやら医者夫婦も、警察に疑われた際の演技指導は行わなかったようで、泳ぐ視線と浮かぶ玉のような汗、掠かすれた声は、犯人と断ずるに足る証拠といえた。少なくとも、正せい義ぎにとっては。

　だって、誰も泣かなかったのだ。

　子供が殺されたというのに。その犯人が逮捕されたというのに。

　そんな状況で、真っ先に〝最悪だ！　どうしよう！〟という顔をするのが、人の親か。

　そんなわけがない。断じて、それは親の所業ではない。ただの、悪魔だ。

　誰かが、裁かなければならない。

　法が無力だというのなら、真実を知る個人が。

　現在ニュースを騒がせている夫婦を狙った連続殺人とは、正せい義ぎの執行だ。罪人の処刑だ。

　性欲に流され、無む辜この子供を売り物にし、自らは悠々自適に呼吸する。

　そんな、許されざる害虫の駆除だ。

　──正義は我にあり。

「三百万。これが、あなたが自分の娘に付けた値段だ」

　男は既に蒼そう白はくだった顔をもう一段階青に近づけて、紫に変色した唇くちびるを、震わせた。

「これでも、俺は待ったんだ。もしかしたら、本当の本当に困窮していて、子供を売りでもしなければ生きていけなくて、だからしっかり後悔しているのかもしれない、って。もちろん許されることではないけど、自首するくらいの良心は、懺ざん悔げするくらいの親心は、あるんじゃないかって。けど、あなたたちは、それをしなかった」

　誰一人として、だ。

　医者の男が語ったように、子供達の遺体の中には、スナッフフィルムの映像の中には、報告にない子供達が多数いた。医者夫婦の逮捕と子供の救出の為ために山荘に踏み込んだ時、呼吸をしていたのはその時攫さらわれた童女を除けば、たった、たったの三人。

　最終的に此方こなたは正せい義ぎが、彼方かなたと残る一人は別の家庭で、それぞれ引き取られることになったわけだが、死んだ子供の数は優に五十を超えていた。

　百人超の親のうち、自首してきた人間は、皆無。驚くべきことに、零ゼロ。

　そして、それを逮捕する権限を、警察官である自分は有していない。

　その事実がもどかしく、この理不尽が、許せなかった。

　だから正せい義ぎは、独断で動くことにした。

「あなたの娘さんは、〝相あい沢ざわ瑠る璃り〟ちゃんは、〝二十四番〟と名付けられ、殺されました。あなたが棄すてたから、殺されたんだ。子を守るべき親が、その責務を投げ出したから、死んだんだ。わかるか？」

　男は喋しやべらない。ただ、身体を震わせて、脂汗を流すばかりだ。

「娘さんがどう殺されたかご存じないでしょう。売られた子供達はそれぞれ番号を振られ、零ゼロから五までの六人は、処刑人として、それ以降は生いけ贄にえとして使われました。〝零ゼロ番ばん〟なら腕力で、〝一番〟なら銃器で、〝二番〟なら刃物で、といった具合に、どの処刑人に殺されるかで、死に様が変わるわけです。俺には到底理解できませんが、世の中にはそういう映像を見て笑える人間、おっ勃たつ人間がいるようで、結構な人気を博していたそうですよ」

　淡たん々たんと、粛しゆく々しゆくと、感情を表に出さないように、ナレーション然として正せい義ぎは語る。

「さて、今回はあなたに娘さんの死に様を教えて差し上げようと思ってこの地下室にご招待したわけです。まず、娘さんが感じたであろう恐怖を。どことも知れない場所に連れ去られ、唯一の頼りである父と母のいない狭い空間で理不尽に傷つけられる、そんな恐怖を味わってください。ちなみに、娘さんは〝二番〟、〝解体殺人〟と呼称された処刑人に斬り刻まれました」

　そう言って、まるで呼吸のついでのように、正せい義ぎはメスを男の太ももから膝ひざまで走らせた。

「ヒィッ!?」

　天井に貼り付けられた姿見によって、自身の身体が切り裂かれた場面を直視してしまった男は、声にならない声を上げて、精一杯身じろぎしようと抵抗を試みた。紅あかい線が引かれ、そこからツゥーと血液が垂れる。最初はゆっくりと、次第に勢いを増して。

「……ぅあ……ぁ……っ……ぃ……ぁ」

　男は、泣いた。声もなく哭ないた。

　正せい義ぎは笑った。快かい哉さいを叫びたくなるのを堪こらえて、嗤わらった。

「あぁ、やはり自分が傷つくのは嫌ですか？　子供を棄すてても流れない涙が、自分の為ためには流せますか？　素晴らしく腐った性根だ。救いようがない。生きてて恥ずかしくないのか」

　言い終えるまでに、正せい義ぎは手慣れた動作で、出血は派手だが致命傷にはならない部分に連続で切り込みを入れていく。

　男は言語機能を失ったのか、意味を成さない醜みにくい音の羅列を、奇声のように張り上げて、涙や汗だけでなく、鼻水や涎よだれを撒まき散ちらした。そして失禁した。しけたサイズの男性器から、ジョボジョボと汚けがらわしい液体が漏れ出る。裂傷から血も流しているから、男は体中至る所から液体を垂れ流していることになる。

　酷ひどく滑こつ稽けいで、それは童話の悪者、その末路を思わせた。散々悪いことをした動物や人には、神の裁き、自じ業ごう自じ得とく、あるいは復ふく讐しゆうによる罰が与えられる。

　子供達の好む、勧かん善ぜん懲ちよう悪あく。世界の、あるべき姿。正義が、果たされる瞬間。

　なんと、なんと胸がすくことだろう。

　とはいえ、これで終わりというわけではない。

　正せい義ぎは男に猿さる轡ぐつわを嵌はめ、その妻の方へ向かう。

「次はあなたの番だ」

　そう言って、全力で首を揺する女性から猿さる轡ぐつわを外す。開口一番、女は言う。

「…………た、助けて……」

　藁わらにも縋すがるような思いで放たれた懇願。醜みにくい哀あい願がん。正せい義ぎは冷たい笑みが溢こぼれるのを自覚しながら、突き放すように応える。

「子供一人救えない人間が、救われようなどと思うな」

　地下室に響く嘆きの声は、どこにも、少なくとも正せい義ぎの心には、届かない。




◇山やま崎ざき快かい斗と・３◆




　快かい斗とと彼方かなたの出で逢あいは、少なくとも快かい斗とにとって激烈で、特別なものだった。

　ある日、快かい斗とはクラスメイト、当時は仲が良かったグループに、万引きに誘われた。

　彼らが万引きの常習犯であることは知っていたが、快かい斗とはそれを咎とがめて仲間はずれにされるのが嫌だったから、特に責めはせず、しかし自分は関与しないというスタンスを守っていた。しかし彼らはそれで納得できなくなったのだろう、快かい斗とを共犯者にしたがり、しつこく誘った。

　私立校の生徒といったところで子供だ。あるいは、一般家庭よりも学力の面での優秀さを求められるというストレスが、少年達を手軽で犯罪意識の薄い万引きに走らせるのかもしれない。

　快かい斗とはそれを、断った。

　さんざん両親、特に母親に人様に迷惑を掛けることをするなと言われてきたし、そうでなくても自分自身の意思として、犯罪を拒絶する想いがあった。

　だからその日、快かい斗とはグループから外されることも覚悟で、強く断ったのだ。

　彼らはまるでそれまで積み上げてきた日々が噓うそであったかのように、口々に快かい斗とに罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げかけ、冷めた視線を寄越し、去っていった。

　快かい斗とは明日から学校で孤立することを考えると憂ゆう鬱うつで、まぁ考えてもしゃあねぇし、俺は間違ってねぇし、というか今日マンガの発売日だし、と考え、大型書店へと向かった。

　目当てのマンガを見つけ、それからしばらく店内をうろついていた快かい斗とは、最悪な場面に出くわす。出入り口付近で叫ぶ数名の声。聞き覚えるのあるそれの正体は、先程喧けん嘩か別わかれしてしまった友人らのグループ。店員と警備員らしき男に捕まって喚わめき散ちらす彼らはどうやら万引きに失敗したようで、快かい斗とは見つからないようにさっさとレジに向かおうとして、運悪く発見されてしまう。

「あいつも一緒に万引きしに来た！」

　少年の一人がそう叫び、空気が一変する。

　周りの客達が、一瞬で非難めいた視線を快かい斗とに向けた。

「なっ、違っ」

　近くの店員が、同じ制服を着ていることも信じる要因になったのか、手に持ったマンガを怪しく思ったのか、ろくに確認せず「ちょっと来てもらえますか？」と言った。

　ふざけるなッ！

　叫びだしたくなったが、途中でアホらしくなってやめた。

　冤えん罪ざいというものが罷まかり通とおるわけだ。

　世界にとって、事実確認はさして重要ではないのだ。〝なんとなくやりそう〟な人間に〝誰かが容疑を掛ければ〟罪は証明されてしまうのだろう。

　ほんと、笑える。

　誰も俺のことを知らないくせに、誰ひとりとして俺の無実を信じないとか。

　だが。

「彼は違いますよ」

　違った。

「山やま崎ざきくんは、僕がトイレに行くと言ったからその本を預かってくれていただけです」

　彼はあまりに自然に快かい斗との手からマンガを取り、「ありがとう、待たせたね」と微笑ほほえんだ。

　呆あつ気けに取られるクラスメイトらと店員に、重ねて彼方かなたは言う。

「店内に監視カメラ、ありますよね。確かめてみればいい。そこにいる彼らと山やま崎ざきくんが同時に入店したか。彼が一度でも商品を盗む素振りを見せたか。なにより、店外に出ない限り万引き、いや窃せつ盗とう罪ざいは成り立たないはずですが？　何の権利があって、彼を拘束しようというのですか？　それともあなたは、善良な客より、犯罪者の言葉を信じる奇き矯きような方だったり？」

　あまりに堂々と淀よどみなく彼が言うものだから、店員は首を横に振るので精一杯。彼は優しく微笑ほほえんでから会計を済ませ、快かい斗とを連れて書店を後にした。

　それが、彼方かなたと快かい斗との出で逢あい。

　当時は友人ですらなく、クラスも違っていた。体育の合同授業で何回か顔を見ていた程度で、正直彼の八方美人っぷりをいけ好かないとすら快かい斗とは思っていた。

　どうして助けてくれたんだ？　と快かい斗とが尋ねると、彼方かなたは当たり前のように言う。

「悪くもないのに責められるのは、どう考えてもおかしいから」

「俺がやってないって……信じたのか？」

　周囲の人間からの疑惑の視線を思い出し、快かい斗とは俯うつむきがちに言った。関係性の希薄さで言えば彼方かなたも似たようなものだ。なのに何故なぜ、彼だけが助勢してくれたのか、分からなかった。

　ふむ、と頷うなずいてから顎あごに手を当てた彼方かなたは、二秒程の間を開けてから説明してくれる。

「彼らが集団で店の外に逃げたのに、君だけがマンガを持ってレジ付近にいるのはおかしかったからね。それに気が回らない周りの人間が愚かなだけだよ、あれは。それになにより……」

「なにより？」

「君は、〝信じてほしい〟って顔をしてたから。なら、悪いことをしてないってことだ」

　それから彼方かなたが悪戯いたずらっぽく笑って、

「それとも、したの？　万引き」なんて、尋ねてくるものだから。

　快かい斗とはあまりに愉快で、爆笑した。

　なんだ、こいつは。八方美人なんかじゃない。優しくなんてない。

　ただの変な奴やつで、ただのいい奴やつだ。

　快かい斗とは叫ぶ。昂たかぶる感情を声に変質させて。

「してねぇよ！」

「それはよかった」

　それが、出で逢あい。

「うぉ～、寒ぃ……」

　体が震え、歯がガチガチと鳴る。体の尖せん端たんから冷却され痺しびれていく感覚。口から吐く息は白く染まり、鼻から吸う息はもはや痛みを伴う。耳までもが痛くなってきて、快かい斗とは顔を顰しかめた。

「やっほー、カイトン」

「悪い、待たせたか？」

　待ち合わせ場所である駅前の時計塔には誰かを待っているであろう人がいくらかいて、腕時計や携帯で時刻を確認したり、音楽を聞いたり、またはしっかりと合流できていたりと様々だ。

「もう待ちまくりだよ。待ちくたびれた？　ってやつなんだから」

「いや、ほんと悪い。これでも急いで来たんだけどよ」

「女の子を三十四秒も待たせるなんて男の子失格だなぁ」

「誤差の範囲じゃねぇか……！」

　今来たところ、という返答の方が適しているとさえ言えるのではないか。

「待ったのはほんとだもん」

「ん、あぁー……ごめんなさい？」

　制服姿の此方こなたはにへらっと笑って「いいよ」と許してくれた。

　見み惚とれそうになるのを堪こらえて、尋ねる。

「そういや、近こん藤どうの親父おやじさんに助けられたよ。なんていうか、今さっき」

「……あー、気にしなくていいよ、別に。そういう病気なんだ、パパは。正しいことをせずにはいられない、面倒くさい人なんだ」

「面倒くさくなんてねぇよ。格好いいじゃねぇか」

　彼方かなたに頼まれたと言って正せい義ぎが快かい斗と宅に到着してから、数分もしないうちに襲撃者が現れた。

　正せい義ぎはそれを手て際ぎわよく捕ほ縛ばくし、手早く手て錠じようを嵌はめ、後日話を聞きに来るかもしれないと言い残して足早に去っていったのだ。

「無責任に正しいことをするだけなら、誰にでもできるんだよ……」

　一瞬だけ目を細めてそう言うと、此方こなたはぶるっとネコみたいに身を震わせて、言う。

「寒いよぉ……。やっぱ上に何か着てくるべきだったなぁ。行こっか、カイトン」

　先ほどの発言について追及したいところだったが、此方こなたの雰囲気がそれを許さない。

「え、四人で集まるんじゃねぇの？」

　快かい斗とは此方こなたからそう聞いて駆け付けたのだ。彼方かなたには色々と訊ききたいことがある。

「どーせ〝彼方かなた〟とシオリンは一緒に来るに決まってるし、だったら〝彼方かなた〟が此方こなたの家知ってるもん。なら別に、待つ必要ないでしょ？　意味、ないしね。それに此方こなた寒いし」

　そう言って此方こなたは快かい斗との手を取り、歩き始める。最初は引っ張られるように、すぐに彼女の隣に追いつき、快かい斗とは内心の動揺を表に出さないよう努めた。

　女子と……手を繫つないでいる。しかも学年三位の秀才にして、彼女にしたいランキング（快かい斗と調べ）で堂々の一位を獲得している美少女、近こん藤どう此方こなたと、だ。

　彼女からは爽やかなレモンの香りがして……それが何故なぜか快かい斗とにどこかで読んだ小説の一部分を想起させた。

　柑かん橘きつ類るいに含まれるクエン酸は弱酸性で、アルカリ性の汚れ、その小説では血が挙げられたが、それらの汚れを落とすのに適しているという。刃物で他人を殺した人間がレモン石せつ鹼けんで体を洗うシーンがあり、それが何故なぜか今、思い起こされた。

　……アホらし、緊張しすぎておかしくなってんのか俺。

　一昨日、彼女に持った疑惑の残のこり滓かすが自分を惑わしているのかもしれない。そう判断。

「つか、おい近こん藤どう、大丈夫、一人で歩けるって」

「にゃはは、照れてる照れてる」

「うっせ、お前も女子ならもう少し躊躇ためらったりしろっつの！　誰かに見られたらどーすんだ」

「見られたら何？」

「なに、ってよ。誤解とかされるかもしんねーだろ、手なんか繫つないだりしたら」

「誤解？　手を繫つないでたから付き合ってる、とか？　うぅん、カイトンは嫌？」

　可か憐れんなのに、どこか醜しゆう悪あく。美しいのに、どこか歪いびつ。彼女の微笑ほほえみは、そんな違和感を孕はらんでいて、けれど快かい斗とにはその正体が摑つかめなかった。

　ただ、とんでもなく可愛かわいいという事実に吞のまれ、その笑顔を直視できなかった。

「……近こん藤どうさ、彼氏とか作んねぇの？」

「…………え？」

　赤信号で立ち止まる。此方こなたは意外そうに首を傾かしげた。

「え？　なに、もしかして既にいる……とか？」

　ポカンとした表情からは、何も窺うかがえない。

　やがて、茫ぼう洋ようとした視線を中空に這はわせた状態で、此方こなたは口を開く。

「此方こなたには多分、そういうの無理かなー」

「……近こん藤どう？」

　信号が青に変わる。

　此方こなたは元気よく前方にジャンプ、快かい斗とも引きずられる。どうやら白線から出たらサメに食べられるゲームをしているようで、快かい斗とは数メートル渡る間に肉片と成り果てた。

「ダメだなーカイトン。才能ないよ。ここが海上だったら今頃バラバラだよ。わかってる？」

「……うん、まぁ、いいけどな。お前がフリーダム過ぎることは知ってるしよ……」

　引っ張られすぎて腕が痛い。中学入学以前からこれに付き合ってきたという彼方かなたを、快かい斗とは心底尊敬した。

「……そういや、彼方かなたと久く保ぼちゃんが付き合ってるのって、近こん藤どう的にどうなんだ？」

　此方こなたは満面の笑みを浮かべて即答。

「超むかつく」

「へ？」

「でも、仕方ないよ。〝彼方かなた〟は何があっても此方こなたに手は出さないから」

「……どうして？」

「カイトンは、自分のママとセックスしたいと思うの？」

「はぁ？　気持ち悪いこと言うなよ、あるわけねぇだろ」

　ありえない。考えたこともない。母という生命体は異性にすら分類されない。姉や妹がいたとてそれは変わらないだろう。禁きん忌きだからではない、本能に近いどこかがそれを拒絶するのだ。

「んふふ。それと同じィ。どれだけ大好きでも、そういう関係にはならないんだよ」

「…………わっかんねぇけど、家族同然ってくらい前から一緒にいるから、付き合うとかありえねぇ、って感じなのか？　幼おさな馴な染じみってやつ？」

「カイトンにも分かるように言うなら、そーいうことだにゃー」

　愉快げにそう言って、此方こなたは唇くちびるを舐なめた。

「ちなみにカイトンにも此方こなたは嫉しつ妬としてるのですよ。カイトンと友達になってから、〝彼方かなた〟が此方こなたに構ってくれる時間、すごく減ったんだから」

　ぷぅ、と此方こなたは頰ほおを膨らませる。他の女子がやったら媚こびているような仕草に見えるだろうそれも、此方こなたは自然体にこなす。近こん藤どう此方こなたは、誰かに媚こびるほど弱くない。たまにそういう人間がいるのだ。殺された桜さくら井い夏なつ希きもそういう人物だった。

「あー……すまん？」

「いひひ、許さない」

　口くち許もとを押さえて、此方こなたは悪戯いたずらっぽく笑う。蠱こ惑わく的てきで、嗜し虐ぎやく的てきな笑み。

「ついたよー」

　駅から十五分ほど歩いただろうか。住宅街の一画に、近こん藤どう家けの一いつ宅たくは佇たたずんでいた。

　壁面は白く清潔、屋根は青く、車庫と小さな庭もある。玄関までに数段の階段があり、此方こなたはそれを踏まずに飛び越えた。必然、手を繫つないでいる快かい斗ともそれに倣ならう。

「そういや、近こん藤どうの家に来るのは初めてだな」

「そうだねぇ。此方こなたも友達を家に招くのは初めてだよ」

「ふぅん……って、彼方かなたがいんだろ」

「だから、〝彼方かなた〟は友達じゃないんだってば」

「……家族同然、だったか」

　幼おさな馴な染じみは友達に分類されないのかもしれない。どれだけ友人然としていても、兄妹きようだいを変わらず兄妹きようだいと表現するように。

　玄関の扉を入り、ようやく手を解放される。快かい斗とは促されて靴を脱ぐ。此方こなたが鍵をかける。

　ガチャリ。その音が、まるで牢ろう屋やの錠じようが閉まる音に聞こえたのは、錯覚か。

「にしても、あいつら遅刻すんなら連絡の一つでも寄越せばいいのによ。なぁ？」

「来ないよ」

「はぁ？」

「〝彼方かなた〟もシオリンも、来ないよ。今日呼んだのは、カイトンだけだもん」

「……いや、は、はぁ？　どういうことだよ、それ」

　喉の奥が渇かわく。酷ひどく寒いのに、玄関の空気は酷ひどく重い。瘴しよう気きのようなものが漂っているような、視界に紫色の靄もやが掛かっているような、不気味な感覚が快かい斗とを襲う。

「カイトンは、りじちょーセンセに殺されかけたんだよね？」

「……あ、あぁ。正確にはその刺し客かく？　にな。どこにでもいそうな冴さえないリーマン風の男だったよ。ありゃあ人殺しだなんて誰も疑わない。フィクション作品に浸ってる奴やつは、なおさら先入観で気付かないような、普通の男だったぜ、はは……。あ、ってか理事長って逮捕されたのか？　親父おやじさんからなんか聞いてねぇの？」

　見えない靄もやを振り払うように、快かい斗とは普段の自分を装よそおう。

　空元気でそれを消せるわけでもないのに。

「りじちょーせんせはもう大丈夫。それよりさ、どんな気持ちだった？」

　どこからか、鉄の臭いがした。鉄棒の後に手から臭うアレ、唇くちびるが裂けた際に口内に広がるアレ、鉄分を含んだそれは、血臭。玄関に入って右側に上り、左側に下りの階段がある。上階だけでなく、地下室もあるようだ。臭いは何処どこから漂っている？　あるいは、どちらからも？

「大丈夫って、どういうことだよ」

「ねぇ、どんな気持ちだったの？」

　有無を言わせない物言いに、快かい斗とは追及を諦めて応じる。

「どんなって……。そりゃ最悪に決まってんだろ。そもそも俺は悪いことしてねぇし、なんつぅか、ふざけんなって、思ったよ。ってか近こん藤どう、今、玄関でするような話か、これ」

　此方こなたから香る柑かん橘きつ系けいの臭い、空間内に立ち込める鉄の臭い、閉められた扉、立ち塞がるように佇たたずむ此方こなた、一昨日抱いた疑念、異質な雰囲気。

「うん。あともう一つ訊ききたかったんだけどね、夏なつ希きちゃんが殺された日に、学校で此方こなたを見たって、本当？　〝彼方かなた〟から、聞いたんだけど」

　あぁ、これはまずいな、と快かい斗とは思った。此方こなたがここまで手を繫つないだのは、万が一にでも快かい斗とを逃がさない為ためだ。要は鎖や首輪の代わり。しかし周囲には単なるカップルに映ったろう。

　此方こなたが玄関の鍵を閉め、出口を塞ぐように佇たたずんでいるのも、同様。

　彼女の言うとおりなら、彼方かなたも詩し織おりもここには来ない。それどころか、皆で集まるという話すら噓うそだったということ。

　そして再認識する。彼方かなたからの電話で、快かい斗とは幾らか話を聞いていた。

　桜さくら井い夏なつ希き殺害容疑の掛かった七名のうち、生存しているのは二名。快かい斗とと此方こなただ。自分が犯人ではないことは明らかだから、死者含めた六人の誰かが真犯人ということになる。

　そして一番怪しいのは、石いし川かわ教諭と、近こん藤どう此方こなたの二名。

〝もし〟、考えたくなどないが〝もし〟此方こなたが犯人なら、快かい斗とは目撃者ということになる。

　であるなら、友人である夏なつ希きを殺せたのだ、快かい斗とを殺害することに躊躇ためらいはないに違いない。

「……見間違いだったかもしれねぇけど、まぁ、見たよ。その日、いたのか、学校」

「此方こなたは風邪で休んでたよ？　そういうことにね、なってるの」

「なってる、ってことは、実際は違うってことだろ」

　声が掠かすれる。

　まさか。

「『正直に言えよ、お前がやったんだろ？』」

　なるべく、冗談に聞こえるように。最近流行はやりのドラマ、その主人公の決きめ台詞ぜりふを真似まねる。

「酷ひどいなぁ。夏なつ希きちゃんを殺す理由がないじゃん。酷ひどいよカイトン、此方こなたも傷つくんだから」

　安あん堵どの吐息を漏らす。あまりに自然体な笑顔が返ってきて、安心してしまった。

　ドラマの主人公の推理と同じで、的外れだったようだ。

　謝罪の言葉を口にしようとしたところで、それは起きる。

「カイトンは殺すけどね」

　スッ。

　その動きはあまりに滑なめらかで、見み惚とれるほど流りゆう麗れいだった。

「え？」

　突起物。違う。ナイフだ。どこから取り出した？　どうやってぶっ刺した？　何も解らない。

　気づけば腹部に異物が差し込まれていて、死神の鎌かまが首元に突きつけられていた。

　意外にも、驚きは少ない。戸惑いはあるものの、驚きよう愕がくには届かない。

　多分、心の何処どこかで、気づいていたからだ。

　近こん藤どう此方こなたという少女の、違和感に。桜さくら井い夏なつ希きが殺された日に見かけたことも、時折見せる浮き世離れした発言も、全てを悟って、かつ見下すような視線も。

　けど、信じたかったから、目を背けた。

　信頼と、懐疑の放棄は、別物であるのに。数々のフィクション作品において、信用こそが最も愚かな落とし穴であると、知っていたはずなのに。

　ただ、そうなると、疑問が一つ。

「…………彼方かなたは……知って、ん、のか……お前、が……」

「そう」快かい斗とを突き飛ばし、此方こなたはサプライズを仕掛ける側特有の悪戯いたずらめいた笑みを浮かべる。

「そうなんだよカイトン。今日はね、それを教えてあげようと思ってさ。だってね、〝彼方かなた〟が変なこと言うから。カイトンを助けたのは当たり前だって。友達だからって！　あはは！　おかしいよね？　友達だって殺せるくせにさ！　友達殺して生きてるくせに！　偉そうに！」

　叫んでから、此方こなたは途端に落ち着いたような顔になる。急にシーンが切り替わったような違和感に、快かい斗とは恐怖を感じた。痛みはまだ無いが、脂汗が額を伝って右目に入る。

「……だからさ、カイトンの方に教えてあげようと思って。じゅーだいはっぴょーだよ」彼女は敢あえてだろう、三秒程溜ためを作り、それから言った。「実はね、〝彼方かなた〟も人殺しなの」

「ははっ」

　腹筋が力んだからから、急に痛みが全身を駆け抜ける。それでも笑いは収まらなかった。

「くくっ、あはは……っぅ……」

　快かい斗とは激痛に、此方こなたは不快そうに、それぞれ表情を歪ゆがめる。

「なに、笑ってるの。おもしろいことなんて、此方こなた一個もゆってないのに」

　此方こなたの言葉も耳に入らず、どうにか笑いを堪こらえようと努めるも、失敗。

　あまりに馬鹿らしく、状況も関係なしに笑い飛ばしてしまう。

「……[image: ～][image: ～]っ。か、〝彼方かなた〟の殺し方すごいんだよ？　こう、ゴッ、ゴッ、て音がするの。骨を叩たたく音。殴なぐられた方はどんどん潰れたトマトみたいになってね。最後はザクロになるの。頭が果物部分で、膨らんだ青くて黒くて赤い傷が実の部分でさ。カイトンも見れば分かるよ」

「相手が泣いても、謝っても止まらないの。動かなくなるまでね、ずっと、ずぅうっと、殴なぐり続けるの。ゴッ、ゴッがね、ぶちゅ、ぐちゅになるんだ。口の中に拳こぶしを突っ込んで、舌を引き抜いたこともあったかな。知ってる？　ベロって結構長いんだよ」

「ねぇ、カイトン。いつまで笑ってるの？　此方こなた喋しやべってるよね？　人の話はちゃんと聞きましょーって、パパとかママに教わらなかった？　〝彼方かなた〟の話聞いてどう？　ねぇ、カイトン」

「──聞けよッッ!!」

　首が捩ね子じ切きれるかと思った。

　それ程の衝撃が頭部を襲い、快かい斗との体が壁面に叩たたきつけられる。

　此方こなたに蹴り飛ばされたのだ。

　ずるりと床に落ちる快かい斗とを、此方こなたは怒鳴りつけた。

「なに笑ってんの!?　ねぇ!?　カイトンちょっと頭おかしいんじゃない!?」

　お前が言うなと言ってやりたかったが、痛みがそれを邪魔した。

「〝彼方かなた〟はずっとカイトンを騙だましてたんだよ！　何人も何人も殺しておいて！　それなのにカイトンを友達とか言って！　シオリンを彼女とか言って！　普通の人ごっこしてるんだ！」

　何か反応を返そうとは思うものの、上手うまくいかない。頭部に受けたダメージの所為せいか、思考にノイズが混じる。ぐらり。ブラウン管テレビに生じるフリッカーみたいに、次に至るまでに考えが揺らぐ。ぱっぱっぱっと、連続性こそ失っていないものの、明滅を繰り返すようで気持ちが悪い。喉を駆け上がるものを抑え切れず、そのまま嘔おう吐と。淀よどんだ空気に異臭が加わった。

　少しだけ楽になったような気がして、それが契機になったのか一つの記憶が思い起こされる。

　快かい斗とと彼方かなたは、出で逢あったその日に友人になったわけではなかった。新しい友人どころか、快かい斗とは校内で孤立した。万引きを実行した者達と快かい斗とが親しい仲であったのはクラス中の人間が知るところであったし、彼らが転校したことで噂うわさは学年中に広まった。

　そして、グループの中で一人だけ学園に残った快かい斗とは、彼らが受ける筈はずだったろう侮ぶ蔑べつや非難の視線を一身に受けることになる。当然彼方かなたはそれに加担などしなかったし、すれ違えば挨拶だってしてくれたが、学校での居心地は最悪で、朝を迎えることが憂ゆう鬱うつになる程だった。

　それが、二週間程続いた頃だろうか。

　放課後、下げ駄た箱ばこの辺りで数学の宿題プリントを机に入れたままだったことに気付いた快かい斗とは、渋しぶ々しぶ教室に戻ることにした。クラスメイトは快かい斗とを蔑さげすむ機会を窺うかがっている。宿題なんて忘れようものなら、どんな陰口が囁ささやかれるか分かったものではない。

　教室から話し声が聞こえて、快かい斗とは扉付近で立ち止まる。話題はなんと快かい斗と。とてもではないが入れない。その場を去ろうとして、新たに聞こえてきた声に立ち止まる。

　クラスメイトの女子二人の声に混じるのは、クラスメイトではない男子の声。

「少しいいかな、今、山やま崎ざきくんのことを話していたよね……？」

　四し瞳どう学園は仮にも私立校なので、放課後教室や図書室で勉強する者も珍しくない。女子生徒二人はその合間にお喋しやべりをしていて、男子生徒──遠えん藤どう彼方かなたがそこに介入したらしい。

　それから彼方かなたはあの日の真実を語った。いや、違う。噓うそを交えていた。気になるマンガがあるものの、そういったものには疎うとかった為ため、それに詳しいという快かい斗とに付き添いを頼んだ。彼はクラスも違い親交もない彼方かなたの頼みを聞き入れ、買い物に付き合ってくれた。普段行動を共にしていた者達の万引き現場に居合わせたのは偶然で、言ってしまえば自分が頼んだ所為せいだと。

　彼が転校しなかったのは完全に無実だからで、どうか悪く言わないでほしいと。

　人気者の彼方かなたの言うことに、女子生徒二人はいっそ笑えるくらい素直に聞き入っていた。

　理解を示した女子生徒らとしばらく歓談してから、彼方かなたは教室を出てきて、快かい斗とと目が合う。

　彼は目を丸くして、それからカァっと顔を赤くした。口を開き、その場では教室内にいる生徒にバレると判断してか、歩き出す。快かい斗とが隣に並ぶと、「いつから……？」と恥ずかしそうに目を逸そらしながら言った。答えを返す前に「ごめん、勝手なことをして」と謝罪までする。

　快かい斗とは当然、尋ねた。なんでこんなことを、と。

　彼方かなたは以前と同じく「悪くもないのに責められるのは、どう考えてもおかしいから」と言う。

　訊きけば、快かい斗とが悪く言われているのを知ってから、行動を起こしたという。

　表立って擁護すると却かえって悪目立ちしてしまうと考え、ひっそりと行っていたのだと。

　彼のことが分からなかった。快かい斗との為ために労を惜しまず動く理由なんて、ないだろうに。

　彼方かなたは言った。「知ってるから」と。「皆が『あれは黒だ』って決めつけても、僕はそれが白だって知ってるから。だから言うんだ。『それ、白だよ』って。間違いは、正さないと」

　間違っているから、間違っていると言う。これは簡単だ。言うだけなら誰でも出来る。だが、言ってもどうにもならないと知っているから、多くの者は干渉を避け、どうにか出来るという勘かん違ちがいから抜け出せない人間は声高に叫び続ける。彼方かなたはどちらとも違った。

　言う『だけ』ではなかった。主張にではなく、聞く者の理解や納得にこそ重きを置いていた。

　いくら彼方かなたとはいえ、『お前らは間違ってる』と言えば女子生徒らも反発した筈はずだ。そうでなくても機嫌を悪くしたろう。相手の気分を損ねた状態で浴びせる正論に力は宿らないと、叱しつ責せき側がわで理解している者は少ない。真に相手を思うなら、相手自身に気付かせるようにするべきだ。彼方かなたはきっと、そこまで考えていた。

「あ、でも、山やま崎ざきくんも、一つ間違ったことをしたんだよ」

　彼方かなたはあくまで朗らかに、それを口にする。

「友達に悪事に誘われたら、断るだけじゃなくて止めないと」

　その言葉は、ストンと胸に落ちてきた。関係の崩壊を恐れ、干渉を怠おこたった。それを友情と呼べるだろうか。結局、共犯者になることを拒んだくらいで解けてしまう程の縁しか結べなかったのは、自分の側にも問題があったかもしれない。悪ではなくても、誤り。なるほどと思った。

　それじゃあ僕はこれで、と下げ駄た箱ばこに向かう彼方かなたを、咄とつ嗟さに呼び止める。

　頭に浮かんだ言葉をそのままを口にするのには抵抗があった。どう組み替えれば言えるだろうと考える。彼方かなたが首を傾かしげた頃になって完成。快かい斗とはありったけの勇気を動員して、言った。

「……じゃあ、お前が間違ったことをしたら、その時は止めてやるよ」

　友達の悪事は止めるべき。つまり快かい斗とは、遠回りに『友達になってくれ』と言ったのだ。

　その言葉に、彼方かなたは驚いたような顔をして。それからゆっくりと、微笑ほほえみを浮かべる。

　彼方かなたなら、通じるだろう。うん、と彼は頷うなずいた。

「お願いしようかな。僕の間違いに気付いたら、その時は止めてね──快かい斗と」

　今、快かい斗とのことを悪く言う人間はいない。少なくとも、万引きの件を持ち出す者は皆無だ。

　あの後も、彼方かなたが地道に話をして回ったことを、快かい斗とは知っている。

　彼方かなたはそんなこと、一度だって言いはしなかった。

　快かい斗とは、彼方かなたの言うことならどんなことであろうと信じると決めている。

　他人の自分を、信じてほしいという顔をしていたとかいう理由で助けてくれた人間だから。

　知っているからという理由で、長い時間を掛けて自分の白を証明してくれた人間だから。

　でも、もし彼が間違ったことをしそうになったら、止めるのだ。

　自分は遠えん藤どう彼方かなたの、友達だから。

「なんで？　なんでなんでなんで？　なんで此方こなたを置いてけぼりにして、〝彼方かなた〟は普通になろうとするの？　どうして？　〝彼方かなた〟の方が、此方こなたよりたくさん殺してるのに、どうしてカイトンみたいな友達ができるの？　シオリンみたいな彼女ができるの？　おかしいじゃん……おかしいじゃん！　お兄ちゃんを殺したのに！　〝彼方かなた〟はお兄ちゃんになるって、言ったのに！　おかしいじゃん！　おかしいよね!?　ずるい、ずるいずるいずるいずるいよ！」

　気付けば、此方こなたに馬乗りになられていた。やけに寒いと思えば、腹に幾つもの裂け目が生じている。此方こなたが上げては下げを繰り返す。ナイフが刺さっては抜ける。血が流れる。寒くなる。

　視界が霞かすむ。音が遠のく。体温が低下の一途を辿たどる。頰ほおが濡ぬれる。自分の涙、ではない。

　落涙。此方こなたが泣いているのだ。理由は分からない。

　どうしてこんなことになったのかも、最も早はや思い出せなかった。

　あぁ、でも、此方こなたが変なことを言っていた気がする。彼方かなたが人殺しだとかなんとか。

　もし本当なら、止めなければ。自分はそう言ったし、彼方かなたは頼むと言った。

　あれはそう、互いに明言はしなかったけれど、約束だった。約束は守るものだ。

　きゅっと、何かが絞られる。体の感覚は消えかけていたから、絞られたのは魂だろうか。

　霧が晴れる。此方こなたの泣き顔が、くっきりと見えた。

　出で逢あってからずっと、彼女に対し抱いていた違和感が消える。

　その規模や種類に差はあれど、人間誰しも自らを偽るものだ。他人にも、家族にも、自分自身にだって。建前や見み栄えによる虚飾。なんだっていいが、素顔の上に仮面を被かぶっている。

　彼女が付けていたのは、笑顔の仮面だったのだ。それが剝はがれて覗のぞいたのは、泣き顔。つまり、彼女の心は常に苦痛に苛さいなまれているということで、であればその理由は一体なんなのだろう。気にはなったが、尋ねて答えが返ってくるとは思えなかった。

　それよりも、と快かい斗とは気付く。

　此方こなただって、友人には違いないではないかと。感覚が麻ま痺ひしているのか、先程まで感じていた筈はずの恐怖も薄れている。顔をくしゃくしゃにした子供みたいな泣き顔の所為せいかもしれない。

　右腕はぴくりとも動かなかったが、左腕はどうにかなりそうだ。持ち上げるみると、やけに重い。血が減った分、軽くなってもおかしくないだろうに。此方こなたは目を丸くして、ナイフの動きを止めた。ぽふっと、手が彼女の頰ほおに当たる。息を吸う。上手うまく肺に溜たまらない。口を開く。

「…………人殺しは、悪いことなんだぜ」

　上手うまく言えただろうか。

　聴覚は既に失われていたので、確認しようがなかった。




◇近こん藤どう此方こなた・２◆




　気付けば快かい斗とが消えていた。

　違う。快かい斗とは変わらずそこにいた。これも違う。変わり果てた姿で、そこに在った。

　原形を留とどめないレベルでバラバラにされている。床を染める赤いスープには、肉片、腸、骨、皮と具材がたっぷり。ただ、糞ふん尿にようやら吐と瀉しや物ぶつやらの臭いが酷ひどかった。店では出せないな、と此方こなたはシェフっぽいことを考えて頷うなずいてみる。人肉を使用している時点でそうか、と笑う。

「カイトンが悪いんだよ……」

　人殺しが悪いこと？　そんなこと、知らないでやっているとでも思っていたのだろうか。

　知ってても止められないから、困っているというのに。

　今世間を賑にぎわしている連続殺人の一つは、此方こなたによるものだ。

　友人を殺すのは初めてだったが、特に感慨めいたものはない。ない、はずだ。

「もう、カイトンのうるさい話を聞けないのは、少しだけ、寂しい気がしないでもないかもしれないけどね。別に、どうでもいいよ、そんなこと。此方こなたには〝彼方かなた〟だけがいればいいし、〝彼方かなた〟には此方こなただけがいればいいんだ。そうでしょう？　そうだよね？　そうに決まっているし、そうじゃなきゃいけないんだよ、うん」

　人を殺すのは簡単だ。行為そのものの難度はゼロに等しい。しかし解体し、遺棄し、それを連続で行いながら警察機関に捕まらないのは、これで中なか々なか難しい。

　これは彼方かなたから聞いたことだが、近頃はプロファイリングとかいうもので、犯人を直接知らずとも容疑者となりえる者の要素を限定できるそうだ。

　たとえば、連続殺人犯はそのほとんどが地元民、あるいはその土地にかつて住んでいた者であることが多い。単純に行動エリアの外よりも内の方が動きやすいというのもあるだろうし、獲物の物色や想定される犯行現場の状況確認、逃走ルートの確保などを考えると敢あえて遠方に乗り出すメリットは少ない。

　事件の起こし方から秩序型、無秩序型に分類することもできる。

　例えば秩序型の犯罪者なら、犯行にも緻密さ、丁寧さが滲にじみ出でる。そういった人間は基本的に高い知能を持ち、それ故に社会的地位、それに付随して異性からも好かれている傾向にあるのだという。

　無秩序型は社会不適合者であることが多く、親からしてダメ人間、自身も不出来、全てがあまりに雑な傾向にある。愉快犯に多く見られる特徴で、犯行の余韻に浸ることも多いとか。

　まぁ、これらは統計学から導き出された傾向であり、全ての犯罪者がこう分類できるわけではないそうだ。

　その点、此方こなたは完全な無秩序型だ。

　なにせ、本当の親は此方こなたを変態医者夫婦に金で売り払った最低かつ底辺を這はう社会的弱者で、此方こなたの精神は汚染に汚染を重ね真っ黒ときている。殺しの才能こそあるが犯行は極めて雑、最初こそ強制されていただけだったが、最近では殺人に快楽を感じつつある。

　そんな此方こなただが、表面上は優秀な人間ということになっている。この国はとても簡単で愚かな判断基準の下に人を振り分けるからだ。

　学力。本当に笑える話である。学歴で善悪が測れるわけがないのに。

　これはれっきとした事実なのだが、犯罪者にも知能指数が極めて高い人間は多い。優秀な人間だって、人間なのだ。犯罪を起こさない人間はいない。可能性という点では。

　なのに学歴は信用となり、容姿が優れているだけで印象がよくなり、愛あい想そを振りまくのが上手な人間は他者に愛される。

　心は目に見えないから、目に見える何かで判断するしかないのだ。

　隣人が正常である保証なんてどこにも無くて。でもそれだと怖くて眠れないから、在あることにする。

　これこれこうだからあの人は善良、と錯覚することでしか安心が得られない。

　恐怖を紛らわせる為ために、人は自らの目を曇らせるのだ。望んで愚者に堕だする。

　おかげで、此方こなたはやや変わっているものの、基本的には優秀な人間とされている。

　それもこれも全て、彼方かなたの言う通りにしているから。

　殺人時の計画立案は全て彼方かなたがこなしている。無秩序型の犯罪者に秩序型のブレインがついているのだ。加えて──。

　と、そこで丁度階段を上がってくる音がして、義父が姿を現した。

　玄関先の惨状を見て、目を覆おおう。

「……今度は誰だ」

「カイトン」

　少しだけ、目め許もとが歪ゆがむ。正せい義ぎのも、此方こなたのも。

「……待て、じゃあ彼方かなたくんの指示とは別に殺したってことか？」

　加えて──刑事である父も全面的に協力してくれているのだから、捕まろう筈はずもない。

「だって邪魔なんだもん。次はシオリンにしよっかな～」

「此方こなた」正せい義ぎは真剣な表情、真剣な声音で言う。

「ここのところ、以前にもまして悪くなっているぞ」

　前より頭がおかしくなっているな、と言わないのが正せい義ぎらしい。

　此方こなたはそれへの返答の言葉を持っていなかったので、別の話題を振ることにした。

「ねぇ、パパ。知ってた？　人殺しってね、悪いことなんだって」

　あはは、と笑う此方こなたを見つめ、正せい義ぎは目を伏せた。

「快かい斗とくんに言われたのか……言われて、こうしたわけか」

「よく聞くよね。人を傷つけるのは悪いことです。人に優しくしましょう。殺人は許されないことです。命を奪うことは最も重い罪ですってさ──うるさくない!?」

　近くに転がっていた指の無い手首を壁に投げつける。

　べちゃ、血の斑点が白い壁に広がり、手首が落ちる。

　美術館にでも展示したら、何も知らない馬鹿が勝手に芸術と勘かん違ちがいしそうな、そういった絵に見えなくもないな、と芸術を知りもしない此方こなたは思う。

「それを教えて貰もらう前に人を殺しちゃった人はどうすればいいの!?　悪いから、絶対許されちゃダメ？　最も重い罪とかいうやつを、死ぬまでお腹の中に感じながら生きていかなきゃいけないの!?　なんで!?　ヤですけど!?　これがそんなにいけないことなら、なんで誰も教えてくれなかったの!?　誰も止めてくれなかったよ!?　オジサンもオバサンもみんな褒ほめてくれたから、やらないと怒られたからやったんじゃん！　それなのに！　あそこではそれが普通だったのに！　外に出た途端ダメなことだってみんなゆう！　もう、やめられなくなってるのに、ダメダメダメダメダメダメダメってごちゃごちゃごちゃごちゃうるさくゆう!!」

　正せい義ぎは何も言わなかった。

　何も言わず、血を踏まないようにして玄関へ。

　靴を履き、扉に手をかける。

「行ってらっしゃい、パパ。お仕事頑張ってね」

　思考停止。

　笑みを浮かべて父を見送る。

　こちらを見た正せい義ぎは一度何かを言いかけて、結局言葉を発することなく背を向けた。

　扉が開き、正せい義ぎが向こう側へ消え、閉まる。

「あはは」

　無関心とは違う。きっと、此方こなたへの接し方が分からないのだろう。

　此方こなただって、自分にどう接するのが正解かなんて人に教えられるとは思えないので、仕方のないことではあった。

　愛情が生む不干渉。憎ぞう悪おが生む過干渉。どちらがマシだろうか。

　ふと、そんなことを思った。

「どうでもいっか」

　欠伸あくびが漏れれば、辛かろうじて保っていた思考力も途端に低下する。

　血ち溜だまりに寝転がり、目を閉じる。

　二度と目が覚めなければ、それはきっととても幸せなことだなぁと思いながら。




◇近こん藤どう正せい義ぎ・２◆




　冬空の下、紫し煙えんが舞う。急速に夜に近づく空。駅前の雑踏。踏みしめられる石畳の地面。

　行き交う人々は、すれ違う他人の顔を認識すらせずに通り過ぎ、無関心に目的地へと急ぐ。

　それは一見不規則でありながら、統制されているようでもあり、正せい義ぎは咄とつ嗟さに早送りのようだな、と感じた。

　録画した番組やレンタルＤＶＤを観る時、退屈な箇所に差し掛かると正せい義ぎは『１・５倍速』にして飛ばしていた。皆さん揃そろって早送り。そこまでしなければ生きられないのだろうか。

　タバコを銜くわえ、喫煙所とは名ばかりの、大きな灰皿が配置されただけの一画に立ち尽くし、正せい義ぎは考える。

　なるほど、世間の動きが『１・５倍速』で当たり前になってしまったから、『倍速』で動く人間は取り残されてしまうのか。

　だからといって、誰もが等速で動く社会には、未来も発展もないだろう。

　しかし多様性を受け入れるということは、同時に差異を生むことに同意することでもある。

　個性というのは見方を変えれば異常だ。大人しければ根暗、明るければ喧やかましい、異性と仲が良ければ媚こびている、リーダーシップがあれば傲ごう慢まん、自主性があれば生意気、優秀であればいい気になっている、他にも様々な、理不尽な評価が罷まかり通とおっている。

　客観的という言葉は邪悪だ、と正せい義ぎは考える。それは自責の放棄だ。世の中には七十億の主観が存在するだけで、絶対的な平均値は存在しない。なのに誰もが、わかった気になって言うのだ。〝普通は〟〝常識的に考えて〟〝客観的に見ると〟などと宣のたまうのだ。

　くだらない。正直に〝これは自分の考えなのだが〟という注釈を入れる勇気すら持てずに、ただ第三者として事態を傍観したがるだけのクズが、世界には湧きすぎている。

　加害者でないことだけを主張し、被害者になった途端喚わめき散ちらし、自分に被害が及びそうになると他者に責任を押し付け事態の収拾をつけることさえ人任せにする。

〝これは自分の考えなのだが〟皆さん、死んだらどうですか？

　正せい義ぎは隣に立つ紺こんのスーツを着込んだサラリーマンを見て、その奥の勝気そうなＯＬを見て、死に急ぐように足早に駆ける金髪の青年を見て、塾に行く途中なのかイヤホンを嵌はめながら歩く学ラン姿の少年を見て、それから空を見た。

　吐く息が白い。

　空気に溶ける紫し煙えんと吐息の行く先を、誰も知らない。興味すら持っていないだろう。

　世界はきっと、終わりに向かっている。

　技術の進歩と同時に、群衆の精神は退化しているのだ。

　猿に魔法を授けても意味がない。無闇にそれらを乱用し、何かを破壊して終わりだ。

「よぉ、待たせたな」

　と、そこで人混みの中から一人の老人がこちらに向かってくる。一倍速。

　あぁ、この人はまだ〝まとも〟なのだと、正せい義ぎはどこか安あん堵どし、柴しば田た旭あさひ警部に微笑ほほえみかけた。

「自分も今来たところです」

　そう答える正せい義ぎを見て、柴しば田たは気遣わしげな顔をした。

「ん、どうした。やけに元気がねぇな……？」

「そんなことは、ないと思いますが」

「いや、そんなこと、あるだろう」

　確定的な物言いだった。

　しばらく経ってから、正せい義ぎは気づく。

　タバコの灰が風に揺れ、尖せん端たんから崩れていく。

「……あぁ、最近、少し疲れが溜たまっていて」

　大声だ。自分は快活に、喧やかましいぐらいに叫ぶのがデフォルトの熱血漢ということになっていた。それを忘れて、思わず普通に喋しやべってしまったから、柴しば田たはそれを違和感として察知したのだろう。自分としたことが、失念していた。

　しかし、まぁ、どうでもいいことだ。

　妻と娘が殺された日から、正せい義ぎの人生は物語でいうところの蛇だ足そくに突入した。

　なくてもいい、むしろ語られたところで読者を困惑させるだけの、要らないストーリー。

　その日以降の正せい義ぎは、それっぽい残響だ。ただ〝契約〟の履行の為ため、ついでに残った搾しぼりかすの正義感に酔って、生き永らえてきた。だが、それも今日で終わり。やっと、終われる。

「おいおい、大丈夫か？　…………んで、話ってのは何だ？　大事な話だっつぅからポンコツ追い払って来たが、俺もお前さんも暇じゃねぇだろう」

「そうですね、暇じゃない」

　柴しば田たがコートのポケットからタバコと百円ライターを取り出す。

　別れた奥方がタバコ嫌いだったということで、現在彼が吸っているのは臭いを抑えている点がウリの銘めい柄がら。あくまで他と比べて、ということなので、嫌煙家からすれば嫌な臭いであることには変わらないだろうが。

「連続殺人犯がいるでしょう」

「ん、あぁ。バラバラ殺人と、夫婦を狙ったやつだな。どっちも難航してる」

「今日で解決しますよ」

「は？」

　火を点つける前のタバコを、柴しば田たが手から落としてしまう。正せい義ぎは吸すい殻がら入いれを見て、それから結局タバコを地面に放った。念入りに踏みつけ、火を消す。周りの誰も、それを咎とがめない。

　無関心の進行。面倒事を回避する本能。正義感の欠如。終しゆう焉えんへの序曲が鳴り響く。

「柴しば田たさんは、どんな幼少時代を送りましたか？」

「……おい、近こん藤どう？」

　柴しば田たから送られてくる訝いぶかしげな視線を意に介さず、正せい義ぎは口を開く。

「俺はね、柴しば田たさん。正義の味方が大好きだったんですよ。勧かん善ぜん懲ちよう悪あくものの少年漫画も好きで好きで仕方なかった。名前が正せい義ぎだからですかね、フィクションの正義の味方に強い憧れを抱いていました。ヒーローという職業は無かったから、それに近い警察に入ったわけです。でも、すぐに気づきました。別に正義の味方は、素晴らしい職業なんかじゃないって」

　悪人の存在が、殺人鬼の存在が、犯罪者の存在が、自分を生かしていると知った時、正せい義ぎを襲ったのは失望だった。

　気づいてしまう。正義の味方は、悪人に生かされているのだと。

　ヒーローは、他者を脅おびやかす存在なくして活躍できない。

　彼らの格好良さは、可哀かわい想そうな弱者や被害者の救済によって演出される。

　悪行に対処して得られる称賛や名誉には、価値がない。

　何故なぜならその時、悪行は完了しているからだ。被害の拡大は阻そ止しできでも、被害を皆無に抑えることは現実的に不可能だ。他者の意思を直接的、あるいは間接的に支配することは困難を極める。極端な話、平和な世界を作りたいなら、全人類を洗脳するほかない。

　そしてそれは、無理な話だ。

　なら、平和を護まもるなんて、結局、中学生の妄想程度に、くだらない。

　しかし、現実の非情さを痛嘆した正せい義ぎには、それでも護まもるべき者がいた。妻と娘だ。

　彼女らの存在が、正せい義ぎの存在意義だったといっても過言ではない。世界は理想を実現できるようなところではないけれど、愛する者が存在する場所だから。我慢するしかない。

　でも、それも無意味に終わる。

　──奪われたのだ。

　よりにもよって、かつて逮捕した男による犯行だった。

　彼は逮捕当時未成年で、浮浪者を友人らと遊び気分で殺害した罪で少年刑務所に収容されていたが、出所していたのだ。

　世の中は実に不思議なものである。

　未成年というだけで、無職の男性の尻にバクチクを突っ込み、瞼まぶたをホッチキスで留とめ、舌をナイフで切り取り、耳全体に釘くぎを穿うがち、手足の指をペンチで潰し、鼻の穴に樹きの枝を突っ込み、鉛筆で鼓膜を破り、性器を踏み潰し、へその孔あなから果物ナイフを差し込み、頭部をバットで叩たたき潰しても、〝更生の余地あり〟とされ、実名報道されることもなく、再び世に放たれるのだから、実に笑える。

　その素敵なシステムのおかげで、正せい義ぎの妻と娘は語るのも憚はばかられるほど辱はずかしめられ、殺された。

　それを知ったのは、娘からのメールだった。

　件名は『パパ、わたし犯されちゃった♪』。

　本文には、『パパが正義の味方気取りで悪人を逮捕してくれたおかげで、わたしママと一緒に五人の乱暴者に輪りん姦かんされて、ビデオ撮られて、イジメられて、殺されちゃったっ。写真、添付するね！』と書かれており、見るも無残な二人の遺体の横で、青年と数名の男たちがカメラに向かって各おの々おのポーズを取っていた。記念撮影、のつもりなのだろう。

　すぐさま自宅に駆け付けたが、男たちは既にそこにおらず、しかし二人は確かに殺されていた。犯されていた。壊されていた。リビングに、二つ並べられた遺体。

　犯人は自分たちだと証明する為ためか、二人の死に方は、慰め者にされたという点を除けば、浮浪者と同じだった。

　正せい義ぎは泣いた。謝罪し、遺体に土下座した。

　苦しめてしまった。何も悪くないのに。ただ、自分の妻というだけで、自分の娘というだけで。その関係性が、彼女らを死に至らしめた唯一の要因なのだ。

　そして、この二人の死も、警察の〝仕事〟になる。この件に取り組んで、給与を得る者が現れるのだろう。犯人を逮捕して、解決して、はい次、という具合に。

　不幸の上に立って、正義の味方は飯を食らう。

　なんて、無意味。なんて、無価値。

　自分のやってきたことは、悍おぞましい結末一つ招いただけの、愚行だったのだ。

　死のうと思った。善行が悲劇を生むなら、正しさが悪夢を招き寄せるなら、こんな現実は、もう、生きる価値がない。

「……なにこれ」

　その時だった。当時中学一年生だった此方こなたが帰宅し、二人の姿を確認する。

「誰がやったの？」

　彼女の目からハイライトが失せる。この時はまだ、正せい義ぎも彼女が優しい日常に適応できているのだと勘かん違ちがいしていた。彼女が義母と義姉、そして自分に心を許していたと実感できていたからだ。現に、彼女は二人の死にショックを受けているようだった。

　しかし、抱いた感想は正せい義ぎのそれと大きくズレていた。

「これ、誰がやったの？　ねぇ、誰がやったの？　ねぇ、誰が二人を処分したの？　ねぇ、パパ？　これどういうこと？　……いや、いいよ。どうでもいいんだそんなことは」

　彼女はぼそぼそと呟つぶやく。

「どうせ、相手が誰でもやることは決まってるしね、うん……。此方こなたからママとお姉ちゃんを奪った人間は許さない……許さないよ……廃棄処分にしてやるんだから」

　彼女は殺人鬼として飼われていた過去からか、人の死を処分されたと表現し、なおかつ死に対する認識が他者とは大きく異なっていた。ただ、大切な者のそれは正しく喪そう失しつと認識できるらしく、珍しく彼女の顔には怒りが浮かんでいた。

　これが、正せい義ぎの過あやまちの始まり。終わりの始まり。死ぬために生き始めることになった最初の一ページ。

「犯人は……こいつらだ」

　正せい義ぎは携帯を此方こなたに見せてしまった。

　翌日、五人は斬り刻まれた状態で発見される。

　それが、後に世間を騒がせ始めるバラバラ殺人の最初の事件。

「俺はね、柴しば田たさん。多分、狂ってしまったんですよ。自分が考える正常とは掛け離れている状態にある。タバコや麻薬を自力でやめられないのと同じなんだ、きっと。悪いと分かっているのに、止まらない自分がいる。それを自覚することはできるのに、抗あらがうことができない」

「…………近こん藤どう、お前さん、疲れてるんだよ。休め、な？」

　優しく肩を叩たたきながら正せい義ぎを見る柴しば田たに、微笑ほほえみを返す。

「そうですね、これが終わったら、休もうと思います。だから、終わらせないと。ところで、柴しば田たさん。六年前の事件を覚えていますか。医者夫婦が子供を監禁して、殺し合わせていた」

　心配気に正せい義ぎの顔を見上げながら、柴しば田たは顎あごを引いて小さく頷うなずいた。

「…………あぁ、覚えてるさ。忘れられるわけがねぇ」

　シワだらけの顔が一瞬、苦しそうに歪ゆがむ。当時のことを思い出したらしい。

「噓うそを言わないでください。あなたは忘れていたじゃないか。聞きましたよ彼方かなたくんから。彼の名前を聞いても思い出せなかったんじゃないですか、あなたは」

　責めるような語調で放たれた正せい義ぎの言葉に、柴しば田たは鼻白む。

「……あ？　彼方かなたって……遠えん藤どう彼方かなたとかいうガキのことか？　あの小僧がどうか──ッ!?」

　だが数秒してから、ようやく思い至ったのか口くち許もとを手で押さえて、呻うめくように漏らした。

「…………そうか、彼方かなた……！　〝上うえ野の彼方かなた〟か！　いや待て……そいつは確か、〝一番〟と名付けられたガキの名前で、俺らが駆け付けた時にゃあ、死んでたハズじゃあ……。おい……なら──〝遠えん藤どう彼方かなた〟は……何者だ？」

　あの日、誘ゆう拐かい寸前で救うことが出来た少女が一人。

　既に誘ゆう拐かいされた子供達で救えたのは三人。

〝二番〟上うえ野の此方こなたは名字を近こん藤どうと変え、正せい義ぎの義娘に。

〝三番〟飯いい田だ火ほ垂たるは間ま宮みやという資産家に引き取られ、遠方に。

　そして、最後の一人は。

「彼方かなたくんはね、一からやり直して、幸せになりたいそうです」

「おい、そりゃあどういう──」

「そう。俺達はいつも遅すぎるんですよ、柴しば田たさん」

　彼が聞きたいであろうことを、これ以上語ることは出来ない。

　先の言葉が、正せい義ぎに言える精一杯。

「俺は自分が救えなかった被害者の名前は全て記憶しています。忘れないように手帳にも記している。それをあなたに強制することはできませんが、もししていたなら、少なくとも今世間を騒がせている夫婦を狙った連続殺人の被害者、その共通点にいち早く気付けたはずです」

　ハッとする柴しば田たを横目で見つつ、正せい義ぎは呆あきれ果はてる。

「藤ふじ間ま遙方はるかの両親である藤ふじ間ま恭きよう弥や、藤ふじ間ま玲れい香か。上うえ野の彼方かなたと上うえ野の此方こなたの両親である上うえ野の源げんと上うえ野の雫しずく。飯いい田だ火ほ垂たるの両親である飯いい田だ亮りよう太たと飯いい田だ千ち波なみ。灰はい島じま緋ひ色いろの両親である灰はい島じま響きようと灰はい島じま歩あゆ美み、白しろ宮みや水みず埜のの両親である白しろ宮みや健けんと白しろ宮みや桜さくら子こ。その十人を、それぞれ子供が背負わされた殺人手段によって殺したのに誰も気づかなかった。皆忘れているんだ。死は、そこまで軽くなっている」

　事件の解決は風化の促進だ。悲劇を過去に変える為ために捜査をして、世間に忘れてもらう為ために解決する。けれど、だからといって放置は出来ない。連鎖か褪たい色しよくかならば、後者を選ぶ他無い。

「……待て、近こん藤どう。お前さん……いや、まさか」

「犯人は俺です」

　想定していた通り、柴しば田たは言葉を失う。

「俺が殺しました。五十二組合計百四人。世間ではまだ四十二組しか発見されていませんが、街中探せばいずれ全員見つけられるでしょう。証拠は自宅の地下室にあります。無責任に交尾だけして、子育ての義務を放棄し、あまつさえ子供を売り飛ばしたクズどもには、生殖の資格がない。だからそれを取り上げました。二度と徒いたずらに子供が犠牲にならないように。柴しば田たさん、この件が世間に知れれば、皆思い出しますよね。一時的かもしれませんが、確かに六年前、捨てられた子供達がいたのだと。苦しんでいた子供達がいたのだと。思い出してくれますよね」

「──な……ッ」

「それと、もう一つの連続殺人は俺の娘が起こしています。俺はあいつを止めることができませんでした。俺はあいつを救ってやれなかったのに、あいつは俺を救ってくれたから。でも、ダメなんだ。説得力は皆無でしょうが、殺人はやはり、やってはいけないことなんですよ。暴力で解決する問題は実際にいくつもありますが、それは全て愚策なんですよ」

　それが分かっていて、自分はそれに縋すがった。非道に倚い藉しやすることでしか晴らせぬ瞋しん恚いを前に、幼少のみぎりより大切に育てていた正義感は数瞬と保たずに頽くずおれた。

　正しさの、なんと脆もろきこと。道を外れる者の気持ちが、今の正せい義ぎには理解出来る。

　楽なのだ。正しく在るより、好きな時に好きなように過あやまちを犯すというのは、とても。

　それでも、今から自分が行う悪逆だけは、地獄に落ちた先でも後悔し続けるだろうと思った。

　腰に手を回す。コートを払い、拳銃の収まったホルスターに伸ばす。

　素早く取り出し、銃口を柴しば田たの腹部に照準。撃鉄を起こす。

　引き金を引く。

　発砲音は、乾いた空によく響いた。娘の運動会を思い出す。徒競走だ。長女は運動があまり得意ではなくて、よくて三等だった。此方こなたは逆に、どんなことでも優秀な成績を収めた。

　姉に遠慮してだろう、彼女はそれを正せい義ぎや妻に伝えないことが多かった。長女と妻は次女の隠した功績を暴いては全力で褒ほめた。褒ほめられると、此方こなたは年相応に喜んだ。あぁ、そうだ。

　彼女の歪ゆがみは、矯きよう正せい出来る筈はずだったのだ。自分が、後戻りを不可能にした。

　家を出る時、此方こなたに言葉を掛けることが出来なかったのは、自分にはそんな資格がないから。

　誰かが叫び声を上げる。どうしてこう、最初に叫ぶのは決まって女性で、しかも甲かん高だかい声をしているのだろう。あるいは正せい義ぎの勘かん違ちがいで、同程度に男も叫んでいるのかもしれない。

　ともかく、銃声と柴しば田たの転倒は衆しゆう目もくを集めた。

　手が震えた。寒さの所為せいではない。別に初めてのことでもないのに、痙けい攣れんが収まらない。

　腹を抱え、前かがみに倒れた柴しば田たが、苦しげな表情でこちらを見上げる。先程彼自身が落とした煙草たばこが側に転がっていた。風が吹いたのか、くるくると回って、ちょんと彼の髪に触れる。

「……こん、どう」

「あなたは何も悪くない。運以外は、何も」

　自分はどこで間違えてしまったのだろう。

　今は遠き幼い日、正義の味方の正しい行いに胸を打たれた時だろうか。

　正しい人間なんかに憧しよう憬けいを抱かなければ、その虚むなしさに気付くこともなかったのに。

　忌いみ嫌きらっていた殺人を黙認し、実行したばかりか、尊敬する男さえ手に掛けるなど、かつての自分には想像も出来なかったろう。

　鼻から吸い込む空気が白いことに気付く。硝煙か、紫煙か、誰かの吐息か。

　柴しば田たの顔は苦しみと驚きに彩いろどられている。対して自分はどうか。

　もう、よく分からなかった。

　銃口を側頭部に押し当てる。

「待て──ッ。近こん藤どう……！」

　正せい義ぎは笑う。この柴しば田たという男は、眼前で自殺を敢かん行こうしようという愚かな男が、人間失格の犯罪者であることを知っていながら、それを止めようとしているのだ。

「世界中の人間が、あなたのように不器用でありながら優しく、正しければいいのに」

　契約の履り行こうなんてものの為ために人を殺す人間に、そんなことを言う資格は無いだろうけれど。

　正義の味方を名乗る資格も、父親を名乗る資格も、名乗るに善性を必要とするものは全て、自分には適用出来ない。失格。失格。失格。子を売り払った親は死刑。なら、子供に人を殺してもらった人間は？　そうして果たされた復ふく讐しゆうに涙を流して喜んだ自分は？　当然、死ぬべき。

　生きる資格など無し。

　最後の最さい期ごに正義を果たそう。

　素早く引き金を引く。

　死の刹那、正せい義ぎは考えた。自殺は地獄行の罪だった筈はず。なら、死後も妻と娘に逢あえないのか。

　そんな愚にもつかないことが脳裏をよぎると同時に、正せい義ぎの意識が断絶した。




◇？？？？・３◆




〝彼方かなた〟を殺して六年が経ち、わたしは中学二年生になった。

　少なくとも今のところ、自分が思う限りは優秀な人間として、生きられているはずだ。

　しかし、安あん寧ねいは永遠には続かない。

　だからわたしは排除する。全ての不安要素を。

　だからわたしは破壊する。未来を縛る過去を。

　わたしと、あの事件を繫つなぐ可能性があるモノ、もの、者、全てだ。

　その破壊に必要な手段は、全て講じる。

　正しい目的は、あらゆる卑劣な手段を正当化する。

　普通に生きたいという目的は悪か、否。であるなら、それを叶かなえるために必要な手順は、それがどれほどの犠牲を払い、狂気を孕はらむことになっても、善である。

　この街で起きている二つの連続殺人は、近こん藤どう親子によるもの。

　そして女子学生の連続失しつ踪そうは、わたしが起こしているものだ。

　数十名の女子学生を既に拉ら致ちし、監禁し、そのほとんどは処分したが、必要であったのはそのうちの数名である。

　木を隠すなら森の中というように、誘ゆう拐かいを隠すなら誘ゆう拐かいの中、というわけである。

　人は物事に理由を求めたがるものだ。犯行に動機を、行動に目的を見出したがるものだ。

　だからそれを欺あざむくために、あえて不要な要素を加えてやると、途端にわたしの真の目的から、捜査は遠のく。

　たった一人を殺すために、まるで通り魔のように犯行を重ねたという犯人を、とある推理小説では探偵が見抜き、捕まえていたけれど、果たして現実にそれを暴き、わたしまで辿たどり着つける人間がいるだろうか。物語性という天運に導かれる主人公らと違い、現実の人間はそういったズルが、できない。

　だから、きっと無理だ。

　所しよ轄かつの警察署長の娘や戸籍事務所管課課長の孫娘を監禁していたのは、懐なつかしき天国、六年前の山荘である。閉鎖はされたが侵入は容易たやすく、元より子供達が逃げ出せないよう作られていたため、監禁する側になるとここまで便利な施設はない。

「……やっと静かになった」

　ふぅ、と一息つき、わたしは額の汗を拭う。跨またがっている物体から退どき、立ち上がる。そして見下ろした。苦く悶もんに歪ゆがむ女子学生の顔がある。容姿の整った子だったが、死に顔は醜しゆう悪あくだ。

　彼女の首には、索さく条じよう痕こんがくっきりと刻まれている。ワイヤーできゅっと絞ると、女性の腕力でも楽に人を殺せるのだ。

　わたしは〝零ゼロ番ばん〟なのだから、殺しに道具は必要ないのだけれど、事情があった。

〝彼方かなた〟との約束で、殴なぐり殺ころすことを禁じられているのだ。

「……くだらないよ。あの子は結局、なにも覚えてないのに」

　彼方かなたからの返事は無い。わたしが人を殺す時、〝彼方かなた〟は無口になる。こんなにも近くにいるのに、独りでいるみたいに居心地が悪い。それが狙いなのかもしれなかった。

　靴の先で少女の頭部をつつき、生前の彼女を思い出す。

　パニックに陥おちいることもなく、無意味な反抗も、無価値な命乞いもしなかったが、わたしに無駄な説得は試みた。優しく諭すような口調は育ちの良さを感じさせた。

　しかし、死んだ。

　世の中、そういうものだ。

　適当に生きても、レンガを積み上げるように様々な経験値を貯めていても、死ねばそれまで。

　教会は蘇そ生せいを行なってくれない。おぉ情けない。死んでしまったか。じゃあ天国へ、どーぞ。

　世界はそういうふうにできている。才能があっても運がなければ何も成せない。実力があっても、運がなければ報われない。正しくても運がなければ馬鹿を見る。

　絶世の美少女として生まれ落ちても、娼しよう婦ふとして生きるしかない人間がいるかもしれない。

　世界を変える頭脳を持っていても、紛争地帯で少年兵として戦うしかない境遇の子がいるかもしれない。

　人々を沸かせ、涙と笑顔を引き出す話術の持ち主も、その才能を詐欺師として活かしているかもしれない。

　平等は妄想だ。理想は悪逆だ。真実は無情で、世界は悪辣だ。

〝両親〟というスタート地点。〝環境〟というエリア。〝遺伝子〟という初期ステータスと限界値。その三つに多分に影響されながら、〝人格形成〟はなされ、〝対人関係〟は築かれ、〝人生〟というゲームは進行していく。

　成功者はいう。夢は諦めなければ叶かなう。努力は自分を裏切らない。

　そんなわけないって、本当は知ってるくせに。

　誰もが成功者になれるわけがない。そんなの考えれば五歳児だって気付ける現実だ。

　天才が天才と持もて囃はやされるのは何故なぜだ？

　あまりに多くの〝天才ではない者〟がいるという現実が、まず前提としてあるからだ。誰もが優秀であるなら、それは平均となり、褒ほめ称たたえられやしない。

　つまり、天才は数多くの凡才の挫ざ折せつの上に、成り立っている。

　なのに、耳触りの良い言葉ばかり吐いて誤ご魔ま化かすな。

　不幸を否定するな。理不尽を、超えられる壁などと表現するな。

　神は平然と、到底打開できない不条理を人間に叩たたきつけるのだから。

　それでも綺き麗れい事ごとを吐ぬかすという人間がいるなら、どうか教えてほしい。

　子供をゴミ同然に扱う親の元に生まれたら、どういう努力の元に幸せになれるのか。

　助けを求めろというかもしれない。だが、それは不可能だ。幼い子供にとっては親が世界なのだから。世界に対する反逆という発想は、幼子にはない。ないものは、形にできない。

　無理なのだ。善意で世界が形成されているわけじゃない。正義じゃ世界は形容できない。

　それらは虚飾でしかないのだから。決定的な矛盾があっても、敢あえて誰もそれを指摘しようとしない。絶望の証明は、自分達が極めて醜しゆう穢わいで柔にゆう弱じやくであるという証明になってしまうからだ。

　だから皆、綺き麗れい事ごとを言う。

　いい加減、やめようよ。

　どれだけ『此処ここは天国だ』と唱えたって、掃はき溜だめに生きている現実は変わらないんだから。

　もう、気づいているんでしょう？

　──でも。

　わたし自身、そんな無価値なものに、浸りたいと思っている。縋すがりたいと思っている。

　永遠に錯覚していられるような、目を曇らせる幸福が欲しい。

　それを手に入れる為ためなら、どんなことだってする。

　身勝手なのかもしれないが、それが人間だ。

　世界は廻まわるものでなく、自己を中心に廻まわすものなのだから。

「……あと少し。あとちょっとだけ殺せば、わたしは」

　六年前を知る者、あるいはそこに辿たどり着つく可能性がある者は全員、始末しなければ。

　誰もわたしを知っていてはいけない。

　新しいわたしの障害になってはいけない。

　ねぇ〝彼方かなた〟、あなたはどう？

　あなたは、わたしの味方だよね？
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◇山やま本もと観み月づき・３◆




「おや、おやおや？」

　十五分ほど前、旭あさひに突然「邪魔だ、どっか行ってろ」と言われた観み月づきは散々文句を垂れて後頭部を引ひっ叩ぱたかれた後、渋しぶ々しぶ指示に従った。昼食を摂とり損そこねていたので一人でご飯を食べることに決め、繁華街を歩いていたところで、それを見つけたのだ。

　突如独り言を漏らして立ち止まった観み月づきを、通り過ぎる人の一部が憐あわれむように見ている。

　なるべく目を合わせないようにしながら、歩調を早めて移動。

「彼方かなたくん」

　声を掛けると、遠えん藤どう彼方かなた少年は顔をこちらに向けた。

　透明度の高い瞳ひとみと目が合う。

　透き通った空気にそのまま溶けてしまいそうな程儚はかなげな眼に、観み月づきは用意していた次の句を何処どこかに落としてしまった。

「えぇと……あぁ、山やま本もとさん」

　ゆっくりと傾いていた首が、途中で元に戻る。それからぺこりと縦に上下した。

「お仕事ですか？　おつかれさまです」

　おや？　と観み月づきの心は何かを感じ取る。

　ただ、それが何かは判然としなかった。

「……？　あの、何か御用でしょうか」

　彼方かなたの体が向いているのは、階段だ。一階にコンビニ、二階にファミレス、地下に焼肉店が入っているビルの、二階へ向かう外階段。

　グレーのタートルネックセーターの上に、黒のチェスターコート。首にマフラー、下はデニム。クラッチバッグは大して中身が入っていないのか、膨らみがない。中学生らしくはないが、大人びた彼の雰囲気に合っている。あともう一つ、白いマスクを着用していた。

「今から御飯？　微妙な時間だけど」

「はい。まだ昼食を摂とっていなかったので」

「おー、わたしもなんだよね。でも学校で食べなかったの？」

「金曜に風邪で欠席したんですが、それがぶり返したみたいで、今日も休んだんです」

「え、大丈夫なの外出して。っていうか、お母さんは？」

「少しは楽になったので。自分で作るか迷ったんですが」そこで彼方かなたは目を細めて苦笑した。「だめですね、ものぐさで。楽な方へ流されてしまいました」少し儚はかなげで、体調とも合致した微笑。噓うそを吐ついているようには見えないが、何かが引っかかる。

　彼が母に関すること質問を敢あえて無視したのには当然気付いていたが、触れることはしない。

　答えなかったのは、答えが楽しいものではないから。観み月づきも彼の気持ちは理解出来た。

　きっと、既に亡くなっているか疎そ遠えんになっているのだろう。それを言って観み月づきが謝罪するのも、謝罪を受けるのも嫌だ。観み月づき自身、幼い頃に両親を亡くしているので想像がついた。

　彼に合わせ、追求することなく話を続行。

「あ、もしお互い一人御飯ならさ、一緒に食べちゃわない？」

　そんな観み月づきの提案を、彼方かなたは笑顔で受け入れた。

「是非」

　二人で階段を上り、入店。入って右側に喫煙席のエリアがある。扉で仕切られ、きっちりと分煙が図られていて観み月づきは感心した。最近はこういう店も多くなった。柴しば田たはいつも渋い顔で喫煙者の肩身が狭くなったとボヤいているけれど、あぁ見えて非喫煙者の前では煙草たばこを出しもしないことを、観み月づきは知っている。別れた奥さんのことが影響しているのだろうか。

　白い煙があちこちで上がる景色は、工場地帯か、そうでもなければ温泉を連想させた。

　笑顔で二人を迎える店員に、彼方かなたが「禁煙席で」と告げる。それから観み月づきに振り返って「で、よかったですか？」と慌あわてたように訊きいてくる。観み月づきは吸わないし、喫煙者でも子供の前で吸いはしないだろう。うんとだけ答えると、彼方かなたが安心したような顔をした、気がした。

　時間帯もあって空席が多く、通されたのは窓まど際ぎわの四人席だった。彼方かなたの対面に腰を下ろす。

　眼下には一方通行の道路と、ラーメン屋、焼肉屋が。絶景には遠い、ただの町並み。

　視線を彼方かなたに戻すと、彼がメニューを観み月づきの前に置いているところだった。水の入ったコップを、店員が持ってくる。彼方かなたはそれに対してどうもと小さく頭を下げた。一緒に卓上に置かれた紙製のおしぼりで手を拭ふいてから、少年はマスクを外そうとする。

「あ、今更ですが、風邪、感染うつしてしまうかもしれませんね……」

　深刻そうな表情をして、「やはり別々の方が……」と呟つぶやく彼に、観み月づきは苦笑。

「大丈夫、わたし風邪引いたことないから」

　これを言うと大抵の人間は「馬鹿は風邪を引かない」という言葉を引っ張ってきて観み月づきをからかうのだが、彼方かなたは「羨うらやましいです」と、淡あわく目め許もとを緩めただけだった。同僚や旭あさひよりも彼の方が大人かもしれないな、と観み月づきは半分くらいは本気で考える。

　観み月づきは卵がふわとろな感じで映っているオムライスに惹ひかれ、それに決定。彼方かなたはミートソースパスタにしたようだ。注文が済み、料理を待つ間に本題を切り出す。

「それでさ、彼方かなたくん」

　しかしこちらが何かを言う前に、彼方かなたの方から「すみませんでした」と頭を下げてきたものだから、観み月づきは面めん食くらう。彼は申し訳なさそうな顔でこう続けた。

「昨日は気が立っていて、無関係な山やま本もとさんに失礼な態度をとってしまいました」

　あぁ、そうかと観み月づきは気付く。そうなのだ。昨日と今日では、彼方かなたの自分への態度が違う。

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいから一転、柔にゆう和わなものに切り替わっていて。それがあまりに自然だったから、観み月づきも今の今まで違和感の正体を摑つかめなかった。

「あぁ、そのこと。気にしてないよ。聞き込みを鬱うつ陶とうしそうにする人って結構多いから、慣れてるし」

　実際、昨日の彼方かなただって態度だけならまだマシな部類である。警察は嫌いだと言ってまともに話を聞いてくれない者もいる。事件の解決よりも、自分の都合や感情を優先させる人間は珍しくないのだ。自身に無関係な被害者の為ために時間を捻ねん出しゆつする余裕は、現代人にはないらしい。

「それでも、僕の失礼な態度が正当化されるわけではないですから」

　しゅんと項うな垂だれる彼を見ていると、こちらが悪いことをしている気になってしまう。

　観み月づきは胸の前で手を振り「ほんと、気にしなくていいって」とやや慌あわてて言った。

　それから、多少強引とは思いつつ話題を繫つなぐ。

「ところで、聞き込みと言えば、昨日きみが言っていたことなんだけど」

「あぁ……」予想していたのだろう、少年はやはり来たかという反応を示す。

「教えてもらえる？」

「えぇ、まぁ構いませんが」

　彼の口から聞いたその方法は、なるほど確かに今回の事件に限って言えば聞き込みより有用と言えた。

「じゃ、じゃあ石いし川かわ真しん司じは容疑者の一人だったってこと？」

　腰を浮する勢いで確認する観み月づきに、彼方かなたは首を傾かしげた。

「石いし川かわ先生がどうかしたのですか？」

　それは、本当に何も知らない人間がする顔で。

　あぁそうか、風邪で昼過ぎまで寝込んでいたのなら、知らなくてもおかしくはないのだと観み月づきは納得した。同時に──。

「……方法だけ教えて、きみは帰ったの？」

　知らないということは、そういうことになる。当然、彼方かなたは頷うなずいた。

「はい。手伝うと言ったのですが、警備室は生徒の立ち入りを禁じているとかで」

　監視カメラの映像を確認すればバレるような噓うそを、目の前の少年が吐つくとは思えない。

　事実を語っているか、虚偽であることが露見しない確信があるのか。

　勝手に秋あき園ぞのに逢あいに行った後、旭あさひは言っていた。奴やつは絶対に黒だ、と。彼方かなたから授かった方法で容疑者を絞り込み、それを殺した。有り得ない話ではないように思える。

「あの、山やま本もとさん？」

「え、あ、あぁ。なに？」

「いえ、石いし川かわ先生が今回の件とどう関係あるのかな、と」

　こてん、と不思議そうに首を傾かしげる様子からは、演技らしさは微み塵じんも感じられない。

　でも、何故なぜか観み月づきはそれを彼の素の反応だとは受け止められなかった。

　刑事の勘かんというのも、女の勘かんというのも違う。これは直感的なものではなく──。

　と、そこで卓上に置いていた携帯電話が振動する。

「あ、ちょっとごめんね」

　断りを入れてから、電話をとった。厨ちゆう房ぼうから出てきた店員が持つトレイに、オムライスが載っている。「もしもし」さっさと済ませて、食事を摂とりたい。彼方かなたにだってまだ尋ねたいことが残っていた。電話越しに、相手が叫ぶ。

「────え」

　鼓膜を揺らす言葉に、頭が真っ白になった。




◇近こん藤どう此方こなた・３◆




　目が覚めて最初に感じたのは、吐き気だった。

　けれど、何かが逆流してくる気配はない。どうやら、吐き出したいのは吐と瀉しや物ぶつではないようだ。ではなんなのか。胃の中で拳こぶし大だいの虫が蠢しゆん動どうするようなこの気持ち悪さの原因はなんだ。

　どうってことのない殺人の後に訪れる虚無感とは別の。自慰行為の末に訪れる虚無感とは別の、けれどのその二者の丁度間あいだくらいに位置していそうな、これは一体なんなのだ。

　分からない。何も分からない。

　小さい頃は全てを兄が教えてくれた。父も母も仕事ばかりで構ってくれなかったし、子供の前でも仕事仕事言いながら、結局最終的には兄と此方こなたを売り飛ばすような人間だったけれど、そんな二人の間に生まれた兄は、奇跡的に正常で、善良で、聡そう明めいだった。

　対する此方こなたは、臆病で、内向的で、主体性に欠けた。そんな此方こなたにも兄は優しく接してくれた。いくら男友達から遊びの誘いを受けても、双子の妹である此方こなたを一人ぼっちにさせまいとそれを断ってくれた。一緒にいてくれて、様々なことを教えてくれた。

　此方こなたは兄が大好きで、だからこそ、両親に捨てられた先の地獄も、苦しくはあったけれど、耐えられた。あの時までは。

　兄は、〝零ゼロ番ばん〟と呼ばれていた少女を、友人であるその子を、銃で撃った。

　まず、その時点で僅わずかに失望した。関係ない他人ならともかく、大切な友達を手に掛けるなんて。しかも、此方こなたを守らなければならないなんて言い訳を用意して。

〝零ゼロ番ばん〟が兄の脛すねを殴りつける。激痛に襲われた兄が発砲するも弾丸は外れる。次の瞬間、膝ひざ立だちになった〝零ゼロ番ばん〟が兄の手首を摑つかみ、砕く。前のめりに倒れる兄。兄の喉に貫ぬき手てを差し込み、兄の腹を曲げた膝ひざで迎えた〝零ゼロ番ばん〟は、床に落ちた銃を拾い、銃じゆう把はを兄の頭に叩たたきつけた。ゴギン、という鳥肌が立つ音がして、兄が転がる。

　目が合う。口が開く。

「助けて、此方こなた。兄ちゃんを助けて」

「え？」

　此方こなたは何もできない。手に人を殺す凶器を持っていながら、つい先刻それで少女を刻んでおきながら、兄の言葉から受けた衝撃が大き過ぎて、一歩も動くことができない。

　そんな妹を見て、兄は取り乱す。唾だ液えきを撒まき散ちらしながら叫きよう声せいを上げる。

「……なに、やってんだよ！　殺しはお前の唯一の取とり柄えだろ、兄ちゃんを助けるんだよ！　遙方はるかを殺せ！　はやく、はやくしろよ！」

　そう叫ぶ顔は、とても、とても醜みにくくて。

　あれ、お兄ちゃんって、こんな、汚かったっけ？　こんな、無様だったっけ？

　って、そう考えている間に、兄は死んだ。殺された。

　そうだ。あの時と、同じだ。自分は失望している。誰に？　自分にだ。何故なぜ？　自分で思っている以上に、自分が醜みにくい存在だと、自覚させられたからだ。

　大好きだといいながら、兄の偶像を見ていただけで、勝手に失望して見捨てた。

　友達面をして、快かい斗との信頼を利用して家まで招き、気分で殺した。

　行為が終わってからしばらくすると、微かすかに残った正常が痛みを訴えかける。此方こなたはそれを思考停止と笑顔で必死に誤ご魔ま化かしてきた。けれど、どうやら今回は失敗したらしい。

「…………ぁ……い、ゃ！」自覚した瞬間、耐えられなくなって此方こなたは頭を振る。出て行け、出て行けと。耳の穴からでも、目からでも鼻からでも口からでもいいから、出て行ってくれと。けれど友人を欺あざむき殺した罪悪感は、その程度では消えてくれない。此方こなたは携帯電話を探した。血だらけの手でポケットから取り出し、彼方かなたに連絡を取ろうとする。立ち上がり、玄関へ向かう。自身の格好を気にする程の余裕すら、最も早はや彼女には無かった。

「…………助けて……助けてよ……〝彼方かなた〟……此方こなたを助けて……！」

　あの日、助かったのは三人だけだ。少なくとも、此方こなたが知る限りは。

　でも、助かったのは本当に、命だけだ。

　精神は修しゆう繕ぜんのしようがないほどに傷つき、その歪ゆがみは彼女の人格を、強く、強く捩ねじ曲まげた。

　ギャンブルや酒、煙草たばこや麻薬と同種の依存性が、殺人にはあるのだ。

　良くないのは分かっている。やりすぎどころか、一度犯した時点で許されないなんてことは分かっている。快かい斗との死しに際ぎわの言葉は正しい。正し過ぎる。此方こなたは間違っている。けど、その一度目を、二度目三度目四度目五度目を、数えきれないほどの殺人を、自分は強制されたのだ。

　普通に生きる、なんて当たり前のことが、此方こなたにとっては苦行だった。まるで自分だけ海の中にいるみたいだ。皆はお魚さんだから、海に沈む人間の息苦しさを理解出来ないのだろう。

　それが当たり前のようにスイスイ泳いでいるけれど、息を止めながらその真似まねをするのはとても難しくて苦しい。だから、たまに海上に顔を出して呼吸しなければならない。もう一度もぐる為ために、酸素を肺に取り入れなければならない。それが此方こなたにとって、殺人なのだ。

　此方こなたに人を殺すなと言うのは、溺おぼれろと突き放すのと同じ。

　でも、それは此方こなたの理屈。魚の理屈は違う。彼らは海の中でも呼吸が出来るから、わざわざ人殺しをしなければならない人間のことなんて考慮しない。悪だ、罪だと言って終わり。

〝彼方かなた〟は言った。此方こなたはいい子だねと。何も悪くないよと手を取ってくれた。上手に息を吸う方法と、群れに紛れる方法を教えてくれた。救ってくれた、心を。彼が、〝彼方かなた〟だけが。

　だから、自分の精神、その安定を司つかさどる遠えん藤どう彼方かなたを、此方こなたは手放せない。どんな自分をも肯定してくれる彼方かなたから、此方こなたは離れられない。世界のどこに、彼方かなた以外で自分の存在を赦ゆるしてくれる人間がいるのだ。皆無だ。絶無だ。いるわけがない。

　だって此方こなたは気づいている。

　世間一般の価値観で言えば、常識的な観点から語れば、あるいは被害者の当然の感情として、自分は生きていてはいけない人間なのだと、正しく認識している。それでも死にたくないと、思っているだけで。誰かに肯定してほしいと、そこにいていいのだと、君はただの女の子なのだと、生きていていいのだと、悪くなんてないのだと、言ってほしくて。

　それさえ言ってくれるなら、兄を殺した相手にだって依存してみせるのが、自分だ。

　彼方かなたがいなくなったらと考えると、震えが止まらなくなる。あの笑顔が自分に向けられなくなると考えると、眠れなくなる。彼方かなたの興味が快かい斗とや詩し織おりに向けられるのが、気に入らない。

　それで、それで？

　だから殺すの？　止められないから、殺していいの？　邪魔だから、排除していいの？

　どうすればいいの？　どうすればよかったの？　此方こなたに何かできたの？

　頭痛が酷ひどくなる。胃だけでなく、頭の中でも虫が這はい回まわる。ぐちゅぐちゅ、脳みそを搔かき回まわされる不快感が此方こなたを支配し、激痛を伴うその錯覚は、此方こなたを発狂させんと猛もう威いを増していく。

　思考を停止しろと誰かが叫んだ。そうすれば楽になると。ただ目の前の障害にだけ対応して、刹せつ那な的てきに生きればいい。それが社会不適合者にお似合いの、異常者にお似合いの、人生なのだ。

「…………わかんないよ、教えてよ……教えてもらわないと、なにも、なにひとつ、此方こなたはわからないんだ……ばかなんだもん……〝彼方かなた〟……助けてっ……お願いだから──ッ！」

　ギィ、と軋きしみを上げながら扉が開いた。冬の風が隙間から玄関に踏み入り、予告もなしに此方こなたの体を撫なでていく。無遠慮に、嬲なぶっていく。

　そう、扉を開けたのは此方こなたではなかった。

「────こ、れは」

　女の声。髪は黒くて長い。端正な顔立ち。細身で、胸も大きい。美人。見たことがある。会話したことも。どこで？　すぐに気付く。義父の正せい義ぎ、その職場でだ。なら同僚。つまり刑事。

　何故なぜ此処ここに？　父に用事なら自宅に押し掛ける必要はない。正せい義ぎは先程家を出たばかりだから、まだいると思ったのか。だとしても無断で扉を開けるとはどういう了見か。自分は鍵を閉めたのではなかったか？　いや、その後に父が出かけたのだった。パパ、戸締まりしようよ。

「……此方こなた、ちゃん？」

　消え入るような声で女性が此方こなたの名を呼んだ。

　その段階に入ってようやく、此方こなたはまずいと思った。刑事に殺人の現場を見られた。ここは自宅で、無意識のうちに手に取っていたのか、左手には凶器が収まり、背後には肉片と血ち溜だまり。この状況を、目の前の女刑事はどう捉えるか。

「…………山やま本もと、さん」

　呟つぶやいてから思い出す。そうだ。山やま本もと観み月づき。警部補、だったか。逢あったのは一度や二度ではない。あくまで父を心配する娘としてだが、それなりに仲良くしていた筈はずだ。

「これ……此方こなたちゃんがやったの？」

　此方こなたは、頷うなずく。

「うん……山やま本もとさんは、どうしてここに？」

　普通の人間なら腰を抜かすか、あるいは喚わめき散ちらすかする惨状を前に、さすが刑事といったところか、観み月づきは冷静だ。少なくとも、そうあろうと努めているようだった。

「……君の、お義父とうさん、近こん藤どう警部が……自殺したって」

「しばたけーぶは？」

　山やま本もとの視線がキッと鋭くなる。それだけで人が殺せそうだなぁ、と此方こなたは思った。

「…………生きているよ」

　多分、語頭に『まだ』が付くのだろう。そんな表情だ。やや予想外。これまで父は彼方かなたの指示を忠実に実行していたのに。このまま柴しば田たが生き残れば、彼方かなたが父を失うだけだ。

「あーあ、パパってばドジだなぁ」

　じくじくと胸を刺す、鈍い痛み。それを無視して、此方こなたは酷こく薄はくな反応を返した。

　予想していたことだ。いつかは、こうなるのだと。

　近こん藤どう正せい義ぎという男の精神は、妻と娘が殺された日に死んだ。アレは抜ぬけ殻がらだ。抜ぬけ殻がらは、生前の精神を行動原理とし、彼方かなたと〝契約〟を交わした。義父は破滅への道を歩いていたのだ。

　だから、彼に訪れる結末は最初から自滅か自壊、二つに一つだった。

　ミスを犯して捕まるか、役目を全うして自殺するか。

　いや、柴しば田たが生き永らえた場合、ミスを犯して自殺したことになるのか。

　それじゃあ、無駄死にだ。それとも、無駄死にしたかった？

「山やま本もとさんは、此方こなたに、それを教えに来てくれたの？」

「…………彼のコートに、遺書が」

「……いひひ」

　それで全てを理解する。いかにも父のやりそうなことだ。正しさに絶望しながら、正しさに取とり憑つかれたままの父。遺書には自分の罪の全てと、娘の罪について記されている筈はずだ。

　彼方かなたのことはどうだろう。書かれているかもしれないし、書かれていないかもしれない。

　正せい義ぎは彼方かなたに恩がある。妻と娘を殺した人間達を見つけ出したのは彼方かなただ。正せい義ぎがアリバイを証明出来る時間を狙って此方こなたが殺した。もし、此方こなたの罪にだけ言及されていたのなら。

　それは此方こなたに恩を感じていないのではなく、愛情表現のつもりなのだろう。

　いずれ来る破滅を先送りにしているのは、此方こなたも同じなのだ。此方こなたの中の狂気は、膨らみ続け、遠くないいつか、隠しきれなくなるだろう。連続殺人犯は捕まるか死ぬまで、殺人をやめない。空白期間こそ設けても、禁煙めいた我慢こそできても、止めることはできやしない。

　だから義父は、せめて此方こなたに、捕まってほしいと願ったのだ。

　生まれ変わることが自分の魂に許されるなら、今度は純粋に彼の娘として生まれたいと、此方こなたは思った。血の繫つながった、いかれてない、娘として。

　無理だとは、分かっているけれど。

「そうだよ。山やま本もとさん。此方こなたが、最低最悪の、殺人鬼だよ？」

　なにも否定することはない。

「……どう、して？」

　観み月づきは、やはり困惑しているようだ。紡つむぐ言葉はどこか感情が欠けていて、空虚に響く。それは対応というよりは、反応に近くて。此方こなたが世間を騒がせている狂人だという事実は、この女性にそれなりの衝撃を与えたのかもしれない。

「息継ぎしないで泳ぎ続けるなんて、出来ないでしょ？」

「な、にを」

　そんな、異国の言語で捲まくし立たてられた時のような戸惑いを見せないでほしい。ちゃんと理解出来る言葉で、比較的丁てい寧ねいに説明したじゃないか。此方こなたは拗すねるように唇くちびるを尖とがらせた。

「別に、わかってくれなくていいよ。どうせ、わかるとも思わないしね」

　さて、こういう時はどうすればいいのだったか。彼方かなたの言葉を思い返してみる。

　……いつも彼の計画の通りに動くだけで、不測の事態など陥おちいったことが無かった。

　けれど、一つだけ。本当に困ったことになったら、逃げて、そして僕に連絡して。

　そう言っていたと思う。いつだったかは忘れたが、おそらくきっと言ってくれた筈はずだ。

「わたしは、お義父とうさんを心配して着替えとかお弁当とか差し入れしに来た君を知っているよ。君は、こんなことする子じゃない」

「あはは、じゃあパパが遺書に書いたことは全部ウソだよ。後ろにあるのも偽にせ物ものです。此方こなたはとってもいい子で、人殺しなんかするわけないから、山やま本もとさんも早く帰れば？」

　これで帰ってくれたらいいなぁ、どうかなぁと此方こなたは思っていたが、山やま本もとは踵きびすを返さない。

　やっぱりだめだったかー、とがっかりしていると、山やま本もとが薄い唇くちびるをゆっくりと開く。

「……彼方かなたくんと関係あるの？」

　可能性を提示するというよりは、自分の推理を披ひ露ろうするような言い方だった。

　既に落ち着きを取り戻しているらしく、彼女の表情は険しいながらも理性的だ。

　声も、余計な感情が排されているようで冷たい。

　此方こなたは考える。考えるのは嫌いだけれど、考える。

　関係あるの？　という表現は、遺書に〝彼方かなた〟のことまで書かれていたなら出ないだろう。

「……〝彼方かなた〟？　どーして〝彼方かなた〟の名前が出てくるの？」

　笑顔で首を傾かしげ、山やま本もとの発言が的外れであることを印象付けようとする。

　表情が変わらないので、成果の程は分からない。

　やがて、山やま本もとは溜ため息いきを一つ溢こぼした。呆あきれているのではなく、言葉や涙の代わりのように吐く。

「此方こなたちゃん、きみを逮捕します」

「あ」

　唐突に思い出す。

　山やま本もと。山やま本もと観み月づき警部補。この人確か、彼方かなたが邪魔って言ってた人だ、と。

　自分と彼方かなたでは山やま本もとを知った経緯が異なるが、本人で間違いないだろう。同姓同名の別人という可能性もあるけれど、それならそれで後で正解の方を殺せば済む話だ。

　結論付けとナイフの一いつ閃せんはほぼ同時。

　快かい斗との解体に利用したものなので、血と脂に塗まみれ刃は毀こぼれもしている。けれど此方こなたが扱えば人一人殺すのは造作もない。狙うは首。弧を描くように振るわれた一撃はしかし、届かない。

　山やま本もとはそれに難なく対応。ナイフを持った左手は軽く払われ、顎あごに掌しよう底ていが打ち込まれる。呻うめく暇もなく鳩尾みぞおちに膝ひざ蹴げりが叩たたき込こまれ、ナイフは手から零こぼれ落おち、此方こなたは膝ひざから崩れ落ちた。咳せき込こむ。目に涙が滲にじみ、痛みに立ち上がることもできない。

「うぇ……？」

　初めての経験だった。それは確かに、刑事を殺すのはこれが初めてだ。けれど、体格で劣る大男や武術経験者だって此方こなたは殺してみせた。それは此方こなたにとって難しいことではなかった。

　なのに、彼らより余程華きや奢しやな山やま本もと一人に、圧倒されたというのか。

「ねぇ、此方こなたちゃん。さっきの『あ』って何を思い出したの？」

　痛くて痛くて何も言えずにいる此方こなたに、山やま本もとは続ける。

「……去年、近こん藤どう警部の奥さんと娘さんが殺された時、真っ先に疑われたのは近こん藤どう警部だった。もちろん、彼がそんなことをするわけがないって皆知っていたけど、タイミングが良すぎた」

「あ、れは……パパがやったんじゃない、よ」

「そうだね……今ならきみがやったと分かる。でも、当時だってきみに疑いは向いたんだ」

　復ふく讐しゆうは動機としてとても分かりやすいものであるし、無理もない。署内には此方こなたの境遇を覚えている者もいただろう。殺人方法も合致しているとなれば疑わないほうがどうかしている。

　けれど、此方こなたにもアリバイがあった。

　遠えん藤どう家けで夕ゆう餉げをご馳ち走そうになっていたのだ。彼の両親と彼、三人が此方こなたの無実を証明した。

　当然、噓うそだ。

　あぁ、そうか。此方こなたが犯人であるということは、あの日彼方かなたとその両親が噓うその証言をしたことが分かるわけだ。そして──。

「少し調べたよ。彼方かなたくんのお母さん──遠えん藤どう霧きり江えも──きみが殺したんだよね」

　そう。連続殺人犯のアリバイを証明した三人のうち、一人が被害者になった。それが二ヶ月前の出来事。口封じなら何故なぜ残りの二人は生きているのだろう。

　父と子のどちらか、あるいは両方が命じて殺させたと考えるのはそう不自然ではない。

　けれどどうして、疑うのが彼方かなたの方なのか。

　そもそも、目の前の女はどこまで知っているのか。少し調べたって、何をどこまで？

「……きみのお父さんから見つかったのは、遺書だけじゃないんだ。手帳もあった」

　さすがに、此方こなたも表情を歪ゆがめる。父はそれを肌身離さず持ち歩いていた。何を書いているのか尋ねたこともあるが、教えてくれなかった。けれど、察しはつく。

「ねぇ、此方こなたちゃん。あの彼方かなたくんが何者かは分からないけど。名前が同じだけで、彼はきみのお兄さんではないよ」

「うるッッさいなッ!!」

　殺意が急速に膨れ上がっていくのを感じた。

　膝ひざをついた状態で、頭を動かさずに視線を這はわせる。ナイフはどこだ。探す。見つけ次第拾って、この女を殺す。義父には悪いが、この女ばかりは気に食わない。

「何を言われて、何故なぜ殺したかなんて分からない。近こん藤どう警部がどうしてあんなことをしたのか、わたしには分からない。でもさ、もしそれに彼方かなたくんが関係しているなら、彼のしたことは許されることじゃないよ」

「許されることじゃない……？」

　山やま本もとの言っていることがあまりにもおかしくて、思わず笑みがこみ上げてくる。

「あ、はは。あはは！　じゃあ許されることってなに？　ママとお姉ちゃんを殺した人間を野放しにすること!?　もう一度捕まえて、また『更生の余地あり』って甘やかすこと!?　此方こなた違うと思うなぁ！　処分しなきゃいけない人間はいるでしょ!?　いるんだよ！」

「処罰されるべき人間はいるよ。でも、それを決めるのはきみでも彼方かなたくんでもない」

「じゃあ誰!?　誰が決めてるの！　会わせてよその馬鹿に！　加害者に優しくて、被害者に冷たい今が間違ってるから正してるだけなのに！　何も出来ないやつが文句つけんなッ！」

「……君たちから見て間違いを犯した人間なら、殺していいって？　随分と勝手だね」

「勝手なのは皆同じでしょ！　そもそも誰の所為せいだと思ってるの!?　助けてくれなかったくせに！　此方こなた達がどうしようもなく歪ゆがんでから正しさを振りかざしてさ！　此方こなた達は！　お前らが気持ちよく生きる為ための生いけ贄にえじゃないんだよ！　偉そうに上から否定しやがって！」

　叫びながら、此方こなたは異変に気付く。どれだけ視線を巡らせても、ナイフが見つからないのだ。

　自分は確かにそれを落としたのだから、周囲に転がっているはず──。

　…………待て。床のタイルにナイフが落ちる音を、金属の跳ねる音を、自分は聞いたか？

　此方こなたは今、観み月づきの足元で、下を向いている。これはもしかして、殺してくださいと言っているようなものなのではないか？

　間に合った、と取るべきか。遅かった、と悔いるべきか。

　次の瞬間、殺意が上から降ってきた。

「──ッッッ！」

　無理な体勢から勢いよく後退した所為せいで、僅わずかに反応が遅れる。毛髪数本が舞い、左腕の肘から手首までに裂傷が刻まれた。血煙が上がり、鋭い痛みが奔はしる。履いたままのスニーカーが快かい斗とだった肉片をミンチにしながら地面を滑る。結果、三メートル程の距離が空いた。

「……驚いたな。首の裏を一突きできると思ったのだけど」

　そう言った観み月づきの顔は、意外そうに目を丸くしている以外は、至って正常に見えて。

　けど、今まさに彼女がやろうとしていたことは、常軌を逸していた。

　少なくとも、刑事の対応としては。

　此方こなたの呼吸が荒くなっている。心臓が早はや鐘がねを打つ。脳の、まだ正常な、というより本能に近い、データの書き換え不可能な領域が、告げる。警けい鐘しようを鳴らす。逃げろ。ALERTアラート。警告。勝てない。DANGERデインジヤー。危険。死ぬかもしれない。

「……なんだ、山やま本もとさんも、狂ってるんじゃないか」

　此方こなたは笑った。脳みそからの命令でガンガン逃げることを推奨しまくる全身に抗あらがって、嗤わらう。

　ナイフを持った観み月づきは、無表情だ。

「わたしのお父さんはね、会社の帰りに不良グループに殺されたんだよ」

　ゆらり、と幽鬼のような挙動で近づいて来ながら、観み月づきは言う。

　唐突な告白。

　突然の回顧。

「その日はわたしの九歳の誕生日で、だからお父さんの遺品には、大きなクマのぬいぐるみがあったんだ。包装紙が破かれて、お父さんの血に染まったプレゼントがね。どうしてって、思うでしょ。普通に。なんで殺されなきゃいけないの？　って。パパ、何か悪いことした？　って。してなかったんだよ、これが。お父さんは全然、何も、悪くなかったんだ。精一杯働いて、やっとこさ娘に逢あおうと帰路についていたお父さんをね、不良さん達は、五万円だったかな、三万円だったかな、それが欲しくて、殺したんだって。すごいよね、この国。見た目は美しいのに、ほとんどスラム街の法則が適用されてるんだもん。笑える。で、不良さん達は捕まったんだけど、素敵なことに未成年で、この国は若者に絶対的に優しいから、何年かしたら社会復帰できちゃうんだよ。おかしくない？　パパ、死んだんだよ？　悪くないのに、殺されたんだよ？　きっと痛かったよ？　きっと泣いてたよ？　なのにさ、なんでかなぁ……」

　観み月づきの瞳ひとみから、一筋の雫しずくがこぼれ落ちる。

「その後ってのがさ、更に笑えるんだ。パパが死んですぐなのに、ママは働かなきゃいけなかった。だってさ、わたしを育てなきゃいけなかったから。二階建てのお家はアパートに変わって、若々しかったお母さんはやつれていって、ご飯はレトルトが増えて、新しい洋服を買ってもらう機会はぐぅっと減った。それでもお母さんは偉かったんだよ。文句を言わなかった。わたしの前では泣かなかった。わたしの前では笑ってた。休みの日は料理を作ってくれて、少しでも余裕ができたらわたしの為ためにそれを使ってくれた」

「不幸自慢？」

　くだらない。

　だからどうした、としか言いようがない。

　ありふれた悲劇一つ語られたくらいで涙するほど、最近の子供は優しくない。

　むしろ悲劇を起こす側に近い精神を構築しているのだから。

　しかし此方こなたの言葉を歯し牙がにも掛けず、観み月づきは語り続ける。

　語り聞かせるというよりは、言わずにはいられないとばかりに。

「でね、終わらなかったんだ。不幸には底が見えないんだ。びっくりだよね、ほんと。お母さんがね、ある日、帰ってこなかったんだ。わたしはおかしいなぁ、とか思いながら先に寝て、起きてもお母さんがいなくて、学校に行っちゃったんだよ。それで、三時間目の、国語の時かな？　校長先生が顔を青くして教室に入ってきてね、わたしを見るんだ。可哀かわい想そうなものを見る目で。それで、呼ばれて行ってみると、なんて言われたと思う？」

「犯されて死んでたんじゃないの？　此方こなたのママとお姉ちゃんも、そうして死んだし。珍しいことじゃない。男は女を、穴だとしか思ってないんだから」

「うん。そうなの。お母さん、殺されてたの。犯されてたの。公衆トイレの便器に頭突っ込まれて死んでたって！　もちろん大人はそこまで教えてくれなかったけどね、当時はさ。ほんと、訊ききたいんだけど、加害者には想像力がないの？　ねぇ、他人の人生を気分で壊すのは、どんな気持ちですか？　楽しい？　一瞬の快楽？　ふざけないでよ、被害者の苦しみは一生なんだよ。君達の一瞬の為ために、犠牲になっていいものなんてこの世界にはないんだよ！」

「だから？」

　そんなの、ただの普通だ。それが、皆さんが必死に護まもってる日常の正体なのですにゃー。

　平和な国なんて言われているが、それは〝比較的〟であり、〝他国と比べて〟であり、残念ながら絶対的に、などでは決してない。

　戦争しなければいいのか。銃器の販売がされていなければいいのか。核兵器を所持していなければいいのか。違う。その程度のことは、平和とは関係ない。

　結局、ベクトルが変わるだけだ。暴力と狂気の矛ほこ先さきが、外敵から自国民に向くだけ。

　インターネットが悪いんじゃない。創作物が悪いんじゃない。科学の進歩が悪いんじゃない。

　ただ、純粋に、人がそういう生き物だというだけ。

　インターネットのおかげで、かつてより不ふ祥しよう事じを隠すのが難しくなっただけで。

　未来のない老害たちにとって、若者向けの創作物は若者叩たたきに使える材料というだけで。

　世界の進化に置いていかれたくない者達が、理解もできない技術の進歩に文句を付けるだけ。

　侍さむらいだって刀を捨てろと言われた時は驚いたり抵抗を見せたりしただろう。貴族だって貴族制の廃止には文句を付けたに違いない。

　結局人間は、自分大事で、関係のない他人の痛みには興味を示せない。

　だから、殺せる。だから、無関係な死には心が痛まない。

　そういうふうにできているのだし、そうじゃなければここまで繁栄できなかっただろう。

　生物の頂点を謳うたう種族なのだ、傲ごう慢まんでないわけがない。

「結局山やま本もとさんは、パパとママを護まもってくれなかった欠けつ陥かんだらけの秩序を、護まもる仕事に就いたんじゃないか。そういうのを、無駄って言うんだと、此方こなた思うなぁ」

「言ったよね。処罰されるべき人間はいるよ。でも、それを決めるのはきみでも彼方かなたくんでもない、って。じゃあ誰かと此方こなたちゃんは訊きいてた。これが答えだよ。決めるのは、わたし」

「いひひっ！　いいね！　とっても素敵！　でも、被害者が加害者に転じることを黙認するなら、此方こなたの殺人も見逃してよ。此方こなたは被害者だったんだ。山やま本もとさんより酷ひどいよ？　聞く？　此方こなたの不幸自慢。最初のパパとママに棄すてられて、どんな地獄にいたか！」

　傷は思ったより深く、血が止まる気配はない。滴したたる血は宝石のように紅あかく、美しい。舐なめたらどんな味がするだろうか。キャンディのように甘ければいいのだけれど。

「わたしは犯罪者しか殺さない。君は違うでしょう？」

「あはははは！　悪い人を殺すのはいいんだ!?　そっかそっか。そうだよね、死刑とかあるもんね。でもでもね、山やま本もとさん、なら山やま本もとさんも死刑だね？」

「……？　意味が分からないよ、此方こなたちゃん。わたしは、こんなにも正しい」

「知らないの？　人殺しって、悪いことなんだよ？」

「きみこそ知らないの？　人の心を解さない異常者を、悪魔とか怪物とか呼ぶでしょう？　つまりそう、きみたちは人間じゃないんだ。害獣の駆除が、悪いことなわけがない」

　その言葉には、一切の不純物が含まれていなかった。

　神の教えを説く信者のように、語る言葉を疑いもせず真理と確信している。

「……山やま本もとさん、ちょっと頭おかしいんじゃないの？　せーしんかい行ったら？」

「君ほどじゃないから、安心して」

　山やま本もとは無表情でそう言ってから、溜ため息いきを一つ。

「他の人が来る前に、君を殺さないといけない。無駄話は、終わりにしようか」

　綺き麗れいに腐った目がこちらを見る。彼女は右手に握ったナイフで、自身の左手に切れ込みを入れた。プツっ、と肉が切れて、血が滲にじむ。

　馬鹿なのだろうかと此方こなたは思ったが、理由があるようだ。

「あぁ、残念だ。痛いよ此方こなたちゃん。わたしは君を諭そうとして、逮捕しようとして、でも君の激しい抵抗に遭い、仕方なく君を殺してしまいそうだ」

「……出来るといいね。出来るわけないけど」

　額を汗が通り過ぎる。軽口を叩たたいてはいるが、状況は絶望的。致命傷でこそないが傷は深く、退路は絶たれ、武器は無い。ここから生きて脱出する術はあるのか。此方こなたには分からない。きっと彼方かなたなら分かる。

　なら、彼方かなたが言いそうなことを考えればいいだけか。

　玄関に至る一本道は近づいてくる彼女に塞がれている。煌きらめく凶器は彼女の右手。この場には武器になりそうなものはない。ただ肉塊が転がっているのみ。ベランダは玄関のすぐ隣に位置している為ため、そこへ逃げても山やま本もとに追いつかれるのがオチだろう。彼女はあと数歩で此方こなたに肉薄し、その凶きよう刃じんを振るう。考えている暇はない。答えは？

「君みたいな人間は、生きていちゃいけないんだ」

「山やま本もとさんが何言ってるのか、此方こなた、ばかだからわかんなーい」

　ピクリと山やま本もとの肩が動く。それを見逃さず、此方こなたは手に握っていたモノを彼女の顔面に叩たたき付つけた。喩たとえるなら、水風船か。びちゃあ、と山やま本もとの顔面に物体が激突。直後に液体が迸ほとばしる。

　その場にあった唯一のモノ。快かい斗とだったモノ。肉塊。正確には心臓。それが凄すさまじい勢いで観み月づきにぶつかり、破裂した。

「──っ!?」

　いくら刑事とはいえ、血まみれの心臓を顔面に喰くらって平常心を保てはしないだろう。そうでなくても目には血が入って視界を阻そ害がい、鼻は血臭で麻ま痺ひ、口内には鉄の味が広がって不快に違いない。ざまぁみろ。

　此方こなたは立ち上がりざまに山やま本もとを殴なぐりつけようとして、慌あわてて手を引っ込めた。苦し紛れに山やま本もとがナイフを振るったからだ。怒りは収まらないが、ここは命を大事に。

　此方こなたは階段を駆け上がる。

「待て！」

「それで待つ犯罪者って、いるの？」

　自室の扉を開け放ち、ベッドの上に脱ぎ捨てられたコートと近くに転がるナイフを摑つかみ、ベランダへと飛び出る。

　柵さくに足を掛け、跳ちよう躍やく。僅わずかな浮遊感。落下が開始し、すぐさま終了する。バジルだかミントだか、父が育てていた雑草共とその下の土がクッションになり、膝ひざを大きく曲げることで衝撃の全てを殺すことに成功。腕は痛むが、死は回避できた。充分だ。

　これからどうするかは、全て〝彼方かなた〟に聞けばいい。

　彼に従えばいい。

　彼方かなたは此方こなたよりもずっとずっと、頭がいいのだから。
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◇遠えん藤どう彼方かなた・５◆




「……それじゃあ、また後で」

　此方こなたとの通話を終え、携帯をコートのポケットに仕舞う。

　血の気を無くした山やま本もとが卓上に紙幣を置いて店を後にしてから、彼方かなたはゆっくりと自分の分の食事を終え、支払いを済ませ退店。目的地に向かう途中で、此方こなたからの連絡を受けた。

　話を聞き、指示を出し、電話を切り、歩き続ける。

　山やま本もとが自分に疑いを向ける理由が此方こなたには分からなかったようだが、彼方かなたには分かる。

　似ているのだ。笑顔の仮面の下に潜ひそませている、清浄な異常の種類が。

　山やま本もとはそれに気付いたのだろう。

　面倒くさいなぁ。正せい義ぎが柴しば田たを殺しきれていないことも、山やま本もとに勘かん付づかれたことも、予定外だ。人生はままならない。ただ、全てが自分の思い通りにならないなんて、当たり前のことだ。

　そういう道を歩めていたなら、こんな有あり様さまにはなっていない。

　こんな、哀れな生き物になど。

　ぽつりと、頰ほおを滴しずくが伝うので、彼方かなたは最初、曇り空が雨を吐き出し始めたのだと思った。

　けれど、空を見上げて映るのは、緩やかに流れる鈍にび色いろの雲の群だけで、雨粒は見えない。

　そればかりか、周囲の人間が上ではなくこちらに視線を向けているので、彼方かなたは怪け訝げんに思う。

　それからややあって、ようやく気付く。

　雨ではなく、自分が泣いていただけなのだと。

　街中で泣き出す人間がいれば、それは目を集めよう。

　指で掬すくうようにして涙を弾はじき、何事もなかったように歩き続ける。

　なんで泣いてたの？　なんて馬鹿らしい疑問が浮かんで、彼方かなたは苛いら立だちを覚えた。

　当たり前だ。此方こなたは快かい斗とを殺したとも報告してきた。それはつまり、友人を失ったということ。彼が既にこの世にいないという現実に涙を流すことの、一体どこに疑問を挟む余地があるというのだろう。そんなもの、悲しいから以外にないだろうに。

　けれど、彼方かなたも違和感は抱いていた。普通はきっと、悲しいから涙を流す。彼方かなたは逆だった。泣いていることに気付いてから、そこの理由を埋めた。泣いたのは、悲しいからだと。

　心より体の反応が早い。それが何を指すのか考えようとして、やめた。

　胸が訴えかける痛みは検あらためる必要もなく本物で、ならばそれで充分だった。

　街行く人々の口くち許もとから、白い煙がふわっと吐き出されては消える。いつもこうならいいのに。呼吸していることを明確に示す何かとしてそれが存在すれば、もう少し皆、他人に優しくなれるのではないか。自分がいつも平気な顔で傷つける全てが、懸命に生きているのだと少しは理解出来るのではないか。いや、無理か。きっと、そういう人間は息苦しさを知らないから。他人のそれに共感する機能を持ち合わせていないから、分かり合えないのだ。

　ふっと、短く息を吐いてみる。生じた白は、次の瞬間には搔かき消きえていた。

「……………………」

　正直、彼方かなたは彼に期待していたのだ。快かい斗とがかつて言っていた言葉に。

　彼方かなたが悪いことをしそうになったら、止めるというあの台詞せりふに、ずっと心を囚とらわれていたと言っていい。

　それまで、たとえ冗談でも彼方かなたが悪に走るという想定を口にした者はいなかった。それは思おも惑わく通りで、同時に期待外れで。だから本当に、嬉うれしかったのだ。

　彼は止めてくれる。友達だからと、黙認はしない。そういう公平を、約束してくれた。

　結局、気付く前に死んでしまった。此方こなたに殺されてしまった。

　じゃあ、一体誰が自分を──。

　気付けば、住宅街に踏み入っていた。目的地はもうすぐそこ。

　もう一度天を仰ぐ。

　夜に浮かぶ雲から、雨を作る音が聞こえてきそうだった。




◇久く保ぼ詩し織おり・２◆




　詩し織おりは思い返す。彼方かなたに出で逢あうまでの最低の人生を。

　学校に〝見えない階級〟が存在することに気づいたのは、小学三年生の頃だ。

　家が貧乏なのか、その子は三着ほどのシャツを着回していた。サッカーが上手うまくクラスの中心人物であった子とその子がある日、喧けん嘩かをしてしまう。それは担任が仲裁に入ることによって止められたのだが、結果としてそれが虐いじめの引き金となった。

　次の日から、それは始まった。仮に貧乏な少年をＡくんとしよう。クラスの人気者はＢくんだ。Ｂくんはクラス中に、もちろん詩し織おりにも、Ａを無視するように指示した。皆が従った。

　だって当たり前だ。Ｂは人気者なのである。六年生の兄もいるし、逆らったら自分もどうなるかわからない。だから、従う方が無難。みんな、そう判断した。

　Ａくんの上履きが紛失する。誰も探さない。Ａくんの体操着にハサミで大きな切れ込みが入れられる。誰も何も言わない。Ａくんの教科書が焼却炉に投げ入れられる。誰もが無関心を貫く。Ａくんが泣く。Ｂくんは嗤わらう。周りの者も嗤わらうことを強制される。でも笑う。せめて自分に被害が及ばないように。

　同じ小学生なのに。何も変わらないはずなのに。どちらが上とか、誰が決めるのだろう。

　でも、厳然として、それは存在するのだ。

　Ａくんは転校した。誰もそれを嘆かなかった。

　次の標的は詩し織おりだった。生まれつきの茶髪を男子数人がからかった。詩し織おりはそれに傷ついて泣いてしまう。担任がそれを目撃し、男子らを注意する。少しふざけていただけなのにお叱しかりを食らった男子たちは、まるで詩し織おりが悪いかのように怒り、虐いじめに発展。

　大まかな被害はＡくんの時と同じ。両親には知られたくなかったが、いつだったか担任が教えてしまう。両親はすぐさま詩し織おりを転校させる。なんで被害者が逃げなくてはならないのか、今でも詩し織おりは不思議で仕方がない。加害者が罰を受けるのが、普通じゃないの？

　しかし、子供の世界に於おいてはその法則が適応されないのだと、知ることになる。

　新しい学校に馴な染じめぬまま卒業を迎えた詩し織おりは、勉強は得意だったので四し瞳どう学園に入学。

　だがそこに、かつての同級生がいた。詩し織おりが虐いじめられて転校したことはすぐさま広まり、そして虐いじめゲームが開幕。

　校内の監視カメラのおかげで規模はそこまで大きくなかったが、そんなものは監視の目がないところに連れて行かれれば意味がない。特に女子トイレは悲惨だ。少女マンガなどで描かれる虐いじめの描写は決して過剰演出ではないのだな、と詩し織おりはどこか他人ひと事ごとのように思った。

　どこかで聞いた、とある群れの話が脳裏をよぎる。

　一つの水槽で、複数の魚を飼う。すると一匹の、小さい個体は集団の中で虐しいたげられてしまう。

　さて、それは可哀かわい想そうだとその個体のみを別の水槽に移す。どうなるか。次に小さな個体が虐しいたげられる。このことから何が分かるか。

　全ての生物は、限定された空間において〝虐いじめてもいい弱者〟を選定し、そうすることで集団の和を保つのだ。誰もが生いけ贄にえを欲している。己の世界の中で、用意された箱庭の中で。

　つまり詩し織おりは、選ばれてしまった。虐いじめてもいい弱者に。痛つう罵ばを投げつけられ、唾つばを吐きつけられ、暴力をぶつけられ、それでも我慢するしかない。

　この世界に生まれ落ちた以上、既に完成されたシステムに抗あらがうことは無駄以外の何物でもなく、おそらく与えられた役目を粛しゆく々しゆくと全うすることが、最も労力の掛からない生き方なのだ。

　軋きしみを上げる心も、苦鳴を漏らす自分も、集団にとっては必要なのだ。大勢の安あん寧ねいの為ために、少数は痛みを受諾せねばならない。

　そう、思っていたのに。

「何をやっているんだ、君達は」

　静せい謐ひつなのに、どこか烈火を思わせる語調で、彼はそう言った。

　終業後、数名の女子生徒に半ば拉ら致ちされるようにして、詩し織おりは繁華街の路地裏に連れ込まれていた。詩し織おりは制服を脱がされ、ショーツ一枚で写真を撮とられているところで、現れた少年にはそれが理解できないようだった。

　それもそうだろう。彼は次元が違う。見えない階級の、確実に存在する一等級。言わば貴族。

　遠えん藤どう彼方かなた。学年一位の秀才にして、学園一位の人気者。詩し織おりをストレスの捌はけ口ぐちにするような中流階級とは違い、彼方かなたの人生は満ち足りているに違いない。恵まれた容姿と頭脳、培つちかわれた教養とユーモア。近寄りがたさは感じさせず、その笑顔は誰もを魅了する。

　そんな彼には、理解できるはずがないのだ。このシステムの意味なんて。

　詩し織おりを虐いじめていた女子生徒らが動転し、狼ろう狽ばいする中、彼方かなたの行動には迷いがなかった。ブレザーを脱いで詩し織おりの肩に掛けると、有無を言わせず詩し織おりの衣服を奪還してくれた。女子生徒の一人が口を開こうとしたところで、彼方かなたはそれを制する。

「言い訳は聞かない」

　他者を圧するような、重量のある声。それだけで三名の女子達は竦すくみ上あがった。

「携帯を出せ」

　ひったくるようにして女子生徒らから携帯電話を没収した彼方かなたは手早く操作。データを消しているのだと詩し織おりが察したのは、随分後のことだ。

　苦しげに顔を歪ゆがめた少年は、一息ついてから、低く言う。

「僕の全力を以もつて、君達に後悔させてやる。精々覚悟しておくように」

　後日少女らは退学処分となった。どうやったかは、未だに教えてくれない。

　ありがとうございます。そう言うべきだったのだろうが、詩し織おりの口から出たのは「どう、して……」という言葉だった。

　詩し織おりを助けてくれたのだとはわかる。だが何故なぜ助けてくれたのかはわからなかった。

　そして、繁華街の路地裏なんて場所で行われる虐いじめに、どうやって気づいたのかも。

　彼方かなたは発言の意味を正しく汲くんでくれたのか「あぁ」と頷うなずいてから応えた。

「不愉快な笑い声が聞こえたから、何か不愉快なことが起きているんだろうな、って」

「それで踏み込むとか、お前ほんとヒーローな」

　場の空気を和ませようとしたのか、後ろの少年がからかうように言う。

「ってか、俺には聞こえなかったんだが、耳いいよな」

　確かに女子生徒達は詩し織おりを嘲あざ笑わらっていた。

　でもそう、快かい斗との言う通り聞こえる距離ではない筈はず。

　それに対し、彼方かなたは一瞬だけ試すように詩し織おりの瞳ひとみを見て、呟つぶやく。

「……冬だから、かもね」

「え？」

　聞かせるつもりがなかったのか、その声はとてもか細く、詩し織おりは聞き逃してしまう。

「なんでもないよ。たまたま聞こえたんだ。でも、聞こえてよかった」

　彼方かなたが微笑ほほえむ。

　その笑顔はあまりに眩まぶしく、詩し織おりの胸を大きく高鳴らせた。

　そして、その事件をきっかけに、彼方かなたは詩し織おりを気にかけてくれるようになった。詩し織おりが分不相応な恋に落ちるのは自明の理で、それが成じよう就じゆしたのは驚きよう天てん動どう地ちの出来事だった。

　驚くべきことに、現在、四し瞳どう学園に見えない階級は存在しない。少なくとも、詩し織おりには観測できない。誰かが消したのだ。誰が？　彼方かなたに決まっている。そんなことが可能なのか？

　可能なのだろう。賢けん君くんの許もとに集う民は、総じて柔順だから。彼方かなたは命じることもなく、画策することもなく、平和を実現した。極めて限定的な、箱庭の安あん寧ねいを演出した。

　詩し織おりと彼方かなたでは、常人と彼方かなたでは、スペックが違い過ぎる。だから彼を理解することは詩し織おりにはできないし、する必要なんてないのだろう。

　ただ、自分が隣にいることを一秒でも長く許してもらえるようにと祈るだけ。

　と、そこで玄関のチャイムが鳴る。

　リビングで待機していた詩し織おりは、母親が反応する前に立ち上がり、視線で制する。緊張のあまり泣きそうな顔をしていたかもしれない。母は「ほっほー」とニヤニヤ笑い出した。

　赤くなる顔を見られぬよう玄関へ急行。深呼吸をしてから、扉を開ける。

　風が運んできたのは冷たさと、待ち人。

「ごめんね、急に」

　申し訳なさそうに微苦笑する彼方かなたに、「い、いえ、全然っ」とどうにか返す。声が上うわ擦ずってしまい、俯うつむいて赤面。クスクスと背後から笑い声が聞こえるので振り向くと、母がいた。

「あらあら、彼方かなたくんじゃない。いらっしゃい」

　彼方かなたが自宅を訪ねてくるのは初めてではないので、二人には面識があった。

「お邪魔します」と頭を下げる彼方かなたと自分の娘を交互に見て、それからうんうんと頷うなずく。

「それじゃわたし、ドラマ観てるから。音量大きめで」

「お母さん……っ！」

　精一杯の声量で怒ってみたが、母は笑顔のまま悪びれもせずリビングに引っ込んでいった。

「相変わらず、面白いお母さまだね」

　母の言葉を気にした様子もなく、彼方かなたはいつも通りの柔にゆう和わな笑みを浮かべていた。

　安心と同時に、残念に思う気持ちも浮上してきて、詩し織おりはそれを追い払うように首を振る。

　そんな詩し織おりの奇行を見て、彼方かなたは目を丸くした。しかしそれも一瞬で笑顔に変わり、すぐに理由を察したらしい彼が言う。

「……あぁ。大丈夫だよ、今日はそういうのじゃないから」

「きょ、きょうは……っ」

　ということは──。

「ごめん、詩し織おり。こちらから訪ねておいて申し訳ないんだけど、あんまり時間がなくてさ。出来れば、部屋に上がらせてもらいたいかな」

　彼らしくない、どこか余裕を欠いた表情を見て、顔に差していた熱が引く。

「え、あっ、はい……！　ど、どうぞ」

　部屋は二階なので、先行する形で階段へ。普段から使っているものだというのに、何度も足を踏み外しそうになってしまう。後ろを歩く彼方かなたの苦笑が目に浮かんで死にたくなる。

　自室の扉に手を掛けて、心の中で再確認。片付けは万全。見られてはならないものは全て隠した筈はず。深呼吸を一つ。不審がられる前にと、一思いに扉を開ける。

　彼方かなたは部屋を首の動きだけでぐるっと見回すだけで、特に何も言わない。

「あ、あのっ、お茶とか、あれ、持ってきます」

「いや」一階に向かおうとする詩し織おりを、彼方かなたが手で制する。「ありがとう。でも大丈夫」

「そぉ、ですか……」

　彼方かなたからの連絡はいきなりだった。

　学校を休んだ彼から逢あいたいと言われた時は少し驚いたが、詩し織おりがそれを断るわけもなく、こうして迎え入れたのだが……。

「これを返しておこうと思って」

　そう言って彼がポケットから取り出したのは、詩し織おりの携帯電話だった。

「え、あ、それ……」

　てっきり無くしたものと思っていたのに。どうして彼方かなたが、と尋ねる前に彼は答える。

「ごめんね、勝手に。──でも、お互い様ってことになるのかな」

「────」

　心臓が止まるかと思った。

　その表情で、彼方かなたは確信したらしい。

「お見舞いに来てくれた日、部屋に入ってすぐ転んだのは、わざとだったんだよね？」

　彼方かなたの瞳ひとみに責めるような色は無い。それが逆に恐ろしかった。

　そして、彼は世間話の延長のような気軽さで、いつも通り柔らかく、言う。

「桜さくら井い夏なつ希きを殺したのは、君だ」




◇山やま本もと観み月づき・４◆




　シャワーノズルから吐き出される粒子状の熱湯が、肌に当たっては汚れとともに流れ落ちていく。螺ら旋せんを描きながら排水口に吞のまれていく汚れは、赤い絵の具を薄めたような色合いをしていた。

　それを、観み月づきはじっと見つめている。我慢出来なくなったら、瞬まばたき。

　何度か繰り返し、視覚の調子を確かめる。

　先程までは目も開けられない状態だったので、大分改善されたと判断。

　観み月づきはもういいかと思い、シャワーを止めた。

　視界は良好。顔を中心に付着していた誰の者とも知れぬ血汚れは全て落ちた。

　近こん藤どう家けの浴室から洗面所へ出る。棚に置いてあるバスタオルで体を適当に拭ぬぐい、その後巻く。

　自分で付けた傷がじんじん痛むので、脱ぎ捨てたズボンのポケットからハンカチーフを取り出して強く縛った。洗面台の鏡を見ると、母親似の自分の顔が映っている。目め許もとと歩き方は父に似ているとかつて母が言っていた。それを再確認する度に、観み月づきは活力が湧くのだ。

　大好きな両親の欠片かけらが自分の中には在って。二人が生きていた事実はこうして残っている。

　そして今、生きている自分は大嫌いな悪を殺せるのだ。

　自分が正しいことをする度に、今は亡き両親の生、その価値が上昇する。こんなにも正しい自分を生んだ人間は、とても素晴らしいという理屈。

　拳銃や手て錠じよう、携帯電話や財布などを腕に抱え、洗面所を出る。

　此方こなたが残した血の痕を踏まないように二階へ。開いている扉を覗のぞくと、血の痕が続いていた。

　内装はシンプルだ。バラバラ死体と部屋中に散らばる刃物さえ無ければ、無個性とも言える。

　表面を父親思いの少女に取とり繕つくろっていただけで、その中身は怪物と呼ぶに相応ふさわしい。

　此方こなたの部屋を通り過ぎ隣の部屋へ。どうやら正せい義ぎの部屋らしい。無断で侵入。クローゼットからワイシャツとスラックスを拝借。タオルを放り、衣服を身に纏まとう。スラックスの方はベルトを限界まで締めればどうにか穿はけた。最後にロングコートを纏まとう。そして階下へ下りる。

　噎むせ返かえるような悪臭と血ち溜だまりに沈む肉片と再遭遇。一瞬だけ目を伏せ、玄関へ。

　旭あさひと正せい義ぎの件で混乱しているのか、まだ他の者が来る様子は無い。

　外へ出ると、近く雨が降ることが明白な暗雲が立ち込めている。黒い傘をこれまた無断で借りることにし、此方こなたが逃げた方向へ向かう。

　二階から庭へ、そして柵さくを越えて道路に出たのだろう。

　観み月づきは笑いが出るのをどうにか堪こらえた。

　血の痕が、まるで目印のように続いている。

　点々と、それを流した者の行く先へと導くように。

「だめだなぁ此方こなたちゃん。パンくずと違って、血の痕は鳥も食べてくれないよ」

　この先に殺人鬼がいる。

　空が雨を吐き出す前に追いつかねばと、観み月づきは急ぐ。




◇久く保ぼ詩し織おり・３◆




「ねぇ、あんたよあんた。そこの貧乳」

　その呼びかけは、先週の木曜。

「…………わ、わたし、ですか」

　夏なつ希きを殺害する前週の放課後。不機嫌そうな彼女に、下げ駄た箱ばこ付近で声を掛けられた。

　誰とでも仲がいい人気者の男子といえば遠えん藤どう彼方かなただが、他者を寄せ付けない有名人な女子といえば桜さくら井い夏なつ希きだった。二人はともに成績優秀、容姿端麗であり、性別や対人関係に対するスタンスが真逆であることから、日頃から対比されていた。

　さて、そんな桜さくら井い夏なつ希きに声を掛けられる理由が思い当たらず、詩し織おりは当惑してしまう。

　それが癇かんに障さわったのか、夏なつ希きは舌打ち。詩し織おりはたじろぐ。正直に言えば、彼方かなたと家族を除くほとんどの人間が、詩し織おりは苦手だ。ともすれば、次の瞬間に危害を加えられるのではないかと、恐ろしくて堪たまらない。

　実際、夏なつ希きは暴力こそ振るわないが、放たれる雰囲気はそれだけ凶悪だった。

「あんた、彼方かなたと同じ部活なんでしょ？」

「……はい」

「あたし、彼方かなたに告白したんだけど、断られたのよね。彼女がいるって」

「……は、はぁ」

　彼女の口ぶりから、その彼女が自分だとはバレていないと悟る。しかし厄介なことには変わりない。口下手な自分が、上手に誤ご魔ま化かせるとは思えない。

「──で、訊ききたいんだけど、彼方かなたってやっぱり此方こなたと付き合ってるの？」

　……………………。

　胸がざわつく。

　違う、と否定したいが、じゃあ誰、と言われると面倒だ。

「……さ、ぁ。どぉ、でしょう。けど、とても、仲はいいです、あの二人」

　夏なつ希きは得心がいったというふうに数度頷うなずいた。

「ふぅん、やっぱりそーなんだ。まぁいいや。此方こなたには悪いけど、別れてもらえばいいか」

「…………え」

「あたし、欲しいものは何をしてでも手に入れたいと思うの。本当に欲しいなら、手に入れる手段なんか選ばない。あたしは彼方かなたが欲しいから、その為ために何でもするの。取とり敢あえずは、何か弱みとかないかお父様に聞こうかな。他人に知られたくない秘密とか、家庭事情とか、さ」

　嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべて、彼女は挑戦的に言った。

「……だ、ダメ、です」

「はぁ？　なんで？　あんたに関係ないでしょ？　ってか、あんたみたいな根暗女に、あたしに口ごたえする権利なんて、ないし」

　彼女は人差し指を立て、それを詩し織おりの額に押し付けた。

　そして、去って行ってしまう。

　詩し織おりは慌あわてた。どうしようと思った。仮に、彼女の魅力に惹ひかれるなり、脅おどされるなりして彼方かなたが夏なつ希きと付き合うことになったらと考えると、気が気でなかった。

　自分を助けてくれた人だから、ではない。いや、それが出で逢あいではあったけれど。彼は救世主に等しい存在だけれど。そうではないのだ。

　好きな人を奪われたくないという、誰にでも備わっている感情。

　それに加え、奪われたら取り戻すことなど自分には出来やしないという不安。

　詩し織おりは思った。なんとしてでも、阻そ止ししなければならないと。

　でも、どうやって？　自分の言葉に耳を傾けない彼女は、どうしたら止められるのだろう。

　悩んだ末に、詩し織おりは気付く。あぁ、永遠に動けなくすれば、人は止まるではないか。

　一度気付けば、あとは簡単なことだった。彼女が彼方かなたを脅おどす材料を揃そろえる前に殺さなければならないのは難点だが、リスクを顧かえりみなければ方法は無いでもない。

　そうして考えついたのが、校内での殺人だった。その為ために彼方かなたの携帯電話が必要だったから、後から合流した彼方かなたを自宅に招き、彼がトイレに行っている間に盗んだ。

　良心が咎とがめたが、詩し織おりからの呼び出しでは夏なつ希きを呼び出すことなど出来ない。

　当日になって「この前の告白について考え直した、君さえよければ話したい。できれば誰も来ないところ……理科準備室とか」と彼方かなたの携帯から夏なつ希きにメールを送る。理科準備室でなくとも犯行は可能だったが、夏なつ希きはそれを疑うこともなく了承。彼方かなたから屋上で告白を受けたと聞いていたので、父から鍵を借りることくらい彼女ならやるだろうと予想。そして的中。

　逆に屋上に呼び出されることも懸け念ねんしたが、それならそれで問題はなかった。密室殺人という不可能殺人を達成することによって自分が疑われる可能性を低くするとともに、遺体の発見を早期に行ってもらうのに適していなかっただけ。

　更に此方こなたに夏なつ希き殺害の嫌疑を掛けようと、同じく彼方かなたの携帯から呼び出しメールを送信。

　授業終了二十分前に腹痛を訴え理科準備室近くのトイレにて彼女を待ち、そして──。

「詩し織おり、どうかした？」

　いつまで経っても携帯を受け取らない詩し織おりを、彼方かなたが気遣わしげに見つめている。

「……え…………あ、えと、その……質問、いい、でしょぉか」

　相手を苛いら立だたせてしまう詩し織おりの愚鈍な喋しやべり方にも、彼方かなたは嫌な顔一つしない。

「もちろん」

　そっと携帯を受け取って、それから口を開く。

「い、いつ、わたし、だって……」

「携帯電話が部屋で見つかった時」

「────」

「詩し織おりだっていうのは少し考えたら分かったよ。最初に本棚に近づいたのは詩し織おりで、快かい斗とは落ちた本を片付ける為ために近づいただけだ。そもそも、快かい斗となら正直に言ってくれただろうから」

　胸にナイフでも差し込まれたような痛みが奔はしるが、彼方かなたの表情に責める色が無いことから僅わずかに痛みが引く。それでも心を落ち着けるのには時間が必要だった。

　つまり彼方かなたは、自分が犯人だと分かっていた。分かっていたのに、恋人を続けていた。

　ということは。

「彼方かなた、くんは」

「うん。詩し織おりが犯人だって事実を、なんとしても隠さないといけないなって思ったんだ」

　あの時、彼方かなたが理事長についていった、その理由は──。

「きっと、時間が経てば他の人でも僕と同じ方法に気付く。だから、先に実行して、容疑者から詩し織おりを除外した。でも、驚いたよ。容疑者に此方こなたと快かい斗とまで含まれていて、あれは少し焦あせったな。僕の携帯を使って呼び出したのは、桜さくら井いだけじゃなかったんだよね？　此方こなたもだ」

「…………は、い」

「此方こなたと僕の仲に嫉しつ妬として……ってだけではなくて、理由があった。そうでしょう？」

　彼は一体どこまで……いや、彼のことだ、既に全て理解出来ているのだろう。

　詩し織おりが感じたのは、恐怖でも罪悪感でもなく、喜びだった。

　彼は全てを知った上で、自分の罪を隠匿する為ために動いてくれた。

　それは紛れもない、愛情からくる行動で。その事実に、昏くらい感動が湧き起こる。

「……わ、わたしが桜さくら井いさんを殺したのは……その、彼方かなたくんの言う通り、です。けど、えと、その……と、トリックといいますか……一応、密室ということになってたわけなんですけど……見破ったりとか……えぇと」

「あぁ、あれは厳密には密室じゃなかった。だろう？」

　彼方かなたは事も無げに言う。

　自分が限られた時間で考えたトリックだ、彼方かなたからすればそれを解くなんて、児戯に等しいのだろう。

「…………はい、正解、です」

「詩し織おりが理科準備室を指定したのには理由があったはず。一つ、僕らのクラスが当日に理科の実験授業だったこと。二つ、理科教諭がその準備を日直にやらせると知っていたこと。三つ、日直が田た中なかくんと田た口ぐちさんだったこと、正確には日直に女子が混ざっていたこと。四つ、理科準備室はＢ棟にあった、特別授業でもなければ一般生徒が近寄らない場所にあって、監視カメラの数が少ない。他にもあるのかもしれないけど、密室トリックもどきを演出するならこれくらいで充分だ」

　当たっている。さすが、というべきなのだろう。そもそも、自分が彼方かなたを欺あざむくことなど、できるはずがなかったのだ。

　彼方かなたはどんどんと、詩し織おりの陳腐な仕掛けを暴いていく。

「詩し織おりは桜さくら井いが準備室の鍵を開けるのを確認してから侵入、持ち込んだスタンガンを使用。全裸に出来てなかったことから、殺してから脱がしたのかな。そして扉の背面に背をくっつけて息を潜めていたんだ。あるいは机の裏に隠れてたとか？　ともかくあとは日直が鍵を開けるのを待つだけでいい。田た口ぐちさんは室内に足を踏み入れることなく悲鳴を上げ、田た中なかくんも一人で遺体に近づくことなんてしない。裸で死んでる女子生徒に駆け寄ることが出来る中学生なんてそうそういないし、それが出来ない二人が日直だから実行したんだよね。二人が去ってから、詩し織おりはその場を後にした。そこからトイレにでも戻って、人が集まったあたりでさり気なくクラスメイトに混じった。これで、密室の完成だ。第一発見者が君を発見出来なかった時点で」

「……もし、理科準備室から出る時に、他の人に見られたら──」

「だから詩し織おりは、後ろ向きに、今まさに遺体を発見して呆ぼう然ぜんとしているという体ていで、準備室から出た。仮に誰かに見つかっても、君はもう第二発見者を装よそおうことができる。日直の二人は鍵が掛かっていたことを知っているから、心理的に室内で犯人が息を潜めていたとは考えられない。準備室内にも、その扉の前にも、もちろんトイレにも、監視カメラの目は光っていない。犯行時刻から前後して怪しい者を探しても、君は引っ掛からない。つまり、日直の二人が小心者、いや、一般的な感性を持っていた時点で、君の密室トリックは完成していたんだ」

「…………正解…………です」

「博打ばくちめいたトリックだけど、実際成功してしまった。思い切りがいいというよりは……時間を掛けている余裕が無かったのかな？　犯行に焦あせりが感じられたし」

　もはや詩し織おりには頷うなずくことしかできなかった。理解、され過ぎている。自分の思考は全て見透かされていた。

「そうなればもう、誰もきみを疑わない。桜さくら井いさんの服を脱がして殺すなんて意味ありげなものに警察は理由を求めるだろうし、それも込みできみの狙い通りなんだから」

　だけど、と彼は続ける。

「残念ながら僕のやった方法だと、君は容疑者リストに残ってしまう」

　彼方かなたの言う方法とやらの詳細は分からないが、彼が言うならそうなのだろう。

「……あの、でも、その日は、警察の荷物検査、が、あって」

　彼方かなたであれば、犯行にスタンガンが使用されたことも知っているか見抜いた筈はず。だが結局、校内で発見されることはなかった。それは──。

「太ふと腿ももの内側に巻きつけたんじゃないかな。ズボンでは出来ないけれど、スカートなら隠せるよね。女子生徒全員のスカートの内側までは、さすがに調べないだろうし。スタンガンを使ったのも、此方こなたに疑いが向くようにする為ためだった。違う？」

　全てその通りだった。

　此方こなたの父が心配して娘にスタンガンを持たせているという話を夕飯の席で両親に話した時、父も心配になったようで後日買い与えてくれたのだ。

　だが詩し織おりはそれを学校には持っていかず、部屋に置いておいた。

　まさか殺人に利用するとは思っていなかったが。

「ここまで聞いて察していると思うけれど、僕はこれを警察に言うつもりはないよ」

　彼方かなたが見るものを癒やす笑みを浮かべて、右手で詩し織おりの髪を梳すいた。

「…………でも、悪いこと、ですよね」

　彼方かなたは、それを何よりも嫌っていた筈はずだ。

「そうなんだけどね」

　否定せず、困ったように頰を搔かく。

　それから、次の句が吐き出されるまで、十秒程あったろうか。

「うん……正しさより、詩し織おりの方が大事みたいなんだ」

　そう言われて、詩し織おりの胸に去来したのは。

　先程感じたものを超える喜びと、疑問だった。

「どう、して」

　自然と、そんな言葉が漏れる。そう、そこまで想ってもらえることが、詩し織おりには不思議でならなかった。例えば顔の造形が優れているでも、胸があるでもない。性格だって人を惹ひき付つけるようなものではないと自覚している。彼から向けられる愛情の出処が不明なのだ。

　だから、それを素直に受け止めることが出来ない。

　詩し織おりからすれば当然ともいえる問いかけに、彼方かなたの表情が曇る。外れると分かっていながらクジを開いて、案の定外れてしまった時のような。心の準備を済ませていたにもかかわらず、落胆を抑えきることが出来なかった。そんな時に表出する、僅わずかな、ほんの僅わずかな歪ゆがみ。

　しかしそれも一瞬のことで、次の瞬間には笑顔に修正されている。

　追及を躊躇ためらわせる、完璧な微笑ほほえみ。

　結局彼方かなたは何も応えず、自身の左手首を胸の前に掲げた。腕時計で時刻を確認。

「ごめん、そろそろ行くよ」

　彼の柔らかい拒絶に、詩し織おりは反発せず頷うなずいた。

　こちらの背を向けた彼方かなたは、扉に手を掛けたところで何故なぜか立ち止まる。

　首だけ振り返った彼の顔は、不安げで。

「一つだけ、訊きいてもいいかな？」なんて言う。

　詩し織おりはこくりと顎あごを引いた。

　彼の望みなら、それを拒む理由が詩し織おりにはない。

「仮に、そうだな、僕が、きみよりもずっと、沢山の人を殺していたとして。周りの人が思っている程完璧ではなくて、それどころか、悲しいくらいに不完全な、そんな人間だとしたら」

　そこまで言って、彼方かなたは言葉を区切った。

　瞳ひとみの中の光が揺らめく。怯おびえが奔はしる。唇くちびるが震える。

　そして、彼方かなたは、躊躇ためらいがちに、口を開いた。

「君はそれでも、僕を好きでいてくれるのかな？」

「当たり前です」

　自分のものとは思えないくらいに、はっきりとした声が出る。

　彼方かなたも同じことを思ったようで、驚いたように目を見開いた。

　詩し織おりは恥ずかしくなって、空から咳せきを挟んでから、今度はいつも通りの調子で言う。

「……彼方かなたくんは、彼方かなたくんですから」

　彼の言葉の意図は分からないが、それが詩し織おりの偽いつわらざる気持ちだった。

　彼方かなたは「……そ、っか」と呟つぶやいたきり、考えこむように黙ってしまう。

　何かを確かめるように目を閉じ、やがて、ふっと溢あふれるようにして笑みを浮かべた。

「ありがとう。やっぱり僕は、詩し織おりが好きだよ。人を殺してしまったとしても、君という個人が別人になるわけではないから」

　少しだけ言い回しを変えているけれど、それは詩し織おりが言ったのと同じ言葉で。

　自分と同じことを考えてくれているという事実に、詩し織おりの胸は容易たやすく温かくなってしまう。

「それじゃあ、また」

　そう言って、今度こそ彼方かなたは部屋を出て行く。




◇山やま本もと観み月づき・５◆




「…………さて」

　観み月づきは右手に握っていたナイフを地面に放って、それから背筋を伸ばした。欠伸あくびが漏れてきたので、口くち許もとを手で押さえる。

　廃校になった小学校の、体育館。小高い丘の上に建っていた小学校は、年々減っていく入学者に経営を続けられなくなり、廃校となった。資料によれば、遠えん藤どう彼方かなたと近こん藤どう此方こなたの母校ということになっている。二人が最後の卒業生とのこと。

　そんな、母校の体育館、ステージの上。少女は死体となって横たわっていた。近こん藤どう此方こなた。十四歳。殺人鬼。連続殺人犯。犯罪者。死んで当然の悪。

　彼女の周囲には血だまりができていた。紅あかい雨う潦ろう。少女の体から降った血液という雨う滴てき。その集合体。血の雨。血の水みず溜たまり。自分を巡っていた液体に、自分を浸つからせて死んでいる少女。

　観み月づきは人を殺したいわけじゃない。だから苦しまないようにと心臓を一突きしてあげた。随分と抵抗されてしまったけれど、どうにか殺すことができた。

　逃げ出した際に、少女は自室からナイフを持ち出していたらしい。それを奪って殺すのは、労力こそ要るもののそう難しいことではなかった。

　深呼吸。息を整える。心を落ち着ける。普段の自分を思い出す。

　愚者の仮面を被かぶる。他人からの評価は低い方が楽だ。勝手に高たかを括くくってくれる。期待はされない方が楽だ。応えようとしなくていい。脳ある鷹たかは自身が鷹たかであることを悟らせない。鴉からすの群れに混じり、道化を演じ、同じ餌場で残飯を貪むさぼる。決して己の正体を、見抜かれないよう。

　山やま本もと観み月づきは、正義の味方に擬態している。その方が、楽だから。事実、正義ではあるのだ。

　加害者を見つけて殺すには、警察機関に身を置くのが手っ取り早い。けれど危険思想の持ち主であると思われてもいけない。だから観み月づきは、馬鹿のフリをする。正しく悪を滅ぼす為ために。

　おそらく誰も自分を疑わない。こういうときに疑われないように、日々を生きているのだ。

「折せつ角かくシャワー浴びたのに、また汚よごれちゃったよ」

　ぼやきながらポケットの携帯電話に手を伸ばそうとして、止める。

　腕の先をポケットではなく腰のホルスターに回し、振り向きざまに拳銃を構える。

「わ」

　銃口の先で、まったく驚いていないだろうに、驚いたような声を出したのは。

　遠えん藤どう彼方かなた少年だった。

　ステージから体育館入口までの距離を考えると、とてもではないが撃っても当てられない。

　それに気付いているのだとしても、随分と余裕の態度だ。

　彼はポケットに手を入れた状態で、ゆっくりとこちらに近づいてくる。

「来たんだ。でも遅かったね、此方こなたちゃんなら今死んじゃったところだよ」

「殺した、の間違いでしょう」

　彼方かなたは観み月づきの後ろ、ステージの上、此方こなたの死体を一瞬だけ見て、すぐに視線を切った。

「驚かないんだ？」

　驚きどころか、そこには悲しみの色さえ無く。

　少年は柔にゆう和わな笑みを湛たたえて、言う。

「まぁ、これ以上彼女に殺してほしい人間はいませんでしたし、惜しくはないですよ。誰だって、トイレットペーパーの芯に価値を見出したりしないでしょう？」

「用済みってこと？　……最低だね。彼女は最さい期ごまで君を信じていたのに」

「当たり前です。そうなるよう調整したのは僕なんですから。ただまぁ、正せい義ぎさんの件は少し驚いたかな。あの人は今まで、ちゃんと指示通り動いてくれていたんですけど」

　自分の頭部を撃ち抜いたように、柴しば田たの頭を吹き飛ばさなかったことを言っているのだろう。

　正せい義ぎは彼方かなたに逆らえない何かがあって、せめてもの抵抗の形が今の状況なのかもしれない。

「柴しば田たさん、死なないですかね。このまま助からないでくれると、僕は助かるんですけど」

　台風で休校にならないかな。彼の言葉の気安さは、それによく似ていた。

　悪行を為なしておいて、それを日常に起こる出来事の一つとしてしか捉えていない。

　カッと頭に血が上った。反射的に引き金を引きかけるが、寸前で留まる。

「……きみは、此処ここに何をしに来たの」

「訊ききたいことがあって」

「訊ききたいこと？」

「山やま本もとさんは、どうして僕だと思ったんですか？」

　文脈やこれまでの状況から、此方こなたに殺人を指示していた者、という意味だと判断。

「別に。きみのお父さんかきみなら、きみの方が怪しく思えたってだけ」

「あはは、勘かんですか。まぁ、あの人、外面だけは完璧ですからね」

「きみもでしょ」

「山やま本もとさんも負けてませんよ」

　にっこり微笑ほほえんで首をかしげる様は、優美でさえあった。しかしそれも、状況にそぐわないという一つの要素によって、観み月づきには酷ひどくおぞましいものに映る。

「……此方こなたちゃんや近こん藤どう警部に人殺しをさせて、きみは一体、何がしたいの」

　そう。彼方かなたを怪しいとは思っても。彼方かなたが他人を操って人殺しに精を出していたと判明しても。その理由が、その果てに望んでいるものが、観み月づきには分からない。

　彼方かなたは微かすかに目線を下げ、すぐにそれを観み月づきに戻す。戻して、口を開く。

「消してしまいたい過去を、消してしまおうと思って」

「なに、を」

「誰にでもあると思うんです、消してしまいたい過去。例えばそうだな、好きな子が自分のことを同じく好いてくれていると勘かん違ちがいして告白してしまったこととか、皆の期待を背負った大事な試合でミスを犯して大敗してしまったこととか、愛する人に裏切られたりとか。なんでもいいんです。世界から見たらよくあることだけれど、いつまで経っても頭から離れない嫌な記憶。山やま本もとさんならそうだな、父親と母親がチンピラに壊された事件そのものとかですかね？」

「なにが……！　……きみは、なにが言いたいんだ」

　彼の言葉はスッと耳に入る。耳から容易たやすく侵入し、心まで至ってそれを乱す。

　観み月づきは首を揺すり、ゆっくりと呼気を吐いた。少年を見据える。彼は肩を竦すくめていた。

　するすると、まるで台本を諳そらんじるように語る。

「あるところに、虐待されている子供がいました。体は男の子なのに、心は女の子。そんな息子を、理解の無い両親は愛さず虐しいたげたのです。そしてある日、変態医者夫婦に売り飛ばしてしまいました。哀れ、子供は殺人を強制され、大事な友達まで手にかけたところで警察に救出されましたが、その頃にはもう、壊れていたのです」

　柔にゆう和わな笑みを湛たたえ、絵本でも読み聞かせるような優しい声で、少年は続ける。

「壊れた子供は、壊れながら思いました。普通に、清く、正しく、優しく生きていけたらな。既に異常で、薄汚く、誤りだらけで、優しさなんて知りもしないくせに願いました。大人なら現実に阻はばまれて諦めてしまうようなことも、子供は無知故に願い続けてしまいます」

　すぐに、それが創作ではなく誰かの過去なのだと悟る。おそらく、彼方かなた本人の。

「歪ゆがみを持って生まれ落ち、理解なき親に虐しいたげられ、売り払われた先で殺人を強制された子供は、それでも自分を諦められなかった。可哀かわい想そうに、彼女は物語の中にしかいないような『頭が良くて優しくて困ったことがあれば助けてくれる』そんな男の子を作り上げ、懇こん願がんしたのです。この人生で自分を幸せにしてくださいと。まともな人間なら、叶かなわないって分かる筈はずなのに」

　自分の胸に手を当て、言う。

「出来上がったのが、遠えん藤どう彼方かなたです」

　まるで描いた絵を親に見せるような、無む垢くな子供のような笑み。

　それはしかし、観み月づきには泣き顔にも見えた。

「面白いことに僕は彼女の望んだスペックを発揮しました。心と体の性は一致していますし、悪行に忌き避ひ感かんを持ち、善行を行い、他人に優しくすることが出来る。可哀かわい想そうな過去があるなんて誰も想像も出来ないような、完璧な男の子。まぁそれも、普段はって条件付きですけど」

　犯罪者の言い訳めいた見苦しさは微み塵じんも感じない。

　ただ事実を語るような語調は、故に観み月づきの心をざらつかせた。

「でも、それでも彼女は満足出来ませんでした。いつ、誰が過去を持ち出して自分の幸福に水を差すか分かったものではなかったからです。よくあるでしょう？　過去の過あやまちをちらつかせて人を脅おどす、なんて。ドラマとかでありがちですよね。今、どれだけ幸せでも。過去と、それを知る人間は簡単にそれを壊そうとする。彼女は、それが怖くて怖くて仕方ないんです」

　我が事を、まるで他人ひと事ごとのように語る。

　本来ならば違和感が伴うだろうに、彼の言葉にそれは無い。

「だから、消すことにしました。それがあったと証明する、全ての媒ばい体たいと人物を消去すれば、それは〝無かったこと〟になると考えて」

　そして、話は極論へと収束する。

「ここまで言えば、もう分かりますよね？　正せい義ぎさんには、自分を売った両親を。あの人ちょっと壊れてたので、生来の正義感を暴走させて沢山殺してましたけど。此方こなたには、母を始めとした僕の状態を知っている人間を。あ、正せい義ぎさんの妻子殺しはもちろん別ですよ。そして、彼女は、書類やデジタルデータとして残っている過去の消去を。これはやや遠回りですが、消去が可能な人間の娘なり姪めいなり孫なりを攫さらって脅おどしました。女子学生連続失しつ踪そうの真相ですね。女子に限定して、カモフラージュに無関係な少女も攫さらうことで捜査の撹かく乱らんを試みたんですけど、上手うまくいってました？」

　滑なめらかに吐き出される言葉、その情報密度に観み月づきは追いつくので精一杯だった。

　つまり、こういうことか。

　彼方かなたの言う〝彼女〟とやらは、性同一性障害者で、それを理由に両親に虐ぎやく待たいされていた。

　六年前世間を騒がせた医者夫婦に売られ、殺人を強要された。

　救い出された後で、現実に耐えられなかった少女の心を持つ少年は、別人格を創り出した。

　現実に耐え、幸福な未来を作れる、少年の人格を。性同一性障害によって生じた精神と身体の不一致を、解離性同一障害によって異性人格を生むことで『正常』に見せかけた。

　そうして出来た遠えん藤どう彼方かなたは、〝彼女〟の為ために周囲を利用し、自身も犯罪に手を染め、多くの命を奪いながら『消したい過去の消去』に向かって進んでいると。

　気付けば、少年が拳銃の有効射程距離まで近づいていた。

　引き金を引くことをしなかったのは、どうしても言いたいことがあったからだ。

「あのさ、彼方かなたくん」

「なんでしょう」

　泰たい然ぜんと、いや、油断するとこれが日常の一コマに過ぎないと誤認してしまいそうな程自然体な様は、その余裕もあってむしろ悠然たる態度と言うべきかもしれない。

　観み月づきが怒りに任せて引き金を引けば命が散ってしまうと知ってなお、笑顔で対話を続けられる精神性。幸福を実現する為ための人格故に、その達成に不要な感情は持たないのか。

「きみがどれだけ可哀かわい想そうでも、それは悪いことをしていい理由にはならないんだよ」

　観み月づきは正しいことを言った。反論のしようが無いほどの正論を口にした。

　だというのに、少年は冷ややかに微笑ほほえむだけ。侮ぶ蔑べつの色が彼の表情に滲にじんだのを見て、観み月づきは場違いにも安心感を覚える。別人格なんて言ったところで、それは一つの体に二つ目の精神が宿っているというだけで。何も感情を持たないわけではないのだと。

「あぁ、ほんと、くだらないことを言うなぁ。そんなの当たり前でしょう。この世に悪いことをしていい理由なんてあるわけないじゃないですか。在るのは、悪いことをする理由ですよ。しなければならない理由。儲もうかるからとか、我慢出来ないからとか。その程度のものですよ。してはいけない理由をどれだけ並べ立てたところで、それを覆くつがえせますか？　無理だから、悪いことはなくならないんでしょう。正しさを説いても無駄なんだって、いつ気付くんですか？」

　呆あきれたように溜ため息いきさえついてみせた彼からは、反省や後悔など微み塵じんも感じられない。

　それどころか、責めるような目つきでこちらを見ながら薄い唇くちびるを動かす。

「ねぇ、山やま本もとさん。僕らはどうすれば幸せになれましたか？　努力が足りなかった？　どんな努力をすれば両親を選べるんですか？　運がなかった？　どうすれば幸運でいられるんですか？　与えられた手札で勝負するしかないって、それは勝負出来る手札を持って生まれた人間の台詞せりふでしょう。カードを配られなかった人間はどうすればいいんですか。周りをただ羨うらやんで野の垂たれ死じにすればいいですか？　それが嫌なら、どう生きるのが正解ですか？　過あやまちを追及したいなら、正しき道を示してください。正解があって初めて、不正解者は愚かになる。そうでしょう。僕の人生を別の誰かが、例えば今成功者として偉そうに講釈垂れてる人間の一人が過ごしたとして、何一つ罪を犯すことなく幸福を享受出来たでしょうか？　そうだとしたら、なるほど愚かな僕が悪い。認めてもいいでしょう。だからその道筋を教えてください。僕の愚かしさを証明してください。他の誰も悪くなくて、僕だけが悪いんだってそう言ってください」

　でも、と彼は続ける。

「もし、それが出来ないなら。僕の幸福が誰かによって歪ゆがめられたのだと認めざるを得ないのなら、どうか邪魔しないでくれませんか？　僕と彼女は、ただ幸せになりたいだけなんです」

　可哀かわい想そうだ、と観み月づきは思った。

「愛を与えられなかったから愛を知らず、正常を育はぐくむ環境に置かれなかったから正しく在れず、それらの獲得に失敗したが故に獲得者への共感を持てない。あなた達が狂気と呼ぶそれの出処は、劣等感です。羨せん望ぼうで憎ぞう悪おで憧しよう憬けいで厭えん悪お。それって異常ですか？　皆持ってる感情でしょう？　でも、あなた達は正常を気取るのに必要なものを最初から全て持っているから、気付けない。恐怖と憐れん憫びんしか持てない。間違っていると括くくることしか出来ないから、止められない」

　彼の語ることが全て事実なら、哀れでならない。

「ねぇ、山やま本もとさん、とっておきの、良い方法をお教えしましょうか。この世から異常殺人者を消したいなら、全ての親に子への愛を徹底すればいいんですよ。過干渉も不干渉もだめ、過保護も虐ぎやく待たいもだめ、甘やかしすぎてはならないし厳しすぎるのもよくない。過不足なく常識や倫理観を教え、清く正しく生きることで良い大人のお手本として存在する。全ての親が正しい愛し方をすれば、ほとんどの子供は正しく育ちます。でも、そんな現実は有り得ない」

　けれど。

「だからね、永遠に僕みたいな子供は生まれ続けますよ。そして永遠に歪ゆがみ続ける。誰かが何かミスをしたり、犯罪を犯したりする度に、個人の能力や性質の所為せいにする人がいますけれど、それってほとんどの場合において、周囲にも問題があったりするんですよね。世界でその人だけが悪い、なんてことはあまりないんじゃないかな。なんて、僕は思いますけど」

「きみ以外の誰が悪くても、きみの悪行が正当化されることはないよ」

「────」

　観み月づきの瑕か疵し無き正論を前に、少年は閉口した。

　次の言葉を吐き出すまでにはそれなりの間があったが、口から漏れたのは反はん駁ばくではなく、諦念の染しみた笑みだった。

「……そうですね。だから、全部終わったら、また作ればいいんです。『何も悪いことをしていない自分』を」

　彼にかかれば、人格すらも交換可能なパーツに過ぎないらしい。少年の言うように全てが都合よく進むのか、そんなことは観み月づきには分からないが、それでも一つ確信。

「可哀かわい想そうに。きみはどうしようもなく、壊れてしまっているんだね」

「どれだけの人が正常に機能しているんでしょう。皆、どこか壊れているんじゃないかな。あなたが、自分のことを棚に上げて善人面しているように」

「……？　きみが何を言っているのか、わたしにはよく分からないよ」

「でしょうね」

　彼の視線が観み月づきから外れたのは、一瞬。ほんの一瞬だった。

「此方こなた、起きるの遅いよ」

「──ッ!?」

　慌あわてて振り返り、銃口を向ける。

　そこには──変わらず動かぬ死体だけがあった。

　銃声。観み月づきによるものでは──ない。

　体育館のステージ。輝きを失ったフローリングが、やけに近い。腹部からトクトクと液体が漏れていく。体から、どんどん熱が引いていく。拳銃。何故なぜ？　あぁ、どうせ自殺するならと正せい義ぎにでも用意させたのか。それとも、また別の手段で？　ともかく、入手経路はどうでもいい。警戒を怠おこたっていた自分が愚かだっただけだ。

　衝撃的な事実を告白しながら近づいてきたのは、向こうもまた有効射程に観み月づきを収めたかったから。聞き入ってしまった時点で、術中に嵌はまってしまったのだ。

　自身の境遇や狂気さえ、呼吸するように利用してみせる。実に、悪者らしい手て管くだではないか。

　彼が短い階段を踏み締めながら上がって来る。それを音だけで聞きながら、観み月づきは自身の拳銃を探した。どうやら、撃たれた際に取とり零こぼしてしまったらしい。

　しかし、それを見つける前に、金属が床を滑る音がする。

　首を回して見れば、くるくる回転しながらステージの奥へ消える拳銃が。

　少年の方が先に見つけ、蹴り飛ばしたわけだ。

「……訂正しないといけないね。死んでも役に立つなんて、此方こなたは本当にいい子だ」

　妹を褒ほめる兄のような、優しさに満ちた微笑。この笑顔で、殺人鬼を操っていたのか。

　彼が此方こなたに意識を割いたのは、数秒だけ。それから観み月づきを見ると、意外そうに目を丸くする。

「あんまり驚いてないんですね。もっと、『どうして』みたいな顔すると思ったんですけど」

　頭が回るとはいってもさすがに全知ではないようだ。口の端はから吐息めいた笑い声が漏れる。

「そうだ、まだ訊ききたいことがあったらどうぞ。いやぁ、話すと楽になるって言いますけど、本当ですね。胸がすっと軽くなる気がします。聞いた人には死んでもらわないといけないのが難点ですけど、山やま本もとさんは死ぬところなので丁度いいですよね。冥めい土どの土産にいかがです？」

　彼に訊ききたいこと。彼の口から聞きたいこと。

　観み月づきは考える。近こん藤どう此方こなたは殺人鬼だった。だが、最初のバラバラ殺人が起きたのは去年。

　六年前に救出され、それからずっと狂気を抑えて生きてきたのが、爆発したのか。

　でも、彼女が殺したのは義母と義姉を殺あやめた集団だ。

　殺人が我慢出来なくなった時期と、家族の死が偶然重なった？　違う、と観み月づきは思う。

　衝動の発散には違いなくても、抑制が効かなくなったのではなく、進んで復ふく讐しゆうしたのではないか。家族を殺されたのが、許せなかったから。

　そして、遠えん藤どう彼方かなたは幸せになりたがっている。その為ために此方こなたや近こん藤どうを利用した。

　ならば、そもそも──。

「……こんどう、警部の、奥さんと、娘さん、の」

　テストで百点をとった子供を褒ほめるみたいに、彼方かなたは満面の笑みを浮かべる。

「そうです。出所した非行少年に近こん藤どうさんの家を教えたのは僕です。此方こなたと彼らを鉢はち合あわせさせるわけにもいきませんから、事件が起きるまで毎日此方こなたの相手をしたりして。でも上手うまくいってよかったなぁ。彼女は此方こなたが嫌いだったから、一番殺しが上手うまいくせに正常に縋すがる此方こなたが苦手だったから、直りかけを壊したかったっていうのもあるんですよね。近こん藤どうさんは刑事だったし使えると思って。実際ほら、二人とも役に立っていたでしょう？」

　熱に浮かされたように長ちよう広こう舌ぜつを振るう様は、何者かが乗り移っているようにも見えた。

「他にはどうです？　近こん藤どう一家の件なんかよりも余程大きな違和感があると思いますが」

　なんかよりも。幸せな家庭を自身の幸せの為ために破壊しておいて、気にも留とめない異常。

　いや、元々誰かの幸福は誰かの不幸の上になり立っているのだ。

　幸福でない状態というものがあるから、幸福が存在出来る。それが当たり前のことなら、誰も幸せだなんて感じたりするわけがない。比較対象は己の過去であったり、周囲であったりする。

　誰かが不幸という現実の中でも、人は自分の幸福を嚙かみ締しめることが出来るのだ。

　彼方かなたはそれに自覚的なだけ。いいや、自ら進んで他者を害しているのだから、だけではない。

　だが、それでも彼は中学生に過ぎないのだ。だから此方こなたや正せい義ぎを利用せざるを得なかった。

　そうだ。彼の言うことが真実なら、女子学生の誘ゆう拐かいを一体どうやってこなしていたのだろう。

「えんどう、そうすけ」

　明確な根拠は無いが、的外れだとも思えない。

　実際、彼方かなたは拍手すらしてみせた。

「すごいすごい。でも惜しいかな。家族に怪しまれずに犯行を重ねる難しさとか、多くの女子学生を一人で攫さらう難しさから、大人の協力者がいると考えたんですよね？　それで、此方こなたに母を殺させておいて、父は生かしているから疑った。半分正解です」

「……ははおや、も」

「六年前の事件はご存知ですよね？　子供に殺人を強要し、その映像を配信していた医者夫婦は、あの日捕まって、まだ何もされていない少女一人と、壊れた三人の殺人鬼が救出されました。事件としてはそれで終わり。でも、罰せられるべきが罪人が二種類、野放しになっていました。一つは、正せい義ぎさんが処分した『子供を売った親』。そしてもう一つは──『視聴者』」

　観み月づきは、次に彼が何を言うか分かってしまった。

「義父も義母も、揃そろって大ファンでした。彼らは彼女を……〝零ゼロ番〟を手に入れて喜んでいました。好きにしていいよと、なんでも助けるよと言いました。自分達だけが見れる、殺人鬼の末路に思いを馳はせて、大層興奮している様子でしたよ。義母が死んだ時なんて、なんて言ったと思います？　『映像は無いのか』ですよ。画面越しに見ていた殺人鬼が妻を殺して、出たのがそれって、どうしようもないですよね」

　なんて、哀れな生き物なのだろうと思った。

　最初の両親に虐ぎやく待たいされ、売られた先で殺人を強制され、救われた先でも殺人鬼であることを求められた。なるほど確かに、彼程不運と縁深い少年もそうはいまい。

「義母を此方こなたに殺させたからか、義父にこんなことを言われことがあります。『私を殺すのは、〝零ゼロ番〟にしてほしい』と。『でも、殺しに順番があるなら私は最後にしてくれ』と。僕がやることを見届けて、それから殺されるなら不満はないそうです。倒とう錯さくしてますよね。でも、都合が良くもあった。義父が狂っていなければ、支援者になってくれなければ、幸福を実現するまでの道のりは今よりずっと険しくなっていたでしょうから」

　彼は、一体何故なぜこんなことを話しているのだろう。

　ふと、そんなことが気になった。同情を求めているわけではないだろう。正しさを説かれたいわけではないのは明白。では何だ。

　話してスッキリするから？　そんな理由で本当に？

「信じてもらえないと思いますけど、僕は人を殺したことがないんですよ。さっき銃を撃ったのも、僕じゃなくて彼女です。役割分担っていうのかな、あるんですよ。ほら、僕は『正しい人格』だから、間違ったことが出来ないのも頷うなずけますよね。まぁ、例外もありますけど」

　微かすかに、輪郭を摑つかむ。体の感覚は薄れていくのに、思考は研ぎ澄まされていく気がした。

「此方こなたは山やま本もとさんが殺してくれたので、手間が省けました。あぁでも柴しば田たさんが生きてるかもしれないからそうでもないのかな。それにしても、柴しば田たさんとは縁があるなぁ。あの日、柴しば田たさんと正せい義ぎさんがあと少し早く助けてくれてたら、僕は生まれずに済んだかもしれないのに」

　確信する。

　廃校になっているとはいえ、周囲が無人というわけではない。銃声がすれば気付く者もいるだろうし、通報する者だっていてもおかしくはないのだ。なのに、逃げずにペラペラと語り続けている。このままいけば、観み月づきが死ぬまで喋しやべり通すのだろう。

「……きみ、捕まりたいのか」

　彼方かなたの言葉が止まった。それがなによりもの証明だった。

　観み月づきは思い出す。

　実在した、とある連続殺人犯のことを。

　彼は被害者宅で、被害者の口紅を使って鏡にこのようなことを書いた。

　また誰かを殺さないうちに自分を捕まえてくれ。自分を抑えられないんだ、と。

　その殺人鬼は多重人格者ではなかったが、彼方かなたも同じなのではないか。

〝彼女〟の望んだスペックを発揮した彼方かなたは、それ故に自らの行いに心を痛めていて、けれど〝彼女〟から派生した少年は〝彼女〟の願いに逆らうことが出来ない。

　願いの成じよう就じゆの為ために動いている、という条件下でしか彼方かなたは何かを為なせないのではないか。

「……僕達は、幸せになりたいだけなんです」

「人を殺さなくても、人は幸せになれる、でしょ」

　少年の表情が苦しげに歪ゆがむ。

「でも彼女は、そうは思えないみたいなんですよ」

　一つの体に二つの精神。

　加害者と被害者。少女と少年。狂人と常人。悪人と善人。

　いびつな共生関係の中で、常に前者が力を持っているのだとしたら。

　それに巻き込まれた少年は、一体どうすれば幸せに──。

「快かい斗とも、山やま本もとさんも、無理なんですね。…………じゃあ、一体誰なら」

　続きは聞こえなかった。

　彼方かなたが黙ったのではない。

　自分の命が──。
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◇藤ふじ間ま遙方はるか・０◆




　まだ両親に捨てられる前、度々家から追い出されることがあった。その時はよくわからなったけれど、しばらくすると母の喘あえぐような声が聞こえたから、交尾に邪魔だったということなのだろう。

　住んでいたのはボロアパートの二階。落下防止柵さくは錆さびついていない部分を探す方が難しい程に赤茶けていて、わたしはいつもそれをぼうっと眺めて時間を潰していた。男のくせに女みたいな喋しやべり方かたをする子供と友達になってくれる子は、少なくとも周囲にはいなかったから。

　たまに、他の住人と遭遇することがある。けれど、こんなどうしようもない住居に住む人間は可哀かわい想そうな子供に憐あわれみを向ける余裕もないらしく、誰一人として声を掛けてくることはなかった。

　虐ぎやく待たいの痕あとだらけの子供に関わって、面倒事に巻き込まれるのが嫌だったのだろう。

　だから、わたしにとって『誰も助けてくれない』というのは、幼いながらにして常識だったのだ。誰もがそうだと、勝手に思い込んでいた。優しさはテレビという箱の中で演出されるものだと考えていた。

　そして、両親に売られた後。

　そこから更に、警察が体だけ救ってくれた後。

　新しいパパとママは、お金を持っているだけで、最初のパパとママよりまともじゃないと気付いた後。

　わたしが縋すがったのは、記憶の中の彼方かなただった。

　色々なことを知っていて、わたしを気味悪がらないで、優しくしてくれた男の子。

　簡単にわたしを殺そうとしたけれど、そこは思い出さないように努めた。

　助けてと祈った。

　普通の子を見る度に羨うらやましさに胸が焼けそうになった。

　わたしだって、自分が正常だなんて思っていない。

　自分がどこかおかしいということは、幼いながらにして理解していた。

　でも、おかしいからといって、皆と違うからといって、それで自分の身に振りかかる理不尽を受け入れることは出来なかったし、受け入れなければならないものだとも思えなかった。

　しかし、子供という存在は笑えないくらい非力だ。

　嫌なものを、どうにかする力は無い。泣いてどうにか出来るのは、幸せな子供だけ。

　不幸せなわたしに出来ることは、願うことくらい。

　願って。願って願って願って願って願って願って。願って願って願って願って願って願って。願って願って願って願って願って願って。願って願って願って願って願って願って。願って願って願って願って願って願って。願って願って願って願って願って願って。願って願って願って願って願って願って。願って願って願って願って願って願って。願って願って願い続けて。

　気付けば、その子はいた。

　誰、と訊きくと。彼方かなただよと答える。何処どこ、と訊きくと。きみと同じところだよと答える。

　わたしはゆっくりと時間を掛けて、理解した。

　彼方かなただ。彼方かなたがわたしの中に来てくれた。今度は、わたしを助けてくれるんだ！

　どうすればいい、と訊きくと。彼方かなたは全部教えてくれた。

　今はまだ無力だけれど、少し経てば色々と出来るようになるよと。

　それまで、一緒にどうすればいいか考えよう、と。

　だから、わたしは力を蓄えることにした。頭を使うことにした。考えて考えて考え抜いた。

　自分が、普通ではないのだとしても。おかしいのだとしても。狂っているのだとしても。

　そんな自分のまま、幸せになる為ために。

　彼方かなたが手伝ってくれるというのだから、出来る筈はずだ。

　わたしはすぐに彼方かなたを好きになった。

　けれど、彼方かなたが好きになったのはわたしではなかった。

　ある日のことだ。

　わたしは泣いていた。彼方かなたが表に出てくれるようになったおかげで、喋しやべり方かたや仕草、嗜し好こうを理由に虐いじめられることはなかったけれど、体は汚いままで、タバコの痕あとだらけで、それを理由に汚いと中傷を受けたのだ。彼方かなたは気にしなくていいと言ったけれど、悲しくて堪たまらなかった。

　通学路の途中にある集合住宅に併設された駐車場で、一人ポロポロ涙を溢こぼしていた。

　彼方かなたが慰めてくれていたけれど、涙は止まらない。

「あ、あの」

　なんて声が聞こえたのは、その時だ。

　寒い冬だった。瞳ひとみから流れる涙がすぐに冷却され、ぷつりと肌を刺すような、そんな冬の日。

　赤茶色の髪をした、気の弱そうな少女。

　自分とそう年は変わらないように見えるが、見覚えもないしランドセルも背負っていない。

　他の学校の子だろうか。今まで誰にも気付かれない場所だったので、わたしは驚いた。

「……な、泣いている声が、聞こえたので……冬だからだと、思うんですけど」

　後半は意味が分からなかったが、泣いているから声を掛けたというのは分かった。

　泣いているからと言って、それが声を掛ける理由になるとは思えなかったけれど、そう言っているのだからそうなのだろう。代わるよ、と彼方かなたが言ったので任せることにした。

　彼方かなたは学校で嫌なことがあったのだと説明した。

　少女は「あ、ちょっと、わかります」と言った。わたしは苛いら立だって殺意すら覚えたけれど、彼女はわたしの痛みの原因を知らない。許してあげようと彼方かなたが言うので、そうした。

　聞けば、少女も髪の色を理由に仲間外れにされているのだとか。

　相手の事情を聞いて黙っているのもフェアではないということで、彼方かなたは語って、見せた。

　袖をまくると、おびただしい数の丸い火傷やけど痕あとが覗のぞく。我がことながら目を背けたくなる汚さで、それが自分の体から外れないという事実に時折無性に泣きたくなる。

　きみも汚いと思う？　と彼方かなたが言うと、少女は首を振った。横に、ぶんぶんと。

　それから、そっと、汚物に触れるというよりは、傷つけてしまわないよう気をつけるようにしながら手を伸ばし、すべらかな手を火傷やけど痕あとの一つに当てる。

「いたいのいたいの、とんでいけ」

　彼方かなたは目を丸くする。

　少女の方も、自分が変なことをしたと気付いたようで、顔を真っ赤にして手を離した。

「ご、ごめんなさい……わたしが痛いって言うと、お母さんがいつも言ってくれるから……あの、その……」

　と、だんだん声が小さくなって、しまいには口を閉ざしてしまう。

「大丈夫、驚いただけだから。それに、あまり痛まないんだ」

　皮が引きつって痛むことはあるが、それは火傷やけどによる痛みとは違う。

「痛いと思います」

　少女は悲しげに、でもハッキリと言う。

　自分の胸に手を触れ、わがことのように苦しげな表情で。

「辛いことがあったり、それを思い出したりすると、ここが、きゅって、痛くなります」

　経験談、なのだろう。その言葉には実感が込められているように聞こえた。

「じゃあきみは、名前も知らない僕の痛みをなくす為ために、声を掛けてくれたの？」

　わたしは意味が分からなくて、目の前の少女に恐怖さえ覚えた。

「い、いたい時、一人だと、もっと、いたいのが大きくなるから」

　だとしても、どうして見ず知らずの他人の痛みを軽減させてやろうなどと思うのか。

　親が子に痛みを与え、大人が殺しを強制し、子供同士で傷つけ合うような世界で。

「でも、きみも汚いと思うでしょう？」

　彼方かなたも、わたしと同じように恐怖を感じてるのかもしれない。意地悪な質問は、どうか他の人間と同じであってくれ、本性を現せという彼の願いによるものに思えた。

「思いません」

「噓うそだ」

「噓うそじゃありません」

「でも、みんなは汚いって言ったよ。何回も何回も、何回もね」

「何回ですか」

「──は？」

　少女は、真剣な表情で言っていた。

「わたしが、それ以上の回数、言います。あなたは汚くなんかないよ、って」

　彼方かなたもわたしも、言葉を失った。

「なんで、きみがそんなこと」

　わたしよりも頭の回転が速い彼方かなたが、なんとか反応する。

「みんなと違うからって、それが悪かったり、ダメだったりするわけじゃないと、思うから」

　つまり、重ねているのか。

　髪色を理由に疎そ外がいされる自分と、虐ぎやく待たいの痕あとを理由に汚物扱いされるわたしを。

　他人ひと事ごとのように思えないから、放っておけない。ぎりぎり、理解の範はん疇ちゆうだった。

　それでも、共感なんて出来ないし、そんな自己満足に付き合う義理は無い。

「千回。今まで、千回言われたよ」

　これまた、彼方かなたの意地悪だった。

　しかし、少女はふすぅと鼻から息を吐くと、気合を入れるようにこくこくと頷うなずく。

「では二千回、言います。倍です」

　倍だと、なんなのだろう。

　それから少女はわたしの正面に座り込んで、手をきゅっと握る。

「あなたは汚くなんかないですよ」

　それから、少女は。

　ずっと、ずっと、その言葉を繰り返した。

　数をこなそうと適当に流すことなく、一音一音、心を込めて。

　日が落ちて、更に寒くなってからも。体が震えて、耳とかほっぺとかが赤くなって、鼻水がじゅると垂れても。そんなことはどうでもいいとばかりに、一生懸命言ってくれた。

　途中で母親が探しに来て、二千回には到底届かなかったけれど。

　気付けば、わたしの涙は止まっていて。胸の痛みは取れていた。

　心ない中傷による傷は、心のこもった優しさによって、癒えるものなのだと知った。

　わたしの中の男性人格の雛ひな形がたは、上うえ野の彼方かなただけれど。遠えん藤どう彼方かなたの優しさ、その見本は。

「あ、あの、お名前」

　別わかれ際ぎわ、少女がそんなことを言う。

「…………ハルカ」

　何故なぜか彼方かなたは、そう名乗った。今はもう、彼方かなたが名前なのに。

「ハルカくん。わたし、詩し織おりです。残りは、あの、また明日とか」

　遠えん藤どう彼方かなたの優しさは、詩し織おりという少女に受けた優しさをもとに育はぐくまれたものだ。

「ううん。大丈夫。もう、痛くないよ」

　少女は素直な性格をしているようで、彼方かなたの言葉にほっとしたような顔をする。

「良かったです」

　はにかんで、それから、くちゅんとくしゃみをする。

　母親に手を引かれて、少女は姿が見えなくなるまでこちらに手を振っていた。

　ハルカ、と彼方かなたが言うので。何、と答える。

　僕は、もう、きみが痛いのも、汚れるのも、嫌だな。

　今思えば、それは人殺しをするなと言いたかったのだろう。

　けれど、成長したわたしは、幸福の実現の為ために多くの死が必要という結論を出した。

　だから彼方かなたは、せめて〝零ゼロ番〟の殺し方だけはもう使わないようにしようとわたしを説得した。自分が考えるから、なんでもするから、だから。

　人を殴なぐれば、詩し織おりに飛ばしてもらった痛みが戻ってきてしまう。

　返り血を浴びれば、詩し織おりが否定してくれた汚れを噓うそにしてしまう。

　それは嫌だから、誰かを殺すなら、それ以外の方法にしよう。

　彼方かなたはわたしの願いを叶かなえてくれる。

　だから、わたしも彼方かなたのその願いを、叶かなえてあげることにした。




◇遠えん藤どう彼方かなた・６◆




　遠えん藤どう彼方かなたと藤ふじ間ま遙方はるかは同一の肉体に宿った別人である。

　ただ、彼方かなたの側に一つだけ制約が課せられている。

『藤ふじ間ま遙方はるかを幸せにする』という役割から逸脱することが出来ない。

　彼方かなたは完璧な彼方かなたである為ために、散々勉強した。学力の面でも、社交性の面でも。

　優しくなった。賢く、だがそれを鼻にかけない人間になった。強く、だがそれを無闇に振るわない人間になった。無害ではダメだ。有益でなければ他者を惹ひきつけられない。そう思った。

　だから、そんな遠えん藤どう彼方かなたを演出する為ために必要な手段は全て講じた。

　けれど、それは遙方はるかの為ためだった。遙方はるかを幸福にする為ため。

　優しさが何かも知らず、知能が低ければ心も脆もろく、暴力によってのみ肯定された有害な存在。

　そんな存在に尽くす為ために生まれた彼方かなた。

　だが、彼方かなたには感情があった。

　身に纏まとうものが増えるごとに、精神も肉付けされていくようで。

　いつだったか、気付いてしまう。

　自分は、遙方はるかを幸せにしなければならないが、幸せにしたいわけではないのだと。

　存在理由だけが最初からあって、後から育はぐくまれた心はそれに沿うことが出来なくて。

　遙方はるかの目は自分が作るだろう未来にだけ向けられ、反対に彼方かなたの思いは過去に囚とらわれていた。

　自分の優しさの雛ひな形がた。赤褐色の毛髪をした、詩し織おりという名の少女。

　彼方かなたはあの日の出来事と彼女を忘れられずにいた。

　いつまでも、あの日受けた優しさの熱が冷めなくて。

　探そうとは思わなかった。

　遙方はるかが良い気分にならないだろうし、遙方はるかを幸せにするのに必要なことではなかったし、なにより──落胆したくなかった。

　あの優しさが、少女の裡うちから消えてしまっている可能性を考えると恐ろしかった。

　あるいは、最初の父母が時折見せた気まぐれの優しさと同種のものだった可能性もある。

　再会しなければ、確かめさえしなければ、あの日は本物で固定される。

　なのに、再会してしまった。

　そして、彼方かなたは自分が何年も抱えていたものが、恋情であったのだと理解する。

　可哀かわい想そうな殺人者の中に生まれた、不自由な善人気取りが。

　不相応にも、心優しい少女に恋をしていたというのだ。

　入学式の日、彼女のことに気づいてはいた。

　名乗ることはしなかった。あの日伝えたのはハルカという名であるし、あの日の可哀かわい想そうな子供だと思い出されたくもなかったから。

　詩し織おりが桜さくら井い夏なつ希きを殺したと気付いた時、彼方かなたの胸に去来したのは──歓喜と安あん堵どだ。

　ずっと苦しくてならなかったから。

　彼方かなたは自分の歪ゆがみを理解していたから。

　どれだけ厚い仮面を被かぶったところで、彼方かなたの出処は遙方はるかなのだ。彼女を幸せにする為ための計画の立案にも、実行する遙方はるかや此方こなたの所業にも、一切心が痛まなかった。

　良心が何かは分かるのに、持ち合わせていないから呵か責しやくを覚えることはない。

　情は持っている。遙方はるかが彼方かなたを好きになり、途中まで医者夫婦に感謝していたように。持っているものもある。

　快かい斗とと結んだ友ゆう誼ぎも、詩し織おりに向ける愛情も、本物。

　だから苦しかった。

　なによりも彼方かなたが、紛まがい物ものだから。

　詩し織おりが殺人者になり、かつそれを彼方かなたに隠そうとしているのに気付いた時。

　ようやく対等になれた気がした。

　好きな相手に自分の汚い部分を隠すのは、おかしくないことなのだと思えるようになった。

　詩し織おりが桜さくら井いを殺した理由にも察しがついたし、理由もまた嬉うれしかった。

　詩し織おりは彼方かなたを奪われたくないから桜さくら井いを殺したのだ。

　心優しい詩し織おりを歪ゆがめる程の価値が自分にはあり、その上で自分から詩し織おりへの想いも揺らがなかった。

　彼女の優しさを、彼方かなたへの執着が上回ったという事実は彼方かなたを元気づけさえした。

　その人物の在り様を歪ゆがめる程のナニカ。

　それを持ち合わせていても、当人が当人でなくなるわけではない。

　詩し織おりが変わらず詩し織おりであるように。

　遙方はるかに囚とらわれている自分もまた、彼方かなたでいいのだと。

　なら、自分も詩し織おりを失いたくないから、その為ために動きたい。

　詩し織おりが犯人であると気付いた瞬間から、ずっと彼方かなたは考えていた。

　警察が容疑者を絞り込む方法に気付く前に、事件を終わらせる。

　それは秋あき園ぞのを上手うまく使うことで叶かなった。

　正門前で観み月づきに声を掛けられた日、何故なぜ秋あき園ぞのに直接方法を教えに行かなかったのか。

　何故なぜ正門での一ひと悶もん着ちやくを挟んだのか。

　彼方かなたは『藤ふじ間ま遙方はるかを幸福にする』生き物だ。

　だから、詩し織おりを救ける為ためには、その大前提と矛盾してはいけない。

　つまり、遙方はるかを幸福にするという目的に沿った行動の中に、詩し織おりを救う行動を組み込まなければいけなかったのだ。

　それが、今回の彼方かなたの行動の理由。




◇遠えん藤どう彼方かなた・７◆




　ねぇ彼方かなた、と先程から遙方はるかがうるさい。

　小学校を後にした彼方かなたは、ゆっくりと歩きながら胸中で答える。

　どうしたの、と。さっきの何、と間かん髪はつを容いれずに不満げな声。

　遠えん藤どう彼方かなたと藤ふじ間ま遙方はるかの場合、互いに互いを認識している。

　とはいえ、互いの思考が筒抜けというわけではない。

　共有されるのは、感覚だけだ。目で見て、耳で聞いて、手で触れて、鼻で嗅かいで、舌で味わう。それらは互いに、同時に感じる。けれど思考は別。

　正確ではないが、別々の部屋で、一つの映画を、電話しながら観るというのが近いか。

　同じものを見ているが、言葉を交わさない限り相手がどんな感想を抱いているか分からない。

　快かい斗との死を悼いたんでいた時はバレなかったことも、観み月づきが口に出したことで気付かれたわけだ。

　相手に向けて抱いた言葉だけが、相手に届く。便利と言えば便利だった。

　ただ、肉体の優先権は遙方はるかにあるので、その点で不平等ではある。

　例えば遙方はるかが彼方かなたを無視しても何にもならないが、彼方かなたが遙方はるかを無視した場合、遙方はるかは肉体の支配権を奪うことで彼方かなたを無力化出来てしまう。彼女も彼方かなたが必要なので、滅多なことでは怒り出すこともないが……。

　彼方かなたはほぼ全ての要素で遙方はるかより優秀であるが、肉体の所有権という部分での優越はない。

　だから、逆らえない。逆らえないが──。

　彼方かなた、捕まろうとしてるの？

　なら自首すればいい話じゃないか。

　出来るわけないじゃん。わたしはそんなこと、願ってない。

　そうだね、きみの願いに反する行動はとれない。なら、どんな問題が？

　自分で言っておいて、問題だらけじゃないかと彼方かなたは笑いたくなる。

　桜さくら井い夏なつ希きの死から、連鎖的に人が死に過ぎていた。

　明確に、彼方かなたの関与を示すものは残していない。

　秋あき園ぞのを処分した後、彼方かなたは彼の懐ふところから鍵束を盗み出し、此方こなたを伴い隣の警備室へ。

　外に連絡をとる猶予を与えず全員処分し、過去の映像の消去と監視カメラの停止を行った。

　そして裏門の警備員二名を警備室に呼び出して処分。誰の目に留まることなく下校。

　でも、それで完全完璧だろうか？

　使用頻度の高かった手駒を二つ失い、警官まで手にかけた。

　最大の懸け念ねんは、柴しば田たの生死だろう。

　ねぇ彼方かなた、次は柴しば田たけーぶを殺そ？　邪魔なんだよね？　あと少しじゃん。

　殺すって、どうやって？　お見舞いにでも行って、撃ち殺せとでも？　それこそ捕まるよ。

　それを考えるのが彼方かなたでしょ？

　彼方かなたは頭が痛くなってきた。この頭痛を通して自身の愚かしさを悟ってほしいが、無理だろう。人格の創造は、受諾の拒否によって行われる。虐ぎやく待たいされた子供が、しばしば痛みを引き受ける人格を創ってしまうように。遙方はるかは、まともであることを拒否した。自分が自分のまま、幸福を享受したいと考えた。

　だから彼女は少女のままで。だから彼女は殺人鬼のままで。だから彼女は愚かなままなのだ。

「……考えるよ。それが僕の役目だからね」

　もし柴しば田たが生き延びた場合、彼方かなたに辿たどり着つく危険がある。

　遙方はるかとしては、なんとしてでも排除しなければならない相手だろう。

　観み月づきの言っていたことは、最後まで惜しかった。彼方かなたは捕まりたいのではない。

　止めてほしいのだ。

　彼方かなたが協力をやめれば、愚かな遙方はるかはすぐに捕まるだろう。

　けれど、捕まるまでにきっと、〝零ゼロ番〟として振る舞う。殴おう殺さつという手段を行使する。彼女に出来るのはそれだけで、それこそが彼女が持つ唯一の才能と言える。彼方かなたがいなくなれば、彼女が頼れるのはもはや暴力だけ。

　それが嫌だった。だから彼方かなたは遙方はるかに協力するのだ。

　あの日、消してもらった痛みが再び自身を苛さいなまぬよう。あの日、否定してもらった汚れを事実に変えぬよう。そして、自分の優しさの出発点である詩し織おりが不幸にならぬよう。

　それらを成立させた上で、誰かが自分を上回ってくれることを望んでいる。

　遙方はるかから生まれた彼方かなたは、許された不自由の中で、最大限幸福を追求している。

　遙方はるかよりも賢い彼方かなたには、彼女の求める幸福が形になる未来、その実現性の低さがよく分かっていた。けれど、彼方かなたよりも愚かな遙方はるかは、正論に耳を貸さない。

　彼方かなたは遙方はるかに逆らえない。だから結局、叶かなわない夢を叶かなえようと奔ほん走そうすることになる。

　遙方はるかの幸福と彼方かなたの幸福は、随分と前からズレを見せていた。

　遙方はるかを幸福にする、そこから外れることの出来ない少年は、そこから外れない範囲でしか自由を許されない。逆に言えば、彼女の幸せの為ためであれば、自由を得られるということ。

　遙方はるかの望む幸福へ向かっていると彼女に思わせながら、別の幸福の形を模索する。

　観み月づきが言ったように、人を殺さなくても、人は幸せになれる筈はずなのだから。

　詩し織おりの言ってくれた言葉を思い出す。彼女は遙方はるかの存在を知らないから、フェアではない。

　けれど、確かに言ってくれたのだ。自分がどんな人間でも、変わらず好いてくれると。

　殺人鬼でも愛してくれる人は、ちゃんといる。

　だから、その事実を隠す為ために、沢山の人を殺さなくてもいいのだ。

　どこに向かってるの？　と遙方はるかが訊きく。

　ぽつりぽつりと、雨が降ってきた。

　彼方かなたは体育館の入り口に立てかけてあった黒い傘を差す。無断拝借していたのだ。正せい義ぎが使っていたものによく似ているが、どうだろう。少し考えて、どうでもいいかと思考を放棄。

　子供みたいに、傘を回す。まとわりついていた水滴が、ぱっぱっっと綺き麗れいに飛ばされていく。

　冬。雨音。遠くで車が走っている。雨粒に叩たたかれたガードレールが木もつ琴きんみたいに鳴る。風が吹いた。自分の吐息。誰かが誰かを呼んでる。パトカーのサイレンも、聞こえる気がした。

「そうだね」

　目的地は──。




◇柴しば田た旭あさひ◆




　旭あさひが目を覚ました時には、遠えん藤どう彼方かなたは消えていた。

　四し瞳どう学園関係者が連続して命を落とした件は、世間を大いに賑にぎわすことになる。

　真実がどうあれ、事故に見えるものは事故として処理され、明らかな殺人においても犯人を見つけることは出来なかった。

　四し瞳どう学園の監視カメラ映像は桜さくら井い夏なつ希きの死亡した日、遠えん藤どう彼方かなたが桜さくら井い秋あき園ぞのについて行った日、その翌日の計三日分が完全に消去され、桜さくら井い夏なつ希きの殺害当日分に至っては捜査時に提出されたコピーも消されていた。後者は内部の者によるものだと思われるが、実行者は不明。

　近こん藤どう正せい義ぎの犯行に関してはどういう経緯があったのか公表は控えられたが、旭あさひを撃った件だけは目撃者が多数おり、四し瞳どう学園の件と併せて騒がれることとなった。

　旭あさひを撃つ前に、近こん藤どうは四し瞳どう学園生徒宅に押し入ったという男を逮捕したが、犯人は黙して語らず、薬物所持と不法侵入の罪に問われただけだった。

　押し入られた生徒である山やま崎ざき快かい斗と少年は近こん藤どう宅にて無残な姿で発見され、近こん藤どうの遺書に書かれた内容から犯人と考えられる近こん藤どう此方こなたは、母校である廃小学校にて刺し殺さつ体たいで発見される。

　また、近くには山やま本もと観み月づき警部補の射殺体があり、指紋から近こん藤どう此方こなた殺害は山やま本もとによるものと判明するも、観み月づき殺害の犯人は不明。現場に凶器は残されておらず、逃走したとみられる。

　旭あさひが近こん藤どうと逢あっていた時間帯に遠えん藤どう彼方かなたとファミリーレストランにいる姿が監視カメラ映像に残っているが、関連は不明。

　死亡した山やま崎ざき快かい斗と、近こん藤どう此方こなた、失しつ踪そうした遠えん藤どう彼方かなた全員と共通の友人である久く保ぼ詩し織おりは捜査の上で事件と無関係と判断された。

　また、多くの学校関係者が遠えん藤どう彼方かなたの失しつ踪そうは事件に関わりがあったからではないと主張し、誘ゆう拐かいされたのではないかと聴取に答えている。

　逆に、世間の一部では遠えん藤どう彼方かなたが一連の事件の主犯であるという推測や、『どうすれば辻つじ褄つまが合うか』などの議論が盛んに行われた。

　彼が大きく関わっているのだとしても、一中学生に可能なことなど限られている。

　義父である遠えん藤どう宗そう介すけを調べるも、何の証拠も痕跡も摑つかめずに終わった。

　遠えん藤どう彼方かなたが罪を犯したという疑いがいくら強まっても、証拠は何一つとして摑つかめずにいる。

　一体何がどうしてあんなことになったのか、真相を知る者はいない。

　次第にこの件も風化していく。人は飽きっぽい。無関係である程、熱は冷めるのは早い。

　だが旭あさひには無理だった。次に進むことなど到底出来ない。

　付き合いの深い同僚が、部下が死に。それに関わっているかもしれない少年は、過去自分が助け出した子供だ。

　他の誰が、証拠が無いと言ったところで聞く耳を持つつもりはなかった。

　旭あさひだけは確かに聞いているのだから。

　──彼方かなたくんはね、一からやり直して、幸せになりたいそうです。

　近こん藤どうの残した言葉が、脳に焼き付いて離れない。

　あれから一月。旭あさひは独自に調べを進め、ある事実を突き止める。

　六年前の事件、より正確には藤ふじ間ま遙方はるかに関する情報を持っていた人間の大半が、既に死亡していたのだ。旭あさひも命を落としかけ、近こん藤どうは自殺した。

　一からやり直す。幸せになりたい。

　自分の過去に辿たどり着つける人物や情報を抹消し、人生を再出発しようとしているのではないか。

　正気の沙さ汰たではないが、八方塞がりの状況よりは仮説が立つ分だけマシと判断。そして──。

「…………見つけたぞ、小僧」

　藤ふじ間ま遙方はるかを知る者の中でまだ生きている人間をリストアップ。恐ろしいことに、数はごく少数だった。そこまで減らされているということだ。

　だが、数が少なければ調べる手間も省ける。

　とある県、とある街の、とある駅構内に設置された監視カメラ映像。

　ニット帽を被かぶりマスクを着用しているものの、それは紛れもなく──遠えん藤どう彼方かなただった。

　その街に住むのは三番、〝拷問殺人〟の飯いい田だ火ほ垂たる改め──間ま宮みや火ほ垂たる。

「てめぇのやったことに、やり直しがきくなんて思うんじゃねぇぞ」

　画面に向かって呟つぶやき、旭あさひは立ち上がる。

　遠えん藤どう彼方かなたを捕まえる為ために。

　少年の視線がカメラのレンズへと向けられていた理由については、考えることをせず。










あとがき







　小学校の記憶となるとほとんど残っていないのですが、一つ強烈に脳に刻み込まれている出来事があります。将来の夢をテーマに作文し、発表するという授業です。

　残念ながら夢など無かったので、自分は適当に思ってもないことを書きました。

　その時、クラスメイトの何人かは瞳ひとみを輝かがやかせながら将来について語りました。間に合わせの夢を気だるげに発表しただけの自分が恥はずかしくなるくらいに、声を弾はずませて。

　中学に上がってからも、時々そのことを思い出して焦しよう燥そうに駆かられることがありました。いつか絶対に大人になるというのに、何の展望もなくていいのだろうかと。

　漫画は好きでしたが、漫画を描こうとは思いませんでした。ゲームは好きでしたが、ゲームを作りたいとも思いませんでした。アニメや洋画は観るもの、音楽は聴きくものでしたし、スポーツも本気で打ち込めるようなものはありませんでした。

　好きなものが無いのではなく『好き』を『夢』に繫つなげる程の熱量を捻ねん出しゆつ出来なかったのです。

　ある時、クラスメイトに一冊を本を借りました。好きな漫画と同じタイトルの小説で、どうやら小説をコミカライズしているものを自分は読んでいたらしいのです。借りたのは原作小説ということになります。

　これがあまりにも面白くて、小説なんて文字ばかりで退たい屈くつだと思っていたのに、そんなことを忘れるぐらいに面白くて。

　気付けば、自分でも話を考えるようになっていました。

　小説らしきものを書くようになったのは高校生になってからでしたが、その時書いたものを友人が面白いなんて言ってくれるものだから、いよいよ引き返せなくなりました。

　小学生の頃から折に触れて自分を悩ませていた将来の夢が、出来てしまったのです。

　話を作る時いつも、小説が嫌きらいだった中学時代の自分でも面白いと感じるものになっているだろうかと考えます。

　本作が、皆様にとっても面白い話になっていれば幸いです。

　謝辞に移ります。

　担当編集の黒くろ崎さき様、小お野の寺でら様。大変お世話になりました。自分の面白いと思うもの、面白いと思う部分にお二人とも肯こう定てい的てきでいてくださって、それだけでとても救われました。

　イラストのさらちよみ様。今でもたまに『ヒのカグツチ』を読み返しては、湯ゆ里りが色んな心を取り戻すところを見たかったなぁなどと考えます。キリングメンバーでは特に此方こなたと詩し織おりがイメージ以上に彼女達で驚きました。男連中も恰かつ好こうよく描いてくださりありがとうございます。

　その他本書に関わって下さった全ての方と、ここまで読んで下さった方にも感謝を。


秋月陽澄
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秋あき月つき陽ひ澄ずみ

１９９４年生まれ。神奈川県在住。

よく夢をみます。大体途中で話が変な方向に進み、命の危機に晒され目が覚めます。悪夢とは思いませんが、たまには楽しい夢もみたいです。
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イラスト／さらちよみ

夏発売のスプラトゥーン２が楽しみすぎて夜も眠れないということはないけれどソワソワします。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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本書は第23回電撃小説大賞応募作『キリングメンバー』に加筆・訂正したものです。
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